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國
學
院
大
學
は
、
皇
典
講
究
所
創
立
以
来
、
建
学
の
理
念
・
精
神
を
「
神
道
」
に
、
そ
の
学
問
の
基
礎
を
「
国
学
」
に
求
め
て
今
に
至

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
学
校
法
人
國
學
院
大
學
の
寄
附
行
為
に
「
こ
の
法
人
は
…
…
古
典
を
講
じ
神
道
を
究
め
汎
く
人
文
に
関
す
る
諸
学

の
理
論
及
び
応
用
を
研
究
教
授
し
、
以
て
有
用
な
人
材
を
育
成
し
文
化
の
進
展
に
寄
与
す
る
」（
第
三
条
）
と
あ
り
、
ま
た
國
學
院
大
學

学
則
に
も
「
本
学
は
神
道
精
神
に
基
づ
き
人
格
を
陶
冶
し
、
諸
学
の
理
論
並
び
に
応
用
を
攻
究
教
授
し
、
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
」（
第
一
条
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
現
在
、
本
学
で
は
、
そ
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
神
道
精
神
」、
即
ち
「
主
体
性
を
保
持
し
た
寛
容
性
と
謙
虚
さ
」
に
基
づ
く

国
学
的
な
研
究
教
育
を
さ
ら
に
創
造
的
に
発
展
さ
せ
、
日
本
の
主
体
性
・
独
自
性
を
保
持
し
つ
つ
、
国
際
社
会
に
お
け
る
「
共
存
社
会
モ

デ
ル
」
を
構
築
し
、
学
術
研
究
及
び
教
育
を
通
し
て
日
本
社
会
の
発
展
と
世
界
の
平
和
に
貢
献
す
る
と
い
う
基
本
方
針
に
よ
っ
て
、
全
学

的
な
研
究
教
育
活
動
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
核
と
な
る
研
究
開
発
推
進
機
構
は
、
本
学
に
お
け
る
創
立
以
来
の
研
究
教
育
活
動
の

実
績
を
基
盤
と
し
て
、
日
本
及
び
国
際
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、
本
学
創
立
百
二
十
周
年
を
契
機
に
策
定
さ
れ
た
「
國
學
院
大
學

二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
」
に
基
づ
い
て
平
成
十
九
年
に
発
足
し
た
研
究
教
育
機
関
で
あ
り
、
現
在
、
日
本
文
化
研
究
所
、
学
術
資
料

館
、
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
、
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
創
刊
し
た
本
機
構
の
紀
要
は
、
以
上
の
学
問
理
念
に
基
づ
い
て
推
進
さ
れ
て
き
た
、
様
々
な
研
究
教
育
活
動
の
成
果
を
広
く
発

信
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
こ
の
紀
要
が
、
神
道
及
び
日
本
の
伝
統
文
化
の
研
究
を
核
と
し
つ
つ
、
諸
科
学
を
統
合
し
た
新
た
な
学
問
を

創
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
共
存
社
会
の
あ
り
方
を
国
際
的
に
提
言
す
る
場
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
創
刊
の
辞
に
代
え
た
い
。

創
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一
　
は
じ
め
に

小
林
秀
雄
の
『
本
居
宣
長
』（
新
潮
社
　
昭
和
五
十
二
年
）
の
冒
頭
部
の
、
宣
長
の
遺
言
と
そ
の
葬
儀
の
記
述
が
印
象
的
で
あ
る
よ
う

に
、
国
学
者
の
霊
魂
観
を
問
う
場
合
、
宣
長
が
『
古
事
記
伝
』
な
ど
で
展
開
し
た
、
人
間
は
死
ね
ば
全
て
黄
泉
国
に
行
く
と
し
た
死
後
の

霊
魂
論
や
、「
安
心
な
き
が
神
道
の
安
心
」
と
い
う
言
挙
げ
が
想
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
次
い
で
平
田
篤
胤
は
霊
魂
の
実
有
を
説
い
た
『
鬼

神
新
論
』
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
学
者
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
文
化
十
年
に
は
『
霊
能
真
柱
』
を
刊
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、

広
く
そ
の
名
が
知
ら
れ
、
ま
さ
に
国
学
者
の
間
に
「
毀
誉
相
半
」
の
大
き
な
論
争
を
引
き
起
こ
し
て
い
っ
た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
る
。

古
典
に
依
拠
す
る
古
伝
に
よ
り
霊
魂
を
問
う
こ
と
は
、
宣
長
・
篤
胤
に
限
ら
ず
、
多
く
の
近
世
国
学
者
に
共
有
さ
れ
て
い
た
問
題
意
識

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
は
篤
胤
に
よ
っ
て
、
古
典
文
芸
の
文
献
学
的
実
証
に
重
き
が
お
か
れ
て
い
た
宣
長
ま
で
の
国
学
が
「
宗
教

1

国
学
者
の
霊
魂
観
　
そ
の
思
想
と
実
践

―
荷
田
派
を
中
心
に
―

松
　
本
　
久
　
史



化
」
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
認
識
も
、
村
岡
典
嗣
の
『
本
居
宣
長
』（
岩
波
書
店
　
明
治
四
十
四
年
）
以
降
、
定
着
し
て
い
る
（
1
）

。
そ
の
た

め
か
、
国
学
者
の
霊
魂
観
に
対
す
る
研
究
と
い
え
ば
、
や
は
り
、
宣
長
・
篤
胤
以
降
が
対
象
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
特
に
六
人
部
是
香
な

ど
の
篤
胤
門
人
（
没
後
門
も
含
め
）
の
霊
魂
観
が
、
近
代
初
頭
に
お
け
る
神
道
国
教
化
政
策
、
大
教
宣
布
運
動
、「
祭
神
論
争
」
な
ど
、

明
治
政
府
の
神
道
政
策
に
ま
で
絡
め
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
宣
長
以
降
に
研
究
が
集
中
す
る
こ
と
は
、
国
学
研
究
全
般
に
い
え
る
現
象
で

も
あ
る
。
こ
れ
に
聊
か
の
異
議
を
呈
す
る
た
め
、
筆
者
は
荷
田
派
に
焦
点
を
当
て
た
論
考
を
す
で
に
発
表
し
て
い
る
が
（
2
）、

霊
魂
観
の
研
究

に
お
い
て
も
状
況
は
同
様
で
あ
り
、
本
稿
は
荷
田
春
満
を
中
心
と
し
た
荷
田
派
の
思
想
と
実
践
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
研
究

上
の
空
白
を
い
く
ら
か
で
も
補
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

国
学
者
の
「
霊
魂
観
」
を
研
究
す
る
方
法
と
し
て
は
、
死
後
の
人
間
の
霊
魂
の
行
方
や
、
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
の
記
述
を
取
り
上
げ

て
比
較
し
、
影
響
関
係
を
考
察
す
る
と
い
う
も
の
が
、
従
来
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
手
法
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
よ
り
、

国
学
者
た
ち
の
議
論
が
深
化
、
あ
る
い
は
迷
走
し
て
い
っ
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
「
霊
魂
観
」
を
語
る

に
十
分
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
ま
で
、
思
想
に
基
づ
い
た
社
会
的
な
実
践
が
ど
の
よ
う
な
形
で
結
実
し
た
の
か
と
い
う
検
討
は
あ
ま
り
積
極

的
に
な
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、『
三
大
考
』
論
争
（
3
）

に
し
て
も
、
当
時
の
国
学
者
間
の
人
間
関
係
や
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
踏
み
込
ん
だ
議
論
は
十
分
に
展
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
況
や
霊
祭
を
中
心
と
し
た
家
庭
祭
祀
や
、
神
職
門
人
に
お
け
る
神

葬
祭
の
実
施
な
ど
の
実
践
面
と
の
関
係
は
追
及
さ
れ
ず
に
、「
宗
教
的
」
な
気
吹
舎
門
と
「
文
献
実
証
主
義
」
の
鈴
門
の
対
立
と
し
て
単

純
に
図
式
化
さ
れ
て
処
理
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
現
在
、
思
想
的
な
継
承
・
発
展
の
系
譜
の
研
究
に
加
え
て
、
国

学
者
の
紡
ぎ
だ
す
思
想
と
実
践
の
間
の
関
係
を
明
確
に
す
る
作
業
が
是
非
と
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
筆
者
の

問
題
意
識
が
あ
る
。

し
か
し
一
方
、「
霊
魂
観
」
と
表
現
し
た
場
合
に
付
き
ま
と
う
曖
昧
さ
も
課
題
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、『
三
大
考
』
や
『
霊
能
真
柱
』

2



国学者の霊魂観　その思想と実践

と
い
っ
た
著
述
で
も
、
天
・
地
・
泉
の
分
立
が
示
さ
れ
る
宇
宙
生
成
論
と
死
後
の
霊
魂
の
行
方
は
直
接
に
結
び
く
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、

霊
魂
観
と
い
う
大
き
な
概
念
が
、
議
論
を
拡
散
さ
せ
る
惧
れ
も
あ
る
。
例
え
ば
、
神
社
に
奉
斎
さ
れ
た
り
古
典
に
見
え
る
神
々
と
、
実
在

し
た
人
間
の
霊
と
の
区
分
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
を
論
じ
て
も
膨
大
な
紙
幅
を
要
す
る
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
記
紀
な
ど
の
古
典
に
記
さ
れ
た
神
々
や
古
代
以
来
神
社
に
奉
斎
さ
れ
た
神
霊
に
つ
い
て
は
直
接
の
考
察
の
範
囲
外
と
し
、
実
在

の
人
間
の
霊
魂
に
関
す
る
思
想
お
よ
び
実
践
レ
ベ
ル
と
の
関
連
に
限
定
し
て
議
論
を
進
め
た
い
（
4
）

。

で
は
次
に
、「
実
践
」
と
い
う
場
合
、
具
体
的
に
何
を
想
定
す
る
の
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
神
葬
祭
で
あ
ろ
う
。
近
世
の
神
道
学

者
の
神
葬
祭
に
つ
い
て
は
、
近
藤
啓
吾
を
は
じ
め
と
す
る
垂
加
神
道
研
究
の
中
で
の
蓄
積
が
見
ら
れ
る
（
5
）

。
ま
た
、
実
践
レ
ベ
ル
の
史
料

翻
刻
と
し
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
開
始
さ
れ
た
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
に
お
け
る
安
蘇
谷
正
彦
を
研
究
代
表
者
と
し
た
、

「
神
葬
祭
の
基
礎
的
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、『
神
葬
祭
資
料
集
成
』（
ぺ
り
か
ん
社
　
一
九
九
五
年
）
が
刊
行
さ
れ
。
一

次
史
料
の
活
字
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
書
で
は
「
吉
田
流
葬
祭
」、「
神
儒
習
合
流
葬
祭
」、「
伊
勢
流
葬
祭
」、「
国
学
者
流
葬
祭
」
の

四
つ
に
区
分
し
、
二
十
五
種
の
神
葬
祭
関
係
書
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
「
国
学
者
流
葬
祭
」
の
中
に
は
、
本
稿
で
も
取
り
上
げ
る
、

杉
浦
国
頭
・
斎
藤
（
菅
原
）
信
幸
・
根
本
胤
満
（
治
胤
）
ら
、
荷
田
派
の
国
学
者
の
実
践
し
た
神
葬
祭
に
関
す
る
史
料
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
他
に
も
、
国
学
者
の
神
葬
祭
の
実
践
運
動
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
加
藤
隆
久
が
『
神
道
津
和
野
教
学
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会

昭
和
六
十
年
）
に
お
い
て
検
討
し
た
、
鈴
門
系
国
学
者
の
岡
熊
臣
の
津
和
野
藩
に
お
け
る
神
葬
祭
運
動
の
研
究
が
あ
る
。

し
か
し
、
霊
魂
観
に
基
づ
く
実
践
は
な
に
も
神
葬
祭
の
み
に
限
定
さ
れ
な
い
。
遠
藤
潤
は
、『
平
田
国
学
と
近
世
社
会
』（
ぺ
り
か
ん

社
　
二
〇
〇
八
年
）
第
五
章
「
日
本
社
会
に
お
け
る
神
と
先
祖
―
十
九
世
紀
の
平
田
国
学
を
一
焦
点
と
し
て
（
6
）

」
に
お
い
て
、
近
世
に
い

た
っ
て
確
立
し
た
仏
教
的
な
イ
エ
の
先
祖
祭
祀
を
、
平
田
篤
胤
が
『
毎
朝
神
拝
詞
記
』
・
『
玉
だ
す
き
』
な
ど
の
著
述
に
よ
っ
て
神
道
的

な
祭
祀
に
回
収
し
よ
う
と
し
た
試
み
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
神
葬
祭
の
代
替
機
能
を
果
た
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
、
先
祖
に
対
す

3



る
「
霊
祭
」
の
分
析
お
よ
び
神
葬
祭
と
の
関
連
は
殆
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
（
7
）

、
寺
檀
制
度
が
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
中
、

神
葬
祭
を
執
行
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
っ
た
、
神
職
以
外
の
国
学
者
（
篤
胤
さ
え
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
）
や
門
人
た
ち
の
先
祖

祭
祀
の
実
践
の
問
題
へ
の
遠
藤
の
提
唱
は
重
要
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
国
学
者
に
お
け
る
明
確
な
霊
魂
観
に
基
づ
い
た
実
践
活
動
の
濫
觴
と
し
て
、
荷
田
派
の
霊
祭
お
よ
び
神
葬
祭
運
動
に
注
目

す
る
。
具
体
的
に
は
荷
田
春
満
の
実
践
と
、
前
述
し
た
春
満
門
人
の
杉
浦
国
頭
、
斎
藤
信
幸
ら
に
お
け
る
神
葬
祭
の
実
施
に
注
目
し
つ
つ
、

彼
ら
の
思
想
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
た
だ
し
、
原
則
的
に
近
世
期
に
お
い
て
国
学
者
の
神
葬
祭
は
神
職
に
限
定
さ
れ
た
実
践
で
あ
り
、

国
学
者
全
体
が
共
有
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
、
神
職
の
神
葬
祭
運
動
に
つ
い
て
も
本
所
（
吉

田
・
白
川
家
）、
寺
院
勢
力
、
領
主
、
領
民
な
ど
と
の
社
会
的
な
関
係
性
を
個
別
に
考
慮
し
つ
つ
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
学
者
の

思
想
を
イ
コ
ー
ル
と
し
て
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
8
）。

本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
留
意
し
つ
つ
も
、
研
究
の
蓄
積
の
少
な
い
十

八
世
紀
前
半
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
近
世
後
期
以
降
の
遠
江
国
の
神
葬
祭
運
動
に
つ
い
て
は
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
（
9
）

、
地

域
神
職
の
神
葬
祭
と
国
学
の
運
動
と
の
比
較
が
可
能
な
地
域
で
あ
り
、
本
稿
の
考
察
は
、
時
代
的
に
そ
れ
に
先
立
つ
運
動
の
実
像
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
と
も
な
ろ
う
。

二
　
荷
田
氏
の
霊
祭
復
興
と
葬
儀

（
１
）
東
羽
倉
家
（
10
）の

葬
儀
と
霊
祭

春
満
の
父
で
あ
り
、
稲
荷
社
御
殿
預
（
11
）の

信
詮
は
元
禄
九
年
三
月
十
二
日
に
没
し
た
。
こ
の
と
き
の
葬
儀
は
僧
侶
の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
。

信
詮
の
な
き
が
ら
は
十
二
日
の
夜
に
西
光
寺
（
12
）

に
移
さ
れ
（
13
）、

十
四
日
に
は
同
寺
に
て
入
棺
、
十
六
日
に
は
西
光
寺
を
導
師
と
し
て
十
三
人
の

4
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僧
侶
に
よ
っ
て
葬
礼
が
執
行
さ
れ
、
十
八
日
に
初
七
日
が
営
ま
れ
、「
桃
源
院
」
の
号
が
贈
ら
れ
て
お
り
、
到
底
神
葬
祭
で
あ
っ
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
（
東
丸
神
社
蔵
、
信
友
筆
の
元
禄
九
年
『
家
記
』
よ
り
。
な
お
、
以
下
引
用
す
る
東
羽
倉
家
日
記
は
全
て
京
都
市
伏
見
区

東
丸
神
社
蔵
で
あ
る
）。
東
羽
倉
家
当
主
の
信
詮
は
秦
氏
系
祠
官
と
と
も
に
「
正
官
」
で
あ
り
、
稲
荷
社
家
を
代
表
す
る
一
人
で
も
あ
っ

た
。
こ
の
信
詮
の
葬
儀
に
際
し
、
こ
れ
だ
け
の
僧
侶
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
稲
荷
社
に
お
い
て
は
少
な
く
と
も
十
七
世

紀
末
ま
で
は
神
職
の
神
葬
祭
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
14
）

。

し
か
し
、
三
年
後
の
東
羽
倉
家
の
『
家
記
』（
元
禄
十
二
年
）
の
元
禄
十
二
年
三
月
五
日
条
に
は
、

五
日
、
快
晴
、
予
参
信
盛
宅
、
談
話
之
上
霊
号
之
事
並
幣
大
麻
之
聞
訳ワ
ケ

、
信
盛
之
曰
、
官
幣
謂
之
幣
、
御
正
体
謂
之
玉
串
、
振
幣
謂

之
握
手
也
、
麻
・
木
綿
以
作
、
皆
謂
之
幣
、
亦
曰
、
霊
号
之
認
様
別
無
子
細
也
（
読
点
は
松
本
が
適
宜
付
し
た
、
以
下
、
東
丸
神
社

蔵
東
羽
倉
家
日
記
に
関
し
て
は
同
様
）、

と
、
こ
の
頃
別
家
独
立
し
て
い
た
「
信
盛
」、
つ
ま
り
春
満
宅
に
、『
家
記
』
の
記
録
者
で
あ
る
「
予
」（
春
満
の
弟
、
並
河
宗
武
（
15
）

と
推
定

さ
れ
る
）
が
訪
問
し
、
霊
号
や
御
幣
・
大
麻
に
つ
い
て
質
問
し
、
そ
れ
に
春
満
が
逐
一
答
え
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
、
東
羽
倉
家
の
先
祖

祭
祀
の
準
備
に
か
か
わ
る
相
談
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
、
同
年
九
月
五
日
条
を
見
る
と
、

五
日
晴
天
、
今
日
始
而
竃
家
先
祖
祭
御
霊
、
久
敷
絶
此
祭
社
中
鳴
鳴
歎
哉
、
世
以
神
道
廃
事
、
是
以
兄
弟
相
寄
当
家
霊
祭
之
定
式
、

於
神
事
屋
祭
豊
興
霊
・
静
崎
霊
・
静
岩
霊
也
、
豊
興
霊
・
静
崎
霊
者
信
友
之
父
母
也
、
静
岩
霊
者
信
友
妻
之
妣
也
、
依
之
先
此
三
霊

専
祭
之
、
次
祖
父
母
豊
倉
霊
・
八
尋
海
霊
茂
合
祭
也
、
山
野
河
海
乃
鳥
獣
万
草
以
祭
之
、
供
物
者
左
記
、（
中
略
）
当
家
尓
此
祭
古

5



来
雖
有
之
久
敷
中
絶
故
、
今
度
再
興
而
霊
祭
之
式
定
者
也
、
時
正
尓
祭
之
者
古
法
也
、
四
時
事
兼
之
故
也
、
霊
式
祭
文
等
有
別
紙
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
竃
家

へ
っ
つ
い
け

」、
つ
ま
り
東
羽
倉
家
先
祖
の
霊
祭
が
久
し
く
中
絶
し
、
社
中
は
「
神
道
廃
事
」
を
嘆
い
て
い
た
が
、
兄
弟
が

協
議
の
う
え
祭
り
の
式
を
定
め
、
両
親
お
よ
び
祖
父
母
に
霊
号
を
付
け
、
霊
祭
を
再
興
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
時
期
的
に
は
春
満

江
戸
出
府
の
前
年
で
あ
り
、
翌
十
三
年
一
月
に
は
春
満
の
実
母
深
尾
氏
貝
子
の
亡
母
霊
祭
の
た
め
に
「
霊
祭
戒
詞
（
16
）

」
を
春
満
が
執
筆
し

て
お
り
、
元
禄
十
二
年
三
月
五
日
条
の
記
事
も
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
春
満
が
兄
弟
の
中
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け
主
導
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
信
詮
の
葬
儀
に
見
る
よ
う
に
、
実
際
の
葬
儀
執
行
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
未
だ
神
葬
祭
が
実
施
さ
れ
て

は
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
ま
さ
に
「
神
道
」
の
復
興
と
し
て
、
亡
き
父
母
を
は
じ
め
と
す
る
先
祖
の
霊
祭
を
神
式
と
し
て
執
行
し
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
17
）

。
江
戸
出
府
以
前
の
春
満
は
元
禄
四
年
頃
か
ら
日
本
書
紀
を
は
じ
め
と
す
る
神
書
や
古
典
の
講
義
も
行

っ
て
い
る
こ
と
は
、
先
学
の
研
究
の
中
で
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
一
定
の
見
識
を
持
っ
た
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
18
）、

一
方
で
は
霊
祭
の
よ
う
な
実
践
的
な
方
面
に
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
霊
祭
の
復
興
（
実
質
的
に
は
新
設
で

あ
る
）
は
、
春
満
を
含
め
東
羽
倉
家
の
人
々
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
「
神
道
」
復
興
の
端
緒
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

春
満
の
兄
で
信
詮
を
襲
っ
て
御
殿
預
と
な
っ
て
い
た
信
友
は
、
享
保
二
年
八
月
九
日
に
卒
し
た
。
そ
の
時
、
春
満
は
伏
見
に
居
り
、
東

羽
倉
家
屋
敷
内
に
別
宅
を
構
え
、
実
母
貝
子
と
と
も
に
居
住
し
て
い
た
（
19
）。

春
満
の
弟
で
あ
り
、
権
御
殿
預
の
信
名
が
記
し
た
『
家
記
』
享

保
二
年
同
日
条
に
は
、

一
　
西
光
寺
ヘ
以
文
、
信
友
公
死
亡
之
旨
相
届
、
葬
儀
之
用
意
可
有
之
旨
申
遣
、
葬
儀
者
明
十
日
午
ノ
刻
也

一
　
今
夜
戌
刻

斂
カ
リ
モ
カ
リ
ス、

臥
棺
也
、

6
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贈
号
桂
芳
院
ト
禰
（
称
カ
）、

時
秋
な
れ
は
時
物
ヲ
以
奉
号
也
、
先
例
信
詮
公
桃
源
院
例
ヲ
以
也
、

一
臥
棺
槨
共
、
八
歩
の
ま
き
板
ヲ
用
、
尤
寝
所
ニ
テ
真
床
共
ニ
奉
納
也
、
口
中
ニ
青
石
之
玉
ヲ
令
含
、
棺
之
内
ニ
衣
冠
笏
ヲ
入
ル
、

刃
物
矢
一
手
こ
れ
は
病
中
翫
物
故
従
志
之
、
然
而
し
ん
ち
う
の
板
一
尺
八
寸
、
は
ゝ
二
寸
余
の
金
簡
ニ
、
職
位
姓
名
ヲ
記
テ
入
棺

中
、
従
二
ニ
て
古
実
之
法
一
也
、
経
数
千
歳
而
不
朽
也
、

棺
ノ
幅
二
尺
、
長
五
尺
、
尸
ハ
錦
ニ
テ
詰
ル
也
、
槨
ノ
寸
法
棺
ヲ
入
ル
也
、

錦
二
筋
、
長
サ
八
尺
、
棺
槨
ヲ
か
く
ミ
、
余
綱
ヲ
持
テ
下
ス
タ
メ
也
、

一
西
光
寺
へ
贈
物
、
長
刀
一
振
、
白
小
袖
壱
ツ
□
□
也
、

と
あ
っ
て
、
父
信
詮
同
様
に
葬
儀
に
は
西
光
寺
が
関
与
し
、
葬
列
に
も
西
光
寺
を
は
じ
め
衆
僧
十
名
が
導
師
と
し
て
参
列
し
、
諷
経
も
な

さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
口
中
に
青
石
を
含
ま
せ
、
位
階
職
名
姓
名
を
記
し
た
真
鍮
の
「
金
簡
」
を
棺
に
入
れ
る
こ
と
な
ど
が
見
え
、
単
純

な
仏
葬
で
は
な
い
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
20
）

。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
春
満
門
人
の
神
葬
祭
に
つ
い
て
の
考
察
で
後
述
す
る
。

（
２
）
春
満
に
よ
る
門
人
へ
の
霊
号
の
授
与
と
霊
祭

元
禄
十
三
年
、
春
満
は
江
戸
に
出
府
し
て
門
戸
を
張
り
、
神
田
明
神
神
主
の
芝
崎
好
高
を
門
人
と
し
た
こ
と
を
始
め
と
し
て
、
神
職
を

中
心
に
門
人
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
現
在
、
唯
一
残
さ
れ
て
い
る
春
満
の
日
記
で
あ
り
、
江
戸
で
の
春
満
の
活
動
を
具
体
的
に
知
る
こ
と

の
で
き
る
『
宝
永
四
年
日
次
記
』
を
繙
く
と
、
和
歌
や
神
書
の
教
授
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
な
か
で
も
、
神
職
門

人
に
対
す
る
霊
号
授
与
の
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

春
満
は
宝
永
四
年
四
月
九
日
に
相
模
国
大
住
郡
易
産
社
（
21
）

社
司
の
鵜
川
直
積
の
依
頼
に
よ
っ
て
社
参
の
法
を
口
伝
し
た
が
、
そ
れ
に
続
き

7



同
月
十
五
日
に
は
父
母
、
祖
父
・
祖
母
お
よ
び
曽
祖
父
、
高
曽
祖
父
の
霊
号
を
直
積
に
授
与
し
て
い
る
。『
宝
永
四
年
日
次
記
』
四
月
十

五
日
条
に
は
こ
の
春
満
と
直
積
の
や
り
と
り
が
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。

十
五
日
　
晴
、
鵜
川
直
積
の
願
の
ま
ゝ
に
、
太
玉
串
の
拝
の
、
わ
か
家
の
式
を
さ
つ
く
。
そ
の
う
へ
さ
き
の
親
た
ち
の
御
霊
ま
つ
る

こ
と
も
な
く
、
あ
や
し
き
仏
の
教
を
ま
な
ひ
て
、
魚
鳥
の
み
を
く
ら
は
さ
る
を
道
と
ひ
か
覚
え
せ
し
を
、
わ
か
国
の
常
の
道
の
か
た

は
し
も
き
ゝ
得
し
か
ひ
に
、
先
み
お
や
の
み
た
ま
祭
り
奉
ら
て
は
、
神
あ
か
り
し
た
ま
ひ
し
ミ
お
や

に
仕
る
道
う
し
な
ふ
に

な
れ
は
、
立
か
へ
り
て
こ
と
し
よ
り
霊
祭
り
仕
り
侍
ら
ん
と
い
へ
る
に
よ
り
て
、
さ
ら
は
霊
号
つ
け
て
あ
か
ま
へ
さ
せ
ん
、
そ
の
み

お
や

の
生
ま
せ
し
世
の
こ
ゝ
ろ
さ
し
、
し
わ
さ
、
い
か
に
か
あ
り
し
と
と
へ
は
、
し
か

と
見
聞
お
よ
ひ
し
有
さ
ま
を
か

た
れ
る
に
よ
り
て
、
遠
つ
お
や
な
と
の
日
比
の
あ
り
さ
ま
は
委
し
く
も
え
し
ら
す
、
た
ゝ
四
世
の
霊
ま
つ
り
仕
へ
奉
ん
、
此
四
世
の

お
く
り
み
た
ま
な
つ
け
て
あ
た
へ
よ
と
こ
へ
る
ま
ゝ
に
つ
け
て
授
け
ぬ
、
先
父
の
霊
号
は
八
作
や
つ
く
り

霊
、
母
の
霊
号
は
八
織
や
お
り

霊
、
祖
父
の

霊
名
を
宗
保
む
ね
も
ち

霊
、
祖
母
の
霊
名
を
静
水
し
つ
ミ

霊
と
名
つ
け
て
、
そ
の
さ
き
二
世
は
お
の
霊
名
の
み
に
て
、
女
の
霊
名
を
つ
け
す
、
こ
れ
ハ

直
積
思
ふ
所
あ
り
て
請
に
よ
る
も
の
な
り
、
そ
の
さ
き
の
二
霊
名
ハ
、
第
一
を
本
起
も
と
お
き

霊
、
次
を
弥
斎
い
や
い
ミ

霊
と
四
世
の
御
名
つ
け
て
授
け

あ
た
へ
ぬ
、（
佐
伯
有
義
編
『
宝
永
四
年
日
次
記
並
書
翰
集
』
昭
和
十
二
年
　
荷
田
春
満
大
人
二
百
年
記
念
会
　
三
〜
四
頁
）

直
積
は
従
来
、
仏
教
の
み
を
道
と
思
い
、
先
祖
の
霊
を
祭
る
こ
と
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、（
春
満
の
教
え
に
よ
っ
て
）
我
が
国

の
道
の
一
端
を
知
り
、
先
祖
の
霊
祭
を
行
わ
な
け
れ
ば
道
を
実
践
で
き
な
い
た
め
、
今
年
か
ら
執
行
し
た
い
と
い
う
志
を
述
べ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
春
満
は
、
そ
れ
で
は
先
祖
の
霊
号
を
授
け
よ
う
と
、
先
祖
の
性
向
や
言
動
を
直
積
か
ら
聞
き
、
父
・
母
、
祖
父
・
祖
母
、
曽
祖

父
、
高
祖
父
の
霊
号
を
命
名
し
て
直
積
に
授
与
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
元
禄
十
二
年
の
京
都
に
お
け
る
東
羽
倉
家
霊
祭
の
再

8



国学者の霊魂観　その思想と実践

興
を
実
践
し
た
春
満
が
、
門
人
の
神
職
に
対
し
て
も
同
様
に
霊
号
を
授
与
し
、
霊
祭
の
執
行
を
勧
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

記
述
か
ら
は
、
春
満
、
そ
し
て
そ
の
教
え
を
受
け
た
門
人
に
と
っ
て
、
霊
祭
の
実
施
と
古
の
神
の
道
を
学
ぶ
と
い
う
行
為
が
一
体
の
も
の

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
霊
号
の
授
与
お
よ
び
霊
祭
を
希
望
す
る
門
人
は
神
職
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
春
満
の
江
戸
出
府
ま
も
な

い
元
禄
十
六
年
五
月
五
日
に
入
門
（
22
）

し
た
越
後
国
長
岡
藩
士
の
吉
田
助
六
髟
（
23
）

は
神
書
に
特
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
自
身
も
神
書
の
講
釈
を

行
う
な
ど
熱
心
な
門
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
助
六
郎
が
急
死
し
た
後
、
息
子
の
吉
田
天
台
か
ら
春
満
に
宛
て
た
書
簡
に
霊
号
お
よ
び
霊
祭
に

つ
い
て
の
言
及
が
み
ら
れ
る
。

一
筆
啓
上
仕
候
、
良
人
鋪
御
安
否
承
知
而
仕
候
、
厳
寒
御
座
候
得
共
、
弥
御
堅
固
被
成
御
座
候
哉
承
度
奉
存
候
、
然
は
同
苗
助
六
郎

儀
、
急
症
ニ
而
去
月
廿
八
日
致
落
命
、
拙
者
力
落
残
念
候
段
御
察
被
成
可
被
下
候
、
其
元
様
ニ
も
数
年
御
馴
染
旁
別
而
御
残
多
可
被

思
召
奉
察
候
、
勿
論
同
苗
儀
当
春
よ
り
胸
痛
申
候
而
歩
行
致
候
儀
も
急
ニ
ハ
罷
成
不
申
候
躰
ニ
御
座
候
得
共
、
役
方
其
外
旦
那
用
事

一
日
も
無
懈
怠
、
既
落
命
候
朝
も
用
事
御
座
候
而
登
城
仕
、
無
何
事
帰
宅
仕
、
平
性
躰
ニ
御
座
候
趣
、
急
持
病
差
登
り
申
候
而
落
命

仕
、
誠
何
も
十
方
こ
と
無
罷
在
候
、
此
段
為
御
報
申
上
度
ニ
て
、
乍
早
々
以
書
中
得
貴
慮
候
、
且
又
先
年
江
戸
へ
御
下
り
被
成
御
座

候
節
、
霊
父
老
母
死
去
仕
候
而
、
幸
と
老
母
霊
号
と
て
貴
牌
へ
霊
父
御
無
心
申
、
備
御
付
被
下
候
、
霊
父
号
何
卒
御
付
被
遣
被
下
候
、

霊
父
勿
論
拙
者
共
ニ
本
意
ニ
奉
存
候
、
近
頃
乍
御
面
倒
霊
号
早
速
御
付
被
成
御
下
し
被
成
可
被
下
候
、
此
段
申
上
度
、
任
心
底
昨
今

迄
ハ
名
乗
と
は
霊
号
ニ
仕
唱
申
候
、
就
夫
霊
祭
祝
詞
手
前
ニ
所
持
仕
候
、
此
程
伺
用
イ
之
儀
ニ
御
座
候
哉
、
此
義
霊
父
よ
り
承
置
不

申
候
、
大
切
之
儀
ニ
も
可
有
御
座
候
へ
共
、
右
之
作
法
乍
御
六
ヶ
敷
荒
増
御
認
被
成
被
掛
貴
意
可
被
下
候
、
此
段
奉
頼
候
、
霊
号
御

付
被
成
被
下
候
ハ
ヽ
、
早
速
京
太
刀
売
ニ
罷
有
候
永
原
市
兵
衛
と
申
者
方
迄
御
頼
被
下
候
ヘ
ハ
、
江
戸
旦
那
屋
鋪
迄
早
速
廻
達
仕
候
、
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何
卒
々
々
乍
御
六
ヶ
敷
早
々
御
認
被
下
候
ニ
奉
願
候
、
猶
追
々
可
得
堅
慮
恐
惶
謹
言
、

吉
田
天
台
　
良
（
花
押
）

十
一
月
十
五
日
　
　
　
　
　

羽
斎
様

参
人
々
御
中
（
以
下
、
尚
々
書
略
す
（
24
）

）

こ
の
書
簡
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
生
前
の
助
六
郎
は
、
稲
荷
の
春
満
の
許
に
出
府
の
予
定
に
つ
い
て
伺
い
の
書
簡
を
出
し
て
お
り
、

ま
た
「
先
年
江
戸
へ
御
下
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
は
春
満
最
終
の
江
戸
在
府
で
あ
っ
た
享
保
八
年
六
月
以
降
の
書
簡
と
考
え
ら

れ
る
。
内
容
は
助
六
郎
の
息
子
の
天
台
が
、
父
が
急
逝
し
た
た
め
、
助
六
郎
の
霊
号
の
命
名
お
よ
び
霊
祭
の
作
法
の
授
与
を
春
満
に
依
頼

し
た
も
の
で
あ
る
。
先
に
助
六
郎
の
亡
母
の
霊
号
を
春
満
が
命
名
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
台
も
同
様
に
助
六
郎
の
霊
号
命
名
を
師

の
春
満
に
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
助
六
郎
は
霊
祭
を
実
践
し
て
お
り
、
急
死
に
よ
り
そ
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
天

台
は
春
満
に
こ
の
よ
う
な
書
簡
を
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
簡
か
ら
は
、
神
職
で
は
な
い
者
で
も
神
道
に
熱
心
な
春
満
の
門
人
は
神

式
の
霊
祭
を
志
向
し
、
そ
の
方
法
を
春
満
に
教
示
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
事
例
と
し
て
、
神
田
明
神
神
主
芝
崎
好
高
も
、
享
保
十
二
年
七
月
四
日
宛
書
簡
で
母
の
霊
号
の
命
名
を
春
満
に
依
頼
し
、
同

年
十
月
十
八
日
書
簡
に
お
い
て
は
具
体
的
な
霊
号
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
命
名
の
礼
を
春
満
に
述
べ
て
い
る
（
25
）。

こ
の
よ
う
に
、
門

人
に
対
す
る
霊
号
授
与
は
宝
永
四
年
か
ら
享
保
十
二
年
に
か
け
て
見
ら
れ
、
依
頼
を
受
け
た
春
満
は
そ
れ
に
応
え
続
け
て
い
る
。
霊
号
の

授
与
と
先
祖
に
対
す
る
霊
祭
の
実
施
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
鵜
川
直
積
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
仏
教
的
な
先
祖
供
養
か
ら
の
脱
却
を

志
向
す
る
た
め
に
必
要
な
「
装
置
」
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
26
）

。
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国学者の霊魂観　その思想と実践

（
３
）
春
満
の
葬
儀

元
文
元
年
七
月
二
日
、
荷
田
春
満
は
京
都
稲
荷
に
て
六
十
八
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
春
満
の
葬
儀
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
自
体
の
詳
細
は

残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
翌
日
の
七
月
三
日
に
は
、

今
日
東
丸
公
葬
之
儀
、
家
頼
と
も
打
寄
諸
事
相
調
ル
也
、
葬
儀
之
次
第
ハ
信
友
公
之
通
日
記
相
考
へ
差
略
シ
テ
可
致
之
旨
、
信
舎
左

仲
予
相
談
ニ
而
、
甚
之
丞
、
権
之
助
、
次
郎
右
衛
門
へ
申
付
ル
也
、
其
外
之
家
頼
と
も
、
外
よ
り
も
見
送
、
別
帳
ニ
委
ク
有
之
也
、

尊
骸
御
暇
乞
今
申
ノ
下
刻
当
所
親
類
其
外
門
弟
備
前
浜
松
森
兵
部
允
杉
浦
大
学
等
迄
相
済
、
入
棺
之
儀
、
夜
ニ
入
、
夜
中
過
入
棺
、

夫
よ
り
着
服
也
、
予
ハ
母
方
ニ
而
相
納
也
、
今
晩
直
ニ
殯
之
積
リ
也
（
東
丸
神
社
蔵
『
荷
田
延
武
日
記
』。
羽
倉
信
真
編
『
荷
田
春

満
歌
集
』
上
　
昭
和
十
二
年
　
所
収
翻
刻
も
参
照
し
た
）。

稲
荷
社
権
御
殿
預
の
「
予
」
つ
ま
り
羽
倉
延
武
（
信
名
養
子
）、
氏
人
で
春
満
の
甥
の
羽
倉
左
仲
、
西
羽
倉
家
当
主
で
目
代
の
羽
倉
信

舎
ら
一
族
が
協
議
の
上
、
享
保
二
年
に
卒
し
た
春
満
の
兄
信
友
の
葬
儀
に
な
ら
い
、
簡
略
し
た
形
で
執
行
し
た
と
あ
る
。
残
念
な
が
ら
そ

れ
を
詳
し
く
記
し
た
「
別
帳
」
は
確
認
で
き
な
い
が
、
七
月
三
日
に
入
棺
、
翌
四
日
に
埋
葬
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
過
程
に
は
信
詮
お
よ
び

信
友
の
葬
儀
の
よ
う
な
西
光
寺
な
ど
の
僧
侶
の
関
与
が
認
め
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
直
後
に
春
満
に
は
「
厳
興
霊
」
の
霊
号
が
贈
ら
れ
、
東
羽
倉
家
の
御
霊
屋
に
合
祭
さ
れ
て
い
る
。
霊
号
は
当
時
江
戸
に
在
府
し

て
い
た
御
殿
預
の
信
名
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
よ
う
だ
。『
羽
倉
延
武
日
記
』
元
文
元
年
八
月
十
八
日
条
に
は
、

一

十
八
日
己
卯
霽
、
今
夕
方
東
武
よ
り
書
状
到
来
、
弥
無
異
候
旨
且
帰
泉
之
齋
先
生
・
石
見
守
等
之
霊
号
認
来
ル
也
、
則
左
ニ
記

ス
、

11



厳
興

イ
ヅ
オ
キ
ノ

霊
　
春
満
先
生

早
武
ハ
ヤ
タ
ケ

霊
　
駒
満
雅
兄

右
之
通
、
五
旬
過
候
て
吉
日
を
撰
ミ
候
而
御
霊
屋
へ
合
祭
シ
仕
、
両
所
讃
美
之
文
等
献
上
仕
、
志
之
料
理
等
申
付
祭
事
可
申
旨
、
東

武
信
名
尊
公
よ
り
申
来
也
、
今
ヨ
リ
和
文
等
可
懸
心
者
也

と
記
述
さ
れ
、
霊
号
や
霊
祭
に
つ
い
て
は
「
東
武
」、
つ
ま
り
訴
訟
の
た
め
江
戸
在
府
中
の
信
名
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

実
際
に
霊
祭
を
執
行
し
た
記
事
は
、『
羽
倉
延
武
日
記
』
の
同
年
九
月
二
十
八
日
条
に
「
今
日
東
丸
駒
満
御
霊
を
祭
、
東
丸
厳
興
霊
、
信

章
早
武
霊
ト
奉
付
、
信
辰
よ
り
改
号
申
来
、
志
ノ
祭
文
相
認
、
夕
食
朝
食
備
ス
ル
也
」
と
先
の
信
名
の
指
示
通
り
の
霊
祭
を
行
っ
て
い
る

が
、
八
月
十
八
日
条
に
あ
っ
た
五
旬
、
つ
ま
り
五
十
日
や
百
日
の
よ
う
に
定
日
に
執
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
な
お
、「
駒
満
」

と
は
享
保
二
十
年
十
一
月
十
七
日
に
卒
し
た
信
名
の
子
で
権
御
殿
預
で
あ
っ
た
信
章
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
過
程
に
お
い
て
も
、
僧

侶
の
関
与
し
た
形
跡
は
日
記
か
ら
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
春
満
の
葬
儀
に
立
ち
会
っ
て
い
る
遠
江
の
門
人
、「
杉
浦
大
学
（
国
満
）」
は
後
述
す
る
父
国
頭
の
神
葬
祭
を
執
行
し
て
い
る
（
27
）

。

現
状
で
は
春
満
の
み
な
ら
ず
、
近
世
稲
荷
社
家
の
葬
儀
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
多
く
、
断
定
的
に
論
ず
る
段
階
で
は
な
い
が
、
少
な
く

と
も
春
満
の
時
代
に
至
っ
て
、
羽
倉
家
に
お
い
て
は
神
葬
祭
が
志
向
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
よ
う
で
あ
る
（
28
）

。

三
　
春
満
の
霊
魂
・
葬
祭
観

前
節
で
は
東
羽
倉
家
お
よ
び
春
満
に
お
け
る
霊
祭
や
神
葬
祭
の
実
践
に
つ
い
て
史
料
を
用
い
つ
つ
論
じ
た
。
こ
こ
で
は
、
春
満
の
思
想
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国学者の霊魂観　その思想と実践

面
か
ら
霊
魂
観
や
葬
祭
観
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

春
満
は
人
間
は
魂
・
気
・
形
の
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
理
解
し
て
い
た
。
ま
た
、
春
満
の
日
本
書
紀
神
代
巻
解
釈
に
基
づ
く

「
神
鐵
道
徳
説
（
29
）

」
に
お
い
て
は
善
悪
二
項
対
立
的
構
造
が
貫
か
れ
て
お
り
、
天
地
開
闢
に
お
け
る
陰
・
陽
の
分
化
に
よ
っ
て
世
界
が
展
開

す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冊
尊
、
天
照
大
神
・
素
戔
嗚
尊
、
瓊
々
杵
尊
・
大
国
主
命
、
海
幸
彦
・
山
幸
彦
に
い
た
る

迄
の
神
代
巻
の
展
開
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
々
を
「
天
」
と
「
地
」
に
対
立
的
に
配
当
し
、
善
で
あ
る
天
（
陽
）
が
悪
で
あ
る
地

（
陰
）
を
克
服
す
る
構
図
を
描
い
て
い
る
。

魂
・
気
・
形
は
こ
の
構
図
の
中
で
、「
魂
」
は
天
の
性
質
を
受
け
持
ち
「
陽
」、「
形
」（
肉
体
）
は
地
に
由
来
す
る
「
陰
」
と
捉
え
ら

れ
る
。
こ
の
魂
・
形
の
両
者
を
媒
介
し
、
人
間
を
活
動
さ
せ
し
め
て
い
る
も
の
が
「
気
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
天
に
由
来
す
る
「
天
津
気
」

と
地
に
由
来
す
る
「
国
津
気
」
の
二
つ
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
、
こ
れ
も
二
項
対
立
的
に
理
解
さ
れ
る
。「
国
津
気
」
を
多
く
受
け
る
と
形

体
に
拘
り
、
情
欲
を
貪
っ
て
し
ま
う
と
戒
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
早
く
も
、
前
述
し
た
元
禄
十
三
年
一
月
八
日
の
春
満
の
母

貝
子
亡
母
の
霊
祭
に
当
た
っ
て
、
奉
仕
者
の
戒
め
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
霊
祭
戒
詞
」
に
も
「
国
津
気
乃
枉
触
仁
触
天
荒

備
枉
利
見
事
無
久
」（『
神
道
大
系
　
論
説
編
二
十
三
　
復
古
神
道
（
一
）
荷
田
春
満
』
三
三
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
江
戸
出
府
前
か

ら
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
春
満
の
「
神
鐵
道
徳
説
」
の
教
え
と
は
、
人
間
の
霊
魂
は
天
に
由
来
す
る
こ
と
を
人

は
よ
く
わ
き
ま
え
、
平
素
か
ら
国
津
気
の
情
欲
に
溺
れ
な
い
よ
う
に
修
練
せ
よ
と
い
う
こ
と
に
帰
結
し
、
そ
の
教
え
は
神
代
巻
に
記
さ
れ

て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
霊
魂
観
に
基
づ
き
、
死
後
、
人
間
の
霊
魂
の
行
方
は
ど
う
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
春
満
の
解
答
は
明
快
で
あ
る
。
天
に
由

来
す
る
魂
は
天
に
帰
り
、
地
に
由
来
す
る
肉
体
は
地
に
帰
す
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
特
に
魂
に
つ
い
て
は
、
天
に
あ
る
「
日
少
宮
」
に

留
ま
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
霊
は
す
な
わ
ち
日
（
太
陽
）
そ
の
も
の
で
あ
り
、
伊
弉
諾
尊
が
創
業
を
な
し
終
え
日
少
宮
に
鎮
ま
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っ
た
箇
所
の
神
代
巻
の
注
釈
で
は

魂
と
云
も
の
は
日
に
合
ひ
た
る
も
の
也
。
唐
の
説
に
は
日
月
は
陰
気
陽
気
の
凝
り
た
る
も
の
と
云
ふ
也
。
然
に
我
国
の
教
の
手
に
つ

か
ゑ
ま
つ
る
と
云
も
の
は
、
正
し
く
魂
と
云
ふ
も
の
は
日
月
の
二
つ
也
。
天
地
の
魂
は
日
月
、
人
の
魂
も
こ
の
日
月
の
御
影
也
。
人

の
魂
は
日
と
同
体
の
も
の
也
。
諾
尊
の
御
留
り
な
さ
る
ゝ
所
は
何
方
ぞ
と
い
へ
ば
、
日
の
若
宮
に
被
成
御
座
也
。
万
々
世
ま
で
も
魂

の
上
に
於
い
て
は
、
中
々
今
日
人
の
老
衰
す
る
如
き
の
理
に
は
あ
ら
ず
、
万
々
世
ま
で
も
そ
の
御
魂
の
不
絶
理
を
窺
こ
と
に
、
日
の

少
宮
と
あ
り
て
、
若
い
と
云
ふ
所
に
被
成
御
座
也
（『
日
本
書
紀
神
代
巻
箚
記
（
30
）

』『
荷
田
全
集
』
第
六
巻
　
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
三

年
　
四
二
頁
）。

こ
れ
は
一
見
、
天
・
陽
・
魂
と
地
・
陰
・
魄
に
二
分
す
る
儒
教
的
霊
魂
観
を
敷
衍
し
た
考
え
と
理
解
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

春
満
は
こ
の
区
分
に
つ
い
て
外
来
の
観
念
で
は
な
く
、
日
本
固
有
の
伝
承
な
の
だ
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
た
（
31
）

。
ま
た
、
魂
が
死
後
天

に
赴
く
証
明
と
し
て
、
天
神
の
命
に
背
い
て
「
返
し
矢
」
に
当
た
っ
て
死
ん
だ
天
稚
彦
の
屍
が
天
に
送
ら
れ
、
そ
こ
で
葬
儀
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
挙
げ
る
。

又
天
稚
彦
が
尸
を
天
に
至
ら
し
む
る
者
は
、
是
死
し
て
天
に
帰
す
る
な
り
。
凡
そ
仏
法
に
善
人
は
極
楽
に
入
、
悪
人
は
地
獄
に
陥
る

と
云
へ
り
。
是
神
道
の
意
に
非
ず
。
天
稚
彦
の
如
き
悪
人
も
、
皆
共
に
天
に
帰
す
る
也
（『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』『
荷
田
全
集
』
第

六
巻
　
一
六
三
頁
）。
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国学者の霊魂観　その思想と実践

と
述
べ
て
、
非
道
の
行
い
を
し
た
天
稚
彦
で
さ
え
、
死
ね
ば
天
に
帰
る
の
で
あ
る
か
ら
、
善
人
悪
人
を
問
わ
ず
死
ね
ば
天
に
赴
く
の
が

「
神
道
の
意
」
で
あ
る
と
し
て
、
仏
教
の
極
楽
・
地
獄
説
を
否
定
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
神
代
巻
に
は
様
々
な
他
界
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
春
満
は
そ
れ
ら
を
ど
う
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
黄
泉

国
に
つ
い
て
、
春
満
の
理
解
で
は
地
中
世
界
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
形
、
つ
ま
り
死
後
の
肉
体
が
赴
く
世
界
な
の
で
あ
る
。
霊
は
天
に
属

す
る
た
め
、
黄
泉
に
留
ま
る
こ
と
は
な
い
。
天
と
対
比
し
て
、
形
の
気
、
つ
ま
り
国
津
気
に
よ
る
情
欲
の
源
泉
と
し
て
も
理
解
さ
れ
る
世

界
で
あ
る
。
素
戔
嗚
尊
が
赴
い
た
根
国
に
つ
い
て
は
、「
気
」
の
根
源
で
あ
る
地
中
世
界
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
、
黄
泉
と
は
区
別
さ
れ

て
い
る
（
32
）

。
ま
た
、
山
幸
彦
が
赴
い
た
「
海
宮
」
は
海
底
に
あ
る
世
界
と
し
て
い
る
。
他
に
も
、「
常
世
」
は
海
宮
と
同
様
の
別
世
界
（
33
）

と
さ

れ
て
い
る
。
春
満
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
い
ず
れ
の
世
界
も
死
者
の
魂
が
留
ま
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
た
だ
し
山
幸
彦
が
、
海
宮
に
赴
く
段

で
は
、
溺
れ
て
し
ま
う
た
め
に
肉
体
が
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
魂
は
ど
こ
へ
で
も
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
説
き
、
往
来
は
可
能
で
あ

る
と
理
解
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
霊
魂
は
死
後
そ
れ
ら
の
世
界
に
行
く
こ
と
は
な
い
と
春
満
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
春
満
の
葬
祭
観
を
み
よ
う
。
伊
弉
冊
尊
が
紀
伊
の
有
馬
村
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
神
代
巻
の
記
述
を
注
釈
し
て
、

是
万
世
の
教
の
本
と
な
る
こ
と
也
。
異
国
に
て
は
上
代
は
人
死
し
て
そ
の
形
を
山
野
に
捨
て
た
る
也
。
聖
人
出
で
て
棺
槨
と
云
ふ
も

の
を
拵
へ
た
る
事
也
。
本
朝
に
て
は
神
代
よ
り
如
此
。
そ
の
姿
形
を
鳥
獣
と
類
を
同
じ
う
せ
ぬ
道
教
が
、
神
代
に
は
具
は
り
た
る
こ

と
を
可
知
こ
と
也
。
本
朝
の
教
に
は
水
葬
も
火
葬
も
な
き
也
。
今
日
紀
伊
国
に
有
馬
の
村
と
云
ふ
鎮
跡
あ
り
て
、
被
祭
た
る
こ
と
也
。

是
万
世
の
法
と
な
る
本
也
（『
日
本
書
紀
神
代
巻
剳
記
』『
荷
田
全
集
』
第
六
巻
　
二
三
〜
二
四
頁
）

と
、
遺
体
を
遺
棄
し
て
い
た
他
国
と
は
違
い
、
日
本
に
は
神
代
よ
り
埋
葬
の
法
が
備
わ
っ
て
い
た
と
し
、
さ
ら
に
は
水
葬
や
火
葬
を
否
定
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し
て
い
る
。
こ
の
、「
教
の
本
」
で
あ
る
と
い
う
主
張
の
背
後
に
は
「
教
」
が
神
代
か
ら
厳
然
と
存
在
し
、
聖
人
の
製
作
に
よ
っ
て
教
え

が
で
き
た
「
異
国
」
に
対
し
て
日
本
の
優
越
性
を
説
く
春
満
流
の
「
神
国
観
」
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
葬
礼
の
儀
式
・
次
第
に
関
し

て
は
天
稚
彦
の
葬
儀
が
起
源
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
し
て
い
る
。
享
保
十
年
以
降
成
立
の
大
西
親
盛
（
34
）

筆
『
師
伝
神
代
巻
聞
記
』
に
ま
と
ま

っ
た
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
で
天
稚
彦
の
「
殯
」
の
説
明
と
し
て
、

殯
ト
ハ
、
本
葬
式
ヲ
取
行
フ
ニ
ア
ラ
ス
先
ツ
仮
リ
ニ
棺
ニ
テ
モ
尸
ヲ
入
レ
置
ク
也
。
仮
ニ
ヲ
サ
ム
ル
ヲ
□
「
云
」
カナ

リ
。
殯
ト
云
モ
ノ
ハ
、

天
子
高
位
テ
ナ
ク
テ
ハ
無
キ
コ
ト
也
。
如
何
ナ
レ
ハ
、
葬
ト
ハ
一
日
ヤ
二
日
デ
難
調
故
、
先
ツ
殯
ニ
ヲ
サ
メ
置
テ
匆
テ
葬
具
調
テ
葬

□
□
□

（

虫

損

）

ナ
サ
ル
ヽ
事
也
。
故
ニ
殯
宮
ナ
ク
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
也
。
此
葬
礼
ノ
儀
式
ノ
起ヲ
コ

リ
□
（
虫
損
）神

代
ヨ
リ
如
此
葬
事
ノ
式
有
ナ
リ
。
以
之
、

日
本
ノ
葬
式
ノ
本
元
ト
ス
ル
也
（
新
編
荷
田
春
満
全
集
編
集
委
員
会
編
『
新
編
荷
田
春
満
全
集
』
第
二
巻
　
　
お
う
ふ
う
　
平
成
十

五
年
　
一
五
六
頁
）。

と
、
神
代
巻
の
天
稚
彦
の
葬
儀
は
「
神
代
ヨ
リ
如
此
葬
事
ノ
式
有
ナ
リ
。
以
之
、
日
本
ノ
葬
式
ノ
本
元
」
で
あ
る
と
す
る
理
解
が
示
さ
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
初
七
日
や
四
十
九
日
な
ど
に
つ
い
て
は
、
春
満
は
以
下
の
よ
う
に
、
七
日
は
「
神
世
七
代
」
と
い
う
表
現
の
あ
る
よ
う
に
、

必
ず
し
も
仏
教
の
影
響
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

さ
て
神
世
七
代
の
義
は
、
人
の
生
出
ざ
る
、
母
の
胎
内
に
あ
る
と
き
を
指
し
て
七
代
と
窺
ふ
こ
と
也
。
こ
れ
天
神
七
代
と
云
は
れ
ぬ

こ
と
が
あ
る
也
。
人
一
人
の
上
に
し
て
伝
ふ
る
時
は
常
立
尊
よ
り
諾
冉
の
尊
ま
で
、
徳
に
よ
つ
て
備
は
る
義
也
。
生
れ
ぬ
已
前
七
代
、
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国学者の霊魂観　その思想と実践

死
て
去
り
行
く
後
七
代
也
。
出
産
の
時
七
夜
と
云
ふ
こ
と
あ
り
、
死
去
の
時
七
日
を
以
つ
て
魂
祭
を
も
す
る
、
こ
れ
み
な
神
世
七
代

の
理
に
よ
つ
て
、
至
極
の
古
実
の
説
。
さ
れ
ば
こ
そ
死
去
の
時
七
ケ
日
の
数
を
も
て
弔
ふ
こ
と
、
竺
土
の
経
説
に
も
、
仏
書
に
も
か

つ
て
な
き
也
。
さ
て
今
日
浮
屠
の
仕
業
、
み
な
仏
法
の
こ
と
に
て
は
な
き
也
。
皆
今
僧
徒
の
葬
礼
の
法
本
朝
の
法
也
。
樒
の
花
も
て

水
を
灌
ぐ
こ
と
、
こ
れ
み
な
欽
明
帝
已
前
に
あ
る
こ
と
也
（『
日
本
書
紀
神
代
巻
剳
記
』『
荷
田
全
集
』
第
六
巻
　
九
〜
十
頁
）

仏
教
渡
来
以
前
に
、
人
の
生
死
に
関
わ
っ
て
「
七
」
と
い
う
数
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
死
後
七
日
目
に
魂
祭
を
行
う
の
は
仏
教
の
影
響

な
ど
で
は
な
い
と
い
う
主
張
を
展
開
し
て
い
る
（
35
）

。

ま
た
、
先
祖
の
霊
を
祀
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
天
孫
降
臨
の
一
書
に
見
え
る
「
吾
則
起
樹
天
津
磐
境
当
為
吾
孫
奉
斎
矣
」
と
の
、
皇
孫

に
対
す
る
高
皇
産
霊
尊
の
勅
命
の
注
釈
で
、

こ
れ
神
明
を
祭
り
給
ふ
と
云
事
、
神
代
よ
り
教
の
第
一
と
な
り
て
、
先
祖
父
母
の
御
魂
を
祭
る
と
云
ふ
義
、
神
代
よ
り
伝
は
り
た
る

こ
と
也
。
皇
孫
と
い
へ
ど
も
、
大
物
主
神
を
被
祭
と
云
も
、
先
此
国
の
先
主
な
る
に
よ
っ
て
、
そ
の
神
を
祭
り
給
ふ
。
今
日
の
人
も
、

父
母
い
ま
す
と
き
は
孝
を
尽
く
し
、
死
去
し
て
は
い
ま
す
が
如
く
御
霊
を
祭
る
こ
と
、
本
朝
の
第
一
の
教
也
。
高
皇
産
霊
尊
も
天
に

て
皇
孫
の
為
に
神
を
被
祭
た
る
こ
と
也
（『
日
本
書
紀
神
代
巻
剳
記
』『
荷
田
全
集
』
第
六
巻
　
九
六
〜
九
七
頁
）

と
、
父
母
お
よ
び
先
祖
の
御
霊
を
祭
る
こ
と
は
「
本
朝
の
第
一
の
教
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
東
羽
倉
家
の
霊
祭

の
再
興
や
、
門
人
に
対
す
る
霊
号
授
与
と
霊
祭
の
勧
め
な
ど
、
春
満
の
実
際
の
行
動
に
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
見
明
快
に
見
え
る
春
満
説
も
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
、
未
整
理
な
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
魂
は
純
粋
に
天
も
し
く
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は
日
に
由
来
し
て
い
る
と
説
き
な
が
ら
も
、
神
代
巻
本
段
の
伊
弉
諾
尊
が
幽
宮
を
淡
路
洲
に
作
り
長
く
隠
れ
、
又
、
天
に
帰
り
日
少
宮
に

も
留
ま
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
は
「
形
の
御
魂
を
淡
路
洲
に
隠
し
給
ふ
（
中
略
）
形
の
御
魂
は
御
国
に
止
り
給
ふ
」
と
述
べ
て

い
る
。
形
の
御
魂
と
は
何
か
。「
唐
に
て
も
魂
は
天
に
帰
し
、
魄
は
地
に
帰
す
と
云
ふ
と
同
事
に
て
」
と
し
て
魄
と
同
事
と
し
て
い
る
が
、

他
所
で
は
明
確
に
魂
魄
二
魂
説
を
展
開
し
て
い
な
い
た
め
、
判
然
と
し
な
い
。
春
満
は
本
段
を
顕
露
の
教
え
、
一
書
を
隠
幽
の
教
え
と
し
、

本
段
一
書
を
貫
通
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
神
代
の
教
え
は
理
解
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い
る
が
、
一
方
で
は
地
上
の
淡
路
に
、
他
方
で
は

天
上
の
日
少
宮
に
鎮
ま
る
と
い
う
記
述
を
ど
う
貫
通
し
て
理
解
し
て
い
る
か
ま
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
霊
は

天
、
形
は
地
、
気
に
は
天
と
地
に
由
来
す
る
も
の
が
あ
る
と
図
式
化
は
出
来
る
の
だ
が
、
一
方
で
は
「
形
の
御
魂
」
と
い
っ
た
記
述
が
あ

る
よ
う
に
、
魂
魄
説
が
否
定
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
一
貫
し
た
体
系
化
は
な
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
傾
向
は
、
後
述
す

る
杉
浦
国
頭
の
霊
魂
観
に
も
同
様
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　
荷
田
派
の
神
葬
祭
に
み
る
思
想
と
実
践

こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
神
代
巻
解
釈
か
ら
導
か
れ
た
葬
儀
に
対
す
る
認
識
と
し
て
、
春
満
は
神
代
か
ら
日
本
固
有
の
葬
儀
が
あ

っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
霊
祭
を
含
め
て
、
日
本
の
教
え
の
根
本
で
も
あ
る
と
い
う
理
解
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
思
想

に
基
づ
い
て
葬
儀
を
い
か
に
実
践
す
る
か
が
、
春
満
門
人
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
杉
浦
国
頭
、
斎
藤
信

幸
、
根
本
胤
満
（
治
胤
）
と
い
う
い
ず
れ
も
神
職
で
あ
る
春
満
門
人
は
、
自
身
の
葬
祭
を
神
式
で
執
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
国
頭
は
元

文
五
年
、
胤
満
は
明
和
元
年
、
信
幸
は
安
永
五
年
と
、
そ
れ
ぞ
れ
十
八
世
紀
の
半
ば
前
後
に
没
し
て
お
り
、
神
道
史
の
見
地
か
ら
も
全
国

的
に
見
て
比
較
的
早
い
時
期
に
行
わ
れ
た
神
葬
祭
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。
す
で
に
杉
山
林
継
に
よ
っ
て
関
係
資
料
の
翻
刻
と
解
題
が
な
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さ
れ
て
お
り
（
36
）

、『
神
葬
祭
資
料
集
成
』
に
も
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
な
儀
式
次
第
は
そ
れ
ら
に
譲
り
、
以
下
で
は
、
そ
れ
ら
の
資
料
に

ど
れ
ほ
ど
春
満
の
思
想
が
反
映
し
て
い
た
の
か
を
焦
点
に
検
討
し
、
思
想
と
実
践
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。

（
１
）
杉
浦
国
頭

先
ず
、
杉
浦
国
頭
は
神
葬
祭
の
儀
式
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
つ
か
は
判
然
と
し
な
い
が
遠
江
国
神
職
の
会
同
で
協
議
さ
れ
た

と
述
べ
て
い
る
（
37
）

。
ま
た
、
三
河
国
一
宮
で
あ
る
砥
鹿
神
社
の
神
職
で
、
平
田
篤
胤
門
人
で
も
あ
っ
た
草
鹿
砥
宣
隆
が
幕
末
の
安
政
五
年

五
月
に
成
稿
し
た
『
和
漢
習
合
葬
祭
記
』
の
記
述
で
は
、

葬
祭
の
事
は
荷
田
翁
浜
松
の
諏
諏
（
マ
マ
）杉

浦
信
濃
守
の
妻
は
彼
の
翁
の
妹
な
れ
は
、
翁
折
々
来
ら
れ
て
神
葬
祭
の
事
教
へ
給
へ
る
か
当
国

ニ
而
者
始
め
て
な
り
、
夫
よ
り
見
附
宿
天
神
の
斎
藤
信
幸
翁
弊
里
神
官
慎
終
記
を
書
給
ひ
、
是
を
見
て
小
池
村
竹
山
氏
、
参
河
吉
田

駅
鈴
木
氏
、
自
分

の
勘
弁
そ
へ
て
家
伝
と
す
、
浜
松
諏
方
国
頭
ぬ
し
学
者
な
れ
、
亦
荷
田
翁
の
教
た
る
に
ぬ
き
さ
し
し
て
同

家
の
伝
を
定
め
置
け
る
な
り
（『
静
岡
県
史
　
資
料
編
十
四
　
近
世
六
』
一
〇
二
四
頁
）

と
、
遠
江
国
で
は
国
頭
の
神
葬
祭
が
初
例
で
あ
り
、「
荷
田
翁
」、
つ
ま
り
春
満
が
神
葬
祭
を
国
頭
に
伝
授
し
、
そ
れ
を
斟
酌
し
つ
つ
国

頭
を
は
じ
め
と
す
る
遠
江
・
三
河
国
の
神
職
が
自
家
の
式
を
作
成
し
て
い
っ
た
と
伝
承
さ
れ
、
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
38
）。

次
に
、
国
頭
の
霊
魂
観
・
葬
儀
観
を
著
書
『
神
代
巻
剳
記
講
義
鈔
』
か
ら
見
て
み
よ
う
。
本
書
は
神
代
巻
の
全
注
釈
で
あ
り
、
荷
田
派

の
神
代
巻
注
釈
の
中
で
も
っ
と
も
整
備
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
（
39
）

。

黄
泉
段
を
見
る
と
、
春
満
同
様
に
教
戒
と
し
て
神
代
巻
を
理
解
し
た
う
え
で
、
黄
泉
が
他
界
そ
の
も
の
と
は
理
解
さ
れ
ず
、
人
間
精
神
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の
暗
部
と
し
て
象
徴
的
な
理
解
が
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
他
界
と
し
て
の
理
解
も
平
行
し
て
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
天
津
気
と
魂
、
国
津

気
と
肉
体
・
欲
火
と
い
う
対
比
が
見
ら
れ
る
。

先
黄
泉
地
中
ト
云
ハ
人
ノ
体
也
、
其
体
ニ
体
ノ
気
ト
云
物
ア
リ
、
此
体
ノ
気
ト
云
ハ
軻
遇
突
知
ノ
火
也
、
其
本
ハ
伊
弉
冊
ヨ
リ
出
タ

ル
軻
遇
突
知
ノ
気
ニ
テ
、
欲
火
欲
情
ノ
体
ノ
気
成
也
、
又
体
ノ
気
ノ
外
ニ
ア
ル
ヲ
天
津
気
ト
云
也
、
其
天
津
気
ハ
体
ノ
気
ヲ
バ
汚
レ

タ
ル
気
ト
シ
テ
厭
ヒ
思
フ
伊
弉
諾
ノ
本
体
ノ
気
ナ
ル
也
、
万
人
モ
皆
本
体
ノ
気
ハ
幽
然
ト
静
ナ
ル
也
、
体
ノ
気
ハ
強
然
ト
シ
テ
励
シ

キ
ニ
引
レ
、
安
ク
落
入
、
安
ク
シ
テ
不
義
ニ
シ
テ
富
貴
ニ
至
ル
ヲ
悦
フ
国
津
気
ヲ
生
ス
ル
也
、
又
体
ノ
気
ニ
引
レ
ヌ
ハ
是
天
津
気

（『
神
代
巻
剳
記
講
義
鈔
』
三
　
七
一
丁
オ
〜
七
二
丁
ウ
）。

こ
こ
で
は
「
天
津
気
」
と
「
国
津
気
」
の
二
つ
が
肉
体
に
宿
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
天
と
地
に
霊
魂
の
性
質
を
分
割
す
る
春
満

説
は
い
わ
ゆ
る
魂
魄
観
と
親
和
性
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
継
承
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
が
、「
魂
」
で
は
な
く
、「
気
」
と
し
て

い
る
点
が
不
審
で
あ
る
が
、
前
述
の
通
り
春
満
説
も
こ
れ
は
一
貫
し
て
弁
別
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
点
も
継
承
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

葬
送
儀
式
の
初
め
と
さ
れ
る
天
稚
彦
の
段
に
お
い
て
、
国
頭
の
解
釈
に
見
る
春
満
説
と
し
て
は
古
代
葬
儀
の
次
第
の
初
出
と
さ
れ
る

「
此
所
葬
事
ノ
基
元
ト
ハ
不
可
言
葬
事
ノ
次
第
ヲ
挙
葬
道
ノ
式
ノ
始
ト
ハ
可
言
歟
」（『
神
代
巻
剳
記
講
義
鈔
』
七
　
三
三
丁
ウ
）。

ま
た
、
死
後
の
魂
が
ど
こ
に
赴
く
の
か
に
つ
い
て
、
国
頭
の
見
解
が
以
下
の
よ
う
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

伊
弉
諾
ノ
ミ
コ
ト
如
此
ナ
レ
ハ
神
人
一
理
ノ
コ
ト
ワ
リ
ニ
テ
人
死
テ
モ
天
ニ
帰
リ
日
之
若
宮
ニ
ス
ム
ト
心
得
ヘ
キ
也
、
又
日
若
宮
ハ
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天
ニ
有
ト
ノ
ミ
云
時
ハ
人
疑
テ
惑
ヲ
起
ス
ヘ
キ
也
、
是
則
毎
日
仰
見
高
天
ニ
掛
リ
玉
フ
日
輪
ニ
入
也
、
其
日
輪
ノ
ワ
カ
キ
所
日
若
宮

也
、
伊
弉
諾
其
ワ
カ
宮
ニ
入
静
ニ
長
ク
住
玉
フ
ト
也
、
万
人
皆
伊
弉
諾
ノ
神
胤
ナ
レ
ハ
人
死
テ
モ
此
神
ト
同
ク
日
ニ
入
也
、
不
可
疑

也
、
然
ル
義
ヲ
人
ノ
上
ニ
及
シ
テ
天
道
ヲ
説
キ
玉
フ
ニ
、
日
少
宮
ト
人
事
ニ
倚
セ
テ
説
キ
玉
フ
謂
也
、
此
日
若
宮
ヲ
後
世
国
土
ノ
鎮

迹
ヲ
云
ヘ
バ
、
近
江
国
多
賀
之
神
也
、
此
社
ハ
奈
良
ノ
帝
都
ヨ
リ
ハ
丑
寅
ニ
当
ル
、
丑
寅
ハ
日
ノ
ア
ラ
ハ
レ
ン
ト
シ
給
フ
所
也
、
既

ニ
ア
ラ
ハ
レ
給
フ
ハ
卯
ノ
刻
也
、
此
意
ニ
依
テ
古
事
記
ニ
ハ
日
若
宮
ヲ
多
賀
ノ
社
ト
云
也
、
是
人
ハ
皆
此
神
ノ
神
胤
ナ
レ
ハ
陽
神
ノ

功
畢
テ
艮
天
ノ
日
少
宮
ニ
住
玉
フ
如
ク
ニ
業
ヲ
尽
シ
テ
身
マ
カ
ル
時
ハ
同
シ
キ
天
ニ
帰
ス
ル
也
、依
テ
此
所
ヲ
生
死
ノ
伝
ト
ス
ル
也
、

儒
ニ
魂
ハ
天
ニ
帰
シ
魄
ハ
地
ニ
帰
ス
ト
云
説
ア
リ
、
是
天
ニ
帰
ス
ト
云
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
方
処
ナ
シ
、
依
テ
我
国
ノ
伝
ニ
ハ
日
若
宮
ト
慥

ニ
其
所
ヲ
伝
ヘ
テ
、
魂
ハ
日
少
宮
ニ
カ
ヘ
ル
ト
出
タ
リ
、
艮
天
日
ノ
若
キ
処
ト
云
モ
則
日
也
、
今
日
ノ
人
モ
皆
伊
弉
諾
神
胤
、
日
神

ノ
御
玉
ヲ
請
得
タ
ル
物
ナ
レ
ハ
又
日
ニ
帰
ル
也
、
人
一
人
ノ
上
モ
伊
弉
諾
ノ
神
業
ト
同
シ
コ
ト
ニ
テ
、
天
神
ノ
命
令
ニ
テ
天
ヨ
リ
降

リ
玉
ヒ
大
八
洲
万
物
ヲ
産
シ
玉
ヒ
シ
如
ク
ニ
、
ア
メ
ヨ
リ
御
魂
降
リ
則
発
生
シ
テ
一
身
万
物
ヲ
治
メ
尽
テ
世
ヲ
譲
リ
身
退
ル
時
魂
シ

ヒ
天
ニ
帰
ス
ル
コ
ト
神
人
同
一
理
ノ
コ
ト
ワ
リ
也
、
又
本
段
ニ
ハ
魄
ノ
場
ヲ
説
キ
玉
ヘ
ル
意
也
、
形
ノ
御
玉
ハ
形
ニ
帰
ル
理
リ
ニ
テ

本
段
ハ
淡
路
洲
ニ
静
ニ
長
ク
隠
レ
玉
フ
ト
出
タ
リ
、
此
書
ヲ
見
ル
ノ
例
ハ
本
段
一
書
ト
貫
通
シ
テ
首
尾
ヲ
合
対
用
ヲ
弁
ヘ
其
意
味
ヲ

能
玩
味
ス
ヘ
キ
也
（『
神
代
巻
剳
記
講
義
鈔
』
四
　
三
丁
ウ
〜
四
丁
ウ
）。

こ
こ
で
は
、
伊
弉
諾
尊
が
国
土
や
諸
神
を
生
む
大
業
を
終
え
て
赴
い
た
「
日
之
少
宮
」
は
、
す
な
わ
ち
太
陽
な
の
で
あ
る
と
い
う
説
が
展

開
さ
れ
、
伊
弉
諾
尊
の
魂
が
、
天
そ
れ
も
太
陽
に
帰
し
た
と
さ
れ
、
神
裔
で
あ
る
人
間
に
と
っ
て
も
「
神
人
一
理
」
で
あ
る
た
め
、
人
間

の
魂
も
同
様
に
太
陽
た
る
日
少
宮
に
帰
す
る
の
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
伊
弉
諾
が
淡
路
に
長
隠
し
た
と
い
う
神
代
巻
本
段

の
記
述
か
ら
「
形
の
御
魂
」
が
淡
路
に
鎮
ま
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
と
の
整
合
性
は
、
春
満
同
様
明
確
で
は
な
い
。
と
も
あ
れ
、
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国
頭
に
お
い
て
は
死
後
の
霊
魂
の
帰
着
は
明
白
で
あ
っ
て
、「
不
可
疑
」
と
い
う
言
葉
に
は
強
い
確
信
が
窺
わ
れ
、
霊
魂
の
安
定
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
の
荷
田
派
の
示
し
た
一
つ
の
回
答
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

で
は
、
実
際
の
葬
儀
に
国
頭
の
こ
れ
ら
の
主
張
が
ど
こ
ま
で
が
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
国
頭
先
生
葬
祭
式
』
で
は
、
遺
骸

を
納
め
る
棺
で
あ
る
「
魄
車
」
と
、
神
主
し
ん
し
ゅ

を
乗
せ
る
「
魂
車
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
は
天
津
気
（
天
に
属
す
る
気
）
・
国
津
気

（
肉
体
に
属
す
る
気
）
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
お
の
お
の
に
対
し
て
拝
礼
、
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
る
と
い
う
儀
式
次
第
と

な
っ
て
お
り
、『
神
道
祭
資
料
集
成
』
に
見
え
る
吉
田
流
、
神
儒
習
合
流
の
葬
祭
次
第
と
は
際
立
っ
た
違
い
を
見
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

葬
場
で
養
嗣
子
国
満
が
「
霊
魂
ミ
タ
マ

波
日ヒ

乃
少
宮
ワ
カ
ミ
ヤ

爾ニ

帰
カ
ヘ
リ

利
　
形
魄
ミ
カ
タ

波
黄
泉
国

ヨ
モ
ツ
ク
ニ

乃
幽
カ
ク
レ

乃
宮ミ
ヤ

爾ニ

坐
マ
シ
マ
シ

静
シ
ツ
カ

爾ニ

永
ナ
カ
ク

久
隠
カ
ク
レ

礼
給タ
マ

陪
止
」（『
国
頭
先
生

葬
祭
式
』『
神
葬
祭
資
料
集
成
』
三
五
八
頁
）
と
祝
詞
を
読
ん
で
お
り
、
先
に
見
た
国
頭
の
霊
魂
観
が
そ
の
ま
ま
此
処
に
反
映
さ
れ
て
い

る
。
伊
弉
諾
尊
と
同
様
に
、
国
頭
の
魂
も
天
に
帰
り
、
形
体
は
黄
泉
国
の
幽
宮
に
隠
れ
た
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
神
代
巻

に
示
さ
れ
た
「
教
え
」
と
す
る
春
満
説
が
忠
実
に
祖
述
さ
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
（
40
）

。

こ
の
よ
う
な
思
想
に
裏
付
け
ら
れ
た
葬
儀
の
実
践
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
社
僧
が
い
な
い
神
社
（
宝
永
元
年
四
月
十
四
日
付
の
羽

倉
信
元
宛
春
満
書
簡
（
41
）

）
の
神
職
で
あ
っ
た
国
頭
の
立
場
が
幸
い
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
諏
訪
社
の
よ
う
な
地
方
有
力
社
に
お
い
て
は

神
葬
祭
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
神
職
に
お
い
て
も
少
数
派
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
神
職
以
外
の
人
々
で
は
叶

う
こ
と
の
出
来
な
い
恵
ま
れ
た
状
況
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
幕
末
の
草
鹿
砥
宣
隆
に
い
た
る
ま
で
、
国
頭
の
葬
儀
は
神
葬
祭
を
願

う
神
職
た
ち
に
参
照
さ
れ
続
け
た
の
だ
ろ
う
。

（
２
）
斎
藤
信
幸

次
に
、
遠
江
国
磐
田
郡
の
見
附
天
神
社
神
職
の
斎
藤
信
幸
（
42
）

（
な
お
、『
神
葬
祭
資
料
集
成
』
で
は
「
菅
原
信
幸
」
の
名
で
掲
載
さ
れ
る

22



国学者の霊魂観　その思想と実践

が
、
本
稿
で
は
斎
藤
信
幸
に
統
一
す
る
）
の
神
葬
祭
儀
式
書
『
弊
里
神
官
慎
終
記
』
を
見
て
み
よ
う
。
信
幸
の
神
代
お
よ
び
古
代
に
対
す

る
思
想
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
著
述
は
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、『
弊
里
神
官
慎
終
記
』
に
依
拠
し
て
考
察
を
進

め
た
い
。
お
お
よ
そ
儀
式
次
第
は
『
国
頭
先
生
葬
祭
式
』
と
同
様
で
あ
る
が
、
詳
細
な
注
記
が
付
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
儀
式
の
様
子
が

い
っ
そ
う
明
確
に
理
解
で
き
る
。
随
所
に
日
本
書
紀
神
代
巻
や
万
葉
集
、
喪
儀
令
な
ど
を
典
拠
と
し
て
引
き
、
古
代
葬
送
儀
礼
の
再
現
を

意
図
し
て
お
り
、
神
代
巻
の
天
稚
彦
の
葬
儀
に
見
る
所
役
、
す
な
わ
ち
「
持
箒
者
」、「
持
傾
頭
者
」、「
舂
女
」、「
哭
女
」、「
造
綿
者
」、

「
宍
人
」
が
揃
っ
て
い
る
（
43
）

。
し
か
し
、
一
方
で
は
『
礼
記
』
や
『
文
公
家
礼
』
な
ど
儒
教
に
依
拠
す
る
用
語
も
多
い
（
44
）

。

同
書
の
中
で
春
満
説
が
見
ら
れ
る
箇
所
と
し
て
は
、
遺
体
に
沐
浴
を
施
す
か
否
か
に
つ
い
て
、

屍
に
沐
浴
を
さ
せ
、
冠
・
盛
服
を
着
せ
て
斂
す
る
こ
と
、
許
多
の
葬
礼
の
書
に
見
え
ぬ
れ
ど
、
予
は
宜
し
と
せ
ず
。
其
謂
は
、
我
亡

師
荷
田
東
麻
呂
大
人
曰
わ
く
、
人
死
し
て
沐
浴
し
て
斂
す
る
は
、
我
神
国
の
古
法
に
あ
ら
ず
。
〈
中
略
〉
屍
を
沐
浴
す
る
は
、
元
来

西
土
の
法
に
し
て
『
礼
記
』
及
び
諸
書
に
見
ゆ
。
中
古
よ
り
西
土
の
法
を
不
知
不
識
受
習
ひ
、
常
と
な
り
性
と
な
り
て
神
教
に
そ
む

く
も
不
弁
、
安
じ
行
う
に
至
る
。
是
猶
今
の
世
、
寂
滅
の
教
に
随
ひ
、
父
母
の
死
体
を
火
葬
し
て
も
、
孝
子
と
い
へ
ど
も
安
じ
居
と

ひ
と
し
、
是
皆
郷
俗
の
習
ひ
常
と
な
り
て
心
に
不
怪
が
故
也
。
然
る
に
今
の
世
、
火
葬
の
非
為
な
る
こ
と
を
ま
丶
知
る
人
あ
り
と
い

へ
ど
も
、
屍
を
沐
浴
す
る
こ
と
も
非
為
に
し
て
、
而
も
神
教
に
そ
む
く
こ
と
を
不
察
。
神
代
の
教
に
志
あ
ら
ん
者
、
よ
く
こ
れ
を
考

へ
よ
（『
神
葬
祭
資
料
集
成
』
三
九
六
〜
三
九
七
頁
）

と
、
か
な
り
強
い
調
子
で
、
死
者
の
情
を
考
慮
し
て
沐
浴
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
し
て
い
る
。
沐
浴
さ
せ
な
い
こ
と
は
春
満
の
教
え
で
あ

り
、
神
代
か
ら
の
「
神
教
」
な
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
（
45
）

。
ま
た
、
こ
こ
で
は
『
礼
記
』
に
盲
従
す
る
こ
と
を
戒
め
て
も
い
る
。
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入
棺
の
前
に
は
「
飯
含
」
と
い
い
、
な
き
が
ら
の
口
中
に
清
水
で
よ
く
洗
っ
た
米
を
入
れ
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
『
礼

記
』、『
左
伝
』、『
日
本
書
紀
』
に
も
見
え
る
古
習
で
あ
る
と
し
、
上
代
で
は
貝
や
珠
を
含
ま
せ
る
こ
と
も
「
含
飯
」
と
称
し
て
い
た
と

記
し
て
い
る
（『
神
道
祭
資
料
集
成
』
三
九
〇
頁
）。
な
お
、
前
述
の
享
保
二
年
、
東
羽
倉
家
信
友
の
葬
儀
の
場
合
に
は
、
口
に
「
青
石

之
玉
」
を
含
ま
せ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
厚
さ
一
分
半
ば
か
り
長
さ
一
尺
余
、
幅
三
寸
ほ
ど
の
真
鍮
の
板
に
死
者
の
居
所
・
生

所
・
生
日
・
死
日
を
刻
み
棺
に
入
れ
る
と
も
あ
り
（『
神
道
祭
資
料
集
成
』
三
九
〇
頁
）、
国
頭
の
例
が
同
書
付
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
信
友
の
棺
に
「
し
ん
ち
う
の
板
一
尺
八
寸
、
は
ゝ
二
寸
余
の
金
簡
ニ
、
職
位
姓
名
ヲ
記
テ
入
棺
」
と
東
羽
倉
家
日
記
に
あ
る
こ
と

と
も
、
大
き
さ
は
異
な
る
も
の
の
符
合
し
て
い
る
。
信
友
の
葬
儀
に
は
春
満
が
関
与
し
て
お
り
、
国
頭
に
神
葬
祭
を
伝
授
し
た
と
の
『
和

漢
習
合
葬
祭
記
略
』
の
記
述
と
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
断
定
は
で
き
な
い
が
春
満
流
の
神
葬
祭
儀
式
が
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ

う
。葬

列
は
国
頭
同
様
、
霊
璽
を
い
れ
た
「
霊
車
」
と
棺
を
入
れ
た
「
柩
」
の
二
つ
が
仕
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
、
国
頭
の
「
魂
車
」「
魄
車
」

と
は
用
語
こ
そ
異
な
る
が
同
趣
旨
で
あ
る
。

仏
式
で
の
四
十
九
日
に
相
当
す
る
「
小
祥
」
は
国
頭
の
葬
儀
同
様
、
六
十
四
日
目
に
行
わ
れ
る
。
信
幸
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
神
代

巻
に
て
天
稚
彦
の
妻
が
夫
の
喪
に
「
八
日
八
夜
」
泣
き
悲
し
ん
だ
こ
と
か
ら
裁
定
し
た
と
し
て
い
る
。

予
云
ら
く
、
八
日
八
夜
を
多
日
多
夜
と
見
て
も
、
六
十
四
日
も
即
多
日
多
夜
に
し
あ
れ
ば
如
此
裁
定
し
ぬ
。
此
義
、
不
肖
一
人
の
み

の
裁
定
に
は
あ
ら
ず
、
先
年
浜
松
に
て
藤
原
国
頭
君
を
は
じ
め
数
十
人
の
神
官
会
集
の
う
へ
、
論
評
し
て
然
り
（『
神
葬
祭
資
料
集

成
』
四
一
三
頁
）。
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と
、
こ
れ
は
浜
松
の
杉
浦
国
頭
の
も
と
に
集
ま
っ
た
神
職
の
衆
議
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
と
す
る
。
春
満
の
場
合
は
前
述
の
と
お
り
、
人
間

の
生
死
に
つ
い
て
七
日
を
一
つ
の
区
切
り
と
す
る
こ
と
は
神
代
か
ら
存
在
し
、
必
ず
し
も
仏
教
の
影
響
で
は
な
い
と
論
じ
て
い
る
が
、
遠

江
国
で
は
仏
式
と
の
違
い
を
鮮
明
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
春
満
説
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
信
幸
も
全
て

の
神
職
が
六
十
四
日
に
従
う
必
要
は
な
い
と
、
強
い
拘
り
は
見
せ
て
い
な
い
。
小
祥
で
は
こ
れ
も
国
頭
の
葬
儀
と
同
様
に
神
代
巻
黄
泉
国

段
が
読
ま
れ
る
が
、
こ
れ
は
死
者
の
霊
魂
が
黄
泉
に
赴
く
と
理
解
し
た
か
ら
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
春
満
説
で
は
生
死
の
理
を
述
べ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
霊
魂
の
行
方
と
は
直
接
に
関
係
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
信
幸
は
必
ず
し
も
読
ま
な
く
て
よ
い
と
記
述
す
る
よ
う
に
、

試
案
的
な
性
格
が
濃
い
（
46
）

。

信
幸
の
霊
魂
観
を
窺
う
に
は
、
出
棺
の
直
前
に
行
わ
れ
る
「
凶
拝
」
の
際
の
「
告
辞
」
と
し
て
、「
御
形
ミ
カ
タ
チ

波
黄
泉

ヨ
モ
ツ
ク
ニ

尓ニ

帰
オ
モ
ム
キ

坐マ
シ

テ

母モ

御
霊
ミ
タ
マ

波ハ

此
屋
コ
ノ
ヤ

尓ニ

長ナ
ガ

久ク

久
ヒ
サ
シ

久ク

平
生
ヨ
ノ
ツ
ネ

乃ノ

如ゴ
ト

坐
マ
シ
く

給タ
マ

陪ヘ

止ト

」（『
神
葬
祭
資
料
集
成
』
三
九
八
頁
）
と
あ
り
、
肉
体
と
霊
魂
が
分
離
し
、
肉
体
は
黄
泉

に
赴
い
て
も
霊
は
家
に
永
く
留
ま
る
と
考
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
分
霊
を
意
味
し
て
い
る
と
も
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
天
に
赴
く
魂
と
、「
此
屋
」
に
座
す
魂
の
関
係
は
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
遠
江
国
の
神
葬
祭
運
動
の
起
点
と
な
っ
た
国
頭
・
信
幸
の
神
葬
祭
は
、
と
も
に
春
満
の
神
代
巻
解
釈
を
学
び
、
儒
仏

の
渡
来
す
る
以
前
の
神
代
か
ら
固
有
の
葬
祭
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
信
し
た
こ
と
が
動
機
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。

儀
式
次
第
に
於
い
て
は
取
捨
選
択
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
沐
浴
の
拒
否
な
ど
春
満
の
主
張
が
受
容
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
霊
魂
の
行
方
を

は
じ
め
と
し
た
春
満
の
霊
魂
観
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
確
で
あ
り
、
春
満
の
霊
魂
観
思
想
の
実
践
と
し
て
の
彼
ら
の
神
葬
祭
が
実

施
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
以
降
、
遠
江
国
で
は
限
定
的
で
は
あ
る
が
神
職
の
間
で
神
葬
祭
が
実
施
さ
れ
て
い
く
の
で
あ

る
。

氏�
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（
３
）
根
本
胤
満

根
本
胤
満
（
治
胤
）
は
上
総
国
菊
間
郷
（
現
在
の
千
葉
県
市
原
市
）
若
宮
八
幡
宮
の
神
職
で
あ
る
（
47
）

。
根
本
家
の
神
葬
祭
資
料
で
あ
る

『
葬
祭
式
』（『
神
葬
祭
資
料
集
成
』
所
収
）
に
記
さ
れ
る
、
明
和
元
年
十
月
の
胤
満
の
葬
儀
の
記
述
か
ら
、
同
様
に
春
満
説
が
反
映
し
て

い
る
か
を
見
て
い
こ
う
。

先
ず
は
、「
尸
者
」、「
造
綿
者
」、「
箒
持
者
」、「
傾
頭
持
者
」
な
ど
の
天
稚
彦
の
葬
儀
の
諸
役
名
が
見
え
、
こ
れ
は
国
頭
・
信
幸
の
葬

儀
に
も
共
通
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
神
代
巻
の
記
述
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
た
だ
し
、
遺
体
の
沐
浴
は
行
っ
て
お
り
、
斎

藤
信
幸
が
春
満
の
伝
で
あ
る
と
し
て
強
く
否
定
し
た
こ
と
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
埋
葬
所
へ
向
か
う
葬
列
の
列
次
に
も
魂
車
・
魄

車
の
区
分
は
な
く
、
霊
魂
は
天
に
、
肉
体
は
地
に
帰
着
す
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
も
明
白
に
儀
式
の
上
で
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、

埋
葬
の
以
前
、
柩
を
前
に
し
て
読
ま
れ
る
誄
文
に
は
「
終
尓
根
国
底
国
尓
隠
礼
座
之
奴
」（『
神
葬
祭
資
料
集
成
』
三
八
四
頁
）
と
あ
る

一
方
、
埋
葬
直
後
帰
宅
し
て
す
ぐ
に
霊
座
を
補
設
し
、
霊
璽
を
奉
安
す
る
時
の
「
霊
奠
祝
詞
」
に
は
「
御
霊
、
已
尓
天
尓
登
里
座
之
弖
与

利
」（『
神
葬
祭
資
料
集
成
』
三
八
五
頁
）
と
も
読
ま
れ
て
お
り
、
敢
え
て
言
う
な
ら
ば
、
肉
体
は
根
国
底
国
、
霊
魂
は
天
に
そ
れ
ぞ
れ

帰
着
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
も
推
定
で
き
る
の
だ
が
、
明
確
な
言
明
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
頭
・
信
幸
と
も
に

六
十
四
日
で
あ
っ
た
小
祥
に
つ
い
て
も
、
特
に
記
載
は
な
く
、「
暇
五
十
日
の
後
、
佳
胤
、
喪
屋
を
出
、
世
事
に
預
か
る
。
社
頭
に
奉
仕

す
と
い
へ
ど
も
神
事
に
預
か
ら
ず
」（『
神
葬
祭
資
料
集
成
』
三
八
六
頁
）
と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

結
論
的
に
は
、
胤
満
の
『
葬
祭
式
』
に
見
る
儀
式
は
全
体
を
通
じ
て
、
遠
江
国
の
例
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
時
期
的
に
先
行
す

る
国
頭
の
葬
儀
が
直
接
の
影
響
を
与
え
た
と
は
考
え
が
た
い
。『
葬
祭
式
』
の
み
か
ら
で
は
、
春
満
の
葬
儀
に
関
す
る
実
践
の
具
体
面
が

胤
満
の
神
葬
祭
に
影
響
し
て
い
る
と
は
断
定
で
き
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
春
満
の
葬
儀
に
対
す
る
精
神
の
み

が
継
承
さ
れ
て
、
儀
式
等
は
胤
満
が
独
自
に
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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五
　
お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。

ア
、
春
満
の
霊
祭
の
実
践
に
つ
い
て
は
、
元
禄
十
二
年
の
東
羽
倉
家
に
お
け
る
再
興
を
端
緒
と
す
る
こ
と

イ
、
霊
祭
に
つ
い
て
、
春
満
が
門
人
に
対
し
積
極
的
に
普
及
に
努
め
、
か
つ
独
自
の
神
葬
祭
の
構
想
を
持
っ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
こ

と

ウ
、
門
人
に
お
い
て
は
、
霊
祭
お
よ
び
神
葬
祭
を
春
満
の
思
想
に
基
づ
き
実
施
し
た
こ
と

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
春
満
の
学
問
・
思
想
と
霊
祭
お
よ
び
神
葬
祭
の
実
践
が
乖
離
し
た
も
の
で
は
な
く
、
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
春
満
は
自
ら
の
「
神
鐵
道
徳
」
説
の
根
幹
た
る
神
代
巻
解
釈
に
お
い
て
、
神
代
か
ら
葬
祭
の
法
が
定

ま
っ
て
お
り
、
先
祖
を
祭
る
こ
と
と
併
せ
て
我
が
国
の
教
え
の
根
本
で
あ
る
と
繰
り
返
し
て
主
張
し
て
い
た
（
48
）

。
そ
れ
を
受
容
し
た
荷
田

派
の
霊
祭
お
よ
び
神
葬
祭
運
動
は
、
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
初
期
の
国
学
発
生
期
に
お
い
て
、
学
問
が
具
体
的
な
社
会
実
践
と
結
び

つ
い
た
一
事
例
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、「
は
じ
め
に
」
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
国
学
の
宗
教
化
」
が
近
世

後
期
の
篤
胤
以
降
の
現
象
で
は
な
く
、
人
間
の
霊
魂
を
い
か
に
取
り
扱
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う
課
題
の
解
決
に
、
近
世
中
期
の
荷

田
派
国
学
者
が
古
典
の
学
習
と
霊
祭
・
神
葬
祭
の
実
践
を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
も
示
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
課
題
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
多
少
の
飛
躍
を
許
し
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、
最
大
の
疑
問
と
し
て
、
自
身
は
神
職
で
な
か

っ
た
春
満
門
人
、
賀
茂
真
淵
は
こ
の
よ
う
な
春
満
の
霊
魂
観
を
ど
の
よ
う
に
う
け
と
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、

真
淵
の
葬
儀
は
お
そ
ら
く
は
仏
葬
で
あ
り
、
著
述
か
ら
は
人
間
の
霊
魂
や
死
後
に
つ
い
て
の
言
及
は
希
薄
で
あ
る
。
ま
た
、
真
淵
に
限
ら

ず
、
特
に
非
神
職
の
国
学
者
が
ど
の
よ
う
な
霊
魂
観
に
基
づ
き
、
霊
祭
な
ど
を
実
践
で
き
た
の
か
た
を
つ
ぶ
さ
に
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
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で
あ
ろ
う
。
そ
の
作
業
は
現
在
、
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
今
後
、
検
討
を
重
ね
て
、
近
世
を
通
じ
た
「
霊
魂
を
め
ぐ
る
国
学
者
の

思
想
と
そ
の
実
践
」
の
見
取
り
図
の
作
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

【
付
記
】

東
羽
倉
家
史
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
京
都
市
伏
見
区
の
東
丸
神
社
の
ご
厚
意
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

本
稿
は
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
の
事
業
「
近
世
国
学
の
霊
魂
観
を
め
ぐ
る
テ
キ
ス
ト
と
実
践
の
研
究
―
霊
祭
・
霊
社
・
神
葬
祭
―
」（
研
究

代
表
　
松
本
久
史
）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
な
お
、
東
羽
倉
家
文
書
の
現
地
調
査
に
関
し
て
は
、
平
成
二
十
年
度
國
學
院
大
學
特
別
推
進
研
究
「
近
世
に
お
け
る
前
期
国
学
の

総
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
　
文
学
部
教
授
　
根
岸
茂
夫
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

註

（
１
）

村
岡
典
嗣
は
、

そ
の
思
想
的
方
面
と
し
て
は
、
本
居
が
、
特
殊
の
心
境
の
も
と
に
維
持
し
得
た
古
代
人
の
意
識
の
、
そ
の
ま
ゝ
の
信
仰
的
態
度
に
、
満
足

し
得
な
い
で
、
文
献
学
の
制
約
の
う
ち
に
、
或
種
の
哲
学
的
神
学
的
思
索
を
試
み
、
お
の
づ
か
ら
、
古
代
人
の
意
識
を
超
え
て
、
古
神
道

を
、
創
造
神
の
観
念
を
中
心
と
せ
る
宇
宙
開
闢
説
の
方
面
や
、
幽
冥
観
を
中
心
と
せ
る
来
世
教
的
方
面
に
発
展
さ
せ
、
更
に
又
国
家
的
祖

神
教
と
し
て
の
方
面
に
神
道
を
組
織
だ
て
た
。（
村
岡
典
嗣
『
本
居
宣
長
』
増
補
版
　
昭
和
三
年
　
岩
波
書
店
　
五
四
七
〜
五
四
八
頁
）

と
、
平
田
篤
胤
を
評
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
村
岡
説
の
以
降
の
定
式
・
固
定
化
に
つ
い
て
は
、
広
い
意
味
で
の
神
を
理
解
す
る
学
と
し

て
の
神
学
と
規
定
し
、
宣
長
の
学
問
を
分
析
し
た
東
よ
り
子
が
、
以
下
の
よ
う
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。

し
か
し
、
宇
宙
の
究
極
者
が
措
定
さ
れ
、
人
間
の
死
後
の
救
済
が
問
題
に
さ
れ
て
初
め
て
「
神
学
」
が
成
立
す
る
と
い
う
の
は
、
余
り
に

も
キ
リ
ス
ト
教
の
「
神
学
」
を
典
型
と
し
た
偏
っ
た
理
解
で
は
な
か
ろ
う
か
。
確
か
に
、
宇
宙
の
創
世
や
人
間
の
「
生
死
」
を
語
ら
な
い
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神
学
は
あ
り
え
な
い
が
、
神
学
は
必
ず
し
も
超
越
的
究
極
者
や
来
世
的
「
救
済
」
を
必
須
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
宣
長
神
学

は
、
神
典
に
記
載
が
な
い
か
ら
宇
宙
の
究
極
者
は
不
可
知
で
あ
る
と
し
、
人
間
は
死
ね
ば
善
人
も
悪
人
も
す
べ
て
黄
泉
国
に
行
く
こ
と
が

「
神
道
の
安
心
」
だ
と
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
学
史
上
、
一
回
的
な
稀
有
な
神
学
と
し
て
屹
立
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

（
東
よ
り
子
『
宣
長
神
学
の
構
造
』
ぺ
り
か
ん
社
　
一
九
九
九
年
　
一
三
頁
）

筆
者
も
、
篤
胤
以
降
の
国
学
が
幽
冥
観
に
関
心
を
深
め
、
い
わ
ゆ
る
「
宗
教
化
」
の
度
合
い
を
強
く
し
て
い
っ
た
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
異

論
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
国
学
者
が
人
間
の
死
後
や
霊
魂
に
つ
い
て
無
関
心
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
い

る
。
図
式
化
は
ク
リ
ア
な
理
解
の
た
め
に
あ
る
程
度
は
必
要
で
は
あ
る
が
、
そ
の
固
定
化
は
当
時
の
歴
史
的
文
脈
の
上
で
の
認
識
が
い
か
な

る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
見
逃
し
て
し
ま
う
惧
れ
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
篤
胤
以
降
の
国
学
の
「
宗
教
化
」
と
い
っ
た
聞
慣
れ
た
定
説
も
再
検

討
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）

拙
著
『
荷
田
春
満
の
国
学
と
神
道
史
』（
弘
文
堂
　
平
成
十
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）

三
大
考
論
争
の
年
譜
、
論
争
書
に
つ
い
て
は
、
金
沢
英
之
『
宣
長
と
『
三
大
考
』』（
笠
間
書
院
　
平
成
十
七
年
）
の
第
三
部
資
料
編
に
詳
細

な
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）

実
在
し
た
人
間
の
霊
魂
を
神
と
し
て
祀
る
、
ま
た
神
社
に
奉
斎
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
人
神
奉
斎
は
、
古
代
か
ら
現
代
に
及
ぶ
ま
で
の
検
討

を
要
す
る
神
道
研
究
上
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
時
代
を
近
世
中
期
、
か
つ
対
象
を
荷
田
派
の
国
学
者
に
限
定
し
た
も
の
で
は
あ
る

が
、
人
神
奉
斎
の
歴
史
を
理
解
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
も
意
図
し
て
い
る
。

（
５
）

近
藤
啓
吾
『
儒
葬
と
神
葬
』
国
書
刊
行
会
　
平
成
二
年

（
６
）

初
出
は
、
遠
藤
潤
「
日
本
社
会
に
お
け
る
神
と
先
祖
―
一
九
世
紀
の
国
学
を
焦
点
と
し
て
」『
死
生
学
研
究
』
一
　
二
〇
〇
三
年
六
月

（
７
）

賀
茂
真
淵
や
本
居
宣
長
の
霊
祭
史
料
は
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
関
心
の
中
心
は
そ
れ
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
歌
会
に
あ
る
の
が
現

状
で
あ
り
、
そ
の
儀
式
の
次
第
や
背
景
と
な
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
８
）

こ
の
こ
と
は
、
澤
博
勝
が
『
近
世
の
宗
教
組
織
と
地
域
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
九
年
）
で
指
摘
し
て
い
る
（
二
六
〜
二
八
頁
）。
ま

た
、
近
年
隆
盛
を
見
せ
て
い
る
近
世
神
職
組
織
の
本
所
論
と
も
深
く
か
か
わ
り
を
持
つ
課
題
で
あ
る
。

（
９
）『
水
野
忠
邦
国
学
の
師
　
高
林
方
朗
の
研
究
』（
高
林
方
朗
顕
彰
刊
行
会
　
昭
和
三
十
八
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
小
山
正
に
よ
る
国
学
者
の
伝

記
、『
静
岡
県
史
　
資
料
編
十
四
　
近
世
六
』
を
は
じ
め
と
す
る
自
治
体
史
な
ど
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
特
に
近
世
後
期
の
浜
松
藩
の
神
葬
祭
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運
動
に
つ
い
て
は
、
高
田
岩
男
に
よ
る
先
駆
的
な
研
究
が
あ
る
（「
明
治
新
政
府
成
立
へ
の
宗
教
的
基
盤
―
西
遠
地
方
の
神
葬
祭
運
動
に
つ
い

て
―
」『
史
潮
』
第
一
〇
六
号
　
一
九
六
九
年
三
月
）。

（
10
）「
荷
田
」
を
本
姓
と
す
る
稲
荷
社
家
は
東
羽
倉
家
と
西
羽
倉
家
の
二
家
が
あ
っ
た
。

（
11
）

近
世
の
稲
荷
社
組
織
は
「
社
務
」
と
呼
ば
れ
る
下
社
神
主
が
実
質
的
な
長
で
あ
り
、
他
に
中
社
神
主
、
下
社
神
主
、
御
殿
預
、
目
代
を
加
え

た
五
名
が
「
正
官
」
と
呼
ば
れ
、「
本
願
所
」
の
愛
染
寺
と
と
も
に
稲
荷
社
の
運
営
に
当
た
っ
た
。
春
満
の
生
家
で
あ
る
東
羽
倉
家
は
御
殿
預

職
を
世
襲
し
て
い
た
。

（
12
）

稲
荷
社
境
内
に
隣
接
す
る
深
草
藪
ノ
内
に
所
在
し
た
が
、
明
治
三
年
に
廃
寺
と
な
っ
た
。
同
寺
は
羽
倉
家
の
氏
寺
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
西
光

寺
に
つ
い
て
は
、
久
保
輝
雄
「
稲
荷
社
に
於
け
る
神
仏
分
離
に
就
て
」（『
神
道
史
学
』
第
五
号
　
国
民
信
仰
研
究
所
発
行
　
昭
和
二
十
九
年
七

月
）
に
よ
れ
ば
、
清
浄
華
院
に
属
す
る
浄
土
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
ま
た
羽
倉
敬
尚
に
よ
れ
ば
、
西
光
寺
は
稲
荷
社
家
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
万
治

三
年
二
月
ま
で
は
「
薮
ノ
内
安
ノ
山
東
林
院
」
と
称
し
て
い
た
と
い
う
（「
毛
利
公
慶
日
記
（
一
）」『
朱
』
一
九
号
　
昭
和
五
十
年
十
二
月

一
三
二
頁
）。

（
13
）

三
月
十
二
日
条
に
は
「
夜
入
亥
ノ
刻
ニ
西
光
寺
ノ
リ
モ
ノ
ニ
シ
テ

―
御
出
、
御
供
、
信
友
・
山
本
内
匠
助
・
足
助
半
七
、
寺
ニ
て
の
御
と

き
、
源
兵
衛
・
仁
右
衛
門
・
新
左
衛
門
」
と
あ
る
。

（
14
）

筆
者
が
参
加
し
た
東
羽
倉
家
の
文
書
調
査
で
は
、
稲
荷
社
家
に
お
け
る
葬
儀
の
詳
細
な
次
第
等
を
記
録
し
た
史
料
は
見
出
せ
ず
、
現
状
で
は

日
記
等
に
よ
る
推
測
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
今
後
、
関
係
史
料
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

本
論
で
は
披
見
し
得
た
史
料
に
よ
っ
て
立
論
し
て
い
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
た
い
。

（
15
）

信
詮
の
四
男
。
丹
波
国
の
士
、
並
河
宗
直
の
養
子
と
な
る
。『
春
葉
集
』
を
編
纂
し
た
羽
倉
信
郷
の
祖
父
に
当
た
る
（
鈴
木
淳
編
　
羽
倉
敬

尚
『
近
世
学
芸
論
考
』
明
治
書
院
　
平
成
四
年
　
二
五
五
・
二
九
九
頁
参
照
）。

（
16
）

こ
の
「
霊
祭
戒
詞
」
は
、
東
丸
神
社
蔵
。
翻
刻
は
、『
神
道
大
系
　
論
説
編
二
十
三
　
復
古
神
道
（
一
）
荷
田
春
満
』
神
道
大
系
編
纂
会

昭
和
五
十
八
年
　
三
三
二
頁
に
所
収
。

（
17
）

し
か
し
、
元
禄
十
三
年
『
家
記
』」
十
一
月
十
五
日
条
を
見
る
と
、「
今
日
タ
マ
マ
ツ
リ
」
と
記
述
さ
れ
、
元
禄
十
四
年
以
降
、
九
月
五
日
の

先
祖
祭
は
東
羽
倉
家
の
日
記
に
記
事
が
見
え
ず
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
東
丸
神
社
所
蔵
の
「
霊
祭
斎
詞
」
に
は
元
禄
十
五
年
三
月
一
日
付
の
八

尋
海
霊
、
豊
興
霊
の
斎
詞
、
十
六
年
三
月
一
日
付
の
豊
倉
霊
、
静
崎
霊
の
斎
詞
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
お
り
（
東
羽
倉
家
文
書
整
理
番
号
Ａ
―
１

30



国学者の霊魂観　その思想と実践

―
４
―
４
『
平
成
十
五
年
度
〜
平
成
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）（
２
）
研
究
成
果
報
告
書
　
課
題
番
号15320086

近
世
国
学
の
展
開
と
荷
田
春
満
の
史
料
的
研
究
』（
研
究
代
表
者
　
根
岸
茂
夫
　
発
行
　
國
學
院
大
學
文
学
部
　
平
成
十
九
年
）
に
目
録
所

収：

以
下
『
近
世
国
学
の
展
開
と
荷
田
春
満
の
史
料
的
研
究
』
と
略
）、
月
日
は
異
な
る
が
霊
祭
が
執
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
18
）

元
禄
四
年
に
は
、
日
本
書
紀
神
代
巻
の
講
義
を
記
録
し
た
、『
神
代
聞
書
』
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）

こ
の
春
満
旧
宅
は
、
大
正
十
年
に
史
跡
指
定
を
受
け
、
元
禄
十
二
年
九
月
五
日
に
霊
祭
が
行
わ
れ
た
「
神
事
屋
」
も
含
め
現
存
し
て
い
る
。

（
20
）

葬
儀
の
式
は
家
記
同
日
条
に
「
右
葬
礼
之
一
式
始
終
差
引
等
、
信
元
公
父
子
、
東
丸
信
盛
公
、
尾
崎
左
衛
門
、
稲
垣
新
右
衛
門
、
評
定
也
」

と
あ
り
、
目
代
（
西
羽
倉
）
家
の
信
元
・
信
舎
父
子
と
春
満
が
協
議
し
て
定
め
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
九
月
二
十
七
日
条
に
は
信
友
の
四
十

九
日
に
あ
た
り
、
東
羽
倉
家
に
お
い
て
夕
飯
の
振
る
舞
い
が
あ
り
、
西
光
寺
で
も
四
十
九
日
会
が
執
行
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）

現
在
の
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
に
鎮
座
す
る
子
安
神
社
。
同
社
の
近
世
資
料
は
『
伊
勢
原
市
史
　
別
編
社
寺
』（
伊
勢
原
市
　
平
成
十
一
年
）

に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）

春
満
の
門
人
帳
で
あ
る
『
門
人
契
約
及
姓
名
録
』
に
、「
元
禄
十
六
年
歳
次
癸
未
五
月
五
日
　
吉
田
助
六
髟
源
倫
」
と
記
さ
れ
る
（『
神
道
大

系
論
説
編
二
十
三
　
復
古
神
道
（
一
）
荷
田
春
満
』

一
九
頁
）。

（
23
）

宝
永
初
年
頃
の
長
岡
藩
士
を
列
挙
し
た
「
長
岡
宝
永
分
限
帳
」（『
市
史
双
書
№
41

長
岡
藩
政
史
料
集
（
６
）
長
岡
藩
の
家
臣
団
』
長
岡
市

立
中
央
図
書
館
文
書
資
料
室
　
平
成
十
四
年
所
収
）

に
「
同
（
高
）
五
拾
石
　
吉
田
助
六
郎
」（
七
七
頁
）
と
あ
る
。

（
24
）

本
書
簡
は
東
丸
神
社
蔵
。
春
満
自
筆
の
『
伊
勢
童
子
問
』
の
紙
背
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
東
丸
神
社
蔵
の
春
満
宛
門
人
等
書
簡
に

つ
い
て
は
、
概
要
と
翻
刻
の
一
部
が
『
近
世
国
学
の
展
開
と
荷
田
春
満
の
史
料
的
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
本
書
簡
は
「
荷
田
春

満
書
状
一
覧
」（
同
書
一
八
三
頁
）
に
あ
る
が
、
全
文
は
未
掲
載
で
あ
る
。
翻
刻
は
石
岡
康
子
氏
の
手
に
よ
る
。
な
お
、
助
六
郎
が
神
代
巻
に

熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
、「
荷
田
春
満
書
状
一
覧
」
に
よ
り
窺
え
る
。

（
25
）

享
保
十
二
年
七
月
四
日
お
よ
び
十
月
十
八
日
の
芝
崎
好
高
書
簡
は
、『
近
世
国
学
の
展
開
と
荷
田
春
満
の
史
料
的
研
究
』
の
五
〇
頁
、
五
三

頁
に
各
々
全
文
が
翻
刻
・
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）

霊
神
・
霊
社
号
に
つ
い
て
は
、
十
七
世
紀
後
半
で
は
保
科
正
之
の
土
津
霊
社
や
山
崎
闇
斎
の
垂
加
霊
社
が
著
名
で
あ
る
が
、
共
に
吉
川
惟
足

や
吉
田
家
が
強
く
関
与
し
て
い
る
（
近
藤
啓
吾
『
儒
葬
と
神
葬
』
参
照
）。
ま
た
、
吉
田
家
は
配
下
の
神
職
に
霊
号
を
盛
ん
に
授
与
し
て
い
る

が
、
本
稿
の
事
例
で
は
、
後
述
す
る
杉
浦
国
頭
や
根
本
胤
満
の
霊
号
な
ど
を
含
め
、
吉
田
家
は
関
与
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
今
後
、
神
号
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授
与
の
実
態
は
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

（
27
）

浜
松
の
杉
浦
国
頭
は
春
満
死
去
の
報
を
受
け
、
同
年
八
月
十
七
日
に
は
春
満
霊
祭
を
執
行
し
て
お
り
、
賀
茂
真
淵
も
参
列
し
て
い
る
。
ま
た
、

翌
元
文
二
年
七
月
二
日
に
は
、
一
年
祭
も
執
行
し
た
（
杉
浦
比
隈
麿
『
古
学
始
祖
略
年
譜
』『
静
岡
県
史
　
資
料
編
十
四
　
近
世
六
』
静
岡
県

平
成
元
年
　
一
三
二
頁
）。

（
28
）

春
満
の
霊
魂
観
を
考
察
す
る
起
点
と
し
て
、
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
の
京
都
の
有
力
神
社
に
お
け
る
神
葬
祭
の
動
向

に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
享
保
年
間
に
、
上
賀
茂
社
に
お
い
て
は
、
氏
人
た
ち
が
「
キ
ヨ
ク
講
」
を
組
織
し
て
、
神
葬
祭
を
企

て
て
い
た
（
児
玉
幸
多
「
賀
茂
清
茂
伝
」『
歴
史
地
理
』
第
七
十
巻
第
六
号
　
昭
和
十
二
年
十
二
月
）。
な
お
、
賀
茂
清
茂
は
出
雲
路
信
直
に
垂

加
神
道
を
学
び
、
上
賀
茂
社
の
神
道
説
・
祭
式
に
関
し
て
「
大
宗
師
」
と
称
さ
れ
、
指
導
的
な
立
場
に
い
た
。
神
葬
祭
の
企
図
も
お
そ
ら
く
は

清
茂
の
関
与
が
考
え
ら
れ
る
。

（
29
）

春
満
の
神
鐵
道
徳
説
の
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
岩
橋
小
弥
太
「
荷
田
春
満
の
神
鐵
道
徳
説
」（『
神
道
史
叢
説
』

吉
川
弘
文
館
　
昭
和

四
十
六
年
所
収
）、
お
よ
び
上
田
賢
治
『
国
学
の
研
究
』（
大
明
堂
　
昭
和
五
十
六
年
）、
拙
稿
「『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
講
義
の
聞
書
お
よ
び
問

答
書
類
に
つ
い
て
」（『
荷
田
春
満
の
国
学
と
神
道
史
』
所
収
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
30
）『
荷
田
全
集
』
第
六
巻
の
「
凡
例
」
で
は
、
本
書
は
羽
倉
可
亭
の
「
春
満
遺
稿
目
録
」
に
見
え
る
「
神
代
巻
箚
記
　
甥
信
章
筆
記
　
六
冊
全
」

に
比
定
し
て
い
る
が
（『
荷
田
全
集
』
第
六
巻
　
凡
例
一
頁
）、
筆
者
の
東
丸
神
社
に
お
け
る
原
本
の
実
見
で
は
信
章
で
は
な
く
、
信
名
の
筆
写

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（『
荷
田
春
満
の
国
学
と
神
道
史
』

一
三
八
頁
参
照
）。

（
31
）

た
と
え
ば
魂
魄
説
に
関
し
て
も
「
異
国
の
魂
は
帰
天
、
魄
は
帰
地
と
云
ふ
義
の
本
は
、
陽
神
は
日
の
少
宮
に
留
り
、
陰
神
は
黄
泉
津
国
に
治

り
給
ふ
と
云
ふ
義
よ
り
伝
へ
た
る
こ
と
也
。」（『
日
本
書
紀
神
代
巻
剳
記
　
別
本
』『
荷
田
全
集
』
第
六
巻
　
一
三
七
頁
）。
さ
ら
に
、「
唐
ニ
テ

モ
、
魂
ハ
天
ニ
帰
ル
ト
云
、
魄
ハ
国
ニ
帰
ス
ト
云
ハ
、
イ
サ
ナ
ミ
ノ
尊
カ
国
地
ニ
留
タ
ル
コ
ト
ナ
リ
。
然
は
唐
ノ
説
ヲ
立
ツ
モ
、
日
本
ノ
神
化

ヨ
リ
及
テ
ナ
リ
」（『
神
代
巻
講
義
』
Ⅲ
『
新
編
　
荷
田
春
満
全
集
』
第
二
巻
　
九
七
頁
）
と
、
魂
魄
説
は
あ
く
ま
で
も
日
本
の
伝
承
が
「
異
国
」

へ
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
ま
で
主
張
し
て
い
る
。

（
32
）「
本
の
国
、
草
木
の
根
の
ご
と
き
の
根
国
也
。
黄
泉
国
と
は
違
也
。
天
地
で
は
地
中
也
。
万
物
の
気
の
生
じ
る
元
本
の
所
也
。」（『
日
本
書
紀

神
代
巻
剳
記
　
別
本
』『
荷
田
全
集
』
第
六
巻
　
一
三
六
頁
）

（
33
）

少
彦
名
命
が
常
世
に
赴
い
た
条
の
注
釈
で
は
「
こ
れ
常
住
普
遍
の
処
也
。
今
云
仙
境
な
ど
の
処
、
人
の
た
や
す
く
不
被
至
所
、
變
災
も
な
く
、
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国学者の霊魂観　その思想と実践

不
易
の
所
也
」（『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』『
荷
田
全
集
』
第
六
巻
　
一
頁
）
と
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
仙
境
な
ど
と
同
じ
世
界
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。

（
34
）

秦
姓
の
稲
荷
社
祠
官
、
下
社
神
主
。
春
満
に
入
門
。
な
お
、
春
満
が
親
盛
に
与
え
た
影
響
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
稲
荷
社
祠
官
著
作

の
由
緒
記
と
荷
田
春
満
の
神
代
巻
解
釈
」（『
荷
田
春
満
の
国
学
と
神
道
史
』
所
収
）
を
参
照
。

（
35
）

春
満
の
同
様
の
見
解
は
『
東
丸
神
代
答
記
』（
成
立
年
未
詳
）
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

神
代
七
代
ハ
自
上
古
ノ
定
説
ニ
テ
、
則
、
神
代
ハ
人
ノ
代
ノ
元
也
。
人
生
レ
テ
七
夜
ヲ
称
ス
ル
モ
、
神
代
七
代
ノ
如
ク
七
世
ノ
神
マ
セ
ト

モ
未
神
業
全
ク
備
ハ
ラ
サ
ル
ト
同
シ
。
人
生
タ
レ
ト
モ
人
事
全
ク
備
サ
レ
ハ
、
七
夜
ト
称
シ
テ
、
言
行
全
カ
ラ
サ
ル
義
ヲ
伝
タ
ル
モ
ノ
也
。

是
ニ
ヨ
リ
テ
、
八
才
未
満
ハ
人
ニ
ア
ラ
サ
ル
義
ヲ
シ
メ
ス
古
来
ヨ
リ
ノ
本
朝
ノ
例
也
。
依
之
是
ヲ
思
ヘ
ハ
、
人
ト
シ
テ
死
ス
レ
ハ
天
ニ
帰

ル
教
ヘ
神
代
巻
ニ
明
也
。
サ
レ
ハ
、
七
ハ
陽
数
ナ
レ
ト
モ
、
却
而
死
亡
追
福
ノ
コ
ト
ニ
七
ノ
数
ヲ
用
タ
ル
ト
見
ヘ
タ
リ
。
神
代
ノ
本
ニ
帰

リ
、
天
ニ
帰
ル
ノ
教
ナ
ル
ヘ
シ
。
釈
伽
ノ
説
ニ
、
七
ツ
ノ
数
ヲ
用
ユ
ル
説
ア
リ
ヤ
否
知
ラ
ス
。
見
合
ノ
説
ニ
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
タ
ト
ヘ

有
リ
ト
テ
モ
本
邦
ノ
説
、
タ
ヽ
本
教
ニ
随
ヒ
テ
仏
教
ニ
ハ
不
随
、
周
公
孔
子
ノ
説
ニ
モ
ヨ
ラ
ス
、
タ
ヽ
本
邦
本
教
ノ
説
ニ
随
ヲ
我
道
ト
ス

ト
云
リ
。（『
新
編
　
荷
田
春
満
全
集
』
第
二
巻
　
三
二
二
〜
三
三
三
頁
）

と
、
こ
こ
に
お
い
て
も
、
人
は
死
ね
ば
天
に
帰
る
の
だ
と
主
張
さ
れ
、
七
の
数
を
葬
儀
に
用
い
る
の
は
神
代
以
来
の
伝
承
で
あ
り
、
外
国
に

由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

（
36
）

杉
山
林
継
「
杉
浦
国
頭
の
葬
儀
」（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
六
七
輯
　
平
成
三
年
三
月
）、
同
「
根
本
胤
満
の
葬
儀
」

（『
神
道
宗
教
』
第
一
五
二
号
　
平
成
五
年
九
月
）。

（
37
）

推
測
で
は
あ
る
が
、
そ
の
時
期
は
舎
人
親
王
の
千
年
祭
を
国
頭
が
主
催
し
て
挙
行
し
、
遠
江
国
の
主
要
神
職
が
会
集
し
た
享
保
十
九
年
前
後

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
く
は
、
国
頭
に
よ
る
神
代
巻
講
読
会
で
あ
る
「
尽
敬
会
」
が
そ
れ
以
降
何
度
も
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
席
に
お
い

て
協
議
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
38
）

し
か
し
、
草
鹿
砥
宣
隆
は
春
満
の
姪
で
杉
浦
国
頭
妻
の
真
崎
を
妹
と
誤
る
な
ど
、
事
実
を
ど
こ
ま
で
確
実
に
把
握
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ

る
。

（
39
）

本
書
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
（
請
求
番
号
　
Ｙ
Ｄ
―
古
―
２
１
１
５
〜
２
１
１
６
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
※
但
し
著
者
名
は
「
藤
原
国

頭
」
と
な
っ
て
い
る)

。
他
に
、
春
満
の
神
代
巻
上
下
を
通
じ
た
講
義
の
聞
書
と
し
て
現
存
す
る
も
の
は
、『
荷
田
全
集
』
第
六
巻
所
収
の
荷
田
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信
名
筆
『
日
本
書
紀
神
代
巻
箚
記
』
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
三
宅
清
が
紹
介
し
た
「
神
代
巻
剳
記
」（
三
宅
清
『
荷
田
春
満
の
古
典
学
』
下
巻

私
家
版
に
概
要
が
掲
載
）
は
戦
災
で
焼
失
し
、『
新
編
　
荷
田
春
満
全
集
』
第
二
巻
所
収
の
大
西
親
盛
筆
『
師
伝
神
代
巻
聞
記
』
は
下
巻
の
み

が
伝
わ
っ
て
い
る
。

（
40
）

明
和
三
年
三
月
二
十
八
日
の
国
満
の
葬
儀
の
「
祭
儀
」
に
お
い
て
も
、「
夫ソ

れ
人ヒ

ト

の
死マ

カ

る
や
、
魂

ミ
タ
マ
マ

気
（
マ
マ
）は

天ア
メ

に
帰

オ
モ
ム

き
、
形
体

カ
タ
チ

は
黄
泉

ヨ
モ
ツ
ク
ニ

に
帰

オ
モ
ム

く
」

（『
国
頭
先
生
葬
祭
式
』『
神
道
祭
資
料
集
成
』
三
六
六
頁
）
と
読
ま
れ
て
お
り
、
霊
魂
の
帰
着
に
つ
い
て
は
国
頭
の
葬
儀
が
継
承
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。

（
41
）

書
簡
に
は
「
杉
浦
信
濃
守
は
社
領
三
百
石
取
り
の
一
神
主
に
て
、
社
僧
も
こ
れ
な
く
、
下
社
人
な
ど
持
ち
候
へ
ど
も
、
諸
事
一
人
支
配
に
て
、

処
に
て
は
か
く
れ
も
こ
れ
な
き
者
に
て
候
」（『
神
道
大
系
　
論
説
編
二
十
三
　
復
古
神
道
（
一
）
荷
田
春
満
』
三
五
五
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
杉
浦
国
頭
の
学
問
と
社
家
と
し
て
の
実
践
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
杉
浦
国
頭
の
学
問
形
成
と
家
職
」（『
荷
田
春
満
の
国
学
と
神
道

史
』
所
収
）
に
詳
述
。

（
42
）

斎
藤
信
幸
の
伝
記
に
つ
い
て
は
山
田
久
次
『
国
学
者
　
鈴
木
梁
満
』（
日
本
図
書
刊
行
会
　
一
九
九
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
同
書
に
は

三
河
国
の
鈴
木
梁
満
宛
の
信
幸
書
簡
が
四
十
通
余
り
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、『
弊
里
神
官
慎
終
記
』
は
明
和
六
年
夏
に
清
書
が
完
成
し
た
記
事
な

ど
が
見
え
る
。

（
43
）『
神
葬
祭
資
料
集
成
』
所
収
の
神
葬
祭
儀
式
書
の
中
で
、
天
稚
彦
の
葬
儀
の
段
に
お
け
る
所
役
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
吉
川
惟
足

『
喪
祭
略
式
』
と
吉
見
幸
和
『
吉
見
葬
祭
略
式
』
の
二
つ
が
あ
る
。
吉
田
流
の
儀
式
書
に
は
こ
の
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

（
44
）『
神
葬
祭
資
料
集
成
』
の
本
書
解
題
で
は
、「
お
お
よ
そ
、
式
次
第
の
展
開
は
、『
春
秋
左
史
伝
』『
礼
記
』『
儀
式
』
等
を
参
考
に
し
て
儒
教
の

礼
説
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
神
国
日
本
の
風
を
意
識
的
に
宣
揚
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
る
」（
七
一
頁
）、「
本
式

次
第
は
中
国
の
『
儀
礼
』
等
を
参
考
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
沐
浴
を
省
き
、
主
婦
が
侑
食
（
箸
を
飯
上
に
刺
し
立
て
柄
を
少
し

西
に
寄
せ
る
）
の
作
法
を
務
め
る
等
の
活
躍
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
中
国
の
喪
礼
に
於
て
虞
祭
の
時
に
「
主
婦
亜
献
」
の
儀
が
あ
る
こ
と
に
習
っ

た
と
も
い
え
る
が
、
家
刀
自
と
し
て
家
庭
祭
祀
の
担
い
手
で
あ
る
女
子
の
立
場
が
、
日
本
に
既
存
し
て
い
た
故
と
も
考
え
ら
れ
る
」（
七
三
頁
）

と
し
て
、
式
次
第
の
基
本
は
儒
書
等
に
由
来
し
、
そ
の
上
に
日
本
の
古
式
を
斟
酌
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
45
）

大
西
親
盛
の
『
師
伝
神
代
巻
聞
記
　
下
』
に
お
い
て
も
「
造
綿
ト
云
ニ
、
今
説
々
有
ル
コ
ト
也
。
或
ハ
死
人
ヲ
沫
浴
ス
ル
ト
キ
、
綿
ニ
湯
ヲ

シ
タ
シ
テ
洗
之
ナ
□
□

（
虫
損
）

ト
モ
、
是
ハ
古
実
ニ
暗
キ
コ
ト
日
本
テ
死
タ
ル
人
ニ
湯
ヲ
以
テ
ソ
ヽ
グ
コ
ト
無
キ
コ
ト
也
。」（『
新
編
　
荷
田
春
満
全
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集
』
第
二
巻
　
一
五
七
頁
）
と
、
沐
浴
を
日
本
の
古
実
で
は
な
い
と
い
う
主
張
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
46
）

な
お
、
国
頭
・
信
幸
の
葬
儀
で
は
、
死
後
六
十
四
日
目
の
小
祥
で
墓
前
の
祭
は
終
わ
り
、
墓
か
ら
帰
宅
す
る
際
に
初
め
て
祓
が
修
さ
れ
、
霊

璽
が
霊
屋
（
国
頭
は
「
霊
祠
」
信
幸
の
場
合
「
祠
堂
」
と
記
し
て
い
る
）
に
奉
安
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）

根
本
胤
満
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
淳
「
日
章
斎
根
本
胤
満
の
遺
事
」『
江
戸
和
学
論
考
』（
ひ
つ
じ
書
房
　
一
九
九
七
年
所
収
）
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
48
）

勿
論
、
先
祖
祭
祀
を
重
視
す
る
儒
家
や
垂
加
神
道
が
春
満
に
与
え
た
影
響
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
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一
、「
古
学
本
教
大
意
」
の
位
置

本
稿
は
、
本
居
内
遠
の
古
道
論
で
あ
る
「
古
学
本
教
大
意
」
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

こ
の
史
料
は
戦
前
か
ら
広
く
知
ら
れ
て
は
い
る
の
だ
が
、
そ
の
性
質
の
基
礎
的
な
検
討
を
欠
い
た
ま
ま
利
用
さ
れ
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ

る
と
と
も
に
、
近
年
の
研
究
動
向
が
そ
の
重
要
性
を
増
大
さ
せ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
宣
長
以
降
の
国
学
の
展
開
を
考
え
る
際
に
、
ま
ず
問
題
に
す
べ
き
は
そ
の
道
統
を
継
ぐ
者
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
古
学
本

教
大
意
」
の
著
者
で
あ
る
本
居
内
遠
は
、
宣
長
か
ら
数
え
て
三
代
目
に
あ
た
る
。
宣
長
の
養
子
で
あ
る
大
平
の
娘
藤
子
を
娶
り
、
本
居
家

に
入
っ
た
人
物
で
あ
る
（
1
）

。
彼
の
代
に
紀
州
藩
は
古
学
所
を
江
戸
に
設
置
し
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
本
居
家
の
「
学
問
を
領
主
間
秩
序
に
お
い

て
も
定
置
す
る
」
と
い
う
課
題
（
2
）

が
制
度
的
に
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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こ
の
設
立
は
、
一
つ
に
は
ペ
リ
ー
来
航
以
後
の
時
代
状
況
の
変
化
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

【
史
料
一
】

嘉
永
七
寅
年
十
一
月
廿
五
日
於
江
戸
布
達

一
、
近
年
度
々
異
船
渡
来
之
処
、
当
時
諸
蛮
共
に
打
開
け
、
其
国
に
不
預
外
事
に
も
追
々
通
暁
い
た
し
候
趣
に
も
相
聞
候
、
付
て
は

万
一
之
節
皇
国
古
来
よ
り
之
行
勢
等
を
も
弁
別
致
し
無
之
候
て
は
不
都
合
之
場
合
も
可
有
之
付
、
以
来
国
学
を
も
精
々
勉
強
い
た

し
可
申
事

此
度
本
居
弥
四
郎
儀
、
此
表
へ
罷
越
候
付
、
同
人
へ
稽
古
致
し
精
々
御
用
立
候
様
可
心
掛
候
、
尤
猶
御
世
話
之
筋
も
可
有
之
候

間
、
相
学
ひ
度
面
々
は
其
段
申
出
候
様

【
史
料
二
】

嘉
永
七
年
寅
十
一
月
十
四
日

（
中
略
）

同
　
廿
六
日

一
、
近
年
度
々
異
船
渡
来
ニ
付
、
不
都
合
之
場
合
も
可
有
之
候
付
、
已
来
国
学
を
も
精
々
勉
強
致
し
可
申
と
の
書
付
出
候
事

【
史
料
一
】
は
紀
州
藩
政
史
の
基
本
史
料
、『
南
紀
徳
川
史
』
か
ら
引
い
て
き
た
（
3
）。

こ
の
家
中
に
対
す
る
触
れ
は
、
異
国
船
が
渡
来
し
、

外
国
人
が
様
々
な
こ
と
に
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
現
在
、
こ
ち
ら
が
皇
国
の
古
来
か
ら
の
事
情
に
つ
い
て
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
で
は
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ま
ず
い
、
と
い
う
論
理
で
国
学
学
習
を
指
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
江
戸
に
呼
ば
れ
た
内
遠
が
そ
の
教
育
を
担
当
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ

こ
で
彼
は
安
政
二
年
に
没
す
る
ま
で
任
務
に
従
事
し
た
（
4
）。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、【
史
料
二
】
の
如
く
「
類
集
」
と
い
う
江
戸
目
付
書
役
の

記
録
（
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
5
））

に
も
記
事
と
し
て
載
っ
て
お
り
、
広
く
触
れ
出
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
江
戸
に
や
っ
て
き
た
内
遠
と
会

っ
た
平
田
銕
胤
も
、
こ
の
触
れ
を
書
き
留
め
て
自
家
の
門
人
に
伝
え
て
い
る
（
6
）。

だ
が
他
方
で
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
本
居
家
が
紀
州
藩
主
か
ら
下
問
を
受
け
て
回
答
し
た
こ
と
が
、
古
学
所
設
立
の
前
提
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
回
答
こ
そ
が
、
こ
の
本
居
内
遠
に
よ
る
古
道
論
、「
古
学
本
教
大
意
」
な
の
で
あ
る
。
山
本
嘉
将
氏
に
よ
れ
ば
、

「（
内
遠
は
）
嘉
永
七
年
九
月
に
、
藩
主
か
ら
、
国
学
な
る
も
の
の
本
質
に
つ
い
て
下
問
を
う
け
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
答
申
が
、
彼
の

『
古
学
本
教
大
意
』
で
あ
る
。
こ
の
書
を
見
て
も
、
古
学
の
教
育
が
、
時
利
に
適
す
る
所
以
を
力
説
し
て
を
り
、
こ
の
論
の
末
尾
に
、
右

の
趣
は
、
加
納
兵
部
・
安
田
長
穂
に
も
見
せ
た
所
、
異
論
な
き
旨
申
し
出
た
と
附
記
し
て
、
言
は
ば
共
同
で
も
っ
て
、
彼
ら
の
ね
が
ひ
を

通
さ
う
と
考
へ
て
ゐ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
氏
の
考
え
に
よ
れ
ば
ま
た
、
も
と
も
と
国
学
所
の
設
立
を
望
み
、「
古
学
本
教
大
意
」
を

答
申
し
た
内
遠
を
、
藩
と
し
て
も
国
学
所
の
総
裁
と
し
て
予
定
し
、
江
戸
藩
邸
古
学
館
へ
出
仕
さ
せ
も
し
た
の
だ
と
い
う
（
7
）。

つ
ま
り
、
変
転
し
た
時
局
下
に
あ
っ
て
、
本
居
派
国
学
の
制
度
化
と
し
て
の
古
学
所
の
創
設
に
影
響
し
た
、
重
要
な
国
学
論
と
し
て
、

こ
の
「
古
学
本
教
大
意
」
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

近
年
、
小
中
村
清
矩
ら
考
証
派
の
国
学
者
に
注
目
し
て
、
近
代
初
頭
の
国
学
史
を
再
検
討
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
実

は
彼
ら
は
維
新
前
に
こ
の
古
学
所
に
拠
っ
て
そ
の
学
問
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
た
め
に
明
治
国
学
の
淵
源
の
一
つ
と
し
て
こ

の
古
学
所
は
着
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
8
）。

従
っ
て
、
近
代
国
学
の
祖
形
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
「
古
学
本
教
大
意
」
は
重
要
な
意
味
を

持
つ
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
ま
た
、
広
く
国
学
者
の
古
道
観
を
論
じ
る
た
め
の
史
料
と
し
て
も
、「
古
学
本
教
大
意
」
は
た
び
た
び
利
用
さ
れ
て
い
る
。
国
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学
者
の
政
治
思
想
を
論
じ
た
渡
辺
浩
氏
、
あ
る
い
は
紀
州
藩
の
国
学
に
つ
い
て
論
じ
た
田
林
義
信
氏
な
ど
（
9
）、

戦
後
の
仕
事
に
限
っ
て
み
て

も
、
こ
れ
を
参
照
し
た
論
者
の
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。

二
、「
古
学
本
教
大
意
」
の
諸
版

戦
前
に
目
を
や
れ
ば
、
こ
の
史
料
に
対
し
て
今
以
上
の
関
心
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
「
国
民
道
徳
」
な
る
も
の
に
関
す

る
叢
書
な
ど
、
神
道
・
国
学
に
関
す
る
著
名
な
作
品
の
選
集
が
編
ま
れ
る
度
に
、「
古
学
本
教
大
意
」
は
収
載
さ
れ
て
き
た
。
以
下
、
管

見
の
限
り
を
列
挙
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ａ．

編
・
校
訂
担
当
者
の
名
前
、
ｂ．

収
録
さ
れ
た
叢
書
等
の
名
称
、
ｃ．

発

行
年
と
発
行
者
、
ｄ．

備
考
の
順
に
並
べ
て
あ
る
。

イａ．

著
者
本
居
宣
長
、
校
訂
本
居
豊
頴

ｂ．

本
居
全
集
第
六
　
本
居
春
庭
全
集
・
本
居
大
平
全
集
・
本
居
内
遠
全
集

ｃ．

明
治
三
六
年
、
片
野
東
四
郎
、
吉
川
半
七

ｄ．

首
巻
の
例
言
に
「
内
遠
翁
の
著
書
は
豊
頴
翁
の
自
写
校
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
多
し
」
と
あ
る
。

ロａ．

編
者
有
馬
祐
政
、
黒
川
眞
道
、
閲
者
井
上
哲
次
郎
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ｂ．

国
民
道
徳
叢
書
第
二
篇

ｃ．

明
治
四
四
年
、
博
文
館

ｄ．

黒
川
眞
道
に
よ
る
本
居
内
遠
伝
が
付
さ
れ
て
い
る
。

ハａ．

校
高
木
武
、
加
藤
光
治
、
編
輯
兼
発
行
者
遠
藤
隆
吉

ｂ．

日
本
国
粋
全
書
第
十
三
輯

ｃ．

大
正
五
年
、
日
本
国
粋
全
書
刊
行
会

ｄ．

略
伝
と
解
題
を
付
す
。
頭
注
あ
り
。

ニａ．

編
修
有
馬
祐
政
、
鳥
野
幸
次

ｂ．

修
養
文
庫
第
四
編
　
皇
道
訓

ｃ．

大
正
八
年
、
修
養
文
庫
刊
行
会

ｄ．

例
言
に
内
遠
と
「
古
学
本
教
大
意
」
の
短
い
紹
介
あ
り
。
頭
注
あ
り
。

ホａ．

校
訂
本
居
豊
頴
、
再
校
訂
本
居
清
造
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ｂ．

本
居
（
宣
長
）
全
集
第
十
二
　
本
居
内
遠
全
集

ｃ．

昭
和
二
年
、
吉
川
弘
文
館

ｄ．

明
治
の
本
居
全
集
の
増
訂
再
版
。
但
し
「
条
里
図
帳
考
」
を
省
く
。
首
巻
に
あ
る
本
居
清
造
の
「
例
言
」
に
よ
れ
ば
、「
内
遠
の

著
書
は
多
く
は
稿
本
な
る
を
、
嚮
に
故
本
居
豊
頴
自
ら
校
定
し
て
、
こ
れ
を
全
集
に
収
め
た
る
な
り
。
さ
れ
ば
旧
全
集
本
は
定
本
と

も
云
ひ
つ
べ
き
も
の
な
る
を
以
て
、
原
本
と
の
校
合
を
避
け
、
総
べ
て
旧
全
集
本
に
由
る
こ
と
ゝ
せ
り
。」

ヘａ．

校
高
木
武
、
加
藤
光
治
、
編
輯
者
遠
藤
隆
吉

ｂ．

日
本
国
粋
全
書
第
七
巻

ｃ．

昭
和
四
年
、
日
本
国
粋
全
書
刊
行
会

ｄ．

大
正
五
年
の
も
の
を
再
編
集
し
て
再
版
し
た
も
の
。

トａ．

校
訂
田
中
義
能
、
編
輯
大
日
本
文
庫
刊
行
会

ｂ．

大
日
本
文
庫
神
道
篇
　
復
古
神
道
中
巻

ｃ．

昭
和
一
一
年
、
春
陽
堂
書
店

ｄ．

著
者
略
伝
付
き
。
ま
た
、
頭
注
が
付
さ
れ
、
全
編
に
わ
た
っ
て
ふ
り
が
な
が
施
さ
れ
て
い
る
。
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チａ．

校
訂
本
居
豊
頴
、
再
訂
本
居
清
造

ｂ．

本
居
内
遠
全
集

ｃ．

昭
和
一
三
年
、
吉
川
弘
文
館

ｄ．

昭
和
二
年
の
も
の
に
比
べ
、
判
型
が
小
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
、
本
居
全
集
や
各
種
著
作
集
の
中
に
「
古
学
本
教
大
意
」
は
何
度
も
姿
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
そ
の
中
身
に
異
同
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
を
見
て
み
る
に
、
何
れ
も
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で
あ
り
、
し
か
も
以
下
の
識
語
を

常
に
備
え
て
い
る
。

【
史
料
三
】

豊
頴
云
、
こ
れ
は
嘉
永
七
年
九
月
紀
伊
藩
主
よ
り
国
学
と
い
ふ
も
の
ゝ
主
意
を
下
問
あ
り
し
時
、
父
内
遠
が
答
へ
て
普
通
文
を
以
て

筆
記
し
差
出
し
た
る
も
の
な
り
、
甚
長
文
に
て
重
複
繁
雑
な
る
点
も
あ
れ
ば
、
今
は
い
さ
ゝ
か
省
略
し
た
る
条
も
あ
り

内
遠
の
息
子
で
あ
る
豊
頴
が
語
る
の
は
、
先
述
の
通
り
の
、
こ
れ
が
国
学
に
関
す
る
紀
州
藩
主
の
下
問
に
答
え
た
も
の
だ
、
と
い
う
こ

と
だ
け
で
は
な
い
。
彼
の
言
に
よ
れ
ば
、「
古
学
本
教
大
意
」
に
校
訂
を
加
え
た
際
に
本
文
の
一
部
を
省
略
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
「
古
学
本
教
大
意
」
は
明
治
の
全
集
以
前
の
公
刊
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
（
10
）、

イ
・
ホ
の
備
考
に
引
用
し
た
通
り
、
豊
頴
が
校
訂
し

て
全
集
に
収
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
後
の
著
作
集
も
、
こ
の
豊
頴
校
訂
の
言
を
引
用
し
た
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上
で
、
同
一
内
容
の
も
の
を
収
録
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
最
初
の
全
集
を
底
本
に
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
（
11
）。

つ
ま
り
、
幕
末
の
本
居
派
国
学
、
ま
た
近
代
国
学
を
理
解
す
る
た
め
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
の
「
古
学
本
教
大
意
」
は
、
明
治
後
期

に
全
集
が
編
ま
れ
る
に
あ
た
っ
て
加
工
さ
れ
て
公
開
さ
れ
、
管
見
の
限
り
、
本
来
の
姿
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ

る
。翻

っ
て
考
え
て
み
る
に
、
筑
摩
書
房
版
の
精
緻
な
本
居
宣
長
全
集
と
そ
れ
を
利
用
し
た
多
く
の
業
績
を
見
れ
ば
わ
か
る
通
り
、
戦
後
、

大
家
と
し
て
の
本
居
宣
長
に
対
す
る
研
究
と
関
心
と
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
そ
の
後
継
者
に
対
す
る
関
心
は
さ
ほ
ど
の
展
開

を
見
せ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
平
は
ま
だ
し
も
、
内
遠
、
豊
頴
に
関
す
る
研
究
の
現
状
に
は
、
宣
長
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
淋

し
い
も
の
が
あ
る
。
戦
後
、
研
究
の
基
盤
と
し
て
の
著
作
集
の
整
備
が
、
彼
ら
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
は
、
相
対
的
な

関
心
の
薄
さ
の
結
果
で
あ
り
、
ま
た
原
因
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
、「
古
学
本
教
大
意
」
の
現
状
も
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
所
蔵
本
居
文
庫
中
の
、「
古
学
本
教
大
意
」
伝
本
居
内
遠
自
筆
稿
本
―
紀
州
藩

主
に
提
出
さ
れ
た
も
の
の
控
に
し
て
、
全
集
本
の
底
本
で
あ
ろ
う
―
を
翻
刻
し
、
最
初
の
本
居
全
集
以
降
に
流
通
し
た
版
と
比
較
し
、
内

遠
の
息
子
で
あ
る
豊
頴
が
明
治
後
期
に
全
集
を
編
纂
す
る
に
当
た
り
、
い
か
に
改
変
を
加
え
た
か
、
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ

と
に
す
る
。
こ
の
検
討
は
本
居
内
遠
に
よ
る
、
門
人
集
団
や
国
学
教
育
機
関
の
運
営
、
ま
た
そ
こ
か
ら
近
代
国
学
へ
の
展
開
、
と
い
っ
た

研
究
課
題
に
迫
る
た
め
の
準
備
作
業
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
精
確
な
史
料
に
立
脚
し
て
議
論
を
行
う
た
め
、
と
い
う
実
証
手
続
き
上

の
意
味
を
持
ち
、
ま
た
一
つ
に
は
、
明
治
も
後
半
期
に
な
っ
て
、
近
代
的
学
知
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
本
居
豊
頴
が
い
か
に
そ
の
家
学

を
位
置
付
け
て
い
こ
う
と
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
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本居内遠「古学本教大意」の再検討

三
、
本
居
文
庫
本
「
古
学
本
教
大
意
」

で
は
、
以
下
に
「
古
学
本
教
大
意
」
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
。
底
本
は
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
所
蔵
本
居
文
庫
「
古
学
本
教
大

意
（
12
）」

で
あ
る
（
写
一
冊
、
縦
二
四
・
一
糎
、
横
一
六
・
五
糎
）。

凡
例

一
、
変
体
仮
名
は
現
行
の
仮
名
に
改
め
た
。
ま
た
、
字
体
は
通
行
の
も
の
を
用
い
た
。

一
、
改
行
や
欠
字
・
平
出
・
擡
頭
は
底
本
の
そ
れ
を
反
映
し
て
い
る
。

一
、
内
遠
自
身
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
加
筆
・
訂
正
は
、
反
映
済
み
で
あ
る
。

一
、
全
集
本
で
削
除
さ
れ
た
箇
所
は
太
字
で
表
記
し
、
あ
わ
せ
て
全
集
本
で
追
加
さ
れ
た
箇
所
を
﹇

﹈
で
括
っ
て
表
記
し
た
（
校
合

に
は
前
掲
イ
の
全
集
本
を
用
い
た
）。
欠
字
の
有
無
や
送
り
仮
名
の
異
同
、
漢
字
と
仮
名
の
表
記
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
特
筆
し

て
い
な
い
。

古
学
本
教
大
意

表
紙
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本
居
弥
四
郎

私
方
家
業
と
し
て
弘
く
指
南
　
仰
付
ら
れ
候
古
学
の
大
意
根
元
ハ
天
地
開
闢

の
始
　
天
津
神
よ
り
次
第
に
御
伝
遊
は
さ
れ
候
て
全
世
界
の
始
よ
り
　
神
々
の
御
定

遊
さ
れ
候
大
道
に
候
へ
は
　
本
朝
を
始
全
州
万
国
に
わ
た
り
て
障
な
く
動
な
き

正
道
の
御
制
に
て
万
物
万
事
の
始
貴
賤
尊
卑
の
分
を
立
　
天
照
大
御
神
の

皇
孫
　
邇
々
芸
尊
天
降
り
ま
し

て
よ
り
そ
の
御
子
孫
連
綿
と
し
て
歴
世
の
　

天
皇
の
御
世
々
々
天
下
を
御
治
め
遊
さ
れ
候
　
御
政
事
則
そ
の
道
に
て
候
へ
ハ
其
　

御
遠
祖
を
始
神
世
に
御
功
績
有
し
　
神
々
を
尊
ひ
祭
り
給
ふ
を
最
第
一
と
し
て
　

神
々
の
霊
威
あ
ら
た
に
て
世
々
治
り
来
候
此
時
ハ
紛
る
ゝ
道
も
教
も
外
に
無
く

候
へ
ハ
学
道
の
名
も
無
く
候
処
　
応
神
天
皇
の
御
時
唐
土
の
書
籍
伝
来
し
て
後

文
字
を
用
ひ
給
へ
る
よ
り
我
　
本
朝
の
事
を
も
書
記
す
る
事
始
り
て
書
に
和
漢

の
差
別
出
来
其
後
　
欽
明
天
皇
の
御
時
仏
教
渡
り
候
て
よ
り
儒
仏
の
教
あ
る

に
対
し
て
元
来
の
　
皇
国
の
伝
を
古
事
記
に
本
教
と
も
申
神
代
よ
り
の
道
な

れ
は
日
本
紀
に
神
道
と
も
見
え
候
へ
共
猶
以
前
よ
り
馴
来
候
常
道
の
事
故
専

唱
分
候
迄
ニ
も
無
之
候
処
　
文
武
天
皇
大
宝
元
年
律
令
を
御
定
被
遊
候
而
　

一
丁
ウ

一
丁
オ
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本居内遠「古学本教大意」の再検討

禁
廷
大
学
寮
中
に
四
道
之
学
を
御
立
被
成
紀
伝
明
経
明
法
算
道
と
称
し
候

初
ハ
算
博
士
之
外
算
道
ハ
兼
学
之
博
士
ニ
候
処
繁
雑
多
端
故
に
　
聖
武
天
皇

の
御
時
文
章
博
士
明
経
博
士
律
学
博
士
と
御
分
被
成
候
律
学
者
明
法
道
に
て

私
共
兼
学
仕
候
明
経
博
士
は
経
学
に
て
候
文
章
博
士
則
紀
伝
道
に
て
上
古

よ
り
世
々
の
歴
史
伝
記
を
熟
し
其
時
々
を
年
紀
に
合
せ
て
文
章
に
書
著

す
へ
き
学
故
に
紀
伝
学
と
申
候
則
只
今
の
古
学
の
事
に
て
古
伝
に
よ
り
て

学
候
故
只
今
は
専
古
学
と
申
候
四
道
の
中
に
も
第
一
に
立
ら
れ
て
博
士
も
他
の

三
道
は
六
位
以
下
な
る
に
紀
伝
道
の
博
士
ハ
抽
出
て
弘
仁
十
二
年
よ
り
従
五
位
下

の
官
と
御
定
遊
さ
れ
候
は
　
皇
朝
神
世
よ
り
　
天
皇
歴
世
の
学
故
専
と
重

し
給
ふ
事
と
奉
存
候
延
喜
式
に
も
他
官
よ
り
も
第
一
に
神
祇
式
次
に
太
政
官

式
を
出
さ
れ
職
原
鈔
に
も
最
初
に
神
祇
官
を
出
し
て
次
に
太
政
官
を
記

さ
れ
禁
秘
抄
ニ
も
先
神
事
次
に
他
事
と
見
え
　
禁
中
毎
年
正
月
の
奏
事

始
に
ハ
昔
よ
り
今
に
至
る
ま
て
も
　
伊
勢
大
神
宮
に
懸
り
た
る
事
を
最
初
に

奏
聞
す
る
例
な
と
ゝ
同
意
に
御
座
候
右
等
に
て
学
道
多
き
中
に
も
古
学
の

二
丁
オ
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重
く
大
切
な
る
儀
明
白
に
候
此
学
を
国
学
和
学
な
と
申
は
不
宜
候
国
学
と
申

は
　
禁
中
之
大
学
寮
に
対
し
て
六
十
八
カ
国
昔
ハ
皆
同
し
く
学
寮
あ
り
て

学
生
を
取
立
る
局
に
て
そ
れ
を
国
学
寮
と
申
　
候
へ
は
一
ヶ
国
限
の
称
に
て

そ
れ
も
其
国
に
て
ハ
学
寮
と
而
已
申
候
又
　
皇
国
之
学
を
漢
土
異
国
等

に
て
は
和
学
と
も
申
へ
く
候
へ
共
我
国
之
人
我
国
之
学
を
和
学
と
申
候
ハ
譬

ハ
本
国
之
人
国
内
ニ
居
な
か
ら
紀
国
人
と
名
乗
候
と
同
意
に
て
聞
苦
敷
甚
如
何

に
御
座
候

皇
国
の
学
右
之
如
く
ニ
候
処
儒
仏
の
教
伝
来
し
て
よ
り
元
来
の
古
伝
に
混
合

し
て
次
第
に
い
つ
と
な
く
紛
れ
て
古
道
古
意
明
な
ら
す
別
し
て
乱
世
に
学
道

す
た
れ
来
り
し
を
憂
ひ
て
世
々
の
学
者
の
弁
説
も
あ
れ
と
も
其
人
ニ
も
古
く
久
し

く
混
し
来
れ
る
後
に
出
た
る
人
な
れ
ハ
や
ゝ
と
も
す
れ
は
儒
仏
の
意
に
紛
れ
清
く

ハ
離
れ
兼
且
ハ
神
代
の
古
伝
尋
常
之
理
に
て
心
得
兼
候
ニ
苦
し
ミ
て
或
ハ

神
代
を
漢
土
の
陰
陽
五
行
の
易
の
理
に
託
し
或
は
　
神
仏
習
合
の
附
会
説

を
な
し
（
マ
マ
）な

と
に
迷
ひ
中
世
以
来
の
説
々
世
に
神
道
者
な
と
い
ふ
拙
き
類
皆
此
中

に
候
を
憤
発
し
て
古
書
古
典
に
よ
り
て
後
世
の
惑
を
ひ
ら
き
古
学
の
基
を

三
丁
オ

二
丁
ウ
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本居内遠「古学本教大意」の再検討

再
世
に
顕
は
し
候
近
来
の
始
は
　
水
戸
の
二
世
の
黄
門
卿
万
葉
集
の
御
釈
種
々

の
古
書
の
校
正
別
て
大
日
本
史
礼
儀
類
典
な
と
の
御
著
述
あ
り
て
其
事
に

あ
つ
か
れ
る
学
者
た
ち
又
哥
学
に
限
り
て
ハ
あ
れ
と
浪
花
円
珠
庵
の
契
沖

阿
闍
梨
な
と
其
端
を
な
し
た
れ
と
も
猶
其
後
も
山
崎
垂
加
流
の
神
道
な
と

混
合
の
学
行
は
れ
し
を
京
　
稲
荷
山
の
神
職
羽
倉
斎
宮
荷
田
東
麻
呂
専
儒

仏
意
を
離
れ
て
学
道
を
た
て
夫
よ
り
遠
江
国
　
加
茂
社
司
の
一
族
な
る
岡

部
衛
士
加
茂
真
淵
田
安
公
に
召
さ
れ
て
江
戸
に
出
専
古
書
を
解
説
し
て

著
書
数
多
に
古
意
を
の
へ
弘
め
候
私
祖
父
本
居
中
衛
宣
長
も
自
憤
発
し
て

世
上
之
学
道
混
雑
之
流
弊
を
改
正
せ
む
と
古
書
の
意
に
よ
り
古
事
記
の
伝

の
著
述
を
志
候
比
よ
り
真
淵
の
教
を
継
候
て
生
涯
数
部
の
著
書
を
弘
め

古
学
道
を
大
成
い
た
し
諸
国
ニ
門
弟
五
百
余
人
を
取
立
亡
父
同
苗
三
四
右
衛
門
大
平

も
志
を
継
て
益
研
窮
し
て
著
述
い
た
し
候
而
諸
国
の
門
弟
千
百
余
人
を

取
立
只
今
私
に
至
り
申
候

上
古
の
本
教
大
道
は
始
ニ
申
候
如
く
天
地
開
発
有
功
之
　
神
々
ハ
即

天
皇
を
始
め
奉
り
臣
民
ま
て
も
皆
其
　
神
裔
ニ
候
へ
は
一
統
に
遠
祖
の

三
丁
ウ
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神
を
敬
ひ
宮
社
に
祭
り
汚
穢
を
禁
し
　
神
威
を
蒙
り
万
事
神
代
の

事
迹
に
よ
り
て
執
行
ひ
給
へ
る
か
則
天
下
の
政
務
に
て
神
道
と
人
道
と
二
ツ

無
く
候
其
如
く
ニ
臣
民
も
世
々
の
　
天
皇
の
御
政
に
随
ひ
尊
卑
上
下
一
致
に

和
し
て
貴
人
ハ
世
々
に
貴
く
諸
臣
各
そ
の
職
を
世
々
に
伝
へ
て
貴
賤
の
混
乱

な
く
系
統
を
重
く
し
て
他
よ
り
窺
ひ
妨
く
る
な
く
信
義
を
守
り
威
武
を

を
専
と
し
て
時
々
叛
く
者
あ
れ
は
征
し
甚
簡
易
に
て
行
ひ
や
す
く
万
代
不
易

の
法
制
ニ
候
漢
土
ハ
是
に
違
ひ
て
系
統
の
尊
卑
を
い
は
す
し
て
人
徳
を
貴
ひ

五
常
な
と
常
に
い
へ
と
も
内
心
の
信
義
に
薄
く
理
を
先
と
し
て
武
に
疎
し

此
故
に
王
統
つ
ゞ
か
す
代
々
か
ハ
り
て
文
飾
礼
智
の
表
を
専
と
し
て
賤
臣
も
時

を
得
れ
は
帝
と
な
り
て
是
を
徳
の
す
る
所
と
い
ふ
故
に
徳
者
の
、
ま
ね
ひ
を
し

仁
慈
を
も
て
人
民
を
な
つ
け
謀
反
す
る
者
世
々
に
多
く
遂
さ
る
時
は
罪
人
と

す
れ
と
も
遂
る
時
は
国
王
と
し
恐
れ
随
ふ
故
に
代
か
は
り
た
る
時
の
興
業

の
王
は
皆
前
王
を
亡
ほ
し
て
位
を
奪
へ
る
者
に
て
前
王
の
時
ニ
ハ
必
臣
民

た
る
外
な
し
此
弁
ハ
祖
父
の
著
述
の
直
毘
霊
に
詳
に
候
へ
ハ
申
ニ
不
及
候

本
朝
の
　
神
制
は
是
に
反
す
る
故
に
　
天
皇
万
世
一
世
の
如
く
正
系
乱
れ
す

四
丁
ウ
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大
臣
巨
傑
と
い
へ
と
も
窺
ひ
侵
す
事
あ
た
ら
す
馬
子
蝦
夷
入
鹿
将
門

頼
時
貞
任
の
如
き
も
暫
時
に
亡
ひ
後
世
北
条
足
利
の
如
き
ハ
九
世
十
三
世
の
名
ハ

あ
れ
と
も
始
終
そ
の
世
々
乱
れ
て
治
ま
ら
す
つ
ひ
に
亡
ひ
た
る
を
今
　
御
当
代

将
軍
家
は
世
々
　
朝
廷
を
尊
奉
し
奉
り
給
へ
る
故
に
古
昔
よ
り
例
な
き

ま
て
の
御
治
世
な
る
と
思
ひ
く
ら
へ
て
知
る
へ
く
今
日
に
い
た
る
ま
て

宝
祚
の
動
か
さ
る
事
泰
山
の
如
し
此
一
条
に
て
も
　
神
制
の
古
道
の
尊
く
勝
レ

た
る
事
明
白
に
て
又
漢
土
と
信
義
の
厚
薄
の
差
異
有
る
趣
も
知
ら
る
々

事
に
候

今
時
諸
人
を
教
育
指
南
す
る
所
の
古
学
の
大
意
も
前
件
の
旨
趣
を
以
て

万
国
に
わ
た
り
障
な
く
甚
簡
易
に
て
貴
賤
と
な
く
当
時
の
御
政
道
に

随
ひ
奉
る
事
昔
に
か
は
ら
す
誰
と
て
も
行
ひ
や
す
き
教
に
て
少
く
ハ

身
を
た
て
家
を
た
も
ち
大
に
ハ
国
を
治
め
天
下
万
国
を
服
仕
さ
す
る

道
に
候
か
く
一
言
に
申
す
時
ハ
和
漢
夷
狄
の
教
も
同
一
に
て
相
違
無
き

様
に
聞
え
可
申
候
へ
共
そ
の
中
に
異
邦
ハ
異
邦
の
学
風
あ
り
て
習
俗
流
弊

同
し
か
ら
さ
る
所
あ
る
を
中
昔
よ
り
以
来
混
し
来
れ
る
よ
り
　
本
朝
の
古
道

五
丁
オ

51



明
な
ら
さ
り
し
所
を
弁
し
そ
の
非
を
論
す
る
も
又
古
学
道
を
純
粋

に
磨
く
術
業
の
一
端
に
て
止
む
る
を
得
さ
る
自
然
の
時
勢
に
候
そ
の
故

ハ
千
有
余
年
儒
仏
に
混
し
慣
来
り
た
る
旧
習
諸
人
の
心
の
底
に
残
り
て

一
言
一
句
の
中
に
も
そ
の
意
を
含
む
事
あ
れ
ハ
是
を
弁
知
せ
し
め
す
し
て

ハ
清
明
な
る
古
意
顕
れ
難
く
一
歩
の
差
違
千
里
隔
絶
の
誤
と
な
り
て

大
道
の
妨
を
な
し
大
に
上
下
尊
卑
自
他
の
転
倒
の
誤
と
な
る
恐
あ
れ
は

な
り
さ
れ
は
今
古
学
初
心
の
急
務
ハ
つ
と
め
て
儒
仏
外
夷
の
学
の

皇
国
の
本
教
に
背
き
違
へ
る
所
あ
る
を
知
て
惑
は
さ
る
を
肝
要
と
す

是
み
た
り
に
外
国
の
学
を
憎
ミ
て
い
ふ
に
ハ
あ
ら
す
難
な
く
宜
き
処
は

採
用
し
て
す
て
す
只
古
意
の
正
道
の
妨
と
な
る
条
々
を
弁
し
教
示
す
る

に
て
候
た
と
へ
ハ
鏡
玉
の
如
き
ハ
元
来
清
明
玲
瓏
の
質
な
る
を
煙
霧

汚
塵
の
曇
を
う
く
る
時
ハ
本
体
を
暗
ま
し
質
を
そ
こ
な
ふ
故
に
是

を
洗
滌
琢
磨
し
て
も
と
の
光
輝
に
復
せ
む
と
す
る
か
如
く
塵
埃
の
汚

も
年
を
経
れ
ハ
錆
を
も
生
て
朽
て
光
を
も
失
ふ
を
強
て
急
速
に

削
り
去
ら
む
と
す
れ
は
本
体
に
瑕
を
つ
く
る
に
い
た
る
事
も
あ
れ
は
磨

六
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光
す
る
に
も
意
を
ひ
そ
め
術
を
尽
す
如
く
異
国
の
風
習
の
悪
弊
を
漸
々

に
さ
と
し
清
め
大
道
の
光
輝
を
そ
こ
な
は
す
顕
は
し
出
さ
む
事
を
要
と

し
旧
来
の
美
質
に
復
せ
む
事
を
専
と
仕
候
元
よ
り
他
道
を
借
ら
す
し
て

正
大
な
る
古
伝
の
事
蹟
を
教
示
し
て
足
ぬ
事
な
き
国
体
な
る
に

他
教
混
乱
し
て
よ
り
何
事
も
久
し
く
馴
来
れ
ハ
無
益
の
物
も
益
あ
る

如
く
非
義
な
る
事
も
道
理
の
如
く
心
得
誤
り
惑
が
庸
人
の
常
態
な

る
を
一
洗
し
て
上
古
の
真
正
の
意
に
か
へ
ら
む
事
を
教
ふ
る
に
て
候

他
道
の
混
乱
た
に
無
く
ハ
其
世
々
の
時
勢
に
随
ひ
　
公
然
た
る
御
制
度
を

守
り
て
他
に
論
す
へ
き
事
も
な
く
　
神
事
を
重
ん
し
　
神
威
の

守
護
益
々
顕
れ
て
疑
ふ
所
も
な
く
学
者
ハ
唯
古
伝
を
守
り
教
伝
へ

て
散
失
な
か
ら
し
め
て
事
足
れ
る
を
儒
理
の
見
識
に
て
故
あ
る

神
社
を
も
漢
土
の
淫
祠
の
如
く
思
ひ
誤
り
仏
者
ハ
我
道
を
尊
く
せ
む
と
し

て
　
神
々
を
仏
の
垂
跡
な
と
跡
形
も
な
き
方
便
説
を
出
し
て
い
や
し
め

奉
り
汚
穢
不
浄
を
禁
す
る
　
皇
国
の
古
例
を
物
の
数
と
も
せ
す

神
々
を
蔑
如
し
奉
る
よ
り
　
神
威
の
御
怒
に
触
れ
て
禍
害
も
起
る
事

六
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に
て
是
ハ
神
代
よ
り
深
き
由
縁
あ
る
事
に
候

近
来
流
布
せ
る
西
洋
風
の
理
学
は
実
用
に
あ
た
り
て
精
妙
に
て
漢
唐

の
名
目
外
飾
勝
な
る
空
理
に
ハ
大
に
勝
り
た
れ
と
も
窮
理
の
為
に
人
体
を

剖
解
し
尿
糞
汚
物
を
も
い
と
は
す
水
火
に
分
離
す
る
術
な
と
ハ
是
又

本
朝
の
汚
穢
を
忌
む
　
神
教
に
反
し
て
宜
し
か
ら
ぬ
上
に
国
俗
す
へ
て
利
に

奔
り
て
王
臣
を
始
国
の
制
度
も
交
易
を
専
と
し
て
商
賈
の
意
に
等

く
甚
賤
し
人
心
の
反
覆
利
に
よ
り
て
変
し
信
義
忠
厚
の
意
に
乏
し
今
ハ

い
ま
た
医
薬
窮
理
機
巧
の
ミ
の
条
々
に
我
国
の
人
心
を
よ
す
る
而
已
な
れ
は
大
害

を
顕
ハ
さ
ゝ
れ
と
も
そ
の
国
俗
に
伝
染
せ
ハ
篤
義
の
我
国
風
漸
々
軽
薄
利
用

に
移
り
て
政
制
の
禍
害
と
な
る
事
必
出
来
る
へ
く
そ
の
期
に
い
た
り
て
は

急
速
に
禁
し
難
か
る
へ
け
れ
ハ
か
ね
て
心
得
有
へ
き
な
り
往
年
耶
蘇

宗
門
の
大
害
有
し
に
て
も
明
白
な
る
を
幸
に
早
く
御
制
禁
有
し

御
英
断
誠
に
尊
し
西
洋
諸
国
魯
西
亜
等
の
法
教
ハ
皆
此
切
支
丹
の

宗
派
な
る
よ
し
な
れ
ハ
心
す
へ
き
こ
と
な
り

儒
仏
の
道
は
古
く
伝
来
し
て
馴
来
れ
る
教
な
れ
は
其
ま
ゝ
に
非
を
も
論

七
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せ
す
し
て
　
　
皇
国
の
温
和
正
大
な
る
意
に
て
見
過
し
て
さ
し
お
き
度
物
に
候
へ

と
も
前
件
の
如
く
我
大
切
専
務
な
る
古
道
の
妨
と
な
る
条
に
は
や
む
事
を

得
す
憤
発
し
て
論
す
る
よ
り
穏
当
な
ら
ぬ
如
く
思
候
て
始
は
信
せ
す
怒

も
し
て
論
し
か
へ
さ
む
と
す
る
徒
も
一
旦
は
多
か
り
し
を
も
漸
々
諸
人
の
心
に
も

そ
の
理
あ
る
を
会
得
せ
し
よ
り
今
に
て
は
あ
や
し
み
驚
く
人
も
稀
に
な
り
た
る
は
も
と

よ
り
　
　
皇
国
固
有
の
正
道
に
て
破
り
難
く
譏
り
難
き
に
よ
り
仏
者

も
口
を
つ
く
み
儒
流
は
ま
し
て
恥
る
方
も
あ
り
て
中
に
も
志
あ
る
儒
学
者
は

や
ゝ
　
皇
国
魂
を
振
揮
せ
る
輩
も
ま
ゝ
あ
る
世
と
な
り
て
復
古
の
時
勢
を

顕
は
せ
る
も
治
れ
る
　
御
世
の
御
恵
に
て
お
の
つ
か
ら
　
直
毘
大
神
の
御
霊
威
と

被
存
候
て
尊
き
事
に
候

今
世
の
人
我
は
殊
更
に
儒
仏
を
も
学
は
さ
れ
は
そ
の
意
に
混
せ
す
と
思
へ
と
も
猶

数
百
年
来
世
上
一
般
に
耳
自
に
馴
れ
混
し
来
れ
る
中
に
あ
れ
は
清
く
は
離
れ

か
た
く
此
意
を
離
れ
さ
る
時
は
古
学
の
正
意
も
耳
に
疎
く
心
に
徹
し
か
た
く
古

書
を
よ
み
て
も
混
し
た
る
意
に
て
見
る
時
は
専
要
な
る
所
に
心
と
ま
ら
す
文
飾
に

迷
ひ
字
義
に
泥
み
て
古
意
を
得
難
け
れ
は
ま
つ
右
の
如
く
や
む
こ
と
を
得
さ
る

八
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急
務
を
弁
し
諭
し
て
後
古
書
と
も
の
文
を
追
ひ
て
解
説
す
る
時
は
古
意

を
よ
く
得
て
疑
ふ
所
な
く
候

す
へ
て
教
法
ハ
何
れ
の
国
之
道
も
人
の
為
悪
か
れ
と
す
る
教
ハ
無
き
事
に
候
へ
ハ
大
意

ハ
皆
同
し
く
て
異
な
る
事
な
し
と
思
ふ
人
も
あ
れ
と
大
意
同
し
と
て
皆
同
一

に
て
害
な
し
と
い
ふ
ハ
見
識
の
無
き
よ
り
既
に
迷
へ
る
に
て
道
異
な
れ
ハ
必
教
も

異
な
る
所
あ
り
一
に
ハ
其
国
俗
風
土
の
差
違
に
よ
れ
ハ
国
異
な
る
時
ハ
用
ひ
難
き

方
も
あ
る
事
論
せ
す
し
て
明
な
り
二
に
ハ
そ
の
教
の
立
か
た
﹇
き
﹈
に
広
狭
公
私
虚

実
あ
り
こ
れ
ハ
理
非
を
精
究
し
て
弁
別
す
へ
し
似
て
非
な
る
も
の
世
上
に
多

し
三
に
ハ
各
好
む
所
眼
目
の
付
所
に
よ
り
て
固
僻
を
な
し
異
論
を
生
す

是
ハ
正
大
公
道
な
る
眼
よ
り
見
る
時
ハ
そ
の
僻
分
明
な
り
そ
の
正
邪
を
知
る
に
ハ

万
国
万
法
互
に
異
同
あ
る
中
に
共
に
同
し
く
て
異
な
る
事
な
き
所
ハ
皆

正
し
く
て
論
す
る
に
及
は
す
互
に
異
を
生
す
る
所
に
ハ
何
れ
に
か
非
あ
り
と

知
て
考
究
す
る
時
は
必
其
異
を
発
す
る
所
に
習
俗
の
狭
見
私
曲
か
固
僻

か
を
顕
は
す
へ
し
是
学
者
の
妄
説
に
惑
は
さ
れ
さ
る
専
用
の
心
得
に
て
候

仏
道
の
非
は
や
や
知
る
人
も
多
け
れ
と
も
漢
学
の
非
は
ふ
と
は
心
付
難
く
知
る
人
少
し

九
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す
へ
て
漢
土
は
文
飾
驕
奢
に
流
れ
て
　
皇
国
の
質
素
篤
義
な
る
風
に

反
し
漢
地
は
虚
名
に
走
り
て
物
を
世
々
に
改
易
す
る
こ
と
を
好
み

皇
国
は
朴
実
を
守
り
て
古
轍
を
ふ
み
万
事
変
改
あ
る
を
き
ら
ふ
風
俗
に
て

是
ら
天
壌
表
裏
の
差
違
あ
れ
は
そ
の
弊
を
弁
し
除
き
て
上
古
の
美
質
に

復
す
へ
き
意
を
専
務
に
教
授
い
た
し
候
か
く
の
如
き
時
は
　
　
天
祖
の
神
慮

に
叶
ひ
て
　
神
威
を
増
し
霊
応
も
ま
さ
る
へ
く
　
　
皇
朝
の
真
に
尊
き

事
万
国
に
す
く
れ
た
る
由
縁
を
し
り
て
外
夷
の
妖
言
悪
風
俗
に
惑
は
さ

れ
す
天
下
の
政
基
を
堅
固
に
し
て
無
用
の
費
弊
を
は
ふ
き
質
実
を
貴
ひ

浮
美
を
い
や
し
め
万
民
志
を
精
一
に
し
て
確
乎
た
る
大
和
魂
を
磨
光
し

出
し
臣
民
一
統
に
国
体
の
尊
き
由
来
の
本
源
を
わ
き
ま
へ
異
国
の
比
類
に

あ
ら
さ
る
事
を
し
り
て
　
君
の
所
為
　
国
の
大
事
に
は
妻
子
を
か
へ
り
み
す
身
を

捨
む
事
を
も
物
の
数
と
も
せ
す
諸
蛮
夷
一
時
に
仇
を
な
し
来
る
を
も
恐
る
ゝ

意
な
く
防
禦
等
身
命
を
い
と
は
す
平
常
は
泰
平
を
た
ゝ
ひ
各
職
分
家

業
を
守
り
て
奉
仕
の
志
他
事
な
き
を
古
学
の
大
旨
と
い
た
し
申
候

神
代
之
　
神
々
の
御
稜
威
そ
れ

の
始
を
な
し
給
ひ
専
と
司
と
り
て
万
世
に
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か
ハ
ら
す
霊
験
　
神
託
等
あ
る
事
ハ
一
紙
上
に
申
尽
し
難
く
候
へ
ハ
略
し
申
候
只
今

さ
し
あ
た
り
て
常
に
解
説
講
談
等
専
と
い
た
し
候
正
面
の
本
書
と
も
の
目
ハ
古
事

記
日
本
紀
以
下
正
し
き
歴
史
神
書
類
古
語
拾
遺
律
令
格
式
の
書
と
も
万

葉
集
等
に
て
候
旧
事
記
大
倭
姫
命
世
紀
抔
は
後
の
纔
入
文
有
て
取
捨
い
た

し
申
候
東
鑑
平
家
物
語
以
下
武
家
の
記
録
軍
記
太
政
官
符
古
文
書
等

縉
紳
諸
家
記
録
姓
氏
録
和
名
抄
等
之
類
見
合
之
書
﹇
類
﹈
数
多
有
之
候
此
余

兼
学
い
た
し
候
類
ハ
歌
ハ
神
世
よ
り
真
情
を
の
ふ
る
物
に
候
へ
は
是
を
し
れ
ば

ま
の
あ
た
り
上
古
の
人
の
語
の
ま
ゝ
に
聞
か
如
く
心
の
底
ま
て
察
せ
ら
る
れ
ハ
正
史
に
も

ま
さ
れ
る
事
あ
り
そ
の
意
を
熟
知
す
る
に
ハ
み
つ
か
ら
も
よ
ミ
試
さ
れ
は
疎
し

又
古
哥
を
釈
し
た
る
書
も
多
し
哥
書
は
甚
多
く
古
今
集
以
下
廿
一
代
の
勅
撰

哥
合
家
集
私
撰
﹇
の
類
﹈
名
所
故
事
等
の
書
と
も
あ
り
又
か
な
文
章
﹇
に
は
﹈
紀
行
日
記
物

語
類
の
学
あ
り
物
語
に
は
実
記
あ
り
作
物
語
あ
り
作
物
語
と
い
へ
と
も
そ
の
時
代
の

家
居
服
飾
情
態
内
々
の
さ
ま
を
し
る
に
は
か
へ
り
て
表
た
ち
た
る
書
﹇
よ
り
は
勝
れ
り
﹈
に
て
は
知

か
た
き
を
考
ふ
る
に
便
あ
り
哥
文
に
付
て
は
語
格
て
に
を
は
の
学
あ
り
是
も

会
得
せ
さ
れ
は
意
の
た
か
ふ
事
あ
り
是
を
知
ら
さ
る
故
に
儒
者
の
経
書
の
訓

一
〇
丁
ウ

一
〇
丁
オ
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点
な
と
に
は
大
に
誤
あ
り
て
解
す
る
所
と
よ
む
所
と
意
の
た
か
へ
る
事
さ
へ
あ
り

明
法
学
は
続
日
本
紀
以
下
の
正
史
に
あ
つ
か
る
事
多
く
末
書
等
も
有
此
余

有
職
学
は
官
位
服
飾
装
束
輿
車
弓
馬
の
故
実
　
行
幸
大
内
裏
殿
舎

礼
儀
進
退
等
に
も
わ
た
り
北
山
抄
西
宮
記
江
家
次
第
等
諸
家
日
次
記
録
の

学
古
人
伝
統
系
譜
諸
国
風
土
山
海
地
理
名
所
古
今
郡
郷
異
同
田
園
等
之
学

に
も
及
ひ
申
候
猶
雑
博
に
い
た
り
て
は
古
器
古
瓶
之
図
紋
画
巻
物
古
印
古
認
之

図
考
管
弦
蹴
鞠
香
茶
放
鷹
饗
饌
の
故
実
古
医
学
大
同
類
聚
方

神
医
方
之
類
珍
書
真
偽
の
考
等
ま
て
諸
道
に
わ
た
り
て
甚
多
端
に
候
へ
共

是
等
は
余
力
次
第
に
て
本
教
の
正
面
に
は
無
御
座
候

古
学
の
正
面
を
総
括
し
て
申
述
る
時
は
　
皇
国
は
天
地
の
始
諸
万
国
よ
り
も

先
た
ち
て
最
初
第
一
に
　
大
神
の
生
成
し
玉
へ
る
霊
妙
の
国
に
て
四
夷
諸
藩

国
の
祖
宗
た
る
本
洲
な
れ
は
外
国
と
は
異
に
て
天
地
の
始
よ
り
の
実
伝
明
白
に

つ
た
は
れ
る
事
他
に
此
類
な
く
山
海
之
諸
産
物
全
備
し
て
足
ら
ぬ
事
な
く

別
し
て
人
命
を
つ
な
く
食
の
本
な
る
米
穀
万
方
に
勝
れ
た
る
は
神
世
よ
り

由
あ
る
事
に
て
是
に
よ
り
て
﹇
又
﹈
人
心
猛
威
に
義
気
強
く
﹇
し
て
﹈
武
を
専
と
し
て

一
一
丁
オ
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水
火
を
も
避
さ
る
性
質
古
今
の
人
情
自
然
に
備
り
国
体
と
ゝ
の
ひ
程
よ
く

広
大
な
ら
す
し
て
四
面
に
殊
更
に
荒
海
を
廻
ら
し
外
よ
り
侵
し
難
き
地
勢

あ
り
し
か
も
無
用
の
冗
地
稀
に
て
人
種
戸
口
の
土
地
の
小
な
る
に
合
せ
て
は

夥
し
く
稠
密
な
る
事
は
異
邦
繁
盛
な
る
国
と
い
へ
と
も
不
毛
の
冗
地
山
川

多
く
広
き
に
合
せ
て
は
戸
口
少
く
大
小
を
算
計
す
れ
は
数
倍
に
あ
た
れ
り
是
等

皆
天
地
間
中
の
地
に
無
類
抜
群
の
事
に
て
人
力
の
及
ふ
所
に
非
す
偏
に

天
神
地
祇
の
殊
な
る
　
御
恵
に
よ
り
て
万
国
の
初
に
造
立
ま
し

て
始
祖

天
照
大
御
神
の
生
出
ま
せ
る
御
本
国
な
る
か
故
な
り
か
く
類
無
く
万
国
中

最
上
の
﹇
如
此
万
国
に
勝
れ
た
る
﹈

皇
国
に
住
﹇
生
れ
﹈
な
か
ら
中
古
以
来
異
教
の
妖
言
に
惑
ひ
他
を
羨
み

恐
れ
自
劣
弱
卑
怯
の
意
に
落
る
は
甚
し
き
誤
に
て
く
ち
を
し
き
事
な
ら
す
や

さ
る
故
に
是
を
さ
と
さ
む
と
す
る
古
学
の
﹇
が
﹈
本
意
に
て
　
本
朝
の
尊
き
故

由
を
第
一
に
の
へ
異
国
は
劣
り
て
教
法
も
僻
事
あ
り
て
取
捨
の
心
得
な
く
て
は

叶
は
さ
る
趣
を
も
弁
せ
す
し
て
は
又
我
国
の
す
く
れ
た
る
由
も
諸
人
の
会
得
し

難
き
所
あ
れ
は
さ
と
し
示
し
て
精
一
な
る
心
を
起
さ
し
め
上
古
の
意
に
復
し

一
二
丁
オ

一
一
丁
ウ
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て
国
体
を
ま
す

強
大
和
順
に
か
た
め
異
教
の
迷
塗
に
落
さ
る
様
に

皇
国
合
一
の
古
意
を
述
て
教
育
仕
候
事
即
今
の
古
学
の
主
意
た
る
所

に
御
座
候
　
以
上

右
之
趣
加
納
兵
部
安
田
長
穂
﹇
穏
﹈
に
も
見
せ
申
候
所
異
論
無
之
趣
申
出
候

嘉
永
七
年
甲
寅
九
月

四
、
豊
頴
の
隠
し
た
も
の

で
は
、
具
体
的
に
本
居
文
庫
本
と
全
集
本
の
差
異
に
つ
い
て
検
討
し
、「
今
は
い
さ
ゝ
か
省
略
し
た
る
条
」
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
だ

っ
た
の
か
、
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
豊
頴
自
身
の
言
に
よ
れ
ば
「
甚
長
文
に
て
重
複
繁
雑
な
る
点
も
あ
れ
ば
」
省
略
し
た
の
だ
と
い
う

が
、
こ
う
し
た
評
価
で
十
分
な
の
か
ど
う
か
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
。
以
下
、
三
つ
の
点
か
ら
分
析
し
て
み
よ
う
。

（
１
）「
儒
仏
の
道
」

本
居
文
庫
本
に
目
を
通
し
て
も
、
前
半
は
全
集
本
と
大
差
な
い
の
だ
が
、
七
丁
裏
に
な
る
と
違
い
が
目
に
付
き
は
じ
め
る
。
八
丁
裏
に

か
け
て
、
全
集
本
に
見
当
た
ら
な
い
箇
所
が
続
く
の
で
あ
る
。
そ
の
主
張
の
内
容
は
と
い
う
と
、
儒
仏
批
判
で
あ
る
。
既
に
一
通
り
の
中

国
批
判
や
儒
教
批
判
、
仏
教
批
判
は
六
丁
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
内
遠
は
、
現
在
で
は
「
皇
国
固
有
の
正
道
」

が
そ
れ
な
り
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
仏
者
も
口
を
つ
ぐ
み
、
儒
者
の
中
に
は
「
皇
国
魂
」
を
発
揮
す
る
者
も
い
る
世
の
中
に
な

っ
た
、
と
述
べ
る
。
だ
が
や
は
り
、
内
遠
に
よ
れ
ば
、
数
百
年
と
世
上
一
般
に
馴
れ
混
ざ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
儒
仏
の
意
か
ら
清
く
離
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れ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
っ
て
、
依
然
と
し
て
古
学
学
習
に
先
立
っ
て
儒
仏
批
判
が
必
要
な
の
だ
と
い
う
。

内
遠
は
九
丁
で
も
重
ね
て
漢
学
の
非
の
気
付
き
に
く
さ
を
主
張
し
、「
皇
国
」
と
「
漢
土
」
を
対
比
し
た
上
で
、「
臣
民
一
統
」
に

「
国
体
」
の
尊
さ
の
本
源
を
弁
え
る
よ
う
に
説
き
、「
国
の
大
事
」
に
あ
た
っ
て
は
防
御
に
身
命
を
惜
し
ま
ず
、
平
常
に
は
職
分
家
業
に
応

じ
て
奉
仕
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
古
学
の
大
旨
」（
！
）
な
の
だ
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

全
集
本
で
も
十
分
に
儒
仏
批
判
の
意
図
は
伝
わ
っ
て
く
る
の
だ
が
、
本
居
文
庫
本
か
ら
は
そ
れ
が
い
っ
そ
う
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
特
に

儒
仏
を
学
ん
だ
わ
け
で
も
な
く
、
自
分
が
そ
れ
に
染
ま
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
な
い
人
間
で
さ
え
、
世
上
一
般
の
数
百
年
の
馴
れ
故
に
、

清
く
離
れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
主
張
す
る
あ
た
り
は
、
極
め
て
執
拗
な
批
判
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
国
に
対
す
る
強
烈
な
批
判
を
伴
う
こ
う
し
た
主
張
が
、
明
治
版
全
集
の
段
階
で
、
積
極
的
な
意
義
を
有
し
て
い
た
と
は
考

え
が
た
い
。
西
洋
文
明
の
積
極
的
な
移
入
が
始
ま
っ
て
久
し
い
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
と
っ
て
、
中
国
の
影
響
は
後
景
に
退
い
て
い

た
（
13
）

。
ま
た
、
仏
教
も
近
世
期
に
有
し
て
い
た
特
権
的
な
地
位
を
既
に
失
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
内
遠
の
こ
れ
ら
の
批
判

が
「
甚
長
文
」
な
も
の
と
し
て
、
近
世
の
国
学
者
に
ま
ま
見
ら
れ
る
家
職
奉
公
論
と
も
ど
も
、
省
略
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
し
て

も
、
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
２
）「
諸
道
に
わ
た
り
て
甚
多
端
」

一
〇
丁
以
降
、
儒
者
批
判
と
と
も
に
、
古
学
の
様
々
な
研
究
対
象
、
考
証
す
べ
き
書
目
や
ジ
ャ
ン
ル
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
「
是
等
は
余
力
次
第
に
て
本
教
の
正
面
に
は
無
御
座
候
」
と
さ
れ
た
具
体
例
の
多
く
が
、
全
集
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
な
る
ほ

ど
確
か
に
「
繁
雑
な
る
点
」
で
は
あ
る
。
だ
が
、
内
遠
は
考
証
的
な
学
風
で
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
（
14
）、

そ
ん
な
彼
に
と
っ
て
は
列
挙
す
る

に
値
し
た
項
目
だ
っ
た
の
だ
。
一
九
世
紀
に
お
け
る
所
謂
「
考
証
家
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
活
躍
に
つ
い
て
は
近
年
議
論
が
少
な
く
な
い
（
15
）。
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こ
う
し
た
関
心
の
広
が
り
の
中
に
内
遠
、
ひ
い
て
は
当
該
期
の
本
居
派
国
学
も
存
在
し
た
わ
け
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
「
雑
博
」
な
考
証
は
、
い
か
に
も
時
代
遅
れ
な
も
の
に
見
え
る
。「
管
弦
蹴
鞠
」
等
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
古
医

学
大
同
類
聚
方
神
医
方
」
が
そ
の
端
的
な
例
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
入
る
と
、
西
洋
近
代
医
学
の
流
入
の
中
で
、「
和
方
」
と
呼
ば
れ
る

国
学
と
対
応
し
た
医
学
の
一
派
の
説
得
力
は
消
え
失
せ
、
和
方
派
の
依
拠
す
る
『
大
同
類
聚
方
』
や
『
神
遺
方
』
も
、
偽
書
と
み
な
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
（
16
）。

か
く
し
て
豊
頴
は
「
本
教
の
正
面
」、
あ
る
い
は
当
時
も
通
用
す
る
と
思
わ
れ
た
研
究
対
象
だ
け
を
、
例
と
し
て

残
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
３
）「
外
国
と
は
異
に
て
」

一
一
丁
表
か
ら
一
一
丁
裏
に
か
け
て
は
「
古
学
の
正
面
を
総
括
し
て
申
述
る
」
た
め
に
「
皇
国
」
の
優
越
性
が
縷
々
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
全
集
本
で
は
記
述
が
か
な
り
縮
め
ら
れ
て
い
る
。
う
ち
、「
皇
国
」
が
「
万
国
」
で
「
初
」
に
「
大
神
」
あ
る
い
は
「
天
照
大
御
神
」

が
生
ん
だ
国
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ま
さ
に
「
重
複
」
し
て
い
て
「
繁
雑
」
な
箇
所
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
省
略
さ
れ
た
の
だ
と

見
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

む
し
ろ
注
目
す
べ
き
は
、「
食
の
本
な
る
米
穀
万
方
に
勝
れ
た
る
」
こ
と
を
説
い
て
米
を
誇
る
議
論
、
ま
た
「
無
用
の
冗
地
稀
に
て
人

種
戸
口
の
土
地
の
小
な
る
に
合
せ
て
は
夥
し
く
稠
密
な
る
事
は
異
邦
繁
盛
な
る
国
と
い
へ
と
も
不
毛
の
冗
地
山
川
多
く
広
き
に
合
せ
て
は

戸
口
少
く
大
小
を
算
計
す
れ
は
数
倍
に
あ
た
れ
り
」
と
い
う
国
土
の
稠
密
性
を
誇
る
議
論
で
あ
ろ
う
。
後
者
は
一
見
、
国
土
の
狭
さ
に
関

す
る
負
け
惜
し
み
に
見
え
な
く
も
な
い
が
、
藤
田
雄
二
氏
に
よ
れ
ば
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
。
氏
は
近
世
日
本
に
お
け
る
自
民

族
中
心
的
な
思
考
を
分
析
し
て
、
米
を
は
じ
め
と
し
た
生
産
物
の
豊
か
さ
や
、
国
の
規
模
の
適
正
さ
に
も
、
日
本
の
優
越
性
の
所
以
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
（
17
）。

ど
ち
ら
の
点
に
つ
い
て
も
、
本
居
宣
長
も
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
い
（
18
）、

内
遠
の
こ
の
議
論
も
、
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そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
日
本
の
優
越
性
を
語
る
際
の
こ
う
し
た
論
拠
は
、
藤
田
氏
に
よ
れ
ば
「「
徳
川
の
平
和
」
が
も
た
ら
し
た
秩
序
と
繁
栄
」
に

よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
も
の
（
19
）

な
の
で
あ
り
、
国
土
の
狭
さ
を
肯
定
し
、
ま
た
そ
の
豊
か
さ
を
米
に
集
約
さ
せ
た
日
本
中
心
主
義
的
言
説
を
、

二
〇
世
紀
段
階
の
本
居
豊
頴
は
採
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

以
上
、
本
居
内
遠
著
「
古
学
本
教
大
意
」
の
こ
れ
ま
で
の
扱
わ
れ
方
を
概
観
し
て
、
内
遠
の
息
子
で
あ
る
豊
頴
に
よ
っ
て
部
分
的
に
省

略
さ
れ
た
も
の
が
流
通
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
本
居
文
庫
に
あ
る
伝
本
居
内
遠
自
筆
稿
本
を
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
豊
頴
が

こ
の
著
述
を
全
集
へ
収
録
す
る
に
あ
た
っ
て
改
変
を
加
え
た
様
子
を
明
ら
か
に
し
た
。
雑
駁
な
検
討
で
は
あ
っ
た
が
、
執
拗
な
儒
教
・
仏

教
へ
の
批
判
が
削
ら
れ
、
瑣
末
な
―
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
時
代
遅
れ
に
な
っ
た
―
考
証
対
象
へ
の
言
及
が
避
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
日
本

の
豊
か
さ
を
米
に
集
約
さ
せ
た
言
説
や
、
国
土
の
狭
小
さ
を
肯
定
し
た
議
論
が
除
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

日
本
に
お
け
る
近
代
的
な
人
文
学
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
全
集
の
編
纂
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
（
20
）

と
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
途
上
で
選
別
・
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
言
説
は
、
新
し
い
学
問
体
系
の
中
で
は
旧
時
代
の
遺
物
扱
い
さ
れ
た
の
だ
と
見
て
も
よ
い
だ
ろ

う
。
全
集
本
「
古
学
本
教
大
意
」
は
、
そ
う
し
た
時
代
遅
れ
な
部
分
の
切
除
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
時
代
に
即
し
て
父
祖
の
学
を

広
め
よ
う
と
し
た
本
居
豊
頴
の
努
力
の
跡
を
そ
こ
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
は
い
え
、
嘉
永
七
年
と
い
う
時
期
に
本
居
内
遠
が
主
張
し
た
こ
と
の
意
味
自
体
は
、
豊
頴
の
作
為
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
捉
え
が
た

い
も
の
に
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
そ
ち
ら
に
つ
い
て
は
正
面
か
ら
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
当
該
期
に
「
古
学
本
教
大
意
」
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と
古
学
所
の
有
し
た
意
味
、
ひ
い
て
は
宣
長
没
後
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
の
本
居
派
国
学
の
歴
史
的
展
開
を
、
社
会
的
広
が
り
を
見
据
え

て
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
、
困
難
で
は
あ
る
が
魅
力
的
な
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

註

（
１
）

久
米
幹
文
「
本
居
内
遠
翁
略
伝
」『
こ
こ
ろ
の
華
』
一
〇
（
一
八
九
八
年
）、
二
三
頁
。
廣
池
千
九
郎
「
本
居
内
遠
翁
夫
人
藤
子
刀
自
の
小
伝
」

『
國
學
院
雑
誌
』
第
九
巻
第
九
（
一
九
〇
三
年
）、
三
六
頁
。

（
２
）

小
野
将
「「
国
学
」
の
都
市
性
―
宣
長
学
の
い
く
つ
か
の
モ
テ
ィ
ー
フ
か
ら
」
鈴
木
博
之
他
編
『
都
市
文
化
の
成
熟
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
六
年
）、
四
〇
二
頁
。
同
「
国
学
者
」『
シ
リ
ー
ズ
近
世
の
身
分
的
周
縁
２
　
芸
能
・
文
化
の
世
界
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、

三
〇
六
頁
。

（
３
）

堀
内
信
『
南
紀
徳
川
史
』
第
十
七
冊
、
復
刻
版
（
一
九
九
〇
年
、
清
文
堂
出
版
）、
一
一
九
頁
。

（
４
）

鈴
木
淳
「
本
居
豊
頴
伝
」
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
創
立
百
周
年
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
維
新
前
後
に
お
け
る
国
学
の
諸
問
題
』

（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
、
一
九
八
三
年
）
が
、
こ
の
前
後
の
事
情
に
詳
し
い
。

（
５
）

和
歌
山
市
立
博
物
館
所
蔵
「
類
集
」
九
巻
。
こ
の
史
料
群
に
つ
い
て
は
三
尾
八
朔
「
紀
州
藩
御
目
付
の
記
録
『
類
集
略
記
』」『
和
歌
山
市
史

研
究
』
三
一
（
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
史
料
群
の
参
照
、
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
山
下
奈
津
子
氏
ら
和
歌
山
市
立
博
物
館
の
方
々
に

ご
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
お
礼
申
し
上
げ
る
。

（
６
）

安
政
二
年
正
月
八
日
付
高
玉
民
部
宛
平
田
銕
胤
書
簡
。
近
世
社
家
文
書
研
究
会
「
相
馬
地
方
に
お
け
る
平
田
銕
胤
書
簡
―
解
題
と
翻
刻
―
」

『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
八
九
輯
（
二
〇
〇
二
年
）【
二
十
八
】。

（
７
）

以
上
、
山
本
嘉
将
『
加
納
諸
平
の
研
究
』（
初
音
書
房
、
一
九
六
一
年
）、
七
四
〜
七
九
頁
。
な
お
、
田
林
義
信
「
紀
州
藩
の
国
学
」『
和
歌

山
の
研
究
』
二
巻
（
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
八
年
）
は
、『
加
納
諸
平
の
研
究
』
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
と
す
る
（
三
〇
六
頁
）
一
方
で
、「
紀

伊
藩
国
学
所
」（
若
山
に
設
け
ら
れ
た
も
の
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
）
に
つ
い
て
は
、「（
加
納
）
諸
平
の
建
議
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
」
と
し
て
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い
る
（
二
七
九
頁
）。

（
８
）

武
田
秀
章
「
安
政
・
文
久
期
に
お
け
る
小
中
村
清
矩
の
国
学
観
―
明
治
国
学
の
一
前
提
―
」『
神
道
宗
教
』
二
〇
四
・
二
〇
五
（
二
〇
〇
七

年
）、
藤
田
大
誠
『
近
代
国
学
の
研
究
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
）、
特
に
二
五
八
、
二
九
一
頁
。

（
９
）

渡
辺
浩
「「
道
」
と
「
雅
び
」
―
宣
長
学
と
「
歌
学
」
派
国
学
の
政
治
思
想
史
的
研
究
―
（
一
）〜（
四
）
完
」『
國
家
學
会
雑
誌
』
八
七

（
九
・
十
、
十
一
・
十
二
）、
八
八
（
三
・
四
、
五
・
六
）（
一
九
七
四
、
七
五
年
）、
八
八
―
五
・
六
、
一
一
〜
一
二
頁
、
二
二
〜
二
三
頁
。
田

林
前
掲
「
紀
州
藩
の
国
学
」、
二
九
五
頁
。

（
10
）「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
」
で
も
、
今
回
検
討
し
た
も
の
の
ほ
か
の
版
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
11
）

前
掲
の
諸
版
は
、
い
ず
れ
も
「
安
田
長
穂
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
「
安
田
長
穏
」
と
す
る
な
ど
、
豊
頴
校
訂
本
の
誤
記
を
も
踏
襲
し
て
い
る
。

（
12
）

本
居
・
家
三
四
四
。
雄
松
堂
か
ら
一
九
九
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
番
号
は
０
４
４
８
（
こ
れ
を
参
照
し
た
）。
東
京
大

学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
に
は
、
利
用
に
関
し
て
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

（
13
）

日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
形
成
と
中
国
、
ま
た
西
洋
の
関
係
を
考
え
る
際
の
参
考
に
な
る
著
作
と
し
て
、
三
谷
博
『
明
治
維
新
と
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
を
挙
げ
て
お
く
。

（
14
）

前
掲
『
本
居
全
集
』
首
巻
（
明
治
三
六
年
）
の
例
言
も
、「
内
遠
翁
の
考
証
に
周
密
な
る
」
こ
と
を
特
筆
し
て
お
り
、
当
時
内
遠
の
学
問
の

性
格
が
考
証
的
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
例
え
ば
、
内
遠
の
天
保
六
年
一
二
月
一
日
付
内
池
永
年
宛
書
簡
を
見
て
み
て
も
、

門
人
の
持
つ
地
誌
や
国
絵
図
、
産
物
書
上
、
古
書
画
写
、
金
石
拓
と
い
っ
た
も
の
の
写
し
を
求
め
る
彼
の
姿
が
窺
え
る
。
福
島
市
史
編
纂
委
員

会
『
福
島
市
史
資
料
叢
書
　
第
五
八
輯
　
続
・
内
池
永
年
集
―
み
ち
の
く
社
中
Ⅱ
―
』（
福
島
市
史
編
纂
室
、
一
九
九
一
年
）、
一
九
四
頁
。

（
15
）

藤
田
大
誠
前
掲
『
近
代
国
学
の
研
究
』
一
三
〜
二
三
頁
に
詳
し
い
整
理
が
あ
る
。

（
16
）

富
士
川
游
『
日
本
医
学
史
』
決
定
版
（
日
新
書
院
、
一
九
四
一
年
）、
四
九
五
〜
四
九
八
頁
な
ど
を
参
照
。

（
17
）

藤
田
雄
二
「
近
世
日
本
に
お
け
る
自
民
族
中
心
的
思
考
―
「
選
民
」
意
識
と
し
て
の
日
本
中
心
主
義
―
」『
思
想
』
八
三
二
（
一
九
九
三
）、

一
〇
八
〜
一
一
一
頁
。

（
18
）

藤
田
雄
二
前
掲
「
近
世
日
本
に
お
け
る
自
民
族
中
心
的
思
考
―
「
選
民
」
意
識
と
し
て
の
日
本
中
心
主
義
―
」
は
、
前
者
に
つ
い
て
は
「
玉

く
し
げ
」
を
、
後
者
に
つ
い
て
は
「
呵
刈
葭
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
引
い
て
論
じ
て
い
る
。

（
19
）

藤
田
雄
二
前
掲
「
近
世
日
本
に
お
け
る
自
民
族
中
心
的
思
考
―
「
選
民
」
意
識
と
し
て
の
日
本
中
心
主
義
―
」、
一
〇
八
頁
。
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（
20
）
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は
じ
め
に

津
和
野
の
神
職
国
学
者
で
あ
る
岡
熊
臣
は
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
『
三
大
考
之
追
考
』
を
著
し
て
い
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ

の
著
作
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
位
置
付
け
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
生
年
か
ら
の
略
歴
を
示
し
、
そ
の
上
で
熊
臣
に
関

す
る
研
究
史
を
霊
魂
観
に
着
目
し
な
が
ら
概
観
し
た
い
。

岡
熊
臣
（
天
明
三
年
〜
嘉
永
四
年
、
一
七
八
三
〜
一
八
五
一
）
は
、
石
見
国
鹿
足
郡
木
部
村
の
冨と
み

長た
け

山や
ま

八
幡
宮
の
神
職
家
に
生
ま
れ
る
。

父
忠
英
の
影
響
に
よ
り
幼
い
頃
か
ら
学
問
を
好
み
、
十
四
歳
で
津
和
野
藩
士
佐
伯
種
孚
に
つ
い
て
歌
を
学
び
、
十
五
歳
の
と
き
に
本
居
宣

長
の
『
玉
鉾
百
首
』
を
見
て
そ
の
学
問
に
傾
倒
す
る
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
宣
長
と
そ
の
門
人
小
篠
敏
（
浜
田
藩
儒
学
者
、
父
忠

英
の
友
人
）
が
同
じ
時
期
に
没
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
翌
年
に
は
最
初
の
著
作
で
あ
る
『
皇
国
史
略
』
を
著
わ
す
ま
で
に
そ
の
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追
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学
問
は
蓄
積
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
文
化
四
年
に
当
時
山
陰
で
宣
長
の
学
問
を
広
め
て
い
た
出
雲
の
千
家
俊
信
（
清
主
）
に
入
門
し
、

そ
の
こ
ろ
『
三
大
考
之
追
考
』
を
著
わ
す
。
同
五
年
に
は
、
江
戸
へ
遊
学
し
今
井
秀
清
（
後
の
大
国
隆
正
）
と
出
会
い
、
翌
年
彼
の
紹
介

で
宣
長
門
人
村
田
春
門
に
入
門
す
る
（
同
年
中
に
帰
国
）。
同
七
年
に
は
、
漢
詩
を
つ
く
る
こ
と
を
や
め
熊
臣
（
そ
れ
ま
で
は
忠
栄
）
と

改
名
し
て
い
る
（
1
）。

こ
れ
ま
で
熊
臣
に
関
す
る
研
究
は
、
主
に
神
道
学
や
思
想
史
の
分
野
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
者
に
お
い
て
は
神
葬
祭
復
興

運
動
（
2
）や

霊
魂
観
・
死
生
観
（
3
）

研
究
が
、
後
者
に
お
い
て
は
「
淫
祀
」
論
（
4
）

等
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
か
ら
、
研
鑽
を
積
み
な
が
ら

多
く
の
著
作
を
残
し
藩
学
に
登
用
さ
れ
た
国
学
者
で
あ
り
、
ま
た
神
葬
祭
復
興
運
動
を
成
し
遂
げ
た
神
職
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、「
理
論
と
実
践
」
を
併
せ
持
つ
神
職
国
学
者
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
5
）。

し
か
し
、
理
論
面
の
研
究
に
つ
い
て
い
え
ば
、
多
く

の
論
者
が
霊
魂
観
や
幽
冥
論
に
触
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
纏
ま
っ
た
論
考
は
少
な
く
、
十
分
な
蓄
積
が
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

例
え
ば
、
村
岡
典
嗣
は
「
復
古
神
道
に
於
け
る
幽
冥
観
の
変
遷
（
6
）」

に
お
い
て
「
彼
等
（
平
田
の
門
下
門
流
）
に
於
い
て
、
思
想
上
著
し

く
認
め
ら
れ
る
発
展
の
跡
は
、
応
報
て
ふ
考
の
自
然
の
結
論
と
し
て
、
死
後
幽
界
に
於
け
る
霊
魂
の
部ヽ
所ヽ
に
つ
い
て
、
そ
れ

説
が

生
じ
た
事
で
あ
る
」
と
述
べ
、
熊
臣
の
説
を
六
人
部
是
香
の
説
（
幽
界
に
神
位
界
と
凶
徒
界
が
存
在
す
る
）
や
矢
野
玄
道
の
説
（
神
界
、

仙
界
、
妖
界
が
あ
る
）
と
並
べ
て
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

善
悪
に
関
せ
ず
、
本
つ
魂
は
根
国
を
経
て
黄
泉
に
ゆ
き
他
の
魂
は
此
世
に
長
く
止
つ
て
、
幽
冥
界
に
入
る
と
し
て
、
篤
胤
説
と
宣
長

説
と
に
折
衷
を
試
み
た
（
熊
臣
の
千
代
の
す
み
か
）

河
野
省
三
は
『
国
学
の
研
究
（
7
）』

に
お
い
て
、
熊
臣
の
『
千
世
の
住
処
』
を
複
数
の
国
学
者
の
説
（
死
後
霊
魂
は
黄
泉
に
往
く
と
す
る
説
、

墓
所
に
留
ま
る
と
す
る
説
、
天
宮
に
登
り
神
に
な
る
と
す
る
説
）
を
「
折
衷
的
統
一
的
見
解
を
立
て
た
も
の
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
熊
臣
は
、
人
は
死
後
「
神
と
な
り
て
、
此
世
に
、
と
こ
し
へ
に
、
留
る
物
ぞ
と
思
ひ
」
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
宣
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長
も
最
晩
年
に
は
山
室
山
に
霊
の
鎮
ま
り
場
所
を
定
め
た
と
い
う
事
実
に
影
響
を
受
け
て
「
生
死
落
着
安
心
な
ど
の
沙
汰
」
を
研
究
し
た

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

佐
野
正
巳
は
『
国
学
と
蘭
学
（
8
）』

の
な
か
で
本
居
宣
長
の
学
問
を
発
展
さ
せ
た
人
物
と
し
て
熊
臣
を
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
熊
臣
の

『
三
大
考
之
追
考
』『
霊
の
梁
』
お
よ
び
『
千
世
の
住
処
』
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

「
三
大
考
之
追
考
」
は
、
…
（
中
略
）
…
そ
の
全
文
を
宣
長
が
「
古
事
記
伝
」
巻
一
七
の
末
に
付
載
し
た
門
人
服
部
中
庸
の
「
三
大

考
」
の
熊
臣
評
論
で
あ
る
。「
三
大
考
之
追
考
」
は
、
中
庸
や
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
「
霊
能
真
柱
」
の
著
者
、
平
田
篤
胤
の
説
と

は
や
や
相
容
れ
な
い
説
が
紹
介
さ
れ
、
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
野
々
口
隆
正
の
紹
介
に
よ
り
篤
胤
に
会
っ
た
の
を
機
に
〝
三
大

考
追
々
考
〞
と
も
い
う
べ
き
「
霊
の
梁
」
を
著
わ
す
の
で
あ
る
。（
九
〇
〜
九
一
頁
）

ま
た
、「
文
政
五
年
、
宣
長
の
墓
に
詣
で
、
春
庭
に
会
い
没
後
の
門
人
と
な
」
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
『
千
世
の
住
処
』
を
草
し
た
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
、

熊
臣
は
、
神
職
と
し
て
熱
意
を
も
っ
て
こ
れ
（
霊
魂
の
行
方
の
研
究
―
筆
者
注
）
に
当
た
り
、
神
葬
祭
復
興
運
動
の
心
的
な
面
を
推

進
し
て
い
く
の
だ
っ
た
。
神
葬
祭
運
動
に
は
、
古
典
研
究
、
霊
魂
研
究
を
論
拠
と
し
た
神
道
思
想
が
根
底
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
九
六
頁
）

と
述
べ
て
、
こ
れ
ら
の
著
作
が
、
熊
臣
の
生
涯
に
お
い
て
最
も
重
要
な
出
来
事
の
一
つ
で
あ
る
神
葬
祭
復
興
運
動
の
原
動
力
に
な
っ
て
い

る
と
し
て
い
る
。

安
蘇
谷
正
彦
は
「
岡
熊
臣
の
『
死
』
の
問
題
（
9
）

」
の
な
か
で
、
神
葬
祭
復
興
運
動
を
行
っ
た
熊
臣
の
死
生
観
、
霊
魂
観
、
死
の
対
処
法

の
三
点
に
着
目
し
、
宣
長
と
篤
胤
の
思
想
と
比
較
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
熊
臣
は
「
死
を
悪
事
や
禍
い
の
中
で
も
究
極

の
も
の
と
捉
え
、
憂
ひ
悲
し
む
べ
き
こ
と
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
宣
長
、
篤
胤
説
と
一
致
す
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
熊
臣
は
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「
本
霊
」
と
「
奇
魂
・
幸
魂
」
等
に
分
か
れ
る
と
す
る
考
え
か
ら
、
死
後
黄
泉
に
往
く
と
す
る
説
も
、
幽
冥
界
に
往
く
と
す
る
説
も
、「
一

面
的
」
な
論
だ
と
否
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
考
え
は
「
本
霊
が
夜
見
国
へ
行
く
と
い
う
考
え
は
宣
長
か
ら
、
幸
魂
、
奇
魂
が
幽
冥
界
に
行

く
と
い
う
考
え
は
篤
胤
か
ら
採
用
し
」「
人
間
の
霊
魂
を
二
つ
以
上
に
捉
え
、
死
後
の
霊
魂
の
行
方
も
二
ヶ
所
に
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

宣
長
、
篤
胤
説
を
う
ま
く
調
和
さ
せ
、
熊
臣
独
自
の
説
を
形
成
し
た
」
と
し
て
い
る
。
熊
臣
の
死
後
観
に
つ
い
て
は
篤
胤
が
有
し
て
い
た

「
霊
魂
に
対
す
る
審
判
」
の
思
想
が
な
く
、「
冥
罰
の
考
え
さ
え
見
当
た
ら
な
い
」
こ
と
か
ら
「
こ
の
世
に
お
け
る
人
間
の
努
力
に
よ
っ
て
、

死
後
安
心
が
得
ら
れ
る
と
い
う
篤
胤
の
よ
う
な
思
想
体
系
」
で
は
な
く
「
宣
長
の
よ
う
に
神
々
に
委
ね
る
安
心
論
に
近
い
」
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
先
行
研
究
を
概
観
す
る
と
、
熊
臣
の
霊
魂
観
は
そ
の
到
達
点
と
さ
れ
る
『
千
代
の
住
処
』
は
分
析
さ
れ
て
い
る
が
形
成

過
程
は
全
く
研
究
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

『
三
大
考
之
追
考
』
は
、
熊
臣
の
霊
魂
観
を
決
定
づ
け
る
三
つ
の
著
作
（『
霊
の
梁
』（
文
化
十
三
年
）、『
千
世
の
住
処
』（
文
政
五
年
））

の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
は
、
熊
臣
の
霊
魂
観
や
幽
冥
論
、
さ
ら
に
は
安
心
論
を
研
究
す
る
上
で
着
目
さ
れ
て
い
る
が
（
10
）、

そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
の
研
究
は
十
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
さ
ら
に
『
三
大
考
之
追
考
』
は
、
そ
の
書
名
が
表
し
て
い
る
よ
う
に

服
部
中
庸
が
著
し
、
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
巻
一
七
に
収
め
ら
れ
た
『
三
大
考
』
に
関
係
す
る
著
作
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
内
容
を
分
析
し
た
研
究
は
皆
無
に
等
し
い
と
い
う
現
状
も
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
熊
臣
の
霊
魂
観
形
成
の
「
前
論
（
11
）

」
と
も
さ
れ
て
い
る
『
三
大
考
之
追
考
』
の
分
析
か
ら
、
熊
臣
が
考
え
て
い
た

「
天
地
泉
」
を
明
ら
か
に
し
、
熊
臣
の
霊
魂
観
研
究
の
基
礎
作
業
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
（
12
）。

ま
ず
い
わ
ゆ
る
「
三
大
考
論
争
」
に
関

す
る
先
行
研
究
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
三
大
考
』
の
問
題
点
を
抽
出
す
る
。
そ
の
問
題
点
を
踏
ま
え
つ
つ
『
三
大
考
之
追
考
』
を

分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
熊
臣
が
『
三
大
考
』
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
何
を
批
判
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
分
析
か

ら
、
熊
臣
が
霊
魂
観
や
幽
冥
論
を
研
究
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
契
機
と
し
て
の
『
三
大
考
之
追
考
』
の
位
置
付
け
を
確
認
す
る
こ
と
で
熊
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臣
の
霊
魂
観
研
究
の
一
助
と
し
た
い
。

一

『
三
大
考
』
の
問
題
点

は
じ
め
に
、
中
庸
の
著
書
『
三
大
考
』
と
そ
れ
に
端
を
発
す
る
い
わ
ゆ
る
「
三
大
考
論
争
」
に
関
す
る
研
究
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、

『
三
大
考
』
の
問
題
点
を
抽
出
し
、
熊
臣
の
『
三
大
考
之
追
考
』
を
考
察
す
る
う
え
で
の
補
助
作
業
と
し
た
い
。

西
川
順
土
は
「
三
大
考
を
中
心
と
す
る
宇
宙
觀
の
問
題
（
13
）」

に
お
い
て
、
版
本
『
三
大
考
』、
本
居
宣
長
が
書
入
れ
し
た
「
三
大
考
草
稿
（
14
）」、

『
古
事
記
伝
』
の
三
つ
を
比
較
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
西
川
は
「
三
大
考
は
宣
長
の
訂
正
を
經
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
同
時
に
、

宣
長
の
所
説
が
古
事
記
傳
に
述
べ
た
所
と
異
つ
て
來
た
こ
と
も
あ
き
ら
か
に
な
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
『
三
大
考
』
以
後
に
問

題
と
な
る
事
柄
の
内
①
「
天
地
開
闢
に
つ
い
て
」、
②
「
月
讀
命
と
須
佐
之
男
命
に
つ
い
て
」、
③
「
黄
泉
國
に
つ
い
て
」
の
三
つ
を
、

平
田
篤
胤
等
の
学
派
と
本
居
大
平
等
の
学
派
の
著
作
を
引
用
し
な
が
ら
解
説
を
加
え
て
い
る
。
ま
ず
、
①
に
つ
い
て
は
次
の
三
つ
の
論
点

に
分
け
ら
れ
る
。

（
イ
）
神
が
天
地
を
創
造
し
た
の
で
な
く
、
天
地
先
づ
成
り
て
神
が
生
じ
た
事

（
ロ
）
葦
芽
の
如
き
も
の
は
天
地
と
な
る
も
の
で
は
な
く
神
と
な
る
物
で
あ
る
事

（
ハ
）
三
大
考
等
の
所
説
が
外
國
の
天
文
説
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
古
學
者
の
執
る
べ
き
態
度
と
云
へ
な
い
こ
と

②
に
つ
い
て
は
、『
古
事
記
伝
』
中
で
宣
長
が
仮
説
に
留
め
て
い
た
「
月
讀
命
と
須
佐
之
男
命
が
同
一
神
で
あ
る
」
と
す
る
説
を
、
中
庸

が
『
三
大
考
』
に
お
い
て
断
定
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
③
で
は
、『
三
大
考
』
に
お
い
て
初
め
て
「
霊
魂
の
歸
所
と
し
て
の
黄
泉
國
」

を
月
と
し
た
こ
と
が
論
争
と
な
る
（
西
川
は
「
宣
長
の
指
教
」
に
よ
る
こ
と
を
論
文
中
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
）。
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ま
た
、
西
川
が
『
三
大
考
』
と
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
論
争
を
一
貫
し
て
「
神
學
に
關
す
る
論
爭
」
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
は
神
道
学
の

立
場
か
ら
の
研
究
と
し
て
傾
聴
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

小
澤
正
夫
は
「
三
大
考
を
め
ぐ
る
論
争
（
15
）」

に
お
い
て
、
版
本
『
三
大
考
』
と
宣
長
著
「
天
地
図
」
に
「
類
似
點
」
を
見
出
し
て
い
る
。

ま
た
『
九
山
八
海
解
嘲
論
』
や
『
天
文
図
説
』『
真
暦
考
』
と
い
っ
た
宣
長
の
著
作
や
門
人
の
小
篠
御
野
と
の
関
係
か
ら
、
宣
長
は
こ
の

当
時
「
洋
學

ち
蘭
學
」
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、「
彼
は
こ
れ
（
西
洋
の
天
文
学
―
筆
者
註
）
を
以
て
早
速
儒
佛
の
宇
宙
論
を

論
破
す
る
と
共
に
、
我
が
古
傳
の
天
地
開
闢
説
に
新
し
い
基
礎
を
與
へ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
意
圖
の
下
に
著
さ
れ
た
も
の

が
、
…
（
中
略
）
…
中
庸
の
三
大
考
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
宣
長
の
没
後
に
は
、
大
平
一
派
と
篤
胤
の
間
に
論
争
が
起
こ
っ
た

こ
と
を
述
べ
、
そ
の
根
本
に
は
古
伝
の
解
釈
方
法
や
蘭
学
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
三
大

考
の
論
争
は
、
畢
竟
本
居
學
と
平
田
學
と
の
對
立
で
あ
る
。
こ
の
両
派
の
學
説
を
簡
單
に
い
へ
ば
、
前
者
の
非
合
理
主
義
、
信
仰
主
義
に

對
し
て
、
後
者
は
合
理
主
義
、
科
学
主
義
で
あ
る
が
、
ま
た
後
者
の
雜
學
的
傾
向
か
ら
、
前
者
が
そ
の
國
學
と
し
て
の
純
粹
性
を
ま
も
ろ

う
と
し
た
の
が
こ
の
論
争
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

小
澤
は
こ
の
論
文
の
最
後
に
「
何
故
こ
ん
な
本
を
記
傳
の
付
録
に
し
た
か
」
と
い
う
問
い
を
立
て
、
そ
の
答
え
を
「
宣
長
が
儒
佛
の
宇

宙
論
に
對
抗
す
べ
き
自
ら
の
宇
宙
論
を
求
め
て
い
た
」
と
考
え
、
そ
の
後
中
庸
、
篤
胤
と
発
展
し
て
い
く
思
想
（
＝「
國
學
の
思
想
的
展

開
の
主
流
」）
が
「
新
し
い
雄
大
な
國
家
主
義
的
宇
宙
論
を
完
成
し
た
」
と
い
う
見
通
し
を
立
て
て
い
る
。

西
川
は
前
掲
論
文
か
ら
約
三
十
年
後
に
再
度
『
三
大
考
』
に
関
す
る
論
文
「
三
大
考
の
成
立
に
つ
い
て
（
16
）」

を
著
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、

宣
長
の
「
天
地
図
」
と
『
三
大
考
』
の
比
較
を
試
み
、
そ
の
構
想
が
「
全
く
異
っ
た
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
共
に
、「
初
稿
本
」

の
文
言
と
「
天
経
或
問
」「
紅
毛
雑
話
」
等
の
洋
学
書
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
中
庸
の
三
大
考
に
関
連
し
て
背
後
に
西
洋
の
天
文

学
の
知
識
が
作
用
し
て
い
る
」
こ
と
を
実
証
的
に
示
し
て
い
る
。
後
者
の
点
に
関
し
て
、「
日
地
月
を
通
し
て
水
と
火
が
重
要
な
部
分
を

即梍指
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占
め
て
お
る
の
は
天
経
或
問
が
風
水
火
地
の
四
大
の
内
で
も
特
に
水
火
を
重
く
み
る
方
法
に
近
く
、
三
大
考
も
こ
の
考
え
方
か
ら
抜
け
切

っ
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
部
分
は
、
後
に
篤
胤
が
『
霊
能
真
柱
』
で
批
判
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

そ
れ
ま
で
未
発
掘
で
あ
っ
た
中
庸
著
「
三
大
考
追
考
」「
七
大
考
」
の
分
析
を
行
い
、「
天
文
学
の
解
説
部
分
が
詳
細
に
な
り
、
三
大
か

ら
七
大
へ
と
発
展
し
」
た
こ
と
な
ど
か
ら
、「
中
庸
は
科
学
的
事
実
を
追
う
態
度
を
持
ち
つ
ゞ
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

中
西
正
幸
は
「
三
大
考
以
後
（
17
）」

の
中
で
、
大
平
、
篤
胤
を
は
じ
め
小
林
茂
岳
、
鈴
木
朖
、
夏
目
甕
麿
、
佐
藤
信
淵
、
六
人
部
是
香
等
が

『
三
大
考
』
以
後
に
著
わ
し
た
各
論
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
稿
の
立
場
か
ら
、
こ
の
論
考
で
注
目
し
た
い
の
は
岡
熊
臣
の

『
三
大
考
之
追
考
』
に
言
及
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
18
）。

す
な
わ
ち
、

中
庸
は
宣
長
の
加
筆
を
容
れ
た
に
せ
よ
、
当
初
は
黄
泉
国
を
地
下
に
あ
ら
し
め
、
こ
こ
を
霊
魂
の
帰
趨
す
る
処
と
思
惟
し
て
い
た
。

岡
熊
臣
も
「
大
地
の
表
上
は
顕
国
に
て
、
裏
下
ハ
根
底
の
国
」
と
も
「
天
地
泉
ハ
三
ニ
シ
テ
四
也
、
大
地
ニ
上
下
ア
レ
ハ
也
」
と
も

云
い
、
…
（
中
略
）
…
死
後
の
霊
界
を
地
胎
中
に
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
大
平
・
朖
・
茂
岳
・
甕
麿
な
ど
に
共
通
し
、
当

時
一
般
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
八
九
頁
）

と
し
て
、
死
後
の
世
界
が
地
中
に
あ
る
と
す
る
国
学
者
と
し
て
熊
臣
を
位
置
付
け
て
い
る
。

以
上
、
先
行
研
究
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
『
三
大
考
』
の
問
題
点
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
『
三
大
考
』

の
文
言
に
端
を
発
す
る
問
題
で
、
さ
ら
に
①
天
地
開
闢
に
つ
い
て
、
②
月
讀
命
と
須
佐
之
男
命
に
つ
い
て
、
③
根
国
と
黄
泉
国
に
つ
い
て

の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
服
部
中
庸
の
西
洋
天
文
学
に
対
す
る
認
識
や
、
本
居
宣
長
と
『
三
大
考
』
と
の
関
係
と
い
っ
た

『
三
大
考
』
の
背
景
の
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
節
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
注
意
を
払
い
つ
つ
、
岡
熊
臣
が
著
し
た
『
三
大
考
之
追
考
』
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
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二

『
三
大
考
之
追
考
』
の
概
観

『
三
大
考
之
追
考
』（
以
下
『
追
考
』
と
略
す
）
は
文
化
四
年
五
月
に
成
っ
た
も
の
で
、
そ
の
著
述
の
き
っ
か
け
は
中
庸
の
『
三
大
考
』

を
読
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。（
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
『
追
考
』
の
引
用
は
加
藤
隆
久
編
『
岡
熊
臣
集
　
上
（
19
）』

を
用
い
る
。
ま
た
、
本
稿

中
の
図
も
同
書
か
ら
の
転
載
で
あ
る
。）

ま
ず
、
熊
臣
の
『
三
大
考
』
に
対
す
る
基
本
姿
勢
を
把
握
す
る
た
め
、『
追
考
』
の
冒
頭
部
分
を
引
用
す
る
。

服
部
中
庸
翁
ノ
三
大
考
ト
云
ヘ
ル
天
地
泉
ノ
三
ヲ
考
ヘ
得
ラ
レ
タ
ル
、
誠
ニ
古
事
記
ノ
妙
ナ
ル
伝
ニ
ヨ
リ
テ
、
カ
ク
万
國
ニ
比
類
ナ

キ
考
ノ
出
来
テ
、
目
ニ
見
エ
ヌ
天
地
泉
ノ
ア
リ
サ
マ
ノ
明
ニ
知
リ
得
ラ
ル
ル
コ
ト
ノ
有
リ
難
キ
ニ
、
己
其
ノ
大
ナ
ル
竒
シ
ク
異
シ
キ

考
ニ
ツ
キ
テ
、
イ
ト
モ
愚
ナ
ル
意
モ
テ
、
思
ヒ
得
タ
ル
コ
ト
ヲ
シ
モ
筆
ノ
端
ニ
書
キ
出
ヅ
ル
ハ
、
イ
カ
ニ
モ
ヲ
コ
ノ
所
為
ナ
レ
ド
モ
、

思
ヒ
得
タ
ル
コ
ト
ヲ
シ
空
黙
ス
ベ
キ
ニ
モ
ア
ラ
デ
ナ
ム
、
左
ニ
記
シ
挙
ゲ
ツ
ル
。
凡
ベ
テ
ハ
、
本
書
ニ
譲
リ
テ
略
キ
ヌ
。
只
其
ノ
不

足
ヲ
補
ヒ
加
フ
ル
志
ノ
ミ
ナ
リ
。
見
タ
マ
ハ
ム
人
等
其
ノ
罪
ア
ラ
ム
ヲ
バ
、
宥
免
シ
給
ヒ
テ
ヨ
。（
二
九
五
頁
）

中
庸
の
『
三
大
考
』
は
古
事
記
に
依
拠
し
て
著
さ
れ
た
非
常
に
優
れ
た
考
え
で
あ
り
、
目
に
見
え
な
い
「
天
地
泉
」
の
様
子
が
わ
か
る

と
い
う
の
は
尊
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
霊
妙
な
考
え
に
対
す
る
意
見
を
は
し
ば
し
に
書
く
の
は
愚
か
な
こ
と
だ
け
れ
ど
も
、
考
え
た
こ
と

を
黙
っ
て
も
お
け
な
い
と
い
う
の
が
熊
臣
の
性
分
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
大
凡
の
方
向
性
は
『
三
大
考
』
に
依
拠
し
つ

つ
も
、
熊
臣
の
考
え
る
「
不
足
」
を
補
っ
た
の
が
こ
の
『
追
考
』
な
の
で
あ
る
。

で
は
熊
臣
は
何
に
共
感
し
、
何
に
不
足
を
感
じ
補
っ
た
の
か
。

○
三
大
考
之
第
一
図
ヨ
リ
次
々
天
地
泉
ノ
所
成
形
容
ハ
、
皆
彼
ノ
書
ニ
譲
リ
テ
略
ケ
リ
。
コ
ハ
重
ネ
テ
云
フ
可
キ
コ
ト
ナ
ケ
レ
バ
ナ

リ
。
今
コ
コ
ニ
己
ガ
考
ヘ
補
フ
モ
ノ
ハ
、
タ
ダ
月
讀
命
・
素
戔
嗚
尊
ハ
本
ヨ
リ
二
神
、
マ
タ
根
之
堅
洲
國
ト
泉
ト
ハ
モ
ト
一
連
ナ
リ
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シ
ガ
、
後
ニ
離
レ
タ
ル
ト
云
フ
事
ノ
ミ
ナ
リ
。（
二
九
五
頁
）

『
三
大
考
』
で
用
い
ら
れ
た
十
葉
の
図
の
内
、「
天
地
泉
ノ
所
成
形
容
」
に
対
す
る
異
論
は
無
か
っ
た
が
、
月
讀
命
と
素
戔
嗚
尊
の
関
係
、

根
国
と
黄
泉
の
関
係
の
二
点
に
つ
い
て
問
題
視
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
節
で
抽
出
し
た
「『
三
大
考
』
の
文
言
を
契
機
と
す
る
問
題
」

の
う
ち
、
①
に
つ
い
て
は
異
論
な
く
、
②
③
に
つ
い
て
問
題
視
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て
「
不
足
」
を
補
う
た
め
熊

臣
は
議
論
を
展
開
し
て
い
く
。

其
ノ
故
ハ
、
マ
ヅ
高
天
原
ト
此
ノ
國
土
ト
、
此
ノ
國
土
ノ
成
レ
ル
サ
マ
ノ
考
ノ
図
ニ
見
エ
タ
ル
如
ク
ナ
レ
バ
、
是
ニ
對
ヘ
テ
、
根
底

國
ヲ
思
ヒ
量
ル
ニ
、
此
ノ
大
地
ノ
上
ノ
方
ニ
連
続
キ
タ
ル
ハ
、
高
天
原
ニ
テ
〔
則
考
ニ
イ
ヘ
ル
天
日
ヲ
サ
ス
。〕
其
ノ
高
天
原
ト
連

レ
ル
処
ノ
臍
ノ
処
、
則
チ
皇
國
ニ
テ
、
又
此
ノ
大
地
ノ
下
ノ
方
ニ
連
続
キ
タ
ル
ハ
泉
國
〔
則
考
ニ
イ
ヘ
ル
天
ツ
月
ヲ
指
ス
。〕
其
ノ

泉
國
ト
連
レ
ル
臍
ノ
処
、
則
チ
根
之
堅
洲
國
ナ
リ
。
イ
マ
ダ
天
地
泉
ノ
一
連
ナ
リ
シ
時
ハ
、
根
底
國
ヲ
モ
泉
國
ト
モ
、
泉
國
ヲ
モ
根

之
堅
洲
國
ト
モ
云
ヒ
シ
ナ
リ
。
サ
レ
ド
、
分
レ
離
レ
テ
後
ハ
、
月
ヲ
夜
見
國
ト
云
フ
。〔
夜
見
ト
ハ
考
ニ
モ
イ
ヘ
ル
如
ク
、
夜
見
ル

國
ト
イ
フ
事
ニ
テ
、
則
チ
今
現
ノ
月
ナ
リ
。〕
其
ノ
離
レ
タ
ル
跡
ニ
遺
レ
ル
処
ノ
大
地
ニ
ツ
キ
タ
ル
國
ヲ
根
底
国
〔
マ
タ
堅
洲
國
ト

モ
云
フ
。〕
ト
云
ヘ
ド
モ
、
是
ス
ナ
ハ
チ
上
ノ
方
ニ
ア
ル
高
天
原
ト
此
ノ
國
土
、
ナ
レ
ル
サ
マ
ニ
テ
對
ヘ
知
ル
ベ
シ
。
大
地
ノ
表
上

ニ
皇
國
ア
ル
カ
ラ
ハ
、
下
裏
ニ
根
底
國
有
ル
コ
ト
、
疑
無
キ
モ
ノ
ナ
リ
。（
二
九
五
頁
、〔

〕
内
は
割
注
）

こ
こ
で
は
③
の
問
題
点
に
直
接
関
係
す
る
部
分
か
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、「
高
天
原
」
と
「
國
土
」
の
関
係
を
「
泉
國
」

と
「
根
之
堅
洲
国
」
の
関
係
に
推
し
量
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
天
と
地
の
切
れ
離
れ
た
部
分
が
「
皇
國
」
で
あ
る

な
ら
ば
、
泉
と
地
が
切
れ
離
れ
た
部
分
が
根
国
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
（「
天
地
泉
一
連
之
時
図
」
参
照
）。
そ
し
て
天
地
泉

が
連
続
し
て
い
た
頃
は
、
根
国
と
泉
国
も
連
続
し
て
い
た
の
で
呼
称
に
混
同
が
あ
っ
た
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
続
け
て
「
大
地
ノ
表

上
」
の
皇
国
と
「
下
裏
」
の
根
国
を
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
地
の
「
上
表
」
に
あ
る
国
々
は
天
照
大
御
神
の
照
ら
し
「
知
食
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國
」
で
あ
っ
て
、
例
え
る
な
ら
ば
「
晝
ノ
國
」
で
あ
り
、「
下
裏
」
に
あ
る
国
々
は
月
讀
命
の
照
ら
す
国
で
、
例
え
る
な
ら
「
夜
ノ
國
」

で
あ
る
。
ま
た
、
根
国
に
つ
い
て
は
「
大
地
ノ
下
ナ
ル
根
底
國
ハ
素
戔
嗚
尊
ノ
知
食
國
ニ
テ
、
其
ノ
御
子
ナ
ル
大
國
主
命
モ
マ
タ
根
底
國

ニ
鎮
マ
リ
給
フ
コ
ト
、
此
ノ
大
地
ノ
上
ナ
ル
皇
國
ト
高
天
原
ノ
ナ
レ
ル
サ
マ
ニ
同
ジ
心
バ
ヘ
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
（
20
）。

そ
し
て
、
②
の
問
題

点
も
右
で
述
べ
た
根
国
と
泉
国
が
連
続
し
て
い
た
状
況
の
た
め
に
起
こ
っ
た
こ
と
と
考
え
て
い
た
（「
此
ノ
故
ニ
月
讀
ト
素
神
ト
一
神
ノ
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図１「天地泉一連之時図」（加藤隆久編『岡熊臣集　上』
国書刊行会、298頁より転載）



岡熊臣『三大考之追考』の「天地泉」

如
ク
思
ハ
ル
ヽ
モ
、
モ
ト
ヨ
リ
一
ッ
連
ナ
ル
國
ナ
リ
シ
故
ナ
リ
…
（
中
略
）
…
後
世
ニ
ナ
リ
テ
ハ
、
此
ノ
皇
國
ト
天
上
ト
ノ
事
モ
一
ッ
ニ

思
ヒ
誤
ル
ヤ
ウ
ノ
事
ナ
ド
、
對
ヘ
テ
知
ル
ベ
シ
」）。

天
地
泉
が
連
続
し
て
い
る
状
態
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
分
離
し
た
状
態
に
移
行
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
々
も
分
か
れ
て
座
す
こ
と
と
な
る
。

今
ノ
如
ク
離
レ
テ
後
ハ
、
泉
ハ
月
中
ナ
ル
國
、
根
底
ハ
、
此
ノ
大
地
、
下
裏
ニ
ツ
キ
タ
ル
國
ト
ナ
レ
リ
。
カ
ク
分
レ
離
レ
テ
ハ
、
國
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図２「天地既三分之図」（加藤隆久編『岡熊臣集　上』
国書刊行会、299頁より転載）



ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
其
ノ
大
御
神
等
モ
、
各
其
ノ
國
々
ニ
ツ
キ
テ
分
レ
坐
ス
ナ
リ
。
マ
ヅ
其
ノ
大
御
神
ヲ
申
サ
ン
ニ
ハ
、
月
夜
見
國
ニ
ハ
月

讀
命
ノ
主
宰
ニ
テ
伊
邪
那
美
命
モ
留
リ
住
ミ
給
フ
。〔
是
高
天
原
日
少
宮
ニ
伊
邪
那
岐
命
ノ
留
リ
住
ミ
給
フ
ト
對
ヘ
テ
ハ
カ
リ
知
ル

ベ
シ
。〕
又
大
地
ニ
ツ
キ
タ
ル
根
之
堅
洲
國
ニ
ハ
素
戔
嗚
尊
主
宰
ニ
テ
、
豊
斟
渟
神
、
或
ハ
モ
ト
ヨ
リ
ノ
泉
神
ナ
ド
モ
住
ミ
給
フ
ベ

シ
。（
二
九
六
頁
）

こ
れ
に
続
け
て
、
天
地
（
表
と
裏
）
泉
が
分
離
し
た
後
の
日
月
の
運
行
を
説
明
し
て
い
る
。

大
地
ノ
下
ノ
方
ナ
ル
素
神
ノ
坐
ス
根
ノ
堅
洲
國
ノ
ア
タ
リ
ハ
、
月
讀
命
ノ
照
ラ
シ
臨
ミ
給
フ
國
ナ
レ
バ
、
月
ノ
光
ハ
専
ラ
彼
ノ
下
ノ

方
ヲ
照
ラ
シ
給
ヘ
ル
餘
光
ゾ
、
此
ノ
上
ノ
方
ナ
ル
現
國
々
ニ
ハ
及
ブ
ナ
ラ
ム
。
又
、
日
ノ
大
御
神
ハ
此
ノ
現
國
々
ヲ
照
ラ
シ
臨
マ
セ

給
フ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
彼
ノ
根
國
ア
タ
リ
ハ
此
ノ
餘
光
ゾ
及
ブ
モ
ノ
ナ
ラ
ム
。
サ
レ
バ
、
夜
ノ
國
ニ
モ
晝
夜
ア
リ
。
サ
レ
ド
モ
、
其
ノ

日
ハ
四
時
同
ジ
ク
テ
、
月
ハ
漸
ク
毎
月
十
五
夜
ノ
程
バ
カ
リ
満
月
ナ
ル
モ
、
モ
ト
全
ク
此
ノ
國
ノ
為
ニ
照
ラ
シ
給
ハ
ザ
ル
故
ニ
テ
、

是
夜
ノ
國
ノ
餘

地
（
マ
マ
）

ナ
レ
バ
ナ
リ
。
日
光
ヲ
モ
彼
ノ
國
ニ
對
ヘ
テ
知
ル
ベ
シ
。
日
光
モ
ト
専
ラ
此
ノ
現
國
々
ノ
為
ニ
照
ラ
シ
給
ヘ
バ
、

彼
ノ
國
ニ
テ
ハ
此
ノ
國
ノ
月
ヲ
見
ル
如
ク
ニ
ゾ
ア
ル
ラ
ム
。（
二
九
六
〜
二
九
七
頁
）

素
盞
嗚
尊
が
い
る
根
国
は
月
読
命
が
照
ら
さ
れ
て
い
る
国
で
、
月
の
光
（
皇
国
か
ら
見
え
る
）
は
根
国
を
照
ら
し
て
い
る
残
り
の
光
で

あ
る
。
ま
た
、
天
照
御
大
神
は
皇
国
を
は
じ
め
諸
国
を
照
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
、
根
国
で
は
そ
の
残
り
の
光
が
及
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
夜
ノ
國
」
に
も
昼
夜
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
太
陽
は
一
年
を
通
じ
て
同
じ
で
、
月
は
毎
月
十
五
日
に
満

月
に
な
る
の
も
、
本
来
は
根
国
を
照
ら
す
た
め
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
日
の
光
り
を
も
根
国
と
相
対
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
で
あ

る
な
ら
ば
日
の
光
は
根
国
に
お
い
て
こ
の
国
の
月
を
見
る
よ
う
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
皇
国
か
ら
見
て
「
イ
ト
遠
キ
外
國
ニ
ハ
夜
國
」
と
い
っ
て
「
日
光
纔
ニ
見
ユ
ル
國
」
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
国
は
日
が

照
ら
す
国
と
月
が
照
ら
す
国
と
の
境
に
あ
り
、「
シ
カ
モ
夜
ノ
方
ニ
ヨ
レ
ル
モ
ノ
」
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
（
21
）。
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以
上
の
よ
う
な
熊
臣
の
天
地
泉
の
認
識
を
端
的
に
示
せ
ば
、
ま
さ
に
「
天
地
泉
ハ
三
ニ
シ
テ
四
ナ
リ
。
大
地
ニ
上
下
ア
レ
バ
ナ
リ
。」

な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
追
考
』
中
随
所
に
見
ら
れ
る
「
對
ヘ
知
ル
ベ
シ
」
と
い
う
、
天
と
地
（
表
）
の
関
係
か
ら
相
対
し
て
考
え
だ

さ
れ
た
熊
臣
の
持
論
で
あ
る
と
い
え
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
本
節
で
は
『
追
考
』
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、
熊
臣
が
提
示
し
た
二
つ
の
問
題
点
と
、
そ
の
基
底
を
な
す
、「
天
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地
泉
」
が
「
地
」
に
表
裏
が
あ
る
た
め
四
つ
で
あ
る
と
す
る
認
識
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
前
節
で
示
し
た
中
西
論

文
に
お
け
る
熊
臣
の
位
置
付
け
と
食
い
違
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
熊
臣
は
、
根
国
は
地
の
「
裏
下
」
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
地
中
に

あ
る
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
熊
臣
は
中
庸
の
『
三
大
考
』
に
依
拠
し
な
が
ら
論
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
何
故
こ
の
よ
う
な
認
識
の

違
い
が
発
生
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
、
熊
臣
と
中
庸
の
「
天
地
泉
」
に
対
す
る
認
識
の
違
い
が
生
じ
た
原

因
を
考
察
し
た
い
。

三

『
三
大
考
之
追
考
』
と
『
三
大
考
』
の
「
外
国
の
説
」

前
節
に
お
い
て
『
追
考
』
の
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
熊
臣
の
考
え
る
『
三
大
考
』
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
「
天
地
泉
」
の
認
識
の
違
い
が
生
じ
た
理
由
を
『
三
大
考
』
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
考
察
し
た
い
。

『
追
考
』
に
お
け
る
議
論
の
基
本
的
な
方
向
性
は
『
三
大
考
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
し
か
し
、『
三
大
考
』
と
『
追

考
』
を
比
較
し
た
場
合
に
最
も
顕
著
な
差
異
は
「
外
國
の
説
」
に
対
す
る
態
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
『
三
大
考
』
の
序
文
か
ら

中
庸
の
考
え
を
窺
い
た
い
。

天
地
國
土
の
あ
り
か
た
、
其
成
れ
る
初
の
さ
ま
な
ど
、
外
國
の
説
ど
も
は
、
い
は
ゆ
る
佛
に
も
あ
れ
、
聖
人
に
も
あ
れ
、
皆
己
が
心

を
以
て
、
智
の
及
ぶ
た
け
考
へ
度
り
て
、
必
如
此
あ
る
べ
き
理
ぞ
と
、
お
し
あ
て
に
定
め
て
、
造
り
い
へ
る
も
の
也
、
其
中
に
天
竺

國
の
説
な
ど
は
、
た
ゞ
世
の
女
童
を
欺
く
が
如
き
、
妄
説
な
れ
ば
、
論
ふ
に
も
足
ら
ず
、
又
漢
國
の
説
な
ど
は
、
何
も
や
ゝ
物
の
理

を
深
く
考
へ
て
、
造
れ
る
物
な
れ
ば
、
打
聞
く
に
は
、
げ
に
も
と
信
ら
る
ゝ
が
如
く
な
れ
ど
も
、
よ
く
思
へ
ば
、
其
大
極
無
極
陰
陽
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八
卦
五
行
な
ど
云
理
は
、
も
と
無
き
こ
と
な
る
を
、
此
方
よ
り
其
名
ど
も
を
作
り
設
け
て
、
何
事
に
も
是
を
當
て
、
天
地
萬
物
皆
、

こ
れ
ら
の
理
に
よ
り
て
成
れ
る
如
く
、
こ
れ
ら
の
理
を
は
な
る
ゝ
こ
と
な
き
が
如
く
云
な
し
た
る
物
に
て
、
是
も
亦
皆
妄
説
也

（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
一
〇
巻
（
22
）

二
九
七
頁
）

こ
こ
で
は
「
天
地
國
土
」
の
あ
る
様
や
成
っ
た
様
子
に
つ
い
て
、「
外
國
の
説
」
で
あ
る
仏
教
や
儒
教
は
人
間
の
考
え
ら
れ
る
範
疇
で

の
「
お
し
あ
て
」
で
あ
り
作
り
話
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
天
竺
國
」
や
「
漢
國
」
の
説
は
全
て
「
妄
説
」
で
あ
る
と
し
て

退
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
皇
国
に
つ
い
て
は
、

こ
ゝ
に
吾
皇
大
御
國
は
、
殊
に
伊
邪
那
岐
伊
邪
那
美
二
柱
大
神
の
、
生
成
賜
へ
る
御
國
、
天
照
大
御
神
の
生
坐
る
御
國
、
皇
御
孫
尊

の
、
天
地
と
共
に
、
遠
長
に
所
知
看
御
國
に
し
て
、
萬
國
に
秀
で
勝
れ
て
、
四
海
の
宗
國
た
る
が
故
に
、
人
の
心
も
直
く
正
し
く
し

て
、
外
國
の
如
く
、
さ
く
じ
り
僞
る
こ
と
な
か
り
し
故
に
や
、
天
地
の
初
の
事
な
ど
も
、
正
し
き
實
の
説
有
て
、
い
さ
ゝ
か
も
私
の

さ
か
し
ら
を
加
ふ
る
こ
と
な
く
、
あ
り
の
ま
に
く
、
神
代
よ
り
傳
は
り
來
に
け
る
、
こ
れ
ぞ
虚
僞
な
き
、
眞
の
説
に
は
有
け
る
（
二

九
七
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
皇
国
は
伊
邪
那
岐
と
伊
邪
那
美
が
生
み
成
し
天
照
大
神
が
生
ま
れ
歴
代
の
天
皇
が
治
め
る
他
の
国
々
よ
り
秀

で
た
国
で
あ
る
た
め
に
、
人
も
正
直
で
、
天
地
の
成
る
様
も
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
ど
う
し
て
「
外

國
の
説
」
は
「
妄
説
」
で
「
皇
國
の
伝
」
は
「
眞
の
説
」
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

後
世
に
至
り
、
も
ろ

の
考
へ
、
精
く
な
る
に
隨
ひ
て
、
か
の
虚
妄
説
ど
も
は
、
や
う

に
そ
の
非
の
顯
れ
ゆ
く
を
、
此
眞
の

傳
は
、
違
ふ
こ
と
な
し
、
然
云
ゆ
ゑ
は
、
近
き
代
に
な
り
て
、
遥
に
西
な
る
國
々
の
人
ど
も
は
、
海
路
を
心
に
ま
か
せ
て
、
あ
ま
ね

く
廻
り
あ
り
く
に
よ
り
て
、
此
大
地
の
あ
り
か
た
を
、
よ
く
見
究
め
て
、
地
は
圓
に
し
て
、
虚
空
に
浮
べ
る
を
、
日
月
は
其
上
下
へ

旋
る
こ
と
な
ど
、
考
へ
得
た
る
に
、
彼
漢
國
の
舊
き
説
ど
も
は
、
皆
い
た
く
違
へ
る
こ
と
の
多
き
を
以
て
、
す
べ
て
理
を
以
て
お
し
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あ
て
に
定
む
る
こ
と
の
、
信
が
た
き
を
さ
と
る
べ
し
、
然
る
に
皇
國
の
古
傳
説
は
、
初
に
虚
中
に
一
物
の
成
れ
り
し
よ
り
、
つ

ぎ

其
云
る
こ
と
ど
も
、
凡
て
今
の
現
の
あ
り
か
た
に
、
合
せ
考
る
に
、
い
さ
ゝ
か
も
た
が
ふ
こ
と
な
し
、
こ
れ
を
以
て
も
、
古

傳
の
、
眞
な
る
こ
と
は
知
べ
き
也
（
二
九
八
頁
）

西
洋
の
航
海
技
術
が
進
歩
し
、
海
路
を
自
由
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
地
は
球
で
あ
り
、
宇
宙
に
浮
い
て
い
て
、
日

月
は
そ
の
周
り
を
運
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
天
動
説
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
漢
國
の
舊
き
説
」
は
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
西
洋
の
技
術
が
も
た
ら
し
た
知
識
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
「
皇
國
の
古
傳
説
」
は
「
い
さ
ゝ
か
も
た
が
ふ
こ

と
な
し
」
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
『
三
大
考
』
の
序
文
か
ら
は
、「
天
竺
國
」
や
「
漢
國
」
の
説
は
西
洋
の
説
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
ま
た
「
皇
國

の
古
傳
説
」
は
西
洋
の
説
に
よ
っ
て
そ
の
正
し
さ
が
証
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、『
三
大
考
』
の
末
尾
に
は
、
地
動
説
に
配
慮
す
る
中
庸
の
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

遥
か
な
る
西
國
の
説
に
、
此
大
地
も
、
恆
に
旋
轉
る
と
云
説
も
あ
り
と
か
や
、
す
べ
て
西
國
は
、
さ
る
た
ぐ
ひ
の
測
度
、
い
と
精
密

け
れ
ば
、
さ
る
ま
じ
き
に
も
あ
ら
ず
、
さ
て
た
と
ひ
大
地
を
め
ぐ
る
物
と
し
て
も
、
古
の
傳
へ
の
旨
に
合
ざ
る
こ
と
も
な
く
、
己
が

此
考
に
も
、
い
さ
ゝ
か
も
妨
は
な
き
な
り
、（
三
一
五
頁
）

『
三
大
考
』
執
筆
当
初
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
天
動
説
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
て
い
た
中
庸
で
あ
る
が
、
地
動
説
と
思
わ
れ
る
考
え
も

既
に
耳
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
以
上
に
重
要
な
の
が
、
中
庸
は
西
洋
の
説
を
「
精
密
」
で
あ
る
が
た
め
に
一
目
を
置
き
、

そ
の
説
と
齟
齬
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
『
追
考
』
の
西
洋
の
説
に
対
す
る
考
え
方
を
窺
い
た
い
。
前
節
に
引
用
し
た
『
追
考
』
の
冒
頭
部
分
を
見
て
も
中
庸
が
示
し
て
い

た
よ
う
な
「
外
國
の
説
」
に
対
す
る
考
え
は
無
く
、
執
筆
当
時
の
熊
臣
の
考
え
が
若
干
窺
え
る
の
は
、
後
半
部
分
の
「
或
人
問
ヒ
テ
曰
ハ
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ク
」
以
下
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
質
問
の
内
容
か
ら
概
観
し
た
い
。

或
人
問
ヒ
テ
曰
ハ
ク
、
此
ノ
大
地
ト
云
フ
モ
ノ
、
今
ハ
上
下
モ
ナ
ク
、
四
方
八
面
ミ
ナ
國
土
ニ
テ
、
日
月
ノ
光
到
ラ
ヌ
処
モ
ナ
ク
、

舟
楫
ノ
及
バ
ヌ
処
モ
ナ
ク
、
現
ニ
皆
明
ナ
ル
ヲ
、
根
底
國
此
ノ
大
地
ノ
下
裏
ニ
在
リ
ト
云
フ
コ
ト
、
イ
カ
ニ
モ
不
審
ナ
リ
。
何
ゾ
現

ニ
死
人
ノ
行
ク
ベ
キ
國
處
ア
ラ
ム
ヤ
ト
。（
三
〇
一
頁
）

こ
こ
で
登
場
す
る
「
或
人
」
の
「
大
地
」
の
考
え
方
は
、『
三
大
考
』
冒
頭
で
示
さ
れ
る
航
海
技
術
の
発
達
に
よ
る
西
洋
の
説
に
依
拠

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、「
大
地
」
と
い
う
の
は
日
月
の
光
が
及
ば
な
い
と
こ
ろ
も
な
く
、
船
で
行
け
な
い
と
こ
ろ

も
な
い
。
で
あ
る
の
に
、「
大
地
の
下
裏
」
に
「
根
底
國
」
が
あ
る
と
す
る
の
は
疑
わ
し
い
、「
死
人
」
の
逝
く
国
な
ど
は
な
い
の
だ
、

と
い
う
の
が
「
或
人
」
の
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
質
問
に
対
し
熊
臣
は
次
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
。

答
ヘ
テ
曰
ハ
ク
、
一
通
聞
エ
タ
レ
ド
モ
、
四
方
八
面
皆
國
土
ト
云
フ
コ
ト
、
本
ヨ
リ
左
モ
ア
ル
ベ
シ
。
理
ニ
オ
キ
テ
日
ニ
對
シ
テ
此

ノ
國
ア
ル
カ
ラ
ハ
、
月
ニ
對
シ
テ
根
底
國
ナ
カ
ラ
ム
ヤ
。
マ
タ
舟
楫
ノ
及
バ
ザ
ル
処
ナ
シ
ト
云
フ
コ
ト
、
甚
信
ジ
難
シ
。
モ
シ
及
バ

ザ
ル
処
ア
リ
テ
、
其
ノ
中
ニ
根
國
ア
ラ
バ
イ
カ
ニ
セ
ム
。
マ
タ
死
人
ノ
黄
泉
ニ
往
ク
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
神
代
ノ
古
伝
説
ニ
據
リ
テ
云

ヘ
ル
ノ
ミ
。
ス
ベ
テ
此
ノ
考
ニ
云
フ
所
ハ
、
謂
ハ
ユ
ル
佛
・
聖
人
・
或
ハ
天
文
・
地
球
ナ
ド
云
フ
モ
ノ
ニ
ス
ガ
リ
テ
考
ヘ
タ
ル
モ
ノ

ニ
ア
ラ
ズ
、
悉
ミ
ナ
古
伝
ノ
趣
ニ
ヨ
リ
テ
考
ヘ
出
デ
タ
ル
故
ニ
、
彼
ノ
天
文
・
地
球
ナ
ド
ノ
説
ニ
引
キ
合
セ
テ
ハ
言
ヒ
難
シ
。（
三

〇
一
頁
）

質
問
に
対
す
る
回
答
と
し
て
は
、
甚
だ
説
得
力
に
欠
け
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
重
要
な
の
は
引
用
後
半
部
で
あ
ろ
う
。
熊
臣
は

『
三
大
考
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
航
海
技
術
の
発
達
と
そ
の
こ
と
が
も
た
ら
し
た
「
舟
楫
ノ
及
バ
ザ
ル
処
ナ
シ
」
と
い
う
こ
と
を
信
じ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
『
追
考
』
は
「
佛
・
聖
人
」
の
説
に
依
拠
し
て
い
な
い
だ
け
で
は
な
く
、「
地
球
」
と
い
う
西
洋
の
説
に
も
依
拠
し

て
い
な
い
。
熊
臣
は
全
て
を
「
古
伝
ノ
趣
」
に
依
っ
て
立
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
実
際
に
は
天
地
の
関
係
を
地
泉
に
用
い
て
い
る
こ
と
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は
前
節
で
指
摘
し
た
）。
ま
た
、
熊
臣
の
考
え
る
「
大
地
」
が
全
く
「
地
球
」
説
に
依
拠
し
て
い
な
い
様
子
は
、「
日
月
分
旋
之
図
」
の

説
明
に
も
表
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
大
地
ノ
有
形
誠
ニ
ハ
円
カ
長
キ
カ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
今
ハ
タ
ダ
考
ノ
図
ノ
如
ク
円
ク
シ
テ
裏
下
ニ

根
國
ヲ
ソ
ヘ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
リ
。」（
三
〇
〇
頁
）
と
あ
り
、
熊
臣
の
西
洋
天
文
学
に
関
す
る
知
識
は
非
常
に
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上
、『
三
大
考
』
と
『
追
考
』
に
お
け
る
中
庸
と
熊
臣
の
「
外
國
の
説
」
に
対
す
る
考
え
方
を
概
観
し
た
。
ま
ず
、
中
庸
の
考
え
方

は
、
仏
教
説
・
儒
教
説
に
対
す
る
批
判
が
前
提
に
あ
り
、
そ
の
根
拠
と
し
て
西
洋
の
説
を
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
、「
皇
國
の
古
傳
説
」

は
そ
の
西
洋
の
説
と
並
べ
て
も
齟
齬
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
も
の
だ
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
西
洋
の
説
を
一
つ
の
基
準
と
し
て
考
え
て
い
た

の
で
あ
る
。
他
方
で
熊
臣
は
、
仏
・
儒
・
西
洋
の
ど
の
説
に
も
依
拠
す
る
こ
と
無
く
、
一
部
自
説
を
含
み
な
が
ら
も
「
古
伝
ノ
趣
」
に
依

っ
て
『
追
考
』
を
著
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
23
）。

こ
の
よ
う
に
両
者
の
「
天
地
泉
」
に
対
す
る
認
識
の
違
い
は
、
す
な
わ
ち
西
洋
の
説
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
起
因
し

て
い
る
。
西
洋
の
説
を
「
精
密
」
な
も
の
と
考
え
る
中
庸
に
と
っ
て
、
根
国
は
地
球
上
に
な
い
こ
と
は
明
ら
か
な
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、

西
洋
の
説
を
受
け
入
れ
な
い
熊
臣
に
と
っ
て
、「
地
」
に
は
船
で
は
行
け
な
い
「
裏
下
」
の
部
分
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
根
国
が
あ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
天
地
泉
」
は
三
つ
で
あ
り
な
が
ら
四
つ
で
あ
り
、
根
国
と
泉
国
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
月
讀
命

と
素
戔
嗚
尊
を
同
一
神
で
あ
る
と
す
る
説
は
、
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
熊
臣
の
視
点
か
ら
『
三
大
考
』
を

見
た
場
合
、
そ
れ
が
「
古
伝
ニ
ヨ
リ
テ
思
ヒ
得
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
」
で
、「
誠
ニ
有
リ
難
キ
考
」
で
あ
っ
て
も
、「
少
シ
考
ノ
不
足
」
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に
至
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
一
節
に
お
い
て
抽
出
し
た
二
つ
の
問
題
点
、
す
な
わ
ち
「『
三
大
考
』
の
文
言
に
端
を
発
す
る
問
題
」
と
「『
三
大
考
』
の
背

景
の
問
題
」
に
関
し
て
、
二
節
三
節
に
お
い
て
熊
臣
の
考
え
を
概
観
し
た
（
24
）。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、『
追
考
』
を
著
し
た
当
時

熊
臣
の
西
洋
天
文
学
の
知
識
は
乏
し
く
、
西
洋
の
説
を
受
容
す
る
『
三
大
考
』
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
が
「
天

地
泉
」
の
認
識
に
大
き
な
違
い
を
生
み
だ
し
、
熊
臣
に
と
っ
て
の
そ
れ
は
三
つ
に
し
て
四
つ
で
あ
り
、
地
球
の
裏
と
い
う
舟
楫
の
及
ば
な

い
場
所
に
根
国
を
配
置
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
中
庸
に
と
っ
て
黄
泉
国
（
＝
月
・
根
国
）
は
西
洋
の
説
と
齟
齬

し
な
い
た
め
に
地
球
外
に
置
く
必
要
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
西
洋
の
説
に
依
拠
し
な
い
熊
臣
に
と
っ
て
根
国
は
地
の
裏
側
で
充
分
な
の
で

あ
っ
た
。

岡
熊
臣
の
伝
記
的
研
究
に
若
干
言
及
し
た
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
三
大
考
之
追
考
』
は
熊
臣
の
霊
魂
観
研
究
の
前
論
と
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。「
前
論
」
で
あ
る
が
故
に
、『
追
考
』
中
で
死
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

人
ノ
死
ニ
テ
根
底
國
ニ
行
ク
ヲ
泉
國
ニ
行
ク
ト
イ
ヘ
ル
ハ
、
伊
弉
冉
尊
ノ
行
キ
坐
シ
シ
時
ヨ
リ
云
ヒ
ツ
伝
ヘ
タ
ル
事
ナ
リ
。
其
ノ
故

ハ
、
彼
ノ
御
時
ハ
泉
ト
根
底
ト
未
ダ
離
レ
ザ
リ
シ
程
ナ
レ
バ
泉
ト
モ
イ
ヘ
ル
ナ
リ
。
後
ニ
泉
ハ
月
ト
ナ
リ
テ
、
日
ト
並
ビ
テ
此
ノ
土

ヲ
旋
ル
程
ニ
ナ
リ
テ
ハ
、
根
底
國
ゾ
死
セ
ル
人
ノ
罷
リ
行
ク
処
ニ
ハ
ア
ル
。
其
レ
ヲ
猶
泉
國
ヘ
行
ク
ト
イ
ハ
ム
妨
ケ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、

細
カ
ニ
イ
ヘ
バ
、
夜
見
ハ
今
ハ
月
ノ
コ
ト
、
根
底
國
ハ
タ
ダ
御
國
ナ
ド
ノ
如
ク
此
ノ
大
地
ニ
ツ
キ
テ
ア
ル
ナ
レ
バ
、
其
ノ
始
コ
ソ
一

連
ナ
レ
、
今
ハ
別
ナ
リ
。（
二
九
七
頁
）

人
が
死
ん
で
根
国
往
く
こ
と
を
黄
泉
国
に
往
く
と
い
う
の
は
、
伊
弉
冉
尊
の
古
伝
に
依
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
当
時
根
国
と
黄
泉

国
が
連
続
し
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
実
際
に
死
人
の
行
く
所
は
「
根
底
国
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
元
来
根
国
と
黄
泉
国
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が
連
続
し
て
い
た
こ
と
の
説
明
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
熊
臣
の
霊
魂
観
は
、
こ
の
こ
ろ
そ
の
一
端
を
窺

う
こ
と
は
で
き
る
が
、
未
発
達
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
『
三
大
考
之
追
考
』
執
筆
の
四
年
後
（
文
化

八
年
、
一
八
一
一
）
に
経
験
す
る
こ
と
と
な
る
神
葬
祭
復
興
運
動
の
挫
折
（
25
）

と
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
目
に
す
る
こ
と
に
な
る
『
霊
能
真
柱
』

（
文
化
九
年
）
の
存
在
が
、
熊
臣
を
霊
魂
観
・
幽
冥
論
研
究
へ
と
強
力
に
向
か
わ
せ
る
転
換
点
と
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

『
三
大
考
之
追
考
』
の
九
年
後
、
平
田
篤
胤
『
霊
能
真
柱
』
に
影
響
を
受
け
た
『
霊
の
梁
』
を
著
し
、
さ
ら
に
そ
の
六
年
後
、
熊
臣
四

十
歳
に
し
て
著
さ
れ
た
の
が
『
千
代
の
住
処
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
を
経
て
、
熊
臣
の
霊
魂
観
・
安
心
論
は
形
成
さ
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、『
霊
の
梁
』
と
『
霊
能
真
柱
』
の
比
較
は
、
熊
臣
の
霊
魂
観
研
究
に
お
い
て
最
も
重
要
な
作
業
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
後
年
の
著
作
と
考
え
ら
れ
る
『
学
本
論
』
所
収
「
蘭
学
」
の
お
い
て
は
、
蘭
学
か
ら
皇
国
の
古
伝
を
考
え
る
事
を
認
め
て
お

り
（
26
）、

本
稿
で
示
し
た
熊
臣
の
姿
勢
と
は
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
点
に
も
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
岡
熊
臣
の
霊
魂
観
・
幽
冥
論
そ
し
て
安
心

論
の
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

註

（
１
）

宮
崎
幸
麿
編
『
贈
従
四
位
岡
熊
臣
小
伝
』（
明
治
四
十
年
）、
佐
野
正
巳
『
国
学
と
蘭
学
』（
雄
山
閣
、
昭
和
四
十
八
年
）

（
２
）

加
藤
隆
久
『
神
道
津
和
野
教
学
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
六
十
年
）

（
３
）

阪
本
是
丸
「
岡
熊
臣
著
『
霊
の
梁
』
を
め
ぐ
っ
て
―
解
説
と
翻
刻
―
」（
安
津
素
彦
博
士
古
稀
祝
賀
会
編
『
神
道
思
想
史
研
究
』、
昭
和
五
十

八
年
一
月
）、
安
蘇
谷
正
彦
「
岡
熊
臣
の
「
死
」
の
問
題
―
宣
長
・
篤
胤
と
の
比
較
を
通
し
て
―
」（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
創
立
百
周

年
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
維
新
前
後
に
於
け
る
国
学
の
諸
問
題
』、
昭
和
五
十
八
年
三
月
）

（
４
）

桂
島
宣
弘
「
復
古
神
道
と
民
俗
信
仰
―
岡
熊
臣
の
「
淫
祀
解
除
」
批
判
―
」『
幕
末
民
衆
思
想
の
研
究
【
増
補
改
訂
版
】』（
文
理
閣
、
平
成
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十
七
年
）
初
出
は
『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
七
号
（
日
本
思
想
史
研
究
会
、
昭
和
六
十
三
年
）、
原
題
「
復
古
神
道
と
民
俗
信
仰
に
つ
い

て
の
覚
書
」、
張
憲
生
『
岡
熊
臣
　
転
換
期
を
生
き
た
郷
村
知
識
人
』（
三
元
社
、
平
成
十
七
年
）

（
５
）

加
藤
、
前
掲
書

（
６
）

前
田
勉
編
『
新
編
　
日
本
思
想
史
研
究
―
村
岡
典
嗣
論
文
選
　
東
洋
文
庫
７
２
６
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
）。
初
出
は
『
哲
学
雑
誌
』

（
第
三
〇
巻
第
三
四
二
号
、
一
九
一
五
年
）

（
７
）

河
野
省
三
『
国
学
の
研
究
』（
大
岡
山
書
店
、
昭
和
七
年
）

（
８
）

佐
野
正
巳
『
国
学
と
蘭
学
』（
雄
山
閣
、
昭
和
四
十
八
年
）

（
９
）

安
蘇
谷
正
彦
『
神
道
の
死
生
観
―
神
道
思
想
と
「
死
」
の
問
題
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
九
年
）
初
出
は
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

創
立
百
周
年
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
維
新
前
後
に
お
け
る
国
学
の
諸
問
題
　
創
立
百
周
年
記
念
論
文
集
』（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研

究
所
、
昭
和
五
十
八
年
）

（
10
）

加
藤
、
前
掲
書
な
ら
び
に
阪
本
、
前
掲
論
文
等

（
11
）

加
藤
、
前
掲
書

（
12
）

霊
魂
観
の
研
究
が
本
来
「
天
地
泉
」
の
成
り
立
ち
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
熊
臣
自
身
が
後
に
影
響
を
受
け
る
平
田
篤
胤
『
霊

能
真
柱
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
七
巻
、
平
田
篤
胤
全
集
刊
行
会
、
昭
和
五
十
二
年
）

そ
の
靈
の
行
方
の
。
安
定
を
知
ま
く
す
る
に
は
。
ま
づ
天
地
泉
の
三
つ
の
成
初
。
ま
た
そ
の
有
象
を
。
委
細
に
考
察
て
。
ま
た
。
そ
の
天

地
泉
を
。
天
地
泉
た
ら
し
め
幸
賜
ふ
。
神
の
孝
徳
を
熟
知
り
。
ま
た
我
が
皇
大
御
國
は
。
萬
國
の
。
本
つ
御
柱
た
る
御
國
に
し
て
。
萬
物

萬
事
の
。
萬
國
に
卓
越
た
る
元
因
。
ま
た
掛
け
ま
く
も
畏
き
。
我
が
天
皇
命
は
。
萬
國
の
大
君
に
坐
す
こ
と
の
。
眞
理
を
熟
に
知
得
て
。

後
に
魂
の
行
方
は
知
る
べ
き
も
の
に
な
む
有
り
け
る
。

（
13
）『
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
肇
國
文
化
論
文
集
』（
神
宮
皇
學
館
、
昭
和
十
六
年
）

（
14
）

服
部
周
平
氏
所
蔵
（
当
時
）、
の
ち
に
「
天
地
初
発
考
」
と
比
定
さ
れ
る
。

（
15
）『
國
語
と
國
文
學
』
二
〇
―
五
（
至
文
堂
、
昭
和
十
八
年
）

（
16
）『
皇
学
館
大
学
紀
要
』
第
一
〇
輯
（
皇
学
館
大
学
、
昭
和
四
十
七
年
）

（
17
）『
國
學
院
雑
誌
』
第
七
四
巻
第
一
一
号
（
國
學
院
大
學
、
昭
和
四
十
八
年
）
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（
18
）『『
三
大
考
』
関
係
著
作
の
分
析
を
行
っ
た
も
の
に
金
沢
英
之
「『
三
大
考
』
論
争
」（『
宣
長
と
『
三
大
考
』』
笠
間
書
院
、
平
成
十
七
年
、
初

出
は
神
野
志
隆
光
編
『
古
事
記
の
現
在
』
笠
間
書
院
、
平
成
十
一
年
）
が
あ
り
、
そ
の
中
で
金
沢
は
「
黄
泉
国
＝
月
と
根
国
（
月
と
地
と
の
離

れ
ぎ
わ
）
と
を
別
国
と
す
る
、『
三
大
考
之
追
考
』」
と
し
て
い
る
。

（
19
）『
岡
熊
臣
集
　
上
　
―
神
道
津
和
野
教
学
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
六
十
年
）
に
は
、「
こ
の
「
三
大
考
之
追
考
」
は
岡
家
所
蔵
の
「
塵

埃
」
第
一
冊
か
ら
写
し
取
っ
た
も
の
」
と
あ
る
。

（
20
）

中
庸
『
三
大
考
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
黄
泉
國
の
初
發
の
事
は
、
記
に
も
書
紀
に
も
見
え
ず
、
傳
説
な
け
れ
ば
知
べ
き
に

非
れ
ど
も
、
か
の
萠
騰
る
物
あ
り
て
、
あ
り
て
、
天
と
成
れ
る
に
准
へ
て
思
ふ
に
、
彼
一
物
の
中
よ
り
、
垂
降
る
物
も
有
て
、
黄
泉
と
は
成
れ

る
な
る
べ
し
」（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
一
〇
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
三
年
）

（
21
）「
日
月
分
旋
之
図
」
中
の
「
外
国
」
の
う
ち
「
地
」
下
半
分
に
全
体
が
位
置
し
て
い
る
も
の
が
な
い
こ
と
は
、『
三
大
考
』
第
十
図
と
比
較
し

た
と
き
に
重
要
で
あ
ろ
う
。

（
22
）

以
下
、『
三
大
考
』
の
引
用
は
前
掲
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
一
〇
巻
に
よ
る
。

（
23
）『
追
考
』
中
に
仏
教
や
儒
教
に
対
す
る
批
判
の
文
言
は
な
く
、
た
だ
依
拠
し
て
い
な
い
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
儒

仏
の
説
を
「
妄
説
」
と
す
る
中
庸
の
姿
勢
と
は
異
な
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
24
）

後
者
の
問
題
の
う
ち
宣
長
と
『
三
大
考
』
の
関
係
と
い
う
点
も
重
要
で
あ
る
が
、『
追
考
』
本
文
中
に
宣
長
に
関
す
る
言
及
が
全
く
な
い
た

め
、
本
稿
で
は
触
れ
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。

（
25
）

加
藤
、
前
掲
書

（
26
）

加
藤
編
、
前
掲
『
岡
熊
臣
集
上
』

予
も
蘭
学
の
書
物
を
は
し

見
る
に
、
皇
国
の
神
代
の
正
伝
説
に
暗
に
符
号
た
る
如
き
説
も
見
え
侍
る
な
り
。
此
の
故
に
、
お
の
れ

時
々
彼
の
説
ど
も
を
引
き
出
し
て
、
我
が
大
道
の
正
伝
説
を
徴
す
事
も
こ
れ
あ
り
。（
四
六
三
頁
）

〔
付
記
〕

本
稿
は
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
「
近
世
国
学
の
霊
魂
観
を
め
ぐ
る
テ
キ
ス
ト
と
実
践
の
研
究
―
霊
祭
・
霊
社
・
神
葬

祭
―
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
年
十
二
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
神
道
宗
教
学
会
学
術
大
会
テ
ー
マ
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
幕
末
期
の
神
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岡熊臣『三大考之追考』の「天地泉」

道
と
霊
魂
観
」
に
お
け
る
筆
者
の
発
表
、
お
よ
び
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「『
霊
能
真
柱
』
研
究
会
」
に
お
け
る
研
究
発
表
の
一
部
を
基
に
し
た
も
の
で

あ
る
。
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は
じ
め
に

大
日
本
帝
国
憲
法
・
明
治
皇
室
典
範
・
教
育
勅
語
の
中
心
的
起
草
者
で
、「
明
治
国
家
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
と
称
さ
れ
る
井
上

毅
は
、
明
治
二
十
三
年
の
國
學
院
設
立
の
際
に
提
示
さ
れ
た
「
國
學
院
設
立
趣
意
書
」
の
修
正
に
携
わ
り
、
ま
た
明
治
二
十
六
年
の
文
部

大
臣
時
代
に
は
、
皇
典
講
究
所
幹
事
・
松
野
勇
雄
が
呈
し
た
「
皇
典
講
究
所
御
処
分
案
」
に
意
見
を
示
す
（
１
）

な
ど
、
草
創
期
の
皇
典
講
究

所
・
國
學
院
の
形
成
と
展
開
の
上
で
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。
こ
う
し
た
國
學
院
設
立
時
か
ら
の
由
縁
も
あ
っ
て
、
井
上
毅
の
旧
蔵
資

料
（
文
書
・
図
書
）
が
今
日
、
國
學
院
大
學
図
書
館
に
「
梧
陰
文
庫
」（
文
書
之
部
・
図
書
之
部
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
梧
陰
文

庫
」
資
料
を
中
心
に
、
井
上
毅
関
係
資
料
に
関
す
る
資
料
集
と
し
て
、『
井
上
毅
伝
　
史
料
篇
』（
第
一
〜
第
六
　
補
遺
一
・
二
、
以
下
『
井
上

毅
伝
』）
と
、『
近
代
日
本
法
制
史
料
集
』（
全
二
〇
巻
）
が
編
纂
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
梧
陰
文
庫
」
資
料
の
分
析
と
紹
介
は
、
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井
上
毅
研
究
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
治
史
・
法
制
史
・
外
交
史
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
近
代
史
研
究
の
発
展
に
寄

与
し
て
き
て
い
る
。

一
方
、
そ
の
草
創
期
に
お
い
て
井
上
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
の
学
問
的
基
盤
で
あ
る
明
治
期
の
国
学
（
以
下
、

明
治
国
学
）
に
関
す
る
研
究
も
國
學
院
大
學
に
お
い
て
は
夙
に
な
さ
れ
、
特
に
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
（
以
下
、
機
構
）
の
前
身

で
あ
る
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
（
以
下
、
研
究
所
）
で
は
、
國
學
院
の
自
校
史
と
関
連
し
て
、
昭
和
五
十
七
年
に
『
皇
典
講
究
所
草

創
期
の
人
び
と
』
を
刊
行
し
、
平
成
十
年
に
は
國
學
院
の
設
立
及
び
草
創
期
に
活
躍
し
た
人
物
に
つ
い
て
も
増
補
し
た
『
國
學
院
黎
明
期

の
群
像
』
を
編
集
・
発
行
し
て
、
国
学
者
の
業
績
・
活
動
と
い
う
人
物
史
か
ら
見
た
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
の
展
開
を
ま
と
め
て
い
る
。

さ
ら
に
研
究
所
で
は
、
幕
末
維
新
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
国
学
に
つ
い
て
多
角
的
に
取
り
組
ん
だ
論
文
集
で
あ
る
『
維
新
前
後
に

於
け
る
国
学
の
諸
問
題
』
を
、
國
學
院
大
學
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
昭
和
五
十
八
年
に
刊
行
し
、
こ
の
ほ
か
に
も
研
究
所

の
『
紀
要
』
及
び
『
所
報
』
に
は
、
歴
代
の
研
究
所
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
明
治
国
学
に
関
す
る
論
考
や
記
事
が
数
多
く
発
表
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
後
、
明
治
国
学
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
近
代
国
家
の
確
立
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
や
、
国
学
の
細
分
化
が
も
た
ら
し
た
近
代
的
諸

学
問
の
形
成
な
ど
の
文
脈
か
ら
、
近
年
あ
ら
た
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
ま
で
に
明
治
国
学
に
関
す
る
数
多
く

の
業
績
が
発
表
さ
れ
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
検
証
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
（
２
）。

こ
の
よ
う
に
、
國
學
院
の
設
立
及
び
草
創
期
に
携
わ
っ
た
井
上
毅
な
い
し
国
学
者
に
関
し
て
、
國
學
院
大
學
及
び
研
究
所
は
自
校
史
的

な
意
味
合
い
も
兼
ね
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
史
の
上
で
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
た
だ
、
井
上
と
国
学
者
の
関
係
そ
の
も
の
を
中
心

テ
ー
マ
に
据
え
た
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
は
な
く
、
加
え
て
学
界
全
体
で
も
、
両
者
の
関
係
を
追
究
し
た
研
究
が
い
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ

て
き
た
と
は
言
い
が
た
い
。
し
か
し
、
井
上
と
明
治
国
学
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
國
學
院
大
學
に
お
い
て
は
そ
の
自
校
史

研
究
の
上
で
必
要
と
な
る
と
と
も
に
、
日
本
近
代
史
全
般
に
お
い
て
も
、
井
上
を
通
じ
て
明
治
国
学
が
日
本
の
近
代
化
に
果
た
し
た
役
割

94



井上毅と明治国学

を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
明
治
国
家
形
成
の
全
体
像
を
把
握
す
る
上
で
も
重
要
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、

井
上
と
明
治
国
学
及
び
国
学
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
井
上
の
旧
蔵
資
料
で
あ
る
「
梧
陰
文
庫
」
や
『
井
上
毅
伝
』
に
所
収
の
明
治
国
学

関
連
の
資
料
を
中
心
に
検
証
し
て
い
き
、
そ
こ
か
ら
井
上
と
明
治
国
学
と
に
関
す
る
研
究
が
有
す
る
意
義
や
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た

い
。

一
　
井
上
毅
と
明
治
国
学
に
関
す
る
研
究
史

明
治
国
学
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
今
日
に
お
い
て
も
、
井
上
と
明
治
国
学
と
の
関
係
を
検
証
し
た
研
究
は
あ
ま
り
多

く
は
な
い
が
、
井
上
に
よ
る
帝
国
憲
法
の
起
草
に
国
学
者
の
助
力
が
あ
っ
た
こ
と
自
体
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
帝
国
憲
法
起
草
に
お

い
て
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
・
続
日
本
紀
以
下
の
六
国
史
や
令
義
解
な
ど
の
日
本
の
古
典
が
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
稲
田
正

次
氏
の
『
明
治
憲
法
成
立
史
』（
有
斐
閣
発
行
　
昭
和
三
十
五
、
三
十
七
年
）
に
は
、「
井
上
毅
の
古
典
の
調
査
を
助
け
た
も
の
に
、
小
中
村
（
池

辺
）
義
象
が
あ
つ
た
（
３
）」

と
、
井
上
と
同
じ
熊
本
の
出
身
で
、
か
つ
東
京
大
学
文
学
部
附
属
古
典
講
習
科
（
以
下
、
古
典
講
習
科
）
在
学
中
に
、

井
上
と
親
交
の
あ
っ
た
小
中
村
清
矩
の
養
子
と
な
り
、
卒
業
後
は
井
上
が
長
官
を
務
め
る
図
書
寮
の
寮
員
と
な
っ
た
池
辺
義
象
の
助
力
が

あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
帝
国
憲
法
成
立
史
に
関
す
る
先
駆
的
研
究
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
井
上
に
と
っ
て
国
学
者
と

は
、
西
洋
の
近
代
法
に
つ
い
て
ロ
エ
ス
レ
ル
や
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
、
モ
ッ
セ
な
ど
の
お
雇
い
外
国
人
の
助
言
を
得
て
い
た
よ
う
に
、
日
本
の

伝
統
的
な
法
制
度
に
関
す
る
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
井
上
が
国
学
者
を
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
政
策
の
立
案
や
法
制
度
の
作
成
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
後
に
研
究
が
進
め

ら
れ
た
の
が
、
帝
国
憲
法
起
草
と
並
行
し
て
な
さ
れ
た
皇
室
典
範
の
起
草
時
に
関
し
て
で
あ
っ
た
。
皇
室
典
範
の
成
立
過
程
は
、
前
述
の
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稲
田
氏
な
ど
に
よ
る
研
究
で
そ
の
大
枠
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
詳
細
な
過
程
が
追
究
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、「
梧

陰
文
庫
」
の
所
蔵
機
関
で
あ
る
國
學
院
大
學
に
お
い
て
、
梧
陰
文
庫
研
究
会
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
梧
陰
文
庫
研
究
会
は
國
學
院

大
學
の
法
学
部
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
五
十
五
年
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
井
上
に
関
す
る
事
柄
を
中
心
に
、
主
に
日
本
近
代
史
に
関
す

る
研
究
会
を
定
期
的
に
開
催
し
続
け
て
き
て
い
る
。
こ
の
梧
陰
文
庫
研
究
会
の
草
創
期
に
お
い
て
、
ま
ず
着
手
さ
れ
た
の
が
皇
室
典
範
関

係
資
料
の
研
究
で
あ
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
「
梧
陰
文
庫
」
中
の
皇
室
典
範
関
係
資
料
を
紹
介
・
分
析
し
た
『
梧
陰
文
庫
影
印
　
明
治
皇

室
典
範
制
定
前
史
』（
大
成
出
版
社
発
行
　
昭
和
五
十
七
年
）
と
、『
梧
陰
文
庫
影
印
　
明
治
皇
室
典
範
制
定
本
史
』（
大
成
出
版
社
発
行
　
昭
和
六

十
一
年
）
が
編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
（
４
）。

こ
の
よ
う
な
梧
陰
文
庫
研
究
会
で
の
皇
室
典
範
成
立
過
程
の
研
究
に
お
い
て
、
典
範
起
草
時
に
国
学
者
が
関
与
し
た
こ
と
を
明
確
に
提

示
し
た
研
究
が
、
梧
陰
文
庫
研
究
会
編
『
明
治
国
家
形
成
と
井
上
毅
』（
木
鐸
社
発
行
　
平
成
四
年
）
に
所
収
の
小
林
宏
氏
に
よ
る
「
井
上
毅

の
女
帝
廃
止
論
―
皇
室
典
範
第
一
条
の
成
立
に
関
し
て
―
」
で
あ
る
。
小
林
氏
の
研
究
は
、
井
上
が
皇
室
典
範
に
お
け
る
女
帝
廃
止
の
規

定
を
理
由
付
け
る
上
で
、
サ
リ
ッ
ク
法
の
影
響
下
に
あ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
っ
た
西
洋
の
事
例
と
と
も
に
、

明
治
十
一
年
に
元
老
院
蔵
版
で
出
さ
れ
た
、
福
羽
美
静
や
横
山
由
清
、
黒
川
真
頼
と
い
っ
た
国
学
者
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
『
旧
典
類
纂
皇

位
継
承
篇
』
や
、
小
中
村
清
矩
が
明
治
十
八
年
十
月
に
作
成
し
た
「
女
帝
考
（
５
）」

に
示
さ
れ
た
女
帝
に
関
す
る
日
本
の
歴
史
上
の
事
例
を
大

い
に
参
考
に
供
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、「
梧
陰
文
庫
」
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
資
料
を
駆
使
し
て
、
皇
室
典
範
の
成
立
過
程
の
全
体
を
詳
細
に
検
証
し
た
の
が
、
島
善

高
氏
の
「
明
治
皇
室
典
範
制
定
史
の
基
礎
的
考
察
」（『
國
學
院
大
學
紀
要
』
二
二
　
昭
和
五
十
九
年
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
島
氏
は
当
論
考
を
発

展
さ
せ
て
、『
近
代
皇
室
制
度
の
形
成
―
明
治
皇
室
典
範
の
で
き
る
ま
で
―
』（
成
文
堂
発
行
　
平
成
六
年
）、
ま
た
「
明
治
皇
室
典
範
の
制
定

過
程
」（
小
林
宏
・
島
善
高
編
『
日
本
立
法
資
料
全
集
一
六
　
明
治
皇
室
典
範
』（
上
）
信
山
社
　
平
成
八
年
）
を
発
表
し
て
、
皇
室
典
範
を
中
心
と
す
る
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皇
室
法
整
備
の
過
程
の
体
系
化
を
行
っ
た
。
こ
の
皇
室
法
整
備
の
過
程
で
の
、
井
上
に
よ
る
「
皇
室
典
範
義
解
」
の
原
型
と
な
る
「
皇
室

典
範
説
明
」
の
作
成
に
つ
い
て
、
島
氏
は
「
井
上
の
説
明
書
起
草
を
手
伝
っ
て
い
た
の
が
、
明
治
十
九
年
に
古
典
講
習
科
を
卒
業
し
て
図

書
寮
に
入
っ
た
小
中
村
義
象
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
養
父
で
東
大
教
授
の
小
中
村
清
矩
で
あ
っ
た
」
（
６
）

と
、
小
中
村
清
矩
・
義
象
父
子
の
関
与

を
、「
梧
陰
文
庫
」
や
『
井
上
毅
伝
』
所
収
の
諸
資
料
を
用
い
て
明
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
島
氏
は
別
稿
で
、
帝
国
憲
法
に
関
し
て
も
、

そ
の
第
一
条
に
示
さ
れ
た
「
万
世
一
系
」
の
字
義
や
、「
シ
ラ
ス
」
の
理
念
に
つ
い
て
、
池
辺
（
小
中
村
）
義
象
の
調
査
（「
万
世
一
系
ノ

字
義
ニ
関
ス
ル
調
書
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
三
三
）
、
但
し
、
池
辺
の
調
査
意
見
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
）
や
教
示
が
あ
っ
た
こ
と
も
、

「
梧
陰
文
庫
」
な
ど
の
諸
資
料
か
ら
明
ら
か
に
し
、
帝
国
憲
法
起
草
に
も
国
学
者
に
よ
る
古
典
調
査
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（「「
万
世
一
系
の
天
皇
」
に
つ
い
て
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
六
　
平
成
四
年
、「
井
上
毅
の
シ
ラ
ス
論
註
解
―
帝
国
憲
法
第
一
条
成
立
の
沿
革
―
」

『
明
治
国
家
形
成
と
井
上
毅
』
（
７
））。

こ
の
よ
う
な
小
林
・
島
両
氏
の
研
究
は
と
も
に
、
井
上
が
帝
国
憲
法
・
皇
室
典
範
の
起
草
に
際
し
て
、「
我

が
伝
統
法
と
外
国
法
と
の
両
者
を
近
づ
け
、
そ
れ
を
整
合
す
る
（
８
）」

こ
と
、
つ
ま
り
井
上
が
日
本
の
伝
統
的
な
法
制
度
と
西
洋
の
近
代
法
制

度
と
の
「
整
合
」
を
図
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
こ
こ
に
は
日
本
の
伝
統
的
な
法
制
度
の
調
査
に
、
国
学
者
が
従
事
し
た
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
井
上
を
通
じ
て
の
国
学
者
に
よ
る
帝
国
憲
法
・
皇
室
典
範
へ
の
関
与
は
、
明
治
国
学
が
日
本
の
近
代
化
に
果
た
し
た
役
割

を
考
察
す
る
上
で
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
捉
え
ら
れ
、
阪
本
是
丸
氏
は
「
明
治
国
学
の
研
究
課
題
」（『
日
本
思
想
史
学
』
二
六
　
平
成
六
年
、

後
に
同
氏
『
近
世
・
近
代
神
道
論
考
』
弘
文
堂
発
行
　
平
成
十
九
年
に
再
録
）
に
お
い
て
、
明
治
国
学
が
日
本
の
近
代
化
、
特
に
皇
室
・
国
家
制
度

の
近
代
的
整
備
に
関
わ
っ
た
事
柄
と
し
て
、「
御
系
譜
調
査
・
宮
中
祭
祀
整
備
と
福
羽
美
静
の
存
在
」、「
元
老
院
の
国
学
者
に
よ
る
皇
室

制
度
調
査
」、「
岩
倉
具
視
と
矢
野
玄
道
・
福
羽
美
静
」
と
と
も
に
、「
井
上
毅
と
国
学
者
」
を
挙
げ
て
、「
皇
室
制
度
の
整
備
に
し
て
も
、

井
上
が
持
ち
前
の
鋭
敏
さ
と
抜
群
の
論
理
構
成
力
で
皇
室
典
範
の
制
定
等
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
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井
上
に
も
多
く
の
国
学
者
の
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
、井
上
に
助
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
、
具
体
的
に
は
「
宮
内
省
図
書
頭
を
兼
任
し
て
い
た
井
上
で
あ
る
か
ら
御
用
掛
准
奏
任
の
矢
野
玄
道
、
井
上
頼

と
は
最
も
近
い

関
係
に
あ
っ
た
し
、
ま
た
後
に
丸
山
作
楽
も
図
書
助
と
し
て
井
上
の
下
に
い
た
の
だ
か
ら
、
井
上
は
日
本
の
古
典
・
日
本
法
制
等
の
分
野

に
関
す
る
調
査
に
は
十
分
な
「
国
学
者
の
手
足
」
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
井
上
と
国
学
者
と
は
、
例
え
ば
明
治

九
年
の
政
府
内
で
の
「
皇
親
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
、
井
上
は
谷
森
善
臣
や
近
藤
芳
樹
ら
国
学
者
と
参
加
し
（
９
）、

ま
た
明
治
十
四
年
創
設
の
参

事
院
で
は
、
津
和
野
派
の
国
学
者
で
あ
る
福
羽
美
静
と
と
も
に
議
官
を
務
め
る
な
ど
、
同
じ
官
僚
と
し
て
政
府
内
で
の
接
点
は
多
く
、
ま

た
井
上
が
伝
統
的
な
法
制
度
の
調
査
を
国
学
者
に
依
頼
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
小
中
村
清
矩
に
は
明
治
十
年
代
初
頭
よ
り
行
っ
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
但
し
、
井
上
が
数
人
の
国
学
者
を
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
伝
統
的
な
法
制
度
の
調
査
体
制
を
本
格
的
に
構
築
し
た
の
は
、

右
の
阪
本
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
宮
内
省
図
書
寮
の
初
代
図
書
頭
時
代
で
あ
っ
た
。
図
書
頭
時
代
に
井
上
は
、
当
時
文
部
省
御
用
掛

で
あ
っ
た
小
中
村
清
矩
を
含
め
、
寮
内
の
矢
野
玄
道
や
井
上
頼

、
さ
ら
に
後
に
は
池
辺
（
小
中
村
）
義
象
な
ど
も
加
え
て
伝
統
的
な
皇

室
の
制
度
典
礼
に
関
す
る
調
査
を
、
維
新
後
の
沿
革
も
含
め
て
行
い
、
そ
の
成
果
と
し
て
『
図
書
寮
記
録
』
上
・
中
編
（
10
）

を
編
纂
・
刊
行

し
た
こ
と
は
、
筆
者
が
か
つ
て
検
証
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
11
）（「

井
上
毅
と
『
図
書
寮
記
録
』
の
編
纂
・
刊
行
」『
國
學
院
雑
誌
』
一
〇
二
―
三
　
平
成
十

三
年
）。

こ
れ
ら
諸
研
究
を
通
じ
て
、
井
上
が
皇
室
典
範
起
草
の
際
、
特
に
天
皇
・
皇
室
に
関
す
る
伝
統
的
な
法
制
度
も
参
照
す
べ
く
、
国
学
者

に
伝
統
的
な
皇
室
制
度
に
関
す
る
諮
問
な
い
し
そ
の
調
査
を
依
頼
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
伝
統
的

な
皇
室
制
度
調
査
を
め
ぐ
る
井
上
と
国
学
者
と
の
関
係
を
考
え
る
に
際
し
て
、
同
時
に
留
意
す
べ
き
は
、
前
述
の
阪
本
氏
が
指
摘
す
る
、

明
治
国
学
に
よ
る
皇
室
・
国
家
制
度
の
近
代
的
整
備
へ
の
関
わ
り
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
学
者
に
よ
る
伝
統
的
な
法
制
度
（
特
に
皇
室

制
度
）
に
関
す
る
調
査
が
、
帝
国
憲
法
・
皇
室
典
範
起
草
の
明
治
二
十
年
前
後
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
明
治
初
期
以
降
、
主
に

圀�庄

圀�庄
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国
憲
（
憲
法
）
や
皇
室
制
度
の
整
備
の
上
で
、
宮
内
省
や
元
老
院
な
ど
の
官
省
内
で
国
学
者
が
果
た
し
て
き
た
主
要
な
役
割
の
一
つ
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
12
）。

つ
ま
り
、
皇
室
典
範
起
草
時
の
井
上
に
よ
る
国
学
者
を
用
い
た
伝
統
的
な
法
制
度
の
調
査
は
、
明
治
初
期
か
ら

の
流
れ
を
受
け
継
い
で
行
わ
れ
た
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
意
味
で
こ
の
時
期
の
井
上
の
調
査
は
、
明
治
初
期

以
降
の
国
学
者
に
よ
る
官
省
内
で
の
伝
統
法
調
査
の
歴
史
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

二

『
井
上
毅
伝
　
史
料
篇
』
に
お
け
る
明
治
国
学
関
係
資
料

次
に
『
井
上
毅
伝
』
所
収
の
資
料
の
う
ち
、
井
上
と
明
治
国
学
と
の
関
連
を
示
し
た
資
料
に
つ
い
て
い
く
つ
か
見
て
い
き
た
い
。

『
井
上
毅
伝
』
に
お
け
る
井
上
と
明
治
国
学
と
の
関
係
を
示
す
資
料
は
、
主
に
第
四
か
ら
第
六
に
か
け
て
収
め
ら
れ
て
い
る
書
簡
及
び

詩
文
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
書
簡
で
は
、
池
辺
（
小
中
村
）
義
象
、
高
崎
正
風
、
丸
山
作
楽
、
丸
山
正
彦
な
ど
の
国
学
者
に
宛
て
た

も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
池
辺
義
象
宛
の
書
簡
が
三
十
一
通
と
最
も
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
池
辺
は
前
述
の
よ
う
に
、
養
父
小

中
村
清
矩
と
井
上
と
の
交
流
や
、
井
上
と
同
郷
で
あ
っ
た
縁
か
ら
、
特
に
明
治
十
九
年
以
降
は
井
上
と
行
動
を
と
も
に
し
、
井
上
か
ら
の

古
典
や
国
語
、
詩
歌
、
伝
統
的
な
法
制
度
な
ど
に
関
す
る
質
問
に
し
ば
し
ば
応
じ
て
い
た
。
実
際
、
井
上
に
よ
る
池
辺
宛
の
書
簡
の
内
容

も
、
前
節
で
触
れ
た
『
図
書
寮
記
録
』
編
纂
や
、
皇
室
典
範
起
草
時
の
伝
統
的
な
皇
室
制
度
調
査
に
加
え
、
詩
文
の
添
削
、
そ
し
て
文
相

時
代
以
降
、
晩
年
の
井
上
に
よ
る
国
語
教
育
や
国
文
関
係
の
著
作
に
ま
つ
わ
る
も
の
が
主
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
池
辺
宛
の
書
簡
に
は
、
井

上
と
明
治
国
学
と
の
関
係
の
歴
史
も
ま
た
そ
の
ま
ま
表
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
池
辺
宛
の
書
簡
の
中
で
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
井
上
が
「
一
国
ニ
於
ケ
ル
言
語
ハ
其
建
国
ノ
本
質
ニ
シ
テ
、
国
ノ
独
立
ニ

密
着
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル
事
」
な
ど
を
論
じ
る
『
皇
国
言
』
と
題
す
る
一
書
を
著
す
こ
と
を
説
い
て
、
池
辺
に
そ
の
う
ち
の
第
二
章
と
な
る
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「
皇
国
言
ノ
固
有
ノ
性
質
、
其
優
美
、
其
変
化
活
動
ノ
支
那
語
ニ
優
リ
、
欧
語
ニ
劣
ラ
ザ
ル
事
」
の
起
草
を
依
頼
し
て
い
る
書
簡
が
あ
る
（
13
）。

結
局
、『
皇
国
言
』
は
完
成
せ
ず
発
表
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
『
皇
国
言
』
編
纂
の
発
端
に
つ
い
て
は
、
後
に
池
辺
が
井
上
の
遺

稿
集
と
な
っ
た
『
梧
陰
存
稿
』
の
奥
書
で
、「
廿
二
三
年
の
こ
ろ
よ
り
、
先
生
﹇
井
上
毅
﹈
は
国
語
国
文
の
最
も
貴
重
す
へ
き
こ
と
を
論

せ
ら
れ
、
皇
国
言
と
い
ふ
書
を
あ
ら
は
さ
む
こ
と
を
企
て
た
ま
ひ
し
こ
と
も
あ
り
き
（
14
）

」
と
、
明
治
二
十
二
・
三
年
頃
よ
り
、
井
上
が
国

語
・
国
文
を
貴
重
と
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
池
辺
が
伝
え
る
『
皇
国
言
』
編
纂
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
は
、
後
の
文
相
時
代
に
井
上
が
推
進
し
た
と
言
わ
れ
る
「
国
語
・
歴
史
を
中
核
と
す
る
愛
国
心
教
育
、
国
体
教
育
（
15
）」

が
、
政
治
的
な

判
断
だ
け
で
な
く
、
井
上
自
身
の
国
語
・
国
文
を
重
視
す
る
姿
勢
に
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ほ
か
に
も
、
池
辺
宛
書
簡
か
ら
、
井
上
と
明
治
国
学
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
特
筆
す
べ
き
点
は
、
年
代
不
明
の
六
月
五
日
付
書
簡
で
、

井
上
が
「
市
村

二
（
マ
マ
）郎

・
瀧
川
亀
太
郎
・
関
根
正
直
之
三
人
ニ
ハ
、
必
一
度
面
会
い
た
し
度
候
間
、
帰
京
後
御
紹
介
被
下
度
候
（
16
）」

と
、
池

辺
に
市
村

次
郎
・
瀧
川
亀
太
郎
・
関
根
正
直
の
三
人
の
紹
介
を
願
い
出
て
い
る
こ
と
で
、
前
述
の
『
皇
国
言
』
に
関
す
る
池
辺
宛
書
簡

の
書
き
出
し
部
分
に
は
「
御
紹
介
を
以
て
関
根
諸
君
ニ
面
晤
之
機
を
得
、
茅
塞
を
開
候
、
猶
帰
京
後
、
再
会
所
冀
候
（
17
）」

と
、
池
辺
の
紹
介

を
も
っ
て
、
関
根
ら
と
面
晤
の
機
会
を
得
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
井
上
が
池
辺
を
通
じ
て
市
村
・
瀧
川
・
関
根
と
い
っ

た
国
学
者
・
漢
学
者
と
の
交
流
を
広
げ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
井
上
は
、
政
界
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
江
兆
民
、
陸
羯
南
、
池

辺
三
山
と
い
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
か
ら
、
有
賀
長
雄
、
井
上
哲
次
郎
と
い
っ
た
学
界
な
ど
に
も
幅
広
い
交
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
有
し
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
人
的
な
つ
な
が
り
を
も
と
に
、
さ
ら
に
国
学
・
漢
学
の
世
界
と
の
広
い
交
流
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
が

窺
い
知
れ
る
。

次
に
、
高
崎
正
風
、
丸
山
作
楽
宛
の
書
簡
で
は
、
井
上
が
送
っ
た
詩
文
に
対
し
て
丸
山
が
返
書
を
認
め
て
お
り
、
同
様
に
井
上
作
の
詩

文
に
高
崎
に
よ
る
添
削
が
な
さ
れ
た
返
書
も
『
井
上
毅
伝
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
井
上
は
主
に
図
書
頭
に
就
任
し
て
以
降
詩
文
を
詠
む

鑽瑠

鑽瑠
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よ
う
に
な
り
、
そ
の
添
削
な
ど
を
国
学
者
に
し
ば
し
ば
依
頼
し
、
と
り
わ
け
明
治
十
八
年
七
月
に
上
総
・
常
陸
を
村
岡
良
弼
や
重
野
安
繹

と
と
も
に
旅
し
て
ま
わ
っ
た
際
の
紀
行
文
で
あ
る
「
総
常
紀
行
」
に
は
、
高
崎
や
丸
山
、
そ
し
て
小
中
村
清
矩
と
い
っ
た
数
名
の
国
学
者

に
よ
る
批
評
と
添
削
が
施
さ
れ
て
い
る
（
18
）。

ま
た
こ
れ
ら
人
物
の
う
ち
、
丸
山
作
楽
は
井
上
が
図
書
頭
で
あ
っ
た
明
治
十
九
年
三
月
か
ら
図

書
助
と
な
っ
て
い
る
が
、『
井
上
毅
伝
』
所
収
の
明
治
十
三
年
推
定
の
丸
山
宛
書
簡
は
、
儒
教
に
基
づ
く
伝
統
的
な
風
教
の
振
興
を
目
的

に
設
立
さ
れ
た
斯
文
学
会
（
19
）

に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
井
上
も
ま
た
斯
文
学
会
の
運
営
に
尽
力
し
（
20
）、

そ
の
機
関
誌
で
あ
る
『
斯
文
一
斑
』
に

も
、
井
上
は
漢
文
の
著
作
を
多
数
発
表
し
て
い
た
。
こ
の
書
簡
の
最
後
で
も
井
上
は
丸
山
に
「
小
生
文
稿
如
何
」
と
問
う
て
お
り
、
少
な

く
と
も
こ
の
頃
よ
り
井
上
・
丸
山
両
者
の
間
に
学
術
的
な
こ
と
も
含
め
た
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
丸
山
作
楽
の
養
子
と
な
っ
た
丸
山
正
彦
は
、
古
典
講
習
科
の
出
身
で
、
皇
典
講
究
所
や
國
學
院
の
講
師
を
委
嘱
さ
れ
、

後
に
陸
軍
教
授
と
し
て
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
国
語
漢
文
科
長
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。『
井
上
毅
伝
』
所
収
の
井
上
か
ら
の
書
簡
一
通
は
、

玉
置
昌
蔵
な
る
人
物
と
の
面
談
の
仲
介
を
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
丸
山
正
彦
が
古
典
講
習
科
を
卒
業
し
た
二
年
後
の
明
治
二
十
一

年
に
初
め
て
の
著
書
と
な
る
『
日
本
古
来
財
産
相
続
法
』
を
刊
行
し
た
際
に
は
、
そ
の
序
文
を
井
上
が
寄
せ
て
お
り
、「
梧
陰
文
庫
」
に

も
全
文
井
上
自
筆
に
よ
る
序
文
の
草
稿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
文
書
番
号
Ａ
―
九
一
三
）。
こ
う
し
た
井
上
と
丸
山
正
彦
と
の
交
流
は
、
正
彦

の
養
父
・
作
楽
を
通
じ
て
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
国
学
者
ら
と
の
書
簡
の
ほ
か
に
も
、
国
学
関
連
で
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
佐
野
常
民
宛
の
明
治
十
八
年
推
定
の
八
月
二
十

日
付
書
簡
が
『
井
上
毅
伝
』
に
は
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
書
簡
の
一
節
で
、
井
上
は
佐
野
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
21
）。

一
、
昨
日
携
候
而
奉
供
清
覧
候
本
ハ
、
佐
原
之
清
宮
秀
堅
之
家
之
蔵
書
ニ
有
之
候
、
戸
籍
之
古
本
ハ
、
栗
田
先
生
ハ
已
ニ
所
蔵
有
之

候
歟
、
経
世
或
考
・
地
方
新
編
之
二
編
ハ
清
宮
之
著
述
ニ
而
、
大
分
骨
折
候
も
の
ニ
見
ヘ
候
処
、
空
布
蟲
害
ニ
委
し
候
者
残
念
之
至
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存
候
ヘ
ハ
高
慮
次
第
、
元
老
院
ニ
而
活
刷
ニ
付
せ
ら
れ
候
ハ
ヽ
、
先
賢
之
為
ニ
栄
誉
を
顕
揚
し
、
且
、
後
学
之
楷
梯
歟
と
奉
存
候
ニ

付
、
態
々
取
寄
せ
候
而
奉
供
覧
候
、

こ
こ
で
井
上
は
、
下
総
国
佐
原
出
身
で
、
幕
末
に
国
学
者
の
伝
記
を
ま
と
め
た
『
古
学
小
伝
』
を
編
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
清
宮
秀
堅
（
22
）

の
著
作
で
あ
る
「
経
世
或
考
」
と
「
地
方
新
編
」
の
二
編
を
元
老
院
に
お
い
て
活
版
印
刷
す
べ
き
こ
と
を
、
当
時
同
院
の
議
長
を
務
め
て

い
た
佐
野
に
対
し
て
提
案
し
て
い
る
（
23
）

。
こ
の
清
宮
の
著
作
は
お
そ
ら
く
『
地
方
新
書
』
上
・
下
二
巻
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、

『
地
方
新
書
』
は
上
巻
が
田
制
部
、
下
巻
が
度
量
権
部
と
な
っ
て
お
り
、
下
巻
の
ほ
う
は
実
際
に
『
地
方
新
書
　
度
量
権
部
』
と
し
て
、

明
治
十
九
年
六
月
に
元
老
院
蔵
版
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
24
）。

こ
の
『
地
方
新
書
　
度
量
権
部
』
は
、
右
の
書
簡
の
内
容
か
ら
、
井
上
の
提
案

が
受
け
入
れ
ら
れ
て
刊
行
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ゆ
え
元
老
院
よ
り
献
呈
さ
れ
た
の
か
、「
梧
陰
文
庫
」
に
も
同
書
が
収
め

ら
れ
て
い
る
（
図
書
番
号
四
〇
二
）
。
特
に
、
こ
の
「
梧
陰
文
庫
」
所
収
の
『
地
方
新
書
　
度
量
権
部
』
に
は
、
巻
頭
に
井
上
の
自
筆
で

「
明
治
十
九
年
夏
閲
　
井
上
毅
」
と
あ
っ
て
、
元
老
院
蔵
版
で
刊
行
さ
れ
た
後
ま
も
な
く
に
井
上
が
閲
読
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
本
文
中
に
も
井
上
に
よ
る
圏
点
や
書
き
入
れ
が
多
数
施
さ
れ
て
い
る
（
25
）。

ま
た
、
右
の
佐
野
宛
書
簡
で
井
上
が
名
前
を
挙
げ
る
「
栗
田
先
生
」、
つ
ま
り
水
戸
学
者
の
栗
田
寛
と
井
上
と
は
、
井
上
の
文
相
時
代

に
お
け
る
史
誌
編
纂
掛
の
廃
止
と
新
し
い
国
史
編
修
事
業
の
構
想
を
め
ぐ
っ
て
、
栗
田
は
自
ら
の
意
見
書
を
井
上
に
送
っ
て
い
る
（
26
）。

こ
の

史
誌
編
纂
掛
の
廃
止
、
及
び
新
た
な
国
史
編
修
事
業
の
構
想
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、「
梧
陰
文
庫
」
の
資
料
を
中
心
に
多
角
的
に

検
証
し
た
も
の
と
し
て
、
秋
元
信
英
氏
に
よ
る
「
明
治
二
十
六
年
四
月
に
お
け
る
新
史
局
の
帝
室
設
置
案
」（『
国
史
学
』
九
九
　
昭
和
五
十
一

年
）、「
明
治
二
十
六
年
栗
田
寛
の
修
史
事
業
構
想
」（『
國
學
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
一
　
昭
和
五
十
七
年
）、「
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
『
梧

陰
文
庫
』
関
係
史
料
よ
り
み
た
文
相
井
上
毅
の
修
史
事
業
と
文
体
へ
の
関
心
」（『
國
學
院
大
學
図
書
館
紀
要
』
三
　
平
成
三
年
）
な
ど
の
一
連
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の
研
究
が
あ
る
（
27
）。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
特
に
「
明
治
二
十
六
年
栗
田
寛
の
修
史
事
業
構
想
」
で
は
、
当
時
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
と
と
も

に
、
國
學
院
で
も
嘱
託
で
国
史
の
講
義
を
担
当
し
て
い
た
栗
田
寛
（
28
）が

、
井
上
か
ら
の
諮
問
を
受
け
て
、
従
来
の
漢
文
体
に
代
わ
る
国
文
体

に
よ
る
国
史
編
修
を
唱
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
井
上
と
栗
田
と
の
間
柄
に
つ
い
て
も
、
単
に
「
文
相
と
大
学
教
員
の
関

係
」
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
充
分
な
学
問
・
政
治
双
方
か
ら
の
事
業
が
存
し
た
」
こ
と
が
検
証
さ
れ
て
い
る
（
29
）。

ま
た
、
井
上
の
文
相
時

代
に
関
す
る
も
の
以
外
で
も
、
栗
田
に
よ
る
皇
室
の
制
度
典
礼
な
ど
に
関
す
る
意
見
書
が
、
間
接
的
な
が
ら
井
上
の
手
に
わ
た
っ
て
い
る
。

例
え
ば
四
月
二
十
九
日
付
池
辺
宛
の
「
皇
太
子
妃
称
号
ニ
関
ス
ル
意
見
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
三
〇
）
や
、
後
述
の
小
中
村
清
矩
作
成
「
律
令
神

璽
考
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
一
四
七
）
に
付
さ
れ
た
、
明
治
十
八
年
六
月
十
九
日
付
の
神
璽
に
関
す
る
意
見
書
が
「
梧
陰
文
庫
」
に
残
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
は
皇
室
の
制
度
典
礼
以
外
で
も
、
明
治
四
年
十
月
二
十
三
日
に
栗
田
が
自
ら
の
学
制
試
案
を
認
め
た
「
学
規
稿
」（
文
書
番
号

Ｂ
―
二
九
四
七
）
と
い
っ
た
教
育
制
度
に
関
す
る
資
料
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
30
）。

井
上
が
起
草
に
携
わ
っ
た
教
育
勅
語
に
含
ま
れ
る
、
会
沢
正

志
斎
の
『
新
論
』
に
お
け
る
国
体
論
と
い
っ
た
水
戸
学
的
要
素
に
関
し
て
は
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
31
）が

、
一
方
で
井
上
と
水
戸
学

と
の
関
係
に
関
す
る
研
究
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
井
上
が
水
戸
学
に
関
す
る
知
識
や
教
養
を
ど
れ
ほ
ど
有
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
不
明

な
点
が
多
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
説
明
す
る
井
上
と
国
学
と
の
関
係
に
加
え
、
井
上
と
水
戸
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
証
も
ま
た
、
帝

国
憲
法
や
教
育
勅
語
の
中
心
的
起
草
者
で
あ
る
井
上
の
国
体
観
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
な
る
重
要
な
課
題
と
言
え
、
そ
の
際
に
は
こ
う
し

た
栗
田
と
の
交
流
や
、
栗
田
の
論
考
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
も
、
井
上
の
水
戸
学
へ
の
理
解
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
の
一
助
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
『
井
上
毅
伝
』
所
収
の
明
治
国
学
関
係
資
料
か
ら
は
、
井
上
と
国
学
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
井
上
が
個
々
の
国
学
者
と

の
人
的
な
つ
な
が
り
か
ら
、
さ
ら
に
国
学
界
に
広
い
交
流
を
築
い
て
い
っ
た
こ
と
、
ま
た
官
省
内
で
の
公
的
な
関
係
だ
け
で
な
く
、
個
人

と
し
て
の
学
術
的
な
交
流
も
含
め
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
井
上
は
漢
詩
文
を
著
す
一
方
で
、
国
語
・
国
文
に
関
す
る
著

作
や
詩
文
も
数
多
く
残
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
井
上
の
国
学
者
と
の
交
流
の
広
が
り
は
、
そ
う
し
た
井
上
の
国
学
に
ま
つ
わ
る
学
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術
的
な
活
動
の
広
が
り
を
同
時
に
表
す
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三

「
梧
陰
文
庫
」
に
お
け
る
明
治
国
学
関
係
資
料

「
梧
陰
文
庫
」
の
資
料
は
、『
井
上
毅
伝
』
八
冊
（
第
一
〜
六
、
補
遺
一
・
二
）
と
『
近
代
日
本
法
制
史
料
集
』
全
二
〇
巻
に
お
い
て
多
数

翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
約
六
千
点
に
及
ぶ
「
梧
陰
文
庫
」
資
料
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
『
井
上
毅

伝
』
・
『
近
代
日
本
法
制
史
料
集
』
未
収
の
、
膨
大
な
「
梧
陰
文
庫
」
資
料
の
う
ち
、
広
く
明
治
国
学
に
関
連
す
る
と
言
え
る
資
料
は
数

十
点
に
及
ぶ
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
数
の
多
い
小
中
村
清
矩
と
、
そ
の
養
子
で
あ
っ
た
池
辺
義
象
に
関
連
す
る
資
料
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
。

「
梧
陰
文
庫
」
の
「
文
書
之
部
」
の
資
料
は
、
井
上
自
身
が
生
前
そ
の
分
類
・
整
理
を
行
っ
た
ま
ま
の
状
態
を
基
礎
と
し
て
、
昭
和
三

十
八
年
の
國
學
院
大
學
図
書
館
に
よ
る
『
梧
陰
文
庫
目
録
』
編
纂
の
際
に
、「
Ａ
　
秘
庫
之
部
」
・
「
Ｂ
　
袋
入
之
部
」
・
「
Ｃ
　
冊
子

之
部
」
・
「
Ｄ
　
梧
陰
先
生
自
筆
草
稿
類
」
の
四
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
た
（
32
）。

井
上
が
行
っ
た
分
類
は
主
に
文
書
の
内
容
ご
と
に
ま
と
め

た
も
の
で
、
そ
の
中
の
明
治
国
学
関
連
の
資
料
も
、
そ
の
内
容
に
そ
っ
て
分
け
ら
れ
て
お
り
、
特
に
集
中
し
て
い
る
の
が
、
前
述
の
井
上

と
明
治
国
学
と
の
関
係
が
顕
著
で
あ
っ
た
皇
室
典
範
の
起
草
に
お
け
る
調
査
資
料
を
ま
と
め
た
「
Ｂ
　
袋
入
之
部
」
の
「
皇
室
関
係
」
で

あ
る
。
こ
の
皇
室
典
範
起
草
時
の
調
査
資
料
と
し
て
の
明
治
国
学
関
連
資
料
で
は
、
小
中
村
清
矩
の
作
成
し
た
調
書
が
多
く
、「
皇
太
子

御
配
偶
称
号
之
事
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
四
）、「
親
王
ノ
妻
称
号
之
事
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
五
）、「
皇
兄
弟
皇
子
・
内
親
王
称
号
考
」（
文
書
番
号
Ｂ

―
八
）、「
皇
親
班
位
考
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
一
三
）
な
ど
、
前
述
し
た
「
女
帝
考
」
を
含
め
て
、
主
に
皇
位
継
承
法
に
関
す
る
も
の
や
皇
族
関

連
の
も
の
が
目
に
付
く
。
ま
た
、
前
述
の
『
図
書
寮
記
録
』
で
、
小
中
村
清
矩
は
「
古
代
親
政
体
制
」
を
執
筆
し
て
い
る
が
、「
梧
陰
文
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庫
」
に
は
、
明
治
十
七
年
七
月
二
十
日
付
の
小
中
村
作
成
の
「
古
代
太
政
官
沿
革
」（
文
書
番
号
Ｃ
―
九
二
―
①
）
も
残
さ
れ
て
お
り
、
律
令

に
お
け
る
太
政
官
制
度
の
調
査
も
、
小
中
村
が
主
に
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
33
）。

加
え
て
、
こ
の
『
図
書
寮
記
録
』
以
外
に
、
図
書
頭
時
代
に
井
上
は
三
種
の
神
器
や
神
璽
、
大
刀
契
に
関
す
る
、「
皇
室
典
彙
」
と
題

す
る
書
籍
の
編
纂
も
試
み
て
お
り
、
そ
の
目
次
と
し
て
、

巻
一
　
神
器

神
器
考
略
　
　
小
中
村
義
象

神
璽
三
弁
　
　
伴
　
信
友

神
璽
之
説
　
　
矢
野
玄
道

令
律
神
璽
考
　
小
中
村
清
矩

三
種
神
符
考
　
堀
　
直
格

巻
二
　
大
刀
契

と
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
34
）が

、
こ
れ
ら
の
う
ち
「
梧
陰
文
庫
」
に
は
、
池
辺
（
小
中
村
）
義
象
の
「
神
器
考
略
（
35
）」（

文
書
番
号
Ｂ

―
一
四
五
）、
矢
野
玄
道
の
「
神
璽
之
説
（
36
）

」（
文
書
番
号
Ｂ
―
一
四
六
）、
そ
し
て
小
中
村
清
矩
の
「
令
律
神
璽
考
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
一
四
七
）
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
小
中
村
清
矩
の
養
子
で
あ
っ
た
池
辺
義
象
の
資
料
は
、
右
の
「
神
器
考
略
」
の
よ
う
な
皇
室
典
範
起
草
時
の
調
書
だ
け
で

な
く
、
そ
の
後
の
井
上
の
文
部
大
臣
時
代
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
池
辺
は
図
書
寮
員
の
頃
よ
り
、
養
父
小
中
村
と
同
様
、
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井
上
の
下
で
伝
統
的
な
法
制
度
の
調
査
な
ど
に
従
事
し
（
37
）、

井
上
・
池
辺
の
両
者
が
と
も
に
図
書
寮
を
辞
し
た
後
も
、
井
上
か
ら
の
日
本
の

古
典
に
基
づ
い
た
伝
統
的
な
事
柄
に
関
す
る
諮
問
な
ど
に
応
じ
る
な
ど
親
交
は
深
く
、
そ
の
関
係
は
明
治
二
十
八
年
三
月
の
井
上
の
逝
去

ま
で
続
い
た
（
38
）。

特
に
井
上
の
文
相
時
代
に
、
池
辺
は
井
上
の
指
示
に
よ
り
、
高
等
師
範
学
校
に
お
け
る
国
文
専
修
科
規
則
の
草
案
（
文
書

番
号
Ｂ
―
三
二
七
九
、
三
二
八
〇
）
を
作
成
し
、
あ
る
い
は
池
辺
自
身
も
、
教
育
政
策
・
制
度
に
関
す
る
意
見
書
と
し
て
、「
欧
州
楽
」
だ
け

で
な
く
「
古
楽
」
の
重
要
性
を
説
い
た
明
治
二
十
六
年
五
月
付
の
「
音
楽
学
校
ニ
於
ル
意
見
（
39
）」（

文
書
番
号
Ｂ
―
二
五
五
〇
）
や
、
古
典
講
習

科
時
代
の
同
期
生
で
あ
っ
た
増
田
于
信
・
落
合
直
文
と
の
連
名
で
作
成
し
た
「
教
育
に
就
き
て
の
意
見
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
二
五
四
〇
）
と
題

す
る
、
文
字
通
り
帝
国
大
学
や
師
範
学
校
、
中
学
校
、
女
学
校
、
教
科
書
、
視
学
官
と
い
っ
た
教
育
機
関
・
制
度
全
般
に
関
す
る
意
見
書

を
井
上
に
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
資
料
か
ら
、
井
上
と
池
辺
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
井
上
か
ら
の
諮
問
や
依
頼
に
池
辺
が
応
え
る
と
い
っ

た
か
た
ち
が
あ
っ
た
反
面
、
池
辺
の
ほ
う
か
ら
も
積
極
的
に
井
上
に
対
し
て
建
議
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
こ
の
井
上
文
相
時
代
に
お
い
て
、
小
中
村
清
矩
を
含
め
た
国
学
者
な
ど
が
携
わ
っ
て
確
立
し
た
の
が
「
祝
日
大
祭
日
歌
詞
並

楽
譜
」
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
明
治
二
十
四
年
六
月
制
定
の
「
小
学
校
祝
日
大
祭
日
儀
式
規
程
」
で
は
、
祝
日
大
祭
日
の
儀
式
に
は
そ
れ
に

相
応
す
る
唱
歌
の
斉
唱
を
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
祝
日
大
祭
日
の
た
め
の
唱
歌
自
体
が
出
来
て
お
ら
ず
、
翌
二
十
五
年
に
暫

定
的
に
十
三
曲
を
指
定
す
る
も
、
い
ま
だ
正
式
な
儀
式
唱
歌
は
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
井
上
が
文
相
で
あ
っ
た
明
治
二
十
六

年
八
月
十
二
日
に
「
君
が
代
」、「
勅
語
奉
答
」、「
一
月
一
日
」、「
元
始
祭
」、「
紀
元
節
」、「
神
嘗
祭
」、「
天
長
節
」、「
新
嘗
祭
」
の
八

曲
を
正
式
な
儀
式
用
唱
歌
と
す
る
「
祝
日
大
祭
日
歌
詞
並
楽
譜
」
が
告
示
さ
れ
た
（
40
）。

当
時
文
相
の
井
上
自
身
が
、
こ
の
儀
式
唱
歌
の
制
度
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
、『
井
上
毅
伝
』
に
所
収
の
「
唱
歌
改
正
ト
辞
職

ノ
風
説
」
と
題
す
る
記
事
に
は
、
次
の
一
節
が
あ
る
（
41
）。
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小
学
生
徒
唱
歌
改
正
の
事
は
、
余
が
未
だ
文
部
に
入
ら
ざ
る
の
前
、
既
に
高
崎
正
風
、
丸
山
作
楽
、
并
に
勝
伯
等
の
諸
氏
に
於
て
取

調
べ
ら
れ
た
る
も
の
に
て
、
頗
る
精
密
な
る
も
の
に
付
、
今
度
是
を
小
学
生
徒
の
唱
歌
に
充
つ
る
事
に
決
し
た
る
な
り
、

こ
こ
で
井
上
は
、
文
部
大
臣
に
就
任
す
る
以
前
よ
り
、
す
で
に
高
崎
正
風
、
丸
山
作
楽
、
勝
海
舟
な
ど
に
よ
っ
て
儀
式
唱
歌
が
作
成
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
頗
る
精
密
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
儀
式
唱
歌
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
と
述
べ
て
い
る
。「
梧
陰
文
庫
」
に
も
、
こ

の
時
告
示
さ
れ
た
八
曲
の
う
ち
、「
君
が
代
」
と
、
す
で
に
森
文
相
期
に
作
成
・
配
布
さ
れ
て
い
た
「
紀
元
節
」
と
「
天
長
節
」
の
歌
を

除
く
五
曲
と
、
及
び
祝
日
大
祭
日
儀
式
で
唱
歌
斉
唱
が
な
さ
れ
た
「
春
秋
皇
霊
祭
」、「
孝
明
天
皇
祭
」、「
神
武
天
皇
祭
」
の
歌
の
三
曲

を
合
わ
せ
た
、
計
八
曲
の
唱
歌
を
ま
と
め
て
記
し
た
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
文
書
番
号
Ｂ
―
三
〇
九
二
）
（
42
）。

な
お
最
後
に
、「
梧
陰
文
庫
」
の
ほ
か
に
、
研
究
所
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
通
じ
て
収
集
し
て
き
た
資
料
の
中
で
、
井
上
と
明
治
国

学
と
の
関
係
を
示
す
も
の
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、
昭
和
五
十
二
年
よ
り
五
十
八
年
ま
で
展
開
さ
れ
た
「『
國
學
大
成
』
の
編
纂
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
関
連
の
資
料
群
が
あ
る
。「『
國
學
大
成
』
の
編
纂
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
國
學
院
大
學
の
「
神
道
・
国
学
の
闡
明
」
と
い
う

建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、「
発
生
か
ら
今
日
ま
で
、
三
百
年
を
こ
え
る
国
学
の
全
成
果
、
現
在
ま
で
の
達
成
の
統
て
を
、
こ
こ
に
集
成
し

て
、
後
世
に
伝
え
よ
う
」
と
い
う
意
図
か
ら
、「
国
学
の
集
大
成
」
と
も
言
う
べ
き
『
國
學
大
成
』
全
三
〇
巻
を
編
纂
・
刊
行
す
る
と
い

う
も
の
で
（
43
）、

結
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
未
完
の
ま
ま
と
な
っ
た
が
、
当
時
の
研
究
所
ス
タ
ッ
フ
が
全
国
を
ま
わ
っ
て
撮
影
し
て
き
た
膨
大
な

国
学
関
連
の
資
料
が
研
究
所
、
さ
ら
に
機
構
に
引
き
継
が
れ
て
き
て
い
る
（
44
）。

そ
こ
に
は
、
福
羽
美
静
や
小
中
村
清
矩
、
近
藤
芳
樹
と
い
っ

た
明
治
国
学
関
連
の
資
料
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
、
井
上
と
国
学
者
と
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
、
矢
野
玄
道
の
日
記
類
（
原
本

は
愛
媛
県
伊
曽
乃
神
社
所
蔵
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
矢
野
の
高
弟
で
あ
る
木
野
戸
勝
隆
が
筆
写
し
た
も
の
で
、
断
片
的
な
が
ら
も
、
矢
野
が

二
十
歳
代
前
半
で
あ
っ
た
弘
化
年
間
か
ら
晩
年
と
な
る
明
治
十
九
年
ま
で
の
十
三
冊
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
明
治
十
七
年
か
ら
十
九
年
ま
で
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の
図
書
寮
時
代
の
日
記
も
あ
り
、
特
に
明
治
十
八
年
九
月
十
二
日
の
条
に
「
朝
井
上
毅
有
書
、
託
后
妃
夫
人
等
沿
革
考
事
」
と
、
井
上
よ

り
「
后
妃
夫
人
等
沿
革
」
に
関
す
る
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
45
）。

こ
こ
で
矢
野
が
著
し
た
明
治
十
八
年
十
月
付
の
「
后

妃
考
（
原
題
は
「
後
宮
略
考
案
」）」
が
「
梧
陰
文
庫
」
に
残
さ
れ
て
お
り
（
文
書
番
号
Ｂ
―
一
〇
〇
）、
こ
の
よ
う
に
国
学
者
の
日
記
の
記
述

と
「
梧
陰
文
庫
」
資
料
と
が
結
び
合
う
こ
と
で
、
井
上
が
国
学
者
に
伝
統
的
な
皇
室
制
度
の
調
査
を
依
頼
し
た
実
態
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ

て
く
る
（
46
）。

お
わ
り
に

以
上
、
井
上
と
明
治
国
学
及
び
国
学
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
、「
梧
陰
文
庫
」
や
『
井
上
毅
伝
』
所
収
の
明
治
国
学
関
連
の
資
料
を
中

心
に
見
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
井
上
と
国
学
者
と
の
つ
な
が
り
が
、
政
府
内
で
の
結
び
つ
き
だ
け
で
な
く
、
文
芸
面
や
学
術
的
な
事
柄
に

ま
で
及
ん
だ
こ
と
、
ま
た
井
上
が
国
学
界
に
広
く
交
流
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
井
上
と
明
治
国
学
と
の
関
係
は
、
特

に
井
上
が
関
わ
っ
た
皇
典
講
究
所
や
國
學
院
、
あ
る
い
は
今
日
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
前
身
で
あ
る
史
料
編
纂
掛
な
ど
を
め
ぐ
る
、

明
治
日
本
の
国
学
（
国
文
学
・
国
史
学
）
に
ま
つ
わ
る
学
問
史
を
見
る
上
で
、
井
上
と
国
学
者
と
の
政
治
的
な
関
係
だ
け
で
な
く
、
人
的

な
親
交
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
井
上
に
よ
る
国
学
者
を
用
い
た
伝
統
的
な
法
制
度
の
調
査
に
関
し
て
も
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
井
上
を

通
じ
て
国
学
者
が
日
本
の
近
代
化
に
果
た
し
た
役
割
が
よ
り
明
確
に
な
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
逆
に
明
治
国
学
の
ほ
う
か
ら
焦
点
を
当
て

る
こ
と
に
よ
り
、
明
治
初
期
以
降
の
国
学
者
に
よ
る
伝
統
法
調
査
の
歴
史
に
お
け
る
井
上
の
位
置
づ
け
を
検
証
し
、
合
わ
せ
て
皇
室
制
度

を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
近
代
法
整
備
の
歴
史
を
国
学
者
の
学
問
的
営
為
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
で
、
明
治
日
本
の
近
代
化
に
つ
い
て
、
従
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来
の
近
代
西
洋
の
思
想
や
法
制
度
を
軸
と
し
た
文
明
化
の
文
脈
か
ら
だ
け
で
は
な
い
、
日
本
の
古
典
や
歴
史
を
基
礎
に
形
成
さ
れ
た
面
も

ま
た
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
井
上
と
明
治
国
学
と
の
関
係
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
明
治
日
本
の
政
治
史

や
法
制
史
、
学
問
史
、
教
育
史
な
ど
の
日
本
近
代
史
全
般
に
通
じ
る
一
つ
の
主
要
な
研
究
課
題
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
明
治
国
家

形
成
の
実
相
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
ま
た
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

註

（
１
）

國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
「
梧
陰
文
庫
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
三
二
三
八
）。
な
お
、
井
上
毅
伝
記
編
纂
委
員
会
編
『
井
上
毅
伝
　
史
料
篇
』

（
國
學
院
大
學
図
書
館
　
昭
和
四
十
一
―
五
十
二
年
、
以
下
『
井
上
毅
伝
』）
第
二
　
六
〇
四
―
六
〇
六
頁
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）

こ
こ
二
年
（
平
成
十
九
年
以
降
）
の
間
だ
け
で
も
、
大
沼
宜
規
「
晩
年
の
小
中
村
清
矩
―
日
記
に
み
る
活
動
と
交
友
―
」（『
近
代
史
料
研
究
』

七
　
平
成
十
九
年
）、
武
田
秀
章
「
安
政
・
文
久
期
に
お
け
る
小
中
村
清
矩
の
国
学
観
―
明
治
国
学
の
一
前
提
―
」（『
神
道
宗
教
』
二
〇
四
・

二
〇
五
　
平
成
十
九
年
）、
同
「
近
藤
芳
樹
の
「
防
長
国
学
」」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
〇
九
―
八
　
平
成
二
十
年
）、
ま
た
明
治
初
期
の
大
学
校

に
お
け
る
国
学
者
を
取
り
上
げ
た
熊
澤
恵
里
子
『
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
教
育
の
近
代
化
に
関
す
る
研
究
』（
風
間
書
房
　
平
成
十
九
年
）
や
、

幕
末
維
新
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
の
神
祇
制
度
や
皇
室
制
度
、
教
育
機
関
に
お
け
る
国
学
の
展
開
を
多
角
的
に
考
察
し
た
藤
田
大
誠
『
近
代

国
学
の
研
究
』（
弘
文
堂
　
平
成
十
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）

稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成
立
史
』
下
巻
　
有
斐
閣
　
昭
和
三
十
七
年
　
八
八
九
頁
。

（
４
）

梧
陰
文
庫
研
究
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、「
梧
陰
文
庫
研
究
会
に
つ
い
て
」（
梧
陰
文
庫
研
究
会
編
『
井
上
毅
と
そ
の
周
辺
』
木
鐸
社
　
平
成

十
二
年
）
を
参
照
。

（
５
）「
女
帝
考
」
は
、「
梧
陰
文
庫
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
一
〇
一
）
の
ほ
か
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
牧
野
伸
顕
関
係
文
書
」（
文
書

番
号
九
―
二
）
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
後
者
は
所
功
氏
に
よ
り
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
（『
近
現
代
の
「
女
性
天
皇
」
論
』
展
転
社
　
平
成
十

三
年
）。
な
お
、「
梧
陰
文
庫
」
所
収
本
は
、
抹
消
さ
れ
た
箇
所
に
「
此
条
の
疏
証
に
は
父
清
矩
カ
著
ハ
せ
る
女
帝
考
を
以
て
尤
適
当
と
す
、
依
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て
今
其
要
を
採
摘
し
て
左
に
開
列
す
」
と
あ
り
、
当
時
小
中
村
清
矩
の
養
子
で
あ
っ
た
池
辺
義
象
が
井
上
に
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

（
６
）

島
善
高
「
明
治
皇
室
典
範
の
制
定
過
程
」（
小
林
宏
・
島
善
高
編
『
日
本
立
法
資
料
全
集
一
六
　
明
治
皇
室
典
範
』（
上
）
信
山
社
　
平
成
八

年
）
九
三
頁
。

（
７
）

島
氏
は
ほ
か
に
も
「
明
治
初
年
の
「
皇
親
」
論
議
―
梧
陰
文
庫
所
蔵
「
皇
親
」
の
紹
介
と
翻
刻
―
」（『
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
』
四
三

平
成
五
年
）
で
、「
梧
陰
文
庫
」
所
収
の
「
皇
親
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
八
四
）
を
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
解
題
で
は
、
同
じ
く
「
梧
陰
文
庫
」

に
収
め
ら
れ
て
い
る
福
羽
美
静
・
近
藤
芳
樹
作
成
の
「
親
王
内
親
王
考
案
二
則
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
四
一
）、
及
び
「
親
王
内
親
王
考
」（
文
書

番
号
Ｂ
―
一
一
六
）
を
引
い
て
考
察
し
て
い
る
。
な
お
、
同
氏
の
「
明
治
皇
室
典
範
の
制
定
過
程
」
五
―
一
六
頁
も
参
照
。

（
８
）

小
林
宏
「
井
上
毅
の
女
帝
廃
止
論
―
皇
室
典
範
第
一
条
の
成
立
に
関
し
て
―
」（
梧
陰
文
庫
研
究
会
編
『
明
治
国
家
形
成
と
井
上
毅
』
木
鐸

社
　
平
成
四
年
）
三
九
一
頁
。

（
９
）

島
氏
の
「
明
治
初
年
の
「
皇
親
」
論
議
―
梧
陰
文
庫
所
蔵
「
皇
親
」
の
紹
介
と
翻
刻
―
」、
及
び
「
明
治
皇
室
典
範
の
制
定
過
程
」
を
参
照
。

（
10
）『
図
書
寮
記
録
』
を
構
成
す
る
各
節
の
草
稿
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、「
梧
陰
文
庫
」
中
に
も
『
図
書
寮
記
録
』
上

編
所
収
「
維
新
後
親
政
体
制
」
の
草
稿
が
あ
る
（
文
書
番
号
Ｂ
―
一
〇
二
六
、
及
び
Ｃ
―
三
三
―
⑯
の
紙
背
）。

（
11
）『
図
書
寮
記
録
』
が
、
後
に
『
皇
室
典
範
義
解
』
に
つ
な
が
る
皇
室
典
範
各
条
（
特
に
第
十
一
条
）
の
説
明
を
井
上
が
作
成
す
る
上
で
活
用
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
井
上
毅
と
宗
教
―
明
治
国
家
形
成
と
世
俗
主
義
―
』
弘
文
堂
　
平
成
十
八
年
　
一
〇
二
頁
を
参
照
。
ま
た

『
図
書
寮
記
録
』
に
つ
い
て
は
、
堀
口
修
「
図
書
寮
に
お
け
る
「
図
書
寮
記
録
」、「
帝
室
日
誌
」、「
帝
室
例
規
類
纂
」
の
編
輯
（
纂
）
に
つ
い

て
」（
上
）
・
（
下
）（『
大
倉
山
論
集
』
五
二
、
五
三
　
平
成
十
八
、
十
九
年
）
も
参
照
。

（
12
）

明
治
初
期
以
降
の
官
省
内
に
お
け
る
国
学
者
の
伝
統
法
調
査
に
つ
い
て
は
、
藤
田
前
掲
書
中
、
特
に
第
六
章
「
近
代
皇
位
継
承
法
の
形
成
過

程
と
国
学
者
―
明
治
皇
室
典
範
第
一
条
成
立
の
前
提
―
」
を
参
照
。
ま
た
国
学
者
が
関
与
し
た
政
府
内
に
お
け
る
御
系
譜
調
査
の
機
関
の
変
遷

に
つ
い
て
は
、
田
邊
勝
哉
「
皇
室
の
御
系
譜
に
就
い
て
」（『
國
學
院
雑
誌
』
三
四
―
一
二
　
昭
和
三
年
）
を
参
照
。

（
13
）『
井
上
毅
伝
』
第
四
　
一
六
―
一
七
頁
。

（
14
）『
井
上
毅
伝
』
第
三
　
七
〇
四
頁
。
引
用
文
中
の﹇

﹈内
は
引
用
者
に
よ
る
註
記
を
示
す
。

（
15
）

海
後
宗
臣
編
『
井
上
毅
の
教
育
政
策
』
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
和
四
十
三
年
　
九
四
二
頁
。

110



井上毅と明治国学

（
16
）『
井
上
毅
伝
』
第
四
　
一
四
頁
。

（
17
）『
井
上
毅
伝
』
第
四
　
一
六
頁
。

（
18
）『
井
上
毅
伝
』
第
六
　
四
―
一
五
頁
に
所
収
。
ま
た
、
こ
の
「
総
常
紀
行
」
に
は
、
村
岡
良
弼
に
よ
る
評
も
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
後
年

村
岡
が
幹
事
を
務
め
た
如
蘭
社
の
機
関
誌
『
如
蘭
社
話
』
後
編
巻
十
八
（
大
正
五
年
）
に
は
、
村
岡
校
「
井
上
毅
「
総
常
紀
行
」」
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

（
19
）

斯
文
学
会
に
つ
い
て
は
、『
斯
文
六
十
年
史
』
斯
文
会
　
昭
和
四
年
、
二
一
九
―
二
三
二
頁
を
参
照
。

（
20
）『
井
上
毅
伝
』
第
五
　
八
五
頁
、
参
照
。
ま
た
、
井
上
は
斯
文
学
会
設
立
の
立
役
者
で
あ
る
岩
倉
具
視
に
向
け
て
、
同
学
会
保
護
の
た
め
の
建

策
も
施
し
て
い
る
（『
井
上
毅
伝
』
第
一
　
三
一
四
―
三
一
五
頁
）。

（
21
）『
井
上
毅
伝
』
第
四
　
四
三
五
頁
。

（
22
）

清
宮
秀
堅
『
古
学
小
伝
』
成
立
の
背
景
を
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、
中
澤
伸
弘
「
清
宮
秀
堅
『
古
学
小
伝
』
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」（『
國

學
院
雑
誌
』
一
〇
七
―
四
　
平
成
十
八
年
）
を
参
照
。

（
23
）

井
上
と
佐
野
と
の
親
交
が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
こ
の
後
の
明
治
二
十
一
年
か
ら
二
十
三
年
の
帝
国
憲
法

発
布
前
後
の
時
期
に
、
井
上
は
佐
野
邸
に
て
、「
行
政
の
目
的
に
就
い
て
」
と
、「
法
律
と
道
理
と
の
論
」（
と
も
に
『
井
上
毅
伝
』
第
五
に
所

収
）
と
題
す
る
演
説
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
前
者
の
「
行
政
の
目
的
に
就
い
て
」
に
は
金
子
堅
太
郎
や
中
根
重
一
と
い
っ
た
官
僚
ら
も
参
加
し

て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
佐
野
の
も
と
で
官
僚
ら
が
集
っ
た
研
究
会
の
よ
う
な
も
の
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
井
上
の
演
説
は
と
も
に
、
西
洋
の
法
制
度
と
東
洋
の
道
徳
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
所
感
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
単

に
近
代
西
洋
の
法
制
度
に
関
す
る
研
究
会
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
東
洋
の
道
徳
に
も
目
を
向
け
て
検
討
す
る
研
究
会
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
う
し
た
佐
野
を
中
心
と
し
た
東
洋
道
徳
に
関
係
し
た
研
究
会
に
、
井
上
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
、
両
者
の
間
に
少
な
か
ら
ず

親
交
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
24
）

一
方
の
『
地
方
新
書
　
田
制
部
』
は
、
明
治
二
十
二
年
七
月
に
清
宮
氏
蔵
版
で
刊
行
さ
れ
、「
梧
陰
文
庫
」
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
図
書

番
号
四
〇
一
）。

（
25
）『
地
方
新
書
　
度
量
権
部
』
を
は
じ
め
、「
梧
陰
文
庫
」
中
の
度
量
衡
関
連
の
史
料
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
宮
部
香
織
「
井
上
毅
旧
蔵
の

度
量
衡
関
係
史
料
に
つ
い
て
」（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
井
上
毅
と
梧
陰
文
庫
』
汲
古
書
院
　
平
成
十
八
年
）
を
参
照
。
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（
26
）「
梧
陰
文
庫
」
所
収
の
二
通
の
「
修
士
事
業
ニ
関
ス
ル
意
見
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
三
一
一
二
、
及
び
三
一
一
三
）。
両
文
書
は
と
も
に
『
井
上
毅

伝
』
第
五
　
一
二
〇
―
一
二
三
頁
に
翻
刻
。「
梧
陰
文
庫
」
所
収
の
栗
田
関
係
の
資
料
は
、
後
述
す
る
も
の
を
除
い
て
、
ほ
か
に
星
野
恒
（
文

科
大
学
教
授
）
・
三
上
参
次
（
同
助
教
授
）
連
名
に
よ
る
「
史
料
修
正
の
予
定
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
三
一
〇
七
）
が
あ
る
。
な
お
「
仮
字
紀
伝

議
・
藤
原
鎌
足
伝
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
三
〇
七
四
）
に
「
寛
」
の
名
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
梧
陰
文
庫
総
目

録
』（
東
京
大
学
出
版
会
　
平
成
十
七
年
）
で
は
「〔
栗
田
〕
寛
」
と
推
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
下
寛
を
指
す
。「
仮
字
紀
伝
議
・
藤
原
鎌

足
伝
」
に
つ
い
て
は
、
秋
元
信
英
「
明
治
二
十
六
年
栗
田
寛
の
修
史
事
業
構
想
」『
國
學
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
一
　
昭
和
五
十
七
年
）
一

三
二
―
一
三
三
頁
を
参
照
。

（
27
）

秋
元
氏
は
別
稿
に
お
い
て
、「
梧
陰
文
庫
」
所
収
の
明
治
十
八
年
十
一
月
付
、
修
史
館
内
に
お
け
る
総
裁
三
条
実
美
宛
の
意
見
書
（
文
書
番

号
Ｂ
―
三
一
二
七
）
も
翻
刻
・
紹
介
し
て
い
る
（「
明
治
一
八
年
一
一
月
の
修
史
館
総
裁
三
条
実
美
宛
の
修
史
意
見
書
」（『
國
學
院
雑
誌
』
七

一
―
一
〇
　
昭
和
四
十
五
年
））。

（
28
）

栗
田
寛
に
つ
い
て
は
、
栗
田
勤
「
栗
里
先
生
年
譜
略
」（『
続
日
本
古
典
全
集
　
栗
里
先
生
雑
著
』
一
　
現
代
思
潮
社
復
刻
版
　
昭
和
五
十
五

年
）、
照
沼
好
文
『
栗
田
寛
の
研
究
―
そ
の
生
涯
と
歴
史
学
―
』
錦
正
社
　
昭
和
四
十
九
年
、
安
蘇
谷
正
彦
「
栗
田
寛
」（『
國
學
院
黎
明
期
の

群
像
』
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
　
平
成
十
年
）
な
ど
、
参
照
。

（
29
）

秋
元
「
明
治
二
十
六
年
栗
田
寛
の
修
史
事
業
構
想
」
一
二
〇
―
一
二
四
頁
、
参
照
（
引
用
部
分
は
、
一
二
一
、
一
二
四
頁
）。
但
し
、
秋
元

氏
は
同
時
に
、
栗
田
の
意
見
に
あ
る
国
文
体
国
史
の
必
要
を
外
面
で
は
唱
え
つ
つ
も
、
結
局
は
栗
田
の
意
見
を
否
定
し
、
国
文
体
国
史
の
編
纂

を
採
用
し
な
か
っ
た
井
上
の
姿
勢
に
対
し
て
「
い
か
に
も
井
上
毅
ら
し
い
、
ポ
ー
ズ
と
政
策
検
討
の
使
い
分
け
」
と
も
評
し
て
い
る
（
一
六
〇

頁
）。
こ
の
よ
う
な
秋
元
氏
の
評
価
に
も
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
井
上
は
国
学
者
に
調
査
を
依
頼
す
る
に
せ
よ
、
そ
の
調
査
結
果
を
採
用
す
る
か

に
つ
い
て
は
、「
政
策
検
討
」
な
い
し
井
上
の
考
え
と
合
致
す
る
か
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
こ
う
し
た
井
上
の
姿
勢
は
井
上
と
明
治
国
学

と
の
関
係
を
具
体
的
に
検
証
す
る
上
で
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
30
）「
梧
陰
文
庫
」
所
収
の
栗
田
寛
「
学
規
稿
」
に
つ
い
て
は
、
照
沼
好
文
『
水
戸
の
学
風
―
特
に
栗
田
寛
博
士
を
中
心
と
し
て
―
』（
水
戸
史
学

会
　
平
成
十
年
）
第
二
章
「
栗
田
寛
博
士
の
学
制
試
案
―
栗
田
寛
博
士
自
筆
稿
本
『
学
規
稿
』
に
つ
い
て
―
」
を
参
照
。

（
31
）

稲
田
正
次
『
教
育
勅
語
成
立
過
程
の
研
究
』
講
談
社
　
昭
和
四
十
六
年
、
安
蘇
谷
正
彦
「
会
沢
正
志
斎
の
国
家
思
想
〈
下
〉
―
明
治
維
新
へ

の
先
覚
と
明
治
国
家
の
精
神
的
支
柱
―
」（『
日
本
及
日
本
人
』
一
六
三
三
　
平
成
十
一
年
）
な
ど
、
参
照
。

112



井上毅と明治国学

（
32
）

後
の
平
成
十
七
年
刊
行
の
『
梧
陰
文
庫
総
目
録
』
で
は
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
八
年
に
追
加
寄
贈
さ
れ
た
分
や
従
来
未
整
理
の
ま
ま
で
あ
っ
た

分
を
「
Ｅ
　
袋
入
之
部
（
追
加
）」
及
び
「
第
Ⅱ
部
」
と
し
て
増
補
し
て
い
る
。

（
33
）

以
上
の
ほ
か
、「
梧
陰
文
庫
」
所
収
の
小
中
村
清
矩
作
成
の
資
料
は
、
後
述
す
る
も
の
を
除
い
て
も
、「
朝
堂
ヘ
ノ
勅
使
派
遣
ノ
調
書
　
附
延

喜
式
抜
書
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
六
四
〇
）、「
大
閤
禪
閤
ノ
名
称
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
八
〇
三
）、「
妾
ヲ
二
等
親
ト
ス
ル
説
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
二

〇
五
八
）、「
妻
妾
名
義
考
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
二
〇
九
四
）、「
皇
典
古
籍
に
志
し
あ
る
少
年
教
育
の
学
科
書
に
用
ふ
へ
き
も
の
」（
文
書
番
号
Ｂ

―
二
九
四
九
）
な
ど
多
数
に
及
ぶ
。

（
34
）

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
「
図
書
寮
記
録
下
篇
目
次
」（
文
書
番
号
四
一
五
函
一
一
八
號
）。

（
35
）

池
辺
（
小
中
村
）
義
象
の
「
神
器
考
略
」
の
草
稿
が
、
同
じ
「
梧
陰
文
庫
」
中
に
一
本
あ
り
（
文
書
番
号
Ｂ
―
一
四
八
）、
さ
ら
に
そ
の
原

型
と
な
る
も
の
が
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
「
喪
葬
令
摘
註
」（
文
書
番
号
一
六
五
―
二
一
）
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
末
尾
に
池
辺

の
自
筆
で
「
右
ハ
井
上
図
書
頭
ノ
下
問
ニ
答
ヘ
シ
モ
ノ
ナ
ル
カ
栗
田
寛
翁
ノ
神
器
考
証
ニ
依
テ
モ
ノ
セ
シ
故
神
器
考
畧
ト
名
ケ
タ
ル
也
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

（
36
）

無
窮
会
専
門
図
書
館
所
蔵
「
神
習
文
庫
」
に
は
、
井
上
の
修
正
が
施
さ
れ
た
「
神
璽
之
説
」
の
草
稿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
文
書
番
号
一
六

九
七
）。

（
37
）「
梧
陰
文
庫
」
所
収
の
図
書
寮
員
時
代
の
池
辺
に
よ
る
調
査
資
料
と
し
て
、
既
述
の
も
の
の
ほ
か
に
も
、
明
治
二
十
年
四
月
七
日
付
の
「
古
代

外
交
考
」（
文
書
番
号
Ｃ
―
五
七
）
な
ど
が
あ
る
。「
古
代
外
交
考
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
治
二
十
年
代
初
頭
に
お
け
る
国
学
の
諸
相
―
池

辺
義
象
の
著
作
を
中
心
に
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
〇
四
―
一
一
　
平
成
十
五
年
）
二
九
〇
―
二
九
一
頁
を
参
照
。

（
38
）

池
辺
は
井
上
が
逝
去
し
た
後
も
、
遺
稿
集
と
な
っ
た
『
梧
陰
存
稿
』
の
編
纂
・
刊
行
を
果
た
し
（
拙
稿
「
明
治
国
学
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て
―

池
辺
義
象
と
明
治
国
学
史
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
〇
七
―
一
一
　
平
成
十
八
年
）
一
八
〇
頁
、
参
照
）、
明
治
二
十
八
年
六
月
の
『
大
日
本

教
育
会
雑
誌
』
第
一
六
六
号
に
は
、
井
上
の
小
伝
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
池
辺
に
よ
る
井
上
小
伝
の
抜
刷
り
が
「
梧
陰
文
庫
」
に
収
め
ら
れ
て

い
る
（
文
書
番
号
Ｂ
―
四
二
六
一
）。

（
39
）

池
辺
に
よ
る
「
音
楽
学
校
ニ
於
ケ
ル
意
見
」
に
つ
い
て
は
、
江
崎
公
子
「
五
通
の
手
紙
―
東
京
音
楽
学
校
存
廃
論
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
江
崎

公
子
編
『
音
楽
基
礎
研
究
文
献
集
　
解
説
』
大
空
社
　
一
九
九
四
年
）
一
一
九
―
一
二
一
頁
、
参
照
。
同
稿
で
は
、「
梧
陰
文
庫
」
所
収
の
他

の
音
楽
教
育
に
関
す
る
意
見
書
（
村
岡
範
為
馳
「
音
楽
改
良
意
見
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
三
〇
八
〇
）、
同
「
東
京
音
楽
学
校
存
廃
ニ
関
ス
ル
意
見
」
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（
文
書
番
号
Ｂ
―
三
〇
八
二
）、
Ｅ
・
Ｈ
・
ハ
ウ
ス
「
音
楽
教
育
ニ
関
ス
ル
意
見
」（
文
書
番
号
Ｂ
―
三
〇
八
五
）、
末
松
謙
澄
「
歌
楽
論
」（
文

書
番
号
Ｂ
―
三
〇
九
九
））
に
つ
い
て
も
解
説
し
て
い
る
。

（
40
）「
祝
日
大
祭
日
歌
詞
並
楽
譜
」
成
立
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
入
江
直
樹
「
儀
式
用
唱
歌
の
法
制
化
過
程
―
一
八
九
四
年
『
訓
令
第
七
号
』

が
学
校
内
唱
歌
に
残
し
た
も
の
―
」（『
教
育
学
雑
誌
』
二
八
　
平
成
六
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
井
上
は
こ
れ
に
先
立
つ
明
治
二
十
六
年
五
月
五

日
に
「
小
学
校
祝
日
大
祭
日
儀
式
ニ
関
ス
ル
件
」
を
発
し
て
、
従
来
の
「
小
学
校
祝
日
大
祭
日
儀
式
規
程
」
で
は
す
べ
て
の
祝
日
大
祭
日
に
お

い
て
儀
式
の
施
行
が
定
め
ら
れ
て
い
た
の
を
、「
頻
繁
ニ
渉
リ
疎
慢
ノ
嫌
ア
ラ
シ
ム
ル
ニ
至
テ
ハ
却
テ
敬
祝
ノ
本
意
ヲ
失
フ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其
ノ

良
心
ヲ
教
養
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
誤
ル
モ
ノ
ニ
近
カ
ラ
ム
ト
ス
」
と
し
て
、
原
則
三
大
節
（
紀
元
節
・
天
長
節
・
一
月
一
日
）
に
限
定
し
、
そ
の
他

の
祝
日
大
祭
日
に
お
け
る
儀
式
施
行
は
各
学
校
の
任
意
と
し
て
い
る
。
井
上
に
よ
る
「
小
学
校
祝
日
大
祭
日
儀
式
ニ
関
ス
ル
件
」
に
つ
い
て
は
、

佐
藤
秀
夫
「
わ
が
国
小
学
校
に
お
け
る
祝
日
大
祭
日
儀
式
の
形
成
過
程
」（『
教
育
学
研
究
』
三
〇
―
三
　
昭
和
三
十
八
年
）、
参
照
。

（
41
）『
井
上
毅
伝
』
第
五
　
四
四
〇
頁
。

（
42
）

本
資
料
に
は
、「
元
始
祭
の
歌
　
鈴
木
重
嶺
作
」、「
春
秋
皇
霊
祭
の
歌
　
谷
勤
作
」、「
孝
明
天
皇
祭
の
歌
　
本
居
豊
頴
作
」、「
一
月
一
日
の

歌
　
千
家
尊
福
作
」、「
神
嘗
祭
の
歌
　
木
村
正
辞
作
」、「
神
武
天
皇
祭
の
歌
　
丸
山
作
楽
作
」、「
勅
語
奉
答
の
歌
　
勝
安
芳
作
」、「
新
嘗
祭
の

歌
　
小
中
村
清
矩
作
」
が
順
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
43
）

内
野
吾
郎
「『
國
學
大
成
』
編
纂
の
構
想
」（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
報
』
八
一
　
昭
和
五
十
三
年
）、
参
照
。

（
44
）『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
報
』
に
は
、
昭
和
五
十
年
代
半
ば
か
ら
六
十
年
代
初
頭
に
か
け
て
、「『
國
學
大
成
』
の
編
纂
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
な
い
し
そ
の
他
の
国
学
資
料
収
集
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
出
張
で
収
集
し
た
資
料
に
関
す
る
報
告
が
、
継
続
的
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

（
45
）『
國
學
大
成
』
編
纂
に
基
づ
き
、
愛
媛
県
伊
曽
乃
神
社
所
蔵
「
伊
曽
乃
文
庫
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
矢
野
玄
道
の
伝
記
・
日
記
類
や
著
作
・
歌

集
な
ど
を
主
に
出
張
調
査
し
た
記
録
が
、「
矢
野
玄
道
関
係
資
料
の
調
査
蒐
集
（
三
）」（
上
田
賢
治
・
永
藤
武
・
大
原
康
男
・
阪
本
是
丸
）
と

し
て
、『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
報
』
一
〇
一
（
昭
和
五
十
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
当
該
箇
所
を
も
っ
て
「
当
時
、

玄
道
は
図
書
寮
御
用
掛
で
あ
り
、
図
書
頭
の
井
上
毅
か
ら
も
命
を
受
け
て
、
皇
室
関
係
の
典
籍
な
ど
を
考
証
し
て
ゐ
た
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

図
書
寮
御
用
掛
時
代
に
お
け
る
矢
野
の
皇
室
制
度
調
査
に
つ
い
て
は
、
矢
野
太
郎
『
矢
野
玄
道
』
愛
媛
県
教
育
会
　
昭
和
八
年
　
二
五
一
―
二

五
五
頁
、
参
照
。
な
お
、
同
書
二
五
二
頁
に
は
、
矢
野
宛
の
井
上
書
簡
も
図
版
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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井上毅と明治国学

（
46
）

大
沼
氏
が
紹
介
す
る
小
中
村
清
矩
の
日
記
に
も
、
井
上
か
ら
依
頼
さ
れ
た
調
査
に
関
す
る
記
述
が
な
さ
れ
て
お
り
（
大
沼
宜
規
「
古
典
講
習

科
時
代
の
小
中
村
清
矩
―
日
記
に
み
る
活
動
と
交
友
―
」（『
近
代
史
料
研
究
』
二
　
平
成
十
四
年
）、
そ
れ
に
対
す
る
小
中
村
の
調
査
資
料
が

「
梧
陰
文
庫
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
拙
稿
「
明
治
二
十
年
代
初
頭
に
お
け
る
国
学
の
諸
相
―
池
辺
義
象
の
著
作
を
中
心
に
―
」
二
九
二
頁
、

参
照
）。
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は
じ
め
に

本
稿
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
の
高
玉
安
兄
宛
平
田
銕
胤
書
簡
の
翻
刻
で
あ
る
。
同
文
書
に
つ
い
て
は
、
日
本
文
化
研
究
所
の
若
手

研
究
者
（
大
学
院
生
を
含
む
）
に
よ
る
研
究
会
で
あ
る
「
近
世
社
家
文
書
研
究
会
」
に
よ
っ
て
翻
刻
作
業
が
始
め
ら
れ
、
平
成
十
四
年
度

以
降
は
同
研
究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か
で
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
た
（
１
）。

平
成
二
十
年
度
か
ら
は
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化

研
究
所
の
研
究
事
業
「
近
世
国
学
の
霊
魂
観
を
め
ぐ
る
テ
キ
ス
ト
と
実
践
の
研
究
―
霊
祭
・
霊
社
・
神
葬
祭
―
」（
研
究
代
表
　
松
本
久

史
）
に
お
い
て
、
調
査
が
継
続
さ
れ
て
翻
刻
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
・
翻
刻
の
成
果
は
五
回
に
分
け
て
『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
に
発
表
し
て
き
た
（
２
）。

今
回
の
翻
刻
は
、

こ
れ
ら
に
続
く
も
の
で
、
差
出
の
年
代
が
い
ま
だ
確
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
書
簡
の
う
ち
、
三
十
二
通
（
断
簡
を
含
む
）
に
つ
い
て
年
代
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推
定
を
し
た
う
え
で
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

翻
刻
の
担
当
者
は
、
本
事
業
の
担
当
者
で
あ
る
松
本
久
史
（
講
師
、
研
究
代
表
者
）、
遠
藤
潤
（
助
教
）、
星
野
光
樹
（
Ｐ
Ｄ
研
究
員
）、

小
林
威
朗
（
研
究
補
助
員
）、
三
ツ
松
誠
（
研
究
補
助
員
）
お
よ
び
田
中
秀
典
（
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
館
研
究
補
助
員
）
で
あ

る
。
う
ち
編
集
事
務
は
三
ツ
松
が
担
当
し
た
。

今
回
、
翻
刻
の
対
象
と
な
っ
た
書
簡
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
年

代
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
そ
の
細
部
の
文
脈
を
理
解
し
に
く
い
も
の
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
書
簡
の
年
代
推
定
に
は
、
年
代
や
内
容
の
比
較
的
明
確
な
高
玉
家
宛
書
簡
や
「
気
吹
舎
日
記
」
の
諸
記
事
を
参
照
し
た
が
、
今
後
、

内
容
を
い
っ
そ
う
正
確
に
理
解
し
、
一
連
の
文
脈
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
関
連
史
料
と
の
相
互
参
照
作
業
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
、
今
回
翻
刻
の
書
簡
の
な
か
で
も
、
書
籍
関
係
の
記
事
は
多
く
見
ら
れ
る
。
時
期
の
早
い
も
の
で
い
え
ば
、（
天

保
七
年
）
十
月
七
日
の
書
簡
（【
三
】）
で
は
『
玉
襷
』
第
五
巻
と
『
大
扶
桑
国
考
』
の
彫
刻
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
『
玉

襷
』
第
二
巻
に
つ
い
て
は
事
情
が
あ
っ
て
そ
の
版
行
を
あ
と
に
回
し
て
い
る
様
子
に
も
触
れ
て
い
る
。【
二
十
四
】
で
は
同
書
第
六
巻
の

彫
刻
に
着
手
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
同
書
第
十
巻
の
版
行
に
つ
い
て
も
話
題
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。『
玉
襷
』
の
な
か
で
第

二
巻
と
第
十
巻
は
他
の
巻
に
比
べ
て
版
行
が
遅
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
の
事
情
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

具
体
的
理
由
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

門
人
関
係
で
は
、（
嘉
永
四
年
）
八
月
十
七
日
の
書
簡
（【
十
】）
で
、
秋
元
房
照
（
陸
奥
国
岩
城
楢
峯
郡
上
川
内
村
　
正
八
幡
宮
羽
山

宮
神
主
）
の
入
門
や
、
三
嶋
玉
温
（
伊
予
国
越
智
郡
大
三
島
宮
之
浦
　
大
山
積
大
明
神
社
長
）
の
来
訪
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
書

簡
中
で
銕
胤
は
秋
元
の
入
門
に
つ
い
て
高
玉
安
兄
の
貢
献
を
た
た
え
る
が
、
こ
の
時
期
は
、
高
玉
や
奥
山
正
胤
ら
の
紹
介
に
よ
る
ま
と
ま
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相馬地方における平田銕胤書簡（Ⅵ）

っ
た
入
門
者
の
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
、
十
月
二
十
三
日
に
は
菅
長
好
（
菅
右
京
、
伊
予
国
越
智
郡
　
大
三
嶋
社
禰
宜
）
が
景

安
正
朝
（
備
後
国
御
調
郡
山
中
村
　
賀
羅
加
波
神
社
神
主
）
と
と
も
に
気
吹
舎
を
訪
問
し
て
入
門
し
て
い
る
（「
気
吹
舎
日
記
」『
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
二
八
、
二
六
一
頁
）。

【
七
】
や
【
二
十
四
】
な
ど
の
書
簡
か
ら
は
、
入
門
し
た
者
た
ち
か
ら
篤
胤
の
「
霊
代
」
と
し
て
、
短
冊
な
ど
が
望
ま
れ
て
い
る
様
子

が
伺
え
る
。
年
代
推
定
に
も
あ
る
よ
う
に
、
弘
化
四
年
に
は
篤
胤
の
短
冊
を
求
め
ら
れ
た
銕
胤
が
こ
れ
を
断
っ
て
い
る
が
、【
二
十
四
】

で
は
「
古
史
徴
の
稿
本
の
内
紙
簡
五
枚
」
を
高
玉
宛
に
送
る
の
で
、
そ
れ
を
所
望
の
門
人
た
ち
に
分
け
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
篤
胤
の
没
後
で
あ
っ
て
も
、
依
然
篤
胤
が
門
人
た
ち
を
惹
き
つ
け
て
い
た
様
子
が
み
ら
れ
る
。

註

（
１
）

平
成
十
四
・
十
五
年
度
「
近
世
近
代
の
神
道
家
・
国
学
者
の
基
礎
的
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
担
当
　
阪
本
是
丸
）、
平
成
十
六
〜
十
八
年

度
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
神
道
と
国
学
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
的
研
究
」、
平
成
十
九
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
近
世
国
学
の
霊
魂
観
を
め
ぐ
る

思
想
と
行
動
の
研
究
」（
研
究
代
表
　
松
本
久
史
）。

（
２
）「
相
馬
地
方
に
お
け
る
平
田
銕
胤
書
簡
―
解
題
と
翻
刻
―
」（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
八
十
九
輯
、
平
成
十
四
年
三
月
）、

「
相
馬
地
方
に
お
け
る
平
田
銕
胤
書
簡
（
Ⅱ
）」（
同
第
九
十
輯
、
平
成
十
四
年
九
月
）、「
相
馬
地
方
に
お
け
る
平
田
銕
胤
書
簡
（
Ⅲ
）」（
同
第

九
十
一
輯
、
平
成
十
五
年
三
月
）、「
相
馬
地
方
に
お
け
る
平
田
銕
胤
書
簡
（
Ⅳ
）」（
同
第
九
十
九
輯
、
平
成
十
九
年
三
月
）、「
相
馬
地
方
に
お

け
る
平
田
銕
胤
書
簡
（
Ⅴ
）」（
同
第
百
輯
、
平
成
二
十
年
三
月
）。
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[

資
料
翻
刻]

凡
例

一
、

変
体
仮
名
は
「
者
」、「
而
」、「
江
」
な
ど
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
は
現
行
の
仮
名
に
改
め
た
。「
坐
」「
座
」

は
「
座
」
に
統
一
し
た
。

一
、

原
則
と
し
て
、
字
体
は
異
体
字
を
含
め
、
通
行
の
も
の
を
用
い
た
。

一
、

「
」」
記
号
で
原
本
の
改
行
を
示
し
た
。

一
、

欠
字
・
平
出
・
擡
頭
は
こ
れ
を
反
映
し
た
。

一
、

判
読
で
き
な
い
文
字
は
、
□
で
示
し
た
。

※
書
簡
は
年
代
の
古
い
順
に
配
列
し
た
。
な
お
「
Ｂ
91
」
な
ど
の
番
号
は
年
代
推
定
以
前
に
付
し
た
整
理
番
号
で
あ
る
。

※
特
に
注
記
の
な
い
も
の
は
平
田
銕
胤
差
出
高
玉
安
兄
宛
の
書
簡
で
あ
る
。

※
な
お
、
史
料
は
全
て
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
。
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相馬地方における平田銕胤書簡（Ⅵ）

【
一
】
Ｂ
88

（
天
保
期
　
年
月
日
不
詳
　
夏
）

﹇
高
玉
君
　
　
　
　
　
平
田
」﹈（
ウ
ワ
書
）

○
二
白
奥
州
海
辺
通
り
ハ
貴
君
」
先
駆
ニ
而
御
座
候
所
御

帰
り
後
一
向
御
不
」
精
之
様
被
存
甚
心
な
ら
ず
候
如
何

候
哉
」
し
つ
か
り
御
出
精
勤
学
可
給
候
」

一
筆
致
啓
上
候
甚
暑
之
節
」
之
由
候
得
共
貴
家
御
揃
倍
々
」
御

清
栄
可
被
成
御
起
居
珍
重
」
奉
存
候
随
而
当
方
親
父
初
無
」
別

義
罷
在
候
間
乍
慮
外
御
休
意
」可
被
下
候
然
者
其
後
ハ
一
向
ニ
」

御
左
右
無
之
如
何
御
入
候
哉
此
方

も
」
書
状
差
立
申
度
候

得
共
御
存
知
之
」
繁
用
ニ
御
座
候
上
当
年
ハ
春
以
来
」

（
後
欠
）

【
年
代
推
定
】「
親
父
」
す
な
わ
ち
篤
胤
の
生
前
、
高
玉
の
「
御

帰
り
後
」「
一
向
ニ
御
左
右
無
之
」
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
気

吹
舎
に
長
ら
く
滞
在
し
て
い
た
高
玉
民
部
は
、
天
保
三
年
の
九

月
四
日
に
「
帰
国
出
立
」
し
て
い
る
の
で
（「
気
吹
舎
日
記
」

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
二
八
、
平
成
十
八
年

三
月
、
五
七
頁
）、
そ
の
後
間
も
な
い
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
少

な
く
と
も
、
高
玉
が
帰
国
し
て
、
篤
胤
が
健
在
な
時
期
の
書
簡

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

【
二
】
Ｂ
87
―
１

（
天
保
期
　
年
月
日
不
詳
）

高
玉
丹
波
宛
平
田
内
蔵
介
（
銕

胤
）
書
簡

﹇
尾
張
殿
藩
中
」

大
角
倅
」

高
玉
丹
波
様
平
田
内
蔵
介
」

御
報
」﹈（
封
ウ
ワ
書
）

【
年
代
推
定
】
篤
胤
が
尾
張
藩
か
ら
扶
持
を
も
ら
っ
て
い
た
時

期
（
文
政
十
三
年
七
月
〜
天
保
五
年
十
一
月
）
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。【
二
十
四
】
と
は
時
期
が
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
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る
。

【
三
】
Ｂ
83

（
天
保
七
年
）
十
月
七
日

七
月
廿
七
日
出
之
御
状
八
月
□
□
□
□
□
」
致
拝
見
候
先
以

貴
家
御
揃
弥
御
安
全
被
成
」
御
暮
之
旨
目
出
度
奉
賀
候
随
而

当
方
無
□
」
□
□
□
□
□
御
安
念
可
被
下
候
然
者
先
□
」
玉

手
繦
新
本
四
冊
差
上
候
所
御
落
手
ニ
て
」
則
御
入
銀
弐
百
疋

御
差
越
被
下
慥
ニ
入
□
□
□
」

（
行
欠
）

扨
又
御
別
紙
ニ
被
仰
越
候
趣
一
々
承
知
□
□
」
必
々
御
出
精

有
之
度
奉
祈
候
」

一
西
山
氏

同
姓
之
者
之
事
御
尋
ニ
御
座
候
追
々
」
相
調
べ

可
申
遣
候
乍
去
姓
氏
之
儀
ハ
上
古
と
違
ひ
」
当
時
ハ
乱
り
か

ハ
し
く
際
限
も
な
き
や
う
□
□
」
□
□
事
故
中
々
以
急
ニ
ハ

分
り
不
申
候
□
□
」
油
断
な
く
相
調
べ
可
申
候
間
御
待
被
成

□
□
」
御
序
ニ
御
伝
言
可
給
候
勿
論
御
同
所
□
□
」
壱
封
相

送
り
申
候
乍
御
世
話
御
届
可
被
下
候
」

一
玉
た
す
き
二
之
巻
上
木
之
事
被
仰
下
候
へ
共
」
是
ハ
子
細
有

之
跡
へ
相
廻
し
申
候
第
五
之
巻
彫
」
刻
い
た
し
居
尚
又
扶
桑

国
考
を
も
□
□
」
彫
刻
取
掛
り
申
候
つ
も
り
に
御
座
候
右
ニ

付
□
□
」
会
之
儀
早
々
御
出
精
奉
頼
候
扨
先
□
□
」
被
仰
下

候
ニ
ハ
近
々
御
掛
銀
差
上
可
申
其
上
ニ
」
開
題
記
ニ
而
も
何

ニ
而
も
早
々
差
送
リ
候
様
ニ
と
被
仰
」
下
候
故
拙
子
義
ハ
其

通
り
相
心
得
御
待
申
居
候
」
然
ル
ニ
未
タ
少
し
も
御
遣
ハ
し

不
被
下
候
故
つ
ら

」
相
考
へ
候
所
貴
君
ハ
御
用
心
ふ
か

き
御
性
□
□
」□
□
□
さ
せ
候
後
ニ
開
題
記
な
り
何
な
□
□
」

越
さ
ず
候
節
ハ
出
さ
せ
候
人
々
ニ
対
し
気
□
□
□
」
事
と
思

召
今
ニ
御
越
し
も
無
之
ニ
や
と
□
□
□
」
い
た
し
候
乍
去
夫

ハ
決
而
間
違
へ
不
申
候
得
共
ヶ
様
」
見
合
せ
て
隙
入
候
よ
り

ハ
先
へ
板
本
差
上
置
候
□
」
貴
君
之
御
安
心
と
奉
存
候
間
今

般
先
ツ
開
題
□
」壱
部
み
は
し
ら
二
部
仲
景
考
三
部
□
□
□
」

□
□
合
本
ど
も
御
受
取
置
被
下
御
掛
銀
□
□
」
多
少
ニ
限
ら

ず
早
々
追
々
ニ
御
送
り
被
下
□
□
」
御
働
キ
頼
入
候
外
方
も

追
々
進
学
□
□
□
」
い
た
し
候
所
貴
君
之
御
受
持
之
分
ハ
一
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相馬地方における平田銕胤書簡（Ⅵ）

向
ニ
参
□
」不
申
候
而
小
子
義
甚
こ
ま
り
申
候
勿
論
是
迄
□
」

昨
年

之
不
作
ニ
而
何
レ
も
御
困
窮
と
存
候
得
共
」
当
年
ハ

豊
作
と
申
ス
事
故
大
御
出
精
奉
希
□
」
猶
又
玉
た
す
き
出
来

分
御
入
用
ニ
候
ハ
ヽ
□
□
」
而
も
差
上
可
申
候
御
都
合
次
第

可
被
仰
下
□
□
」御
返
事
奉
待
候
先
ハ
右
之
段
申
上
度
□
□
」

御
座
候
以
上
」

十
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら
田
」

高
玉
様
梧
下
」

尚
々
御
国
君
御
初
御
一
統
え
宜
敷
御
」
□
□
申
候
家
内
共
一
同

宜
申
上
旨
申
候
倅
と
も
」
成
長
只
今
ハ
三
人
ニ
而
や
か
ま
し
く

こ
ま
り
申
□
」
御
出
生
未
無
之
哉
御
様
子
御
聞
せ
可
被
下
候
」

【
年
代
推
定
】『
玉
襷
』
第
五
巻
と
『
大
扶
桑
国
考
』
が
彫
刻
中

で
あ
る
が
、「
平
田
塾
刊
本
目
録
」（『
明
治
維
新
と
平
田
国
学
』

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
平
成
十
六
年
九
月
、
七
三
頁
）
に
よ

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
天
保
七
年
の
十
月
、
十
一
月
の
刊
行
物
で
あ

り
、
本
史
料
も
同
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
四
】
Ｂ
89
―
１

（
弘
化
期
　
年
月
日
不
詳
）

追
而
申
上
候
貴
公
ニ
ハ
先
年
亡
父
事
も
」
格
別
御
懇
意
ニ
も
い

た
し
候
事
故
何
ぞ
」
形
見
之
品
差
上
度
と
此
間
中

存
居
」

候
得
共
扨
々
何
も
無
御
座
候
扨
ま
た
認
メ
」
候
も
の
も
甚
少
く

こ
ま
り
入
候
得
共
」
此
短
冊
一
葉
差
上
申
候
御
受
納
」
可
被
下

候
宿
元
ニ
も
至
而
払
底
ニ
御
座
候
」
間
随
分
御
秘
蔵
可
被
成
下

候
以
上
」

銕
胤
」

安
兄
君
」

又
申
上
候
貴
公
御
名
前
を
玉
た
す
き
」
校
合
人
之
中
へ
出
し
候

や
う
一
昨
年
病
」
中
亡
父
申
聞
候
間
其
通
り
ニ
い
た
し
」
候
心

得
ニ
御
座
候
此
段
も
御
心
得
置
可
被
下
候
」

【
年
代
推
定
】「
先
年
亡
父
」
は
一
昨
年
「
病
中
」
だ
っ
た
と
い

う
か
ら
、
こ
れ
は
篤
胤
が
没
し
た
翌
年
か
ら
翌
々
年
の
間
に
書

か
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
、
天
保
十
五
年
（
＝
弘
化
元
年
）
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か
、
弘
化
二
年
の
も
の
だ
と
推
定
で
き
る
。

【
五
】
Ｂ
95

（
弘
化
二
年
　
月
日
不
詳
　
夏
）

近
年
別
而
繁
用
ニ
御
座
候
間
書
状
」
大
略
御
免
可
被
下
候
い

つ
も

御
免
奉
希
候
」
○
外
御
三
人
江
御
知
ら
せ
書
状
差

上
申
候
」
御
届
可
被
下
候

先
月
廿
七
日
出
之
貴
書
当
七
日
ニ
相
届
拝
」
見
い
た
し
候
如
仰

大
暑
御
座
候
所
被
成
御
揃
」
愈
御
安
全
奉
賀
候
次
ニ
当
方
其
後

弥
」
無
事
罷
在
候
御
安
意
可
被
下
候
久
し
」
ふ
り
ニ
而
御
互
ニ

御
左
右
相
知
レ
大
慶
い
た
し
候
」

一
亡
父
霊
前
何
分
之
御
品
御
備
被
下
御
懇
」
志
不
浅
辱
奉
存
候

御
家
内
様
方
江
も
」
御
礼
宜
御
申
上
可
被
下
此
方
母
初
何
れ

も
」
厚
く
御
礼
申
上
候

一
霊
号
御
尋
被
下
未
だ
定
り
不
申
候
乍
」
去
近
々
極
り
候
筈
ニ

御
座
候
間
其
上
ハ
早
々
御
知
」
せ
可
申
候

一
写
本
の
代
料
御
尋
被
下
右
之
通
り
ニ
御
座
候
」

【
年
代
推
定
】
篤
胤
が
霊
号
を
も
ら
う
の
は
弘
化
二
年
八
月

（
近
藤
喜
博
編
『
白
川
家
門
人
帳
』、
白
川
家
門
人
帳
刊
行
会
、

昭
和
四
十
七
年
一
月
、
三
七
六
頁
）
で
あ
る
が
、
こ
の
書
簡
は

そ
の
直
前
の
内
容
を
含
む
。

【
六
】
Ｂ
80

（
弘
化
四
年
）
一
月
二
十
四
日

﹇
高
玉
安
兄
君
几
下
　
銕
胤
」﹈（
ウ
ワ
書
）

半
谷
氏
御
帰
国
ニ
付
一
筆
致
啓
」
上
候
未
余
寒
過
兼
候
得
共
貴

家
」
御
揃
愈
御
壮
栄
可
被
成
御
起
居
」
奉
賀
候
次
ニ
拙
方
無
異

罷
在
候
」
乍
憚
御
安
意
可
被
下
候
然
者
今
般
」
初
而
半
谷
氏
御

入
来
之
所
日
数
も
」
少
々
別
而
御
艸
々
申
候
乍
去
段
々
」
貴
君

御
取
立
ニ
而
進
学
之
人
々
」
出
来
い
た
し
候
段
呉
大
慶
致
候
」

当
方
之
様
子
ハ
此
御
人

御
承
知
」
可
被
下
候
甚
以
残
多
御
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相馬地方における平田銕胤書簡（Ⅵ）

座
候
何
卒
」
貴
君
ニ
も
是
非
々
々
不
遠
御
出
府
」
御
座
候
様
い

た
し
度
御
待
申
居
候
」
幸
便
ニ
付
何
ぞ
差
上
度
御
座
候
得
共
」

不
任
心
今
般
　
薩
州
栄
翁
様
」
御
額
字
摺
物
一
枚
致
進
上
候
」

是
ハ
二
十
枚
限
之
品
ニ
御
座
候
条
左
ニ
」
御
承
知
可
被
下
候

色
々
申
上
度
義
も
」
御
座
候
得
共
只
今
御
出
立
差
懸
り
」
候
間

委
曲
ハ
后
便
可
申
上
候
扨
々
」
半
谷
氏
御
逗
留
中
御
艸
々
」
之

仕
合
御
同
仁
御
両
親
方
へ
も
」
宜
敷
御
伝
声
奉
希
候
甚
差
」
急

キ
早
々
申
上
候
以
上
」

正
月
廿
四
日
　
朝
」

【
年
代
推
定
】「
気
吹
舎
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
半
谷
政
因
（
日
記

中
で
は
、
小
忠
太
、
小
仲
太
、
日
向
正
）
は
弘
化
四
年
一
月
十

七
日
に
気
吹
舎
を
訪
れ
、
十
九
日
に
入
門
、
二
十
四
日
に
江
戸

を
発
っ
て
い
る
（
二
一
一
頁
）。
こ
の
記
事
と
の
対
応
関
係
か

ら
書
簡
の
年
を
推
定
し
た
。
な
お
、「
誓
詞
帳
」
で
は
入
門
の

日
が
十
八
日
と
な
っ
て
い
る
（『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
別
巻
、

名
著
出
版
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
、
一
三
〜
二
四
一
頁
）。

【
七
】
Ｂ
91

（
嘉
永
期
　
年
月
日
不
詳
）

（
前
欠
）

一
入
門
之
人
々
江
亡
父
霊
代
と
し
て
」
短
冊
壱
葉
ツ
ヽ
も
御
所

持
被
成
度
御
趣
」
意
ニ
候
得
共
兼
而
御
断
り
申
候
事
故
其
」

段
ハ
御
余
義
な
く
仍
而
此
上
ハ
悴
」
延
太
郎
ニ
で
も
代
筆
為

致
候
や
う
ニ
」
と
の
御
事
思
召
之
所
ハ
御
尤
ニ
候
得
共
」
是

又
御
断
申
上
候
但
し
か
や
う
ニ
申
候
」
而
ハ
余
り
ニ
無
面
目

ニ
而
御
気
之
毒
ニ
」
御
座
候
得
共
世
間
の
学
者
を
見
候
ニ
兎
」

角
哥
よ
ミ
多
く
哥
を
詠
候
も
の
ハ
」
必
学
び
の
方
麁
略
ニ
御

座
候
夫
故
道
」
の
行
ハ
れ
候
事
埒
明
不
申
候
仍
而
拙
」
子
ハ

哥
詠
大
き
ら
ひ
子
々
孫
々
申
」
伝
へ
哥
ハ
詠
ま
せ
申
間
敷
此

外
碁
」
将
棋
茶
の
湯
な
ど
一
切
い
た
さ
せ
」
申
間
敷
と
申
付

候
事
ニ
有
之
候
間
」
何
分
ニ
も
不
悪
御
承
引
可
被
下
候
」
右

之
通
り
ニ
御
座
候
得
共
折
角
御
入
門
」
之
御
方
々
亡
父
の
霊

代
を
と
御
望
ミ
」
被
成
候
も
実
ハ
御
尤
之
事
ま
た
貴
君
」
ニ

も
追
々
多
勢
御
誘
引
も
可
被
下
由
」
然
ル
ニ
何
歟
な
く
て
ハ
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と
思
召
候
も
是
又
」
至
極
御
尤
ニ
奉
存
候
右
ニ
付
御
内
談
申

候
」
亡
父
認
候
も
の
ゝ
内
短
冊
ま
た
色
紙
」
な
ど
き
れ
い
に

認
候
も
の
ハ
も
は
や
至
而
」
払
底
ニ
相
成
候
間
以
来
一
枚
も

差
上
兼
候
」
半
紙
半
切
其
外
反
故
の
う
ら
」
な
ど
へ
何
か
の

下
タ
書
ニ
い
た
し
字
三
ツ
」
四
ツ
或
ハ
哥
の
半
分
ぐ
ら
ゐ
又

中
ニ
ハ
」
一
首
ま
る
で
書
候
も
有
之
候
ま
た
俗
」
文
或
ハ
薬

方
な
ど
書
候
も
の
も
有
」之
候
是
等
ハ
随
分
数
々
有
之
候
間
」

成
た
け
見
よ
き
所
を
え
り
出
し
一
」
葉
ツ
ヽ
相
送
り
候
事
ハ

如
何
但
し
亡
父
の
名
ハ
」
無
之
候
間
拙
子
の
こ
と
わ
り
書
を

添
へ
」
可
申
候
譬
ヘ
ハ
」

此

―
ハ
亡
父
の
筆
」疑
ひ
な
き
も
の
也
某
の
所
望
」

ニ
付
相
贈
る
　
　
銕
胤
」

右
や
う
ニ
相
記
し
可
申
候
隱
方
ニ
も
此
例
」
有
之
大
抵
同
様

之
御
望
ニ
而
実
ニ
こ
」
ま
り
申
候
拙
子
代
ニ
相
成
り
入
門
三

四
十
」
人
有
之
候
内
過
半
右
之
通
り
ニ
御
座
候
」
弥
御
懇
望

な
ら
バ
相
贈
り
可
申
候
間
」
右
之
所
ハ
極
内
々
貴
君
御
腹
の

内
へ
」
御
納
メ
置
可
被
下
候
」

一
紅
入
御
越
し
被
下
則
三
百
文
分
」
相
求
メ
差
上
申
候
蛤
貝
ハ

こ
ま
か
に
」
破
レ
候
間
か
く
の
如
く
ニ
い
た
し
差
上
申
候
」

余
ハ
后
便
可
得
御
意
候
御
覧
後
」
御
火
中
可
被
下
候
　
か
し

こ
」

【
年
代
推
定
】
書
簡
「
相
馬
地
方
に
お
け
る
平
田
銕
胤
書
簡

（
Ⅳ
）」【
十
二
】
に
お
い
て
、
短
冊
の
注
文
を
断
っ
て
い
る
の

が
弘
化
四
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
降
の
こ
と
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
文
中
に
は
「
入
門
三
四
十
」
と
あ
る
が
、「
誓
詞

帳
」
に
よ
れ
ば
、
篤
胤
没
後
の
門
人
数
は
、
弘
化
五
年
ま
で
で

合
計
二
十
五
人
、
嘉
永
元
年
ま
で
で
三
十
七
人
、
翌
二
年
ま
で

で
あ
れ
ば
四
十
八
人
と
な
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
本
書
簡
は
、
お

お
よ
そ
嘉
永
元
年
前
後
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

【
八
】
Ｂ
106

（
嘉
永
三
年
）
五
月
五
日
　
高
玉
民
部
（
安
兄
）
宛
碧
川
操
之

助
（
好
尚
）
書
簡

﹇
碧
川
君
ハ
銕
胤
先
生
実
弟
也
」﹈（
端
裏
書
）
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此
度
内
蔵
介
事
参
上
仕
」
候
に
付
一
筆
啓
上
仕
候
向
暑
之
節
」

御
座
候
得
共
被
成
御
揃
益
御
」繁
栄
被
成
御
座
珍
重
奉
存
上
候
」

然
者
先
年
已
来
毎
度
御
文
」
通
被
下
候
処
御
返
事
も
不
申
上
」

甚
失
敬
ニ
打
過
候
段
偏
ニ
御
宥
」
免
可
被
下
候
且
亦
此
度
内
蔵

介
」
参
上
彼
是
御
厄
介
相
成
候
儀
と
」
奉
存
候
何
分
ニ
も
宜
し

く
御
心
添
」
被
下
候
様
奉
願
候
殊
ニ
其
表
妙
」
見
様
御
祭
礼
為

見
も
相
成
候
」
哉
の
よ
し
誠
ニ
珍
敷
ま
た
」
嘸
々
大
悦
仕
候
義

と
奉
存
候
此
度
」
参
河
ニ
任
せ
何
ぞ
差
上
可
申
候
」
筈
之
処
不

能
其
儀
誠
ニ
印
迄
ニ
」
扇
子
弐
本
小
扶
桑
木
呈
上
」
仕
候
間
御

笑
納
被
下
候
へ
者
大
慶
」
奉
存
候
追
々
御
子
息
様
に
も
」
御
盛

長
之
よ
し
承
知
仕
而
恐
悦
」
奉
存
候
扨
亦
先
年
已
来
学
事
ニ
」

厚
く
御
骨
折
可
被
下
候
ニ
付
其
表
も
」
追
々
古
学
信
仰
之
者
も

出
来
候
」
よ
し
兄

承
知
仕
候
全
く
」
其
御
許
様
御
骨
折
故

之
事
ニ
而
」
我
於
も
何
寄
大
慶
千
万
可
有
」
先
者
一
寸
右
之
段

為
可
得
貴
」
意
早
々
如
此
御
座
候
恐
惶
謹
言
」

五
月
五
日
認
碧
川
操
之
助
」

高
玉
民
部
様
」

皆
々
様
江
も
宜
し
く
奉
希
候
」
兄
事
何
分
も
奉
希
候
近
年
」
之

内
江
戸
江
も
今
壱
度
ニ
御
出
」
候
様
呉
々
も
奉
待
候
以
上
」

一
先
年
は
結
構
之
真
わ
た
」御
恵
投
被
成
下
難
有
奉
存
候
乍
序
」

御
礼
厚
く
奉
申
上
候
以
上
」

【
年
代
推
定
】
銕
胤
が
秋
田
に
行
き
、
高
玉
の
家
に
も
寄
る
の

が
嘉
永
三
年
五
月
十
三
日
か
ら
で
あ
る
（「
気
吹
舎
日
記
」、

二
三
九
頁
）。
こ
の
史
料
は
そ
の
直
前
の
内
容
を
含
む
。

【
九
】
Ｂ
76

（
嘉
永
三
年
）
五
月
七
日
　
高
玉
民
部
（
安
兄
）
宛
平
田
延
太

郎
（
延
胤
）
書
簡

一
筆
啓
上
仕
候
追
日
暑
気
」
之
節
罷
成
候
得
共
弥
御
安
恭
」
可

被
成
御
勤
務
珍
重
御
事
」
奉
存
候
随
而
当
方
家
内
一
同
」
無
異

罷
在
候
乍
憚
御
休
意
」
可
被
下
候
然
者
今
般
愚
父
事
」
国
許
江
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罷
越
候
ニ
付
御
地
江
も
」
罷
出
万
端
御
介
抱
ニ
罷
成
候
事
与
」

奉
存
候
猶
別
紙
一
封
御
渡
し
」被
下
度
奉
願
候
先
者
右
申
上
度
」

如
斯
御
座
候
猶
追
々
可
申
上
候
」

恐
惶
頓
首
」

五
月
七
日
　
　
延
太
郎
」

民
部
少
輔
様
」

参
人
々
御
中
」

尚
々
御
家
内
様
御
一
統
江
宜
敷
」

【
年
代
推
定
】
書
簡
【
八
】
と
同
じ
根
拠
に
よ
る
。

【
十
】
Ｂ
81

（
嘉
永
四
年
）
八
月
十
七
日

尚
々
歯
薬
其
外
一
二
種
良
方
」
有
之
候
貴
家
之
御
為
ニ
相

成
事
に
て
長
ク
」
御
伝
受
申
候
而
も
宜
敷
御
座
候
尤
も
御

直
伝
」な
ら
で
ハ
相
成
兼
申
候
御
為
ニ
相
成
事
ニ
候
ハ
ヽ
」

何
歟
之
御
礼
と
し
て
御
伝
可
申
候
以
上
」

先
月
廿
七
日
之
御
状
当
七
日
暮
方
」
相
届
拝
見
如
来
命
厳

暑
御
座
候
所
御
揃
」
□
御
安
全
奉
賀
候
次
ニ
当
方
無
異
」

□
安
意
可
被
下
候
然
者
先
達
而
苅
宿
主
」
田
代
氏
御
入
門

之
答
謝
并
ニ
夫
々
申
上
候
」
事
共
御
承
知
之
由
且
神
拝
式

御
受
取
之
旨
委
曲
被
」
仰
被
入
御
念
候
御
事
承
知
い
た
し

候
」

一
今
般
岩
城
な
る
秋
元
氏
入
門
ニ
付
御
束
」
脩
金
百
五
十
匹
（
マ
マ
）御

誓
詞
共
御
差
越
夫
々
」被
仰
越
候
事
共
一
々
致
承
知
候
如
仰
」

岩
城
ハ
初
て
ニ
而
猶
以
後
追
々
相
増
可
申
」
□
全
く
貴
君
御

出
精
故
と
深
く
辱
大
」慶
い
た
し
候
先
人
の
霊
嘸
々
満
足
ニ
」

被
存
候
事
と
被
存
候
追
々
遠
国
へ
も
相
弘
」
ま
り
先
達

而

肥
後
ノ
国
人
参
り
居
り
」
猶
又
此
節
伊
与
（
マ
マ
）ノ

大
三
嶋
ノ

神
主
も
参
り
」
当
分
逗
留
勤
学
の
つ
も
り
又
無
程
同
社
」

中

も
参
り
候
筈
ニ
御
座
候
御
同
慶
可
被
下
候
」

一
御
注
文
之
品
々
差
上
申
候
宜
敷
御
取
計
」
可
被
下
候
外
ニ
歯

薬
十
厂
皮
四
帖
」
筆
五
分
品
壱
封
差
上
申
候
」

但
し
木
匠
祖
神
号
無
之
ニ
付
跡

差
上
可
申
候
」
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一
誓
詞
之
文
之
事
承
知
い
た
し
候
若
も
」
案
紙
な
く
ハ
追
而
別

ニ
写
さ
せ
差
上
可
申
候
」

一
松
本
氏
之
事
承
知
い
た
し
候
し
か
し
」
右
ハ
拙
子

貴
君

迄
御
相
談
申
候
事
ニ
」
御
取
計
可
被
下
候
実
ハ
此
節
出
来
合

も
」
無
之
殊
ニ
近
来
写
本
も
の
大
ニ
急
か
し
く
」
早
速
ニ
ハ

出
来
兼
候
間
五
十
音
に
て
も
」
送
り
可
申
哉
何
ぞ
外
ニ
望
ミ

も
候
哉
御
問
」
合
せ
被
下
度
段
御
相
談
申
上
候
事
ニ
御
掛
」

合
可
被
下
候
可
相
成
ハ
注
文
之
上
相
送
り
度
」
御
座
候
」

先
者
右
貴
答
得
御
意
度
如
此
御
座
候
以
上
」

八
月
十
七
日
　
　
　
　
　
銕
胤
」

高
玉
君
」

尚
々
神
代
系
図
ハ
　
五
匁
五
分
」
皇
典
文
イ
ハ
弐
匁
五
分
ニ

御
座
候
尤
も
一
わ
り
」
半
引
ニ
而
宜
し
く
候
事
」

【
年
代
推
定
】
嘉
永
四
年
に
は
、
八
月
七
日
に
「
岩
城
な
る
秋

元
氏
」
こ
と
秋
元
房
照
（
右
近
）
が
入
門
し
て
お
り
（「
誓
詞

帳
」）、
こ
れ
に
先
立
つ
七
月
二
十
四
日
に
は
「
予
州
三
島
神

社
大
祝
」
が
気
吹
舎
を
訪
れ
、
二
十
八
日
に
入
門
し
て
い
る
。

こ
れ
は
「
学
問
之
為
出
府
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
（「
気
吹
舎

日
記
」、
二
五
九
頁
）、「
誓
詞
帳
」
と
照
合
し
て
考
え
る
に
、

伊
予
国
越
智
郡
大
三
島
宮
之
浦
の
大
山
積
大
明
神
社
の
三
嶋
玉

温
（
大
祝
）
を
指
す
と
推
測
さ
れ
る
。

【
十
一
】
Ｂ
90

（
嘉
永
四
年
十
二
月
）
十
七
日

甚
寒
相
成
候
得
共
御
揃
弥
御
安
」全
奉
賀
候
然
者
先
便
ニ
海
」

老
沢
御
注
文
之
も
の
委
曲
申
上
候
」
定
而
御
承
知
被
成
候
事

と
奉
存
候
」
早
々
御
返
事
待
入
候
」

一
大
祓
詞
三
帙
出
来
候
間
則
差
」
上
申
候
御
受
取
可
被
下
候
」

一
今
般
珍
書
二
種
活
字
本
出
来
」

本
代
料
之
義
ハ
壱
部
程
ニ
而
少
し
も
」
引
ケ
な
し
ニ
御

座
候
左
様
御
承
知
可
被
下
候
」

至
而
部
数
な
き
も
の
な
れ
ど
も
若
又
」
此
外
ニ
御
入
用
候

ハ
ヽ
才
覚
い
た
し
」
跡

差
上
可
申
候
御
沙
汰
な
く
是
限

ニ
」
差
出
し
不
申
候
」

129



先
ハ
右
申
上
度
早
々
如
此
御
座
候
　
以
上
」

十
七
日
」

銕
胤
」

高
玉
君
」

尚
々
時
候
折
角
御
為
咄
可
被
下
候
」

一
拙
生
娘
当
年
十
七
才
に
相
成
候
も
の
」
此
節
同
藩
中

所

望
ニ
而
年
内
」
嫁
し
遣
ハ
し
申
候
事
ニ
而
甚
取
込
居
候
間
」

今
便
何
事
も
大
略
い
た
し
候
以
上
」

【
年
代
推
定
】
銕
胤
の
娘
、
い
く
（
元
み
か
）
と
す
ず
は
い
ず

れ
も
秋
田
藩
士
に
嫁
い
で
い
る
。
い
く
は
天
保
六
年
生
ま
れ
、

す
ず
は
天
保
十
一
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
十
七
歳
に
な
る
の
は
そ

れ
ぞ
れ
嘉
永
四
年
、
安
政
三
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
（『
明
治

維
新
と
平
田
国
学
』、
一
〇
頁
）。「
気
吹
舎
日
記
」
に
あ
た
る

と
、
安
政
三
年
の
秋
か
ら
冬
に
関
連
す
る
記
事
が
見
え
な
い
の

に
対
し
、
嘉
永
四
年
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
二
十
三
日
条
に
、

村
瀬
良
助
か
ら
結
納
諸
品
代
が
届
き
、「
美
嘉
」
が
「
幾
」
と

名
を
改
め
た
こ
と
が
、
記
さ
れ
て
い
る
（
二
六
三
頁
）。
直
前

の
十
七
日
条
（
二
六
二
頁
）
に
は
高
玉
民
部
に
書
物
を
出
し
た

こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
本
書
簡
と
状
況
が
合
致
す
る
。

【
十
二
】
Ｂ
92

（
嘉
永
四
年
　
月
日
不
詳
）

（
前
欠
）

又
申
候
（
マ
マ
）候

貴
君
追
々
御
心
配
被
下
候
故
」
段
々
拙
者
門
人
も

ふ
え
申
候
昨
年
ハ
」
旅
行
故
都
合
六
拾
三
人
か
有
之
候
」
其
内

桑
折
辺
弐
拾
四
五
人
ニ
御
座
候
」
早
田
伝
之
介
ハ
嫡
子
も
孫
も

旧
冬
」
入
門
い
た
し
候
彼
是
御
安
心
可
」
被
下
候
序
故
御
礼
旁

申
上
候
　
以
上
」

【
年
代
推
定
】「
誓
詞
帳
」
で
は
、
早
田
伝
之
助
の
子
で
あ
る
松

之
助
の
入
門
が
嘉
永
三
年
十
二
月
三
日
、
孫
の
武
助
の
そ
れ
は

嘉
永
四
年
正
月
二
十
三
日
で
あ
る
の
で
、
嘉
永
四
年
と
推
定
し

た
。
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相馬地方における平田銕胤書簡（Ⅵ）

【
十
三
】
Ｃ
２

（
嘉
永
七
年
　
月
日
不
詳
）

御
問
合
せ
申
候
」

一
書
物
の
と
ぢ
糸
ハ
此
糸
の
太
白
相
用
申
候
」
右
之
糸
御
手
許

ニ
而
御
こ
し
ら
へ
被
下
候
」
事
ハ
出
来
不
申
候
哉
尤
も
染
ハ

江
戸
染
ニ
」
い
た
し
白
ニ
而
宜
く
扨
者
直
段
ハ
金
壱
両
ニ
」

い
く
ら
目
ニ
而
御
出
来
上
候
御
考
へ
の
上
後
便
ニ
」
否
哉
御

左
右
可
被
下
候
是
迄
江
戸
ニ
而
も
買
ひ
」
又
ハ
秋
田

取
よ

せ
た
る
事
も
御
座
候
尤
も
年
ニ

」
少
し
ツ
ヽ
直
段
の
高

下
も
可
有
候
得
共
大
抵
の
所
」
被
仰
下
候
尤
も
し
か
し
一
年

の
入
用
百
目

」
百
五
十
目
斗
り
も
入
り
可
申
候
」

一
序
ニ
付
申
上
候
先
年
御
恵
ミ
被
下
候
き
ぬ
糸
者
」
少
し
細
く

御
座
候
昨
年
御
恵
被
下
候
ハ
少
し
太
く
御
座
候
」
常
の
品
ニ

ハ
少
し
太
過
キ
申
候
然
ル
所
旧
冬
以
来
」
軍
用
の
着
込
類

品
々
仕
立
ニ
用
ひ
候
而
至
極
宜
く
」
誠
ニ
調
法
仕
候
殊
ニ
品

柄
之
事
余
の
品

も
一
入
」
念
入
候
事
ニ
而
御
恵
ミ
の
程
別

而
有
が
た
く
家
内
之
者
も
」
宜
く
御
礼
申
上
候
様
申
候
仍
而

序
な
が
ら
申
上
候
　
以
上
」

高
玉
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
田
拝
」

【
年
代
推
定
】
こ
の
書
簡
は
、「
糸
御
手
許
ニ
而
御
こ
し
ら
へ
被

下
候
事
ハ
出
来
不
申
候
哉
」、「
直
段
ハ
金
壱
両
ニ
い
く
ら
目
ニ

而
御
出
来
上
候
、
御
考
へ
の
上
後
便
ニ
否
哉
御
左
右
可
被
下
候
」

と
尋
ね
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
嘉
永
七
年
九
月
二
十
八
日
の

銕
胤
か
ら
の
書
簡
（「
相
馬
地
方
に
お
け
る
平
田
銕
胤
書
簡
―

解
題
と
翻
刻
―
」【
二
十
四
】）
が
「
書
物
と
ぢ
糸
直
段
御
問

合
申
候
所
、
大
抵
百
本
ニ
付
弐
分
三
朱

三
分
位
迄
ニ
御
座

候
よ
し
被
仰
越
御
面
倒
辱
承
知
い
た
し
候
」
と
述
べ
、
同
年
十

一
月
七
日
の
銕
胤
か
ら
の
書
簡
（「
相
馬
地
方
に
お
け
る
平
田

銕
胤
書
簡
―
解
題
と
翻
刻
―
」【
二
十
五
】）
が
、「
先
頃
本
と

ぢ
糸
之
事
御
問
会
申
候
ニ
付
、
御
試
ニ
生
糸
金
壱
分
分
御
求
、

御
手
製
ニ
御
こ
し
ら
へ
被
下
、
乍
去
御
手
間
ハ
御
手
伝
と
し
て

御
ま
け
被
下
候
由
、
其
段
ハ
何
共
痛
入
候
義
ニ
御
座
候
」
と
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
本
書
簡
の
問
条
に
対
応
す
る

答
え
を
銕
胤
が
得
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
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で
、
本
書
簡
を
こ
れ
ら
の
書
簡
に
先
立
つ
時
期
の
も
の
と
み
な

せ
る
。
と
す
る
と
、
本
書
簡
中
の
「
旧
冬
」
と
は
嘉
永
六
年
冬

を
示
す
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ペ
リ
ー
来
航
後
の
緊
張
の
中

に
あ
っ
た
わ
け
で
、
そ
ん
な
時
に
「
軍
用
の
着
込
類
品
々
仕
立
」

て
い
た
と
い
う
の
も
、
納
得
の
い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
十
四
】
Ｃ
５

（
安
政
二
年
　
月
日
不
詳
）

差
出
宛
所
不
詳

去
寅
十
二
月
廿
六
日
武
家
伝
奏
」
三
条
大
納
言
実
万
殿
を
以

脇
坂
」
淡
路
守
殿
江
被
　
仰
聞
候
」

勅
命
之
趣
者

今
般
日
本
六
十
」
余
州
ニ
在
之
寺
院
之
半
鐘

釣
鐘
」
不
残
御
引
上
ケ
ニ
相
成
趣
右
之
内
」
五
山
本
山
向
之

儀
者
御
見
遁
シ
ニ
」
相
成
其
余
　
宮
方
又
ハ
如
何
様
」
之
由

緒
有
之
ヶ
所
も
不
残
御
引
上
ケ
ニ
」
相
成
候
由
」

一
此
度
　
将
軍
家
よ
り
」

仮
　
御
皇
居
中
諸
向
御
不
自
由
ニ
」
可
被
為
在
右
御
慰
ミ
之

料
と
し
て
」
御
手
元
御
手
箱
よ
り
金
壱
万
両
」
進
献
有
之
趣

ニ
候
去
ル
天
明
度
も
」表
向
献
上
ハ
先
例
有
之
候
事
な
が
ら
」

右
様
之
儀
者
是
迄
例
無
之
儀
と
」
其
筋
掛
り
之
者

申
越
候

事
」
此
度
　
御
造
営
向
之
諸
材
量
是
迄
」
と
ハ
事
替
り
何
レ

も
美
を
尽
し
」
被
申
候
由
右
者
全
ク
目
前
ニ
拝
見
」
仕
候
弥

以
二
月
中
旬

」

御
地
築
相
初
り
九
月
下
旬
ニ
者
」
皆
御
成
就
之
　
官
命
ニ
有

之
候
由
」

右
者
二
条
様
御
館
入
江
州
」
八
幡
住
人
西
川
善
六
よ
り
」

申
来
」

【
年
代
推
定
】
三
条
実
万
の
武
家
伝
奏
在
任
中
の
「
去
寅
」
は

安
政
元
年
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
年
は
四
月
に
禁
裏
が
炎
上
し
、

ま
た
十
二
月
に
朝
廷
か
ら
梵
鐘
改
鋳
が
指
示
さ
れ
て
お
り

（『
日
本
史
年
表
　
第
四
版
』
岩
波
書
店
、
平
成
十
三
年
十
二

月
）、
書
簡
の
内
容
と
状
況
が
合
致
す
る
。
よ
っ
て
本
書
簡
は

安
政
二
年
の
も
の
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
文
面
か
ら
「
九
月
下

旬
」
以
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
こ
に
配
置
し
た
。
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【
十
五
】
Ｂ
82

（
安
政
二
年
）
十
月
二
十
八
日

一
簡
啓
上
邇
日
冷
気
相
増
候
得
共
」
貴
家
御
揃
弥
御
壮
栄
之
御

事
と
」
奉
賀
候
然
者
当
地
大
地
震
事
ハ
」
先
便
ニ
申
上
候
得
者

御
承
知
と
存
候
其
」
後
地
震
も
止
ミ
別
条
無
之
候
間
御
休
意
」

可
被
下
候
扨
者
田
代
公
よ
り
此
一
封
去
ル
」
廿
日
ニ
相
届
申
候

其
後
飛
脚
日
無
之
候
」
故
今
日
差
出
し
申
候
早
々
大
井
へ
御
知

せ
」
可
被
下
候
今
日
か
明
日
か
と
御
着
府
を
」
指
折
て
御
待
申

候
地
震
ニ
ハ
上
方
近
ニ
而
」
御
逢
の
事
故
少
し
も
御
障
り
無
之

只
々
諸
所
」
御
見
物
故
彼
是
と
御
隙
取
と
相
察
し
」
申
候
御
着

次
第
先
日
之
金
子
入
御
状
早
」
速
御
渡
し
可
申
候
尤
も
雲
州
表

の
御
都
」
合
も
上
首
尾
の
よ
し
御
同
慶
可
被
下
候
呉
々
」
大
井

へ
宜
敷
御
伝
声
可
被
下
候
先
者
右
」
之
段
得
御
意
如
此
御
座
候

恐
々
頓
首
」

十
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
内
蔵
介
」

高
玉
様
」

尚
々
先
達
而
之
金
子
入
ハ
早
便
ニ
而
京
」
都
へ
差
出
し
候
所

慥
ニ
御
受
取
被
成
候
よ
し
」
東
頭
君
御
書
中
ニ
相
見
え
申
候

定
而
御
地
へ
之
」
御
書
中
ニ
も
其
由
御
認
可
有
之
候
得
共
為

念
」
申
上
候
御
安
心
可
被
下
候
以
上
」

一
此
一
冊
大
秘
書
ニ
御
座
候
先
便
取
落
候
」
之
故
今
度
差
上
申

候
以
上
」

【
年
代
推
定
】
大
地
震
の
翌
年
で
あ
り
、「
相
馬
地
方
に
お
け
る

平
田
銕
胤
書
簡
―
解
題
と
翻
刻
―
」【
三
十
八
】、【
三
十
九
】

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
九
月
ご
ろ
に
田
代
氏
へ
金
を
渡
し
た
年

で
あ
る
、
安
政
二
年
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
十
六
】
Ｂ
94

（
安
政
二
年
　
月
日
不
詳
）

差
出
宛
所
不
詳

﹇
内
密
御
直
披
」﹈（
封
ウ
ワ
書
）

先
日
御
注
文
御
座
候
ア
メ
リ
カ
の
契
約
大
」
秘
密
一
冊
差

上
申
候
猶
又
外
ニ
当
三
月
」
渡
来
の
フ
ラ
ン
ス
一
件
の
書
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付
是
も
一
同
差
」
上
申
候
出
所
甚
六
ヶ
敷
御
座
候
間
御
用

心
可
」
被
下
候
必
心
な
き
人
へ
御
他
見
御
無
用
ニ
而
」

―
―
―
―

右
之
外
ニ
此
節
女
が
男
ニ
成
り
候
江
戸
中
の
」
大
評
判
明

細
書
付
御
歴
々
掛
御
目
申
候
」
是
ハ
誰
へ
御
見
せ
被
成
候

而
も
不
苦
候
　
以
上
」

同
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸

」

【
年
代
推
定
】「
ア
メ
リ
カ
の
契
約
」
と
は
、
日
米
和
親
条
約
で

あ
れ
ば
嘉
永
七
年
三
月
三
日
締
結
で
あ
り
、
日
米
修
好
通
商
条

約
で
あ
れ
ば
安
政
五
年
六
月
十
九
日
締
結
で
あ
る
。
書
簡
中
に

は
「
フ
ラ
ン
ス
一
件
」
と
も
あ
る
が
、
安
政
二
年
三
月
四
日
に

フ
ラ
ン
ス
艦
が
下
田
に
来
航
し
て
い
る
（『
日
本
史
年
表
　
第

四
版
』）。
ま
た
、
江
戸
で
「
女
が
男
に
な
る
」
事
件
に
つ
い

て
は
『
武
江
年
表
』
安
政
二
年
の
項
に
、
娘
が
突
然
男
に
な
り
、

江
戸
市
中
の
話
題
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
定
本

武
江
年
表
』
第
二
巻
、
大
空
社
、
平
成
十
年
九
月
、
四
三
頁
）。

こ
れ
ら
よ
り
、
本
書
簡
も
安
政
二
年
三
月
以
降
の
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。

【
十
七
】
Ｂ
72

（
安
政
期
　
年
月
日
不
詳
）

一
三
輪
田
事
□
々
長
逗
留
い
た
し
其
上
に
」
此
節
ハ
不
埒
至
極

之
よ
し
困
り
入
候
人
物
ニ
」
御
座
候
当
地
ニ
而
も
追
々
尻
が

は
げ
わ
る
く
」
云
人
而
已
ニ
御
座
候
此
上
立
返
り
候
共
必
御

断
り
」
可
成
候
御
一
己
ニ
而
御
不
都
合
な
ら
バ
中
村
表

之
」
御
内
命
と
し
て
早
々
追
出
し
同
じ
く
ハ
其
」
領
分
中
ニ

も
居
ら
ぬ
や
う
ニ
御
取
計
可
被
成
候
」
大
ニ
道
の
妨
ケ
ニ
相

成
可
申
候
拙
方
ニ
而
も
左
程
の
」
事
と
ハ
不
存
候
所
追
々
不

埒
あ
き
れ
果
申
候
事
ニ
」
御
座
候
大
井
初
メ
御
同
志
之
御

方
々
へ
も
宜
敷

」
被
仰
含
く
れ

御
用
心
可
被
下
候

以
上
」

【
年
代
推
定
】
銕
胤
は
高
玉
に
対
し
、
安
政
三
年
八
月
十
七
日

に
「
三
輪
田
生
、
此
節
貴
家
ニ
御
厄
介
ニ
相
成
候
よ
し
、
御
面
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倒
と
奉
存
候
、（
中
略
）
本
よ
り
門
人
に
相
違
無
之
、
随
分
篤

志
之
人
ニ
御
座
候
」（「
相
馬
地
方
に
お
け
る
平
田
銕
胤
書
簡

（
Ⅱ
）」【
五
十
四
】）と
書
き
送
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
三
輪
田

は
高
玉
の
家
に
長
逗
留
を
決
め
込
ん
だ
ら
し
く
、
三
輪
田
が
出

立
し
た
か
ど
う
か
が
た
び
た
び
書
簡
上
の
話
題
に
な
っ
て
い

る
。
寺
社
奉
行
の
手
の
者
に
捕
ら
え
ら
れ
た
な
ど
の
噂
の
後
、

安
政
四
年
十
二
月
十
一
日
の
銕
胤
か
ら
の
書
簡
で
は
「
三
輪
田

や
う

出
足
ニ
相
成
候
よ
し
、
然
ル
ニ
今
以
当
方
ヘ
ハ
参
り

不
申
候
、
如
仰
四
五
年
ニ
限
ら
ず
以
後
ハ
参
ら
ぬ
や
う
い
た
し

度
候
、
当
地
モ
諸
所
不
義
理
多
く
、
夫
故
逃
て
国
ヘ
帰
候
哉
、

又
ハ
ど
こ
ニ
か
身
を
隠
し
居
候
哉
、
御
一
統
御
餞
別
等
も
御
遣

之
由
、
過
分
至
極
ニ
御
座
候
、
同
人
ニ
限
ら
ず
以
来
者
能
々
御

用
心
可
被
下
候
」
（
「
相
馬
地
方
に
お
け
る
平
田
銕
胤
書
簡

（
Ⅱ
）」【
七
十
五
】）
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
史
料
は
こ
の

期
間
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
十
八
】
Ｂ
85

（
万
延
元
年
）
十
月
七
日

又
申
候
近
頃
ハ
御
痛
所
御
快
候
哉
相
□
」
□
□
□
□
随
分

御
大
事
ニ
御
療
□
□
」

（
行
欠
カ
）

先
月
廿
七
日
出
之
御
状
昨
六
日
夕
相
達
」
拝
見
愈
御
安
全
奉

賀
候
次
ニ
当
方
」
無
異
御
安
意
可
被
下
候
」

一
第
一
御
教
導
御
出
精
被
成
候
趣
何

以
」
辱
大
慶
い
た
し

候
」

一
山
客
神
訣
全
部
御
受
取
ニ
被
成
候
由
承
知
」
い
た
し
候
御
謝

物
ニ
ハ
及
不
申
候
尤
も
先
便
ニ
」
調
法
之
品
々
御
恵
ミ
被
下

何

之
事
一
同
辱
大
慶
罷
在
候
外
ニ
必
々
御
心
配
被
下
間

し
く
候
」

一
皇
典
文
彙
御
受
取
之
事
承
知
仕
候
」

一
武
学
本
論
之
事
ハ
先
便
ニ
も
申
上
候
通
り
」
い
ま
た
急
々
之

事
ニ
ハ
清
書
相
成
不
申
候
先
」
当
分
御
延
引
可
被
下
候
」

一
先
月
十
一
日
例
之
霊
祭
被
成
下
御
廻
番
」
ニ
而
当
年
ハ
西
山
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家
ニ
而
御
座
候
由
其
節
之
」
御
詠
書
委
曲
御
記
し
御
越
被
下

誠
ニ
以
御
悃
」
篤
之
至
り
厚
く
辱
奉
存
候
実
以
亡
」
霊
も
満

足
い
た
し
候
事
と
於
小
子
大
慶
仕
候
」
諸
国
ニ
而
も
追
々
霊

祭
御
催
有
之
趣
承
り
」
本
懐
之
至
大
慶
此
上
ハ
無
之
候
御
連

中
へ
」
御
挨
拶
乍
憚
宜
敷
奉
頼
候
」

一
飛
脚
之
事
被
仰
下
被
入
御
念
候
御
義
」
承
知
い
た
し
候
」

一
先
達
而
御
注
文
之
白
粉
紅
歯
薬
等
」
先
月
廿
七
日
差
出
申
候

着
次
第
御
受
取
」
可
被
下
候
」

一
三
五
本
国
考
壱
部
附
録
共
三
巻
」
今
般
別
紙
相
添
佐
藤
氏
へ

相
送
り
申
候
」
宜
敷
御
取
斗
可
被
下
候
」

右
之
条
々
得
御
意
度
此
如
御
座
候
昨
夕
御
状
」
着
候
所
幸
ヒ

今
日
序
御
座
候
間
直
ニ
御
返
書
」
差
出
申
候
余
ハ
后
便
可
申

承
候
　
頓
首
」

十
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銕
胤
申
」

高
玉
君
几
下
」

【
年
代
推
定
】「
武
学
本
論
」
を
め
ぐ
っ
て
、
万
延
元
年
九
月

十
一
日
の
書
簡
（「
相
馬
地
方
に
お
け
る
平
田
銕
胤
書
簡
（
Ⅲ
）」

【
一
一
七
】）
と
内
容
が
呼
応
し
て
い
る
た
め
、
万
延
元
年
と
推

定
さ
れ
る
。

【
十
九
】
Ｃ
11
―
３

（
文
久
三
年
　
月
日
不
詳
　
春
）

差
出
宛
所
不
詳

以
嶋
屋
飛
脚
啓
上
仕
候
」
先
便
御
手
配
真
綿
三
十
弐
匁
金
壱

両
弐
朱
入
之
書
状
差
上
候
間
定
而
」
唯
今
頃
者
相
達
御
披
見

ニ
相
成
」
候
之
事
と
奉
存
候
追
日
次
第
ニ
春
和
」
融
之
相
催

御
貴
館
御
一
統
様
」
御
揃
益
御
安
清
被
遊
御
座
」
恐
悦
之
御

儀
奉
賀
上
候
次
当
方
」
無
別
条
罷
在
乍
憚
様
御
安
慮
思
召
」

可
被
成
下
候
且
ツ
旧
冬
十
八
日
御
差
下
シ
」
之
御
書
状
覚
」

一
玉
襷
初
帙
壱
部
　
一
妖
魅
考
壱
部
」

一
神
拝
式
　
弐
帖
　
一
宮
比
神
壱
部
」

一
姫
島
考
　
壱
冊
　
一
二
千
文

」

一
伊
吹
お
ろ
し
五
部
　
一
出
定
笑
語
附
録
　
五
部
」

〆
八
品
代
料
」

金
弐
両
弐
朱
ト
四
百
七
文
」

カ
ナ
付三
冊

136



相馬地方における平田銕胤書簡（Ⅵ）

外
ニ
神
徳
略
述
頌
　
弐
部
」

代
料
壱
朱
ト
弐
十
八
文
」

両
〆
金
弐
両
三
朱
四
百
三
十
五
文
」

内
当
正
月
十
八
日
壱
両
差
上
　
嶋
屋
者
忠
治
渡
」

又
二
月
十
三
日
金
壱
両
壱
歩
差
上
」

両
度
〆
金
弐
両
壱
歩
也
差
上
」

旧
冬
過
銭
四
十
三
文
入
」

右
御
書
物
代
金
ハ
皆
済
御
勘
定
ニ
相
成
下
候
」
此
ト
ハ
御
尊

父
様
御
留
守
中
之
御
事
ニ
も
」
候
得
者
御
混
雑
無
之
様
御
け

し
可
被
下
候
」
外
ニ
弐
朱
差
上
候
ハ
御
注
文
之
書
物
代
ニ
」

御
座
候
事
」

【
年
代
推
定
】
こ
の
史
料
で
は
、『
伊
吹
お
ろ
し
』
と
『
出
定
笑

語
附
録
』
が
そ
れ
ぞ
れ
五
部
出
て
い
る
。
と
も
に
文
久
二
年
の

冬
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
（「
平
田
塾
刊
本
目
録
」）、
他
の
も
の

に
比
べ
た
注
文
の
多
さ
を
初
動
部
数
の
高
さ
に
よ
る
も
の
だ
と

考
え
れ
ば
、「
旧
冬
」
が
文
久
二
年
の
暮
れ
を
指
す
可
能
性
は

高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
書
簡
は
明
ら
か
に
気
吹
舎

宛
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
書
き
手
は
「
御
尊
父
様
」
が
留
守
だ

と
聞
い
て
い
る
よ
う
だ
。
ち
ょ
う
ど
文
久
二
年
の
十
一
月
か
ら

文
久
三
年
の
三
月
ま
で
銕
胤
は
在
京
し
て
い
る
の
で
（「
平
田

国
学
関
係
年
譜
」『
明
治
維
新
と
平
田
国
学
』、
七
二
頁
）、
江

戸
の
気
吹
舎
に
い
な
い
。
こ
の
書
簡
を
、
文
久
三
年
春
の
気
吹

舎
宛
書
簡
の
下
書
き
あ
る
い
は
控
え
と
し
て
考
え
る
と
、
事
態

を
整
合
的
に
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

【
二
十
】
Ｂ
71

（
文
久
三
年
）
十
月
十
五
日

﹇
高
玉
民
部
少
輔
様
」

西
山
伊
賀
守
様
　
　
平
田
大
角
」

御
報
」﹈（
包
紙
ウ
ワ
書
）

貴
札
致
拝
見
候
如
仰
冷
気
相
成
」
候
所
各
様
御
家
内
御
揃
弥
御

安
」
静
被
成
御
座
候
旨
珍
重
之
御
事
ニ
」
奉
存
候
然
者
老
拙
等

先
般
上
」
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京
之
儀
首
尾
能
相
済
候
ニ
付
今
般
」
為
御
欽
御
息
書
被
下
且
御

産
之
」
真
綿
八
十
匁
被
掛
御
意
重
畳
忝
」
奉
存
目
出
度
致
祝
納

候
右
御
礼
答
」
為
可
得
御
意
如
此
御
座
候
頓
首
謹
言
」

平
田
延
太
郎
」

十
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
延
胤
（
花
押
）」

平
田
大
角
」

銕
胤
（
花
押
）」

高
玉
民
部
少
輔
様
」

西
山
伊
賀
守
様
」

苅
宿
能
登
守
様
」

田
代
加
賀
守
様
」

半
谷
日
向
守
様
」

高
玉
兵
衛
様
」

只
野
土
佐
守
様
」

秋
元
掃
部
頭
様
」

新
谷
辰
太
郎
様
」

松
本
儀
八
様
」

佐
藤
薩
摩
守
様
」

若
松
運
蔵
様
」

【
年
代
推
定
】
文
久
二
年
十
一
月
に
銕
胤
は
藩
命
に
よ
り
上
京

し
、
そ
の
際
に
内
蔵
介
を
大
角
と
改
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
江

戸
に
戻
る
の
は
文
久
三
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
（「
平
田
国
学

関
係
年
譜
」）。
従
っ
て
文
久
三
年
の
書
簡
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

【
二
十
一
】
Ｃ
６

（
元
治
元
年
三
月
二
十
七
日
）

﹇
元
治
元
甲
子
年
四
月
七
日
」﹈（
端
裏
書
）（
異
筆
カ
）

○
御
筆
之
事
も
承
知
い
た
し
候
へ
共
道
中
」
賃
銭
も
掛
り
候

故
追
而
書
物
差
出
候
節
」
一
同
差
出
し
可
申
候
　
以
上

当
十
三
日
之
貴
書
一
時
廿
五
日
相
届
」
拝
見
暖
和
之
節
貴
家
御

揃
弥
御
平
安
」
奉
賀
候
次
ニ
拙
方
無
異
御
休
意
可
被
下
候
」
然
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者
半
谷
氏
帰
着
当
方
之
事
御
承
知
」
且
古
史
伝
七
部
相
届
候
段

但
し
少
し
」
水
損
ハ
有
之
候
へ
共
夫
々
御
配
分
ニ
相
成
候
由
」

安
心
い
た
し
候
扨
同
書
直
段
ハ
壱
部
ニ
付
」

（
後
欠
）

【
年
代
推
定
】
前
欠
状
態
で
あ
る
「
相
馬
地
方
に
お
け
る
平
田

銕
胤
書
簡
（
Ⅲ
）」【
一
四
四
】
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

年
代
も
そ
れ
に
従
っ
た
。

【
二
十
二
】
Ｂ
84

（
年
不
詳
）
十
一
月
十
七
日

先
月
十
七
日
之
貴
書
廿
七
日
ニ
相
届
」
致
拝
見
候
寒
冷
御
座

候
所
御
揃
愈
」
御
安
寧
奉
賀
候
」

一
妖
ミ
考
壱
部
差
上
候
所
西
山
氏

」
御
入
銀
金
壱
部
（
マ
マ
）弐

朱

御
遣
ハ
し
被
下
慥
ニ
」
致
落
手
候
猶
又
今
般
委
細
被
」

（
行
欠
カ
）

大
慶
い
た
し
候
」

一
西
山
御
氏

御
細
書
被
下
中
ニ
も
□
□
」
之
事
も
被
仰
下

忝
奉
存
候
其
外
ニ
も
」
御
懇
志
千
万
辱
奉
謝
候
別
段
御
挨
」

拶
も
可
申
述
之
所
甚
多
忙
ニ
付
大
略
仕
候
」
貴
君

宜
御

伝
声
な
し
置
可
被
下
候
」

一
御
地
秘
書
系
図
一
冊
態
々
御
写
さ
せ
」
被
下
右
ハ
亡
父
兼
々

懇
望
い
た
し
候
」
ニ
付
御
越
被
下
早
速
一
覧
仕
候
所
如
何
ニ

も
」
珍
重
之
書
千
万
辱
大
慶
仕
候
是
迄
」
所
持
之
本
と
校
合

も
い
た
し
永
秘
蔵
」
可
仕
候
呉
々
辱
奉
存
候
」

猶
色
々
申
上
度
事
御
座
候
得
共
誠
ニ
」
急
用
出
来
候
間
余
ハ

重
便
可
申
」
上
候
次
第
ニ
寒
気
相
増
可
申
折
角
御
自
愛
奉
頼

候
恐
惶
頓
首
」

十
一
月
十
七
日
　
　
平
田
拝
」

高
玉
君
几
下
」

【
年
代
推
定
】
篤
胤
没
後
で
は
あ
る
が
、
未
詳
。
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【
二
十
三
】
Ｂ
86

（
年
不
詳
）
十
一
月
二
十
七
日

（
前
欠
カ
）

少
し
迷
惑
ニ
候
得
者
折
角
」
之
仰
故
ま
け
て
差
上
候
」
則
百
二

十
包
分
御
座
候
」
乍
去
百
二
十
包
之
内
八
十
」
包
ハ
合
包
ニ
い

た
し
候
左
様
」
御
承
知
可
被
下
候
」
色
々
申
上
度
事
共
御
座
候

ヘ
共
」
無
拠
訳
合
ニ
付
大
略
い
た
し
候
」
何
レ
後
便
万
々
可
得

御
意
候
」
以
上
」

十
一
月
廿
七
日
　
平
田
」

高
玉
様
」

尚
々
先
日
之
金
子
入
」
御
状
十
八
日
ニ
相
届
候
故
無
余
義
」
今

日
ニ
相
成
候
此
段
も
為
念
」
申
し
上
候
以
上
」

【
二
十
四
】
Ｂ
87
―
２

（
年
月
日
不
詳
）

（
前
欠
カ
）

二
白
先
頃
中
学
事
御
弘
被
成
候
ニ
付
」
而
ハ
門
入
之
者
多
く
無

之
候
而
ハ
相
成
不
」
申
右
ニ
付
亡
父
認
も
の
之
内
誓
詞
」
一
二

字
ツ
ヽ
な
り
共
遣
ハ
シ
候
得
者
多
人
」
数
入
門
も
可
有
之
深
く

勘
考
い
た
し
」
候
様
呉
々
被
仰
下
誠
ニ
御
尤
ニ
奉
存
候
」
其
後

追
々
申
上
候
通
り
諸
方
と
も
」
多
勢
之
事
ニ
而
何
分
可
キ
然
ル

お
く
り
」
も
の
無
之
候
乍
去
貴
君
之
御
心
付
」
実
ニ
御
尤
ニ
御

座
候
間
兼
々
草
稿
類
ハ
」
門
外
不
出
ニ
而
焼
捨
候
定
メ
ニ
ハ
候
」

得
共
此
度
古
史
徴
の
稿
本
の
内
紙
」
簡
五
枚
程
差
上
申
候
御
受

取
可
被
下
候
」
是
ヲ
以
て
先
頃
の
両
人
ヲ
始
メ
以
後
」
大
勢
ヘ

少
し
ツ
ヽ
御
分
ケ
与
ヘ
可
被
下
候
」
一
行
ツ
ヽ
御
切
分
ケ
御
授

被
下
候
ハ
ヽ
大
凡
」
百
人
計
リ
二
行
づ
つ
な
ら
バ
五
十
人
前
」

程
ハ
可
有
之
候
此
分
不
残
御
出
し
き
り
ニ
」
相
成
候
程
同
学
の

人
出
来
候
ヘ
バ
誠
ニ
」
貴
君
の
御
大
功
ニ
御
座
候
間
其
上
者
」

是
ニ

陪
（
マ
マ
）

し
候
も
の
を
御
謝
礼
と
し
て
」
無
相
違
進
上
可
致

候
其
思
召
ニ
而
」
入
学
の
人
江
ハ
少
し
ツ
ヽ
ハ
御
遣
ハ
シ
」
可

被
下
候
右
之
段
と
く
と
御
承
知
」
可
被
下
候
扨
右
之
通
り
御
分

配
之
品
」
差
上
候
ニ
付
而
ハ
先
日
御
預
ケ
申
置
候
」
短
冊
三
葉

急
便
ニ
御
返
却
可
」
被
下
候
此
方
払
底
ニ
而
甚
こ
ま
り
」
申
候
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勿
論
家
蔵
の
も
の
他
ヘ
ハ
遣
ハ
し
」
不
申
候
是
又
御
承
知
可
被

下
候
」

御
覧
後
御
火
中
希
候
」

秘
事

」

他
国
ハ
兎
も
角
も
奥
羽
の
両
州
ハ
」
格
別
ニ
相
開
ケ
候
様
い

た
し
度
候
」
此
事
実
ハ
亡
父
遺
意
ニ
而
御
座
候
」
秋
田
庄
内

辺
ハ
大
分
開
ケ
申
候
」
御
同
慶
可
被
下
候
猶
又
先
便
」
申
上

候
銕
弥
の
一
件
ま
た
追
々
ニ
」玉
襷
六
之
巻
上
木
取
か
ゝ
り
」

申
候
伊
達
人
た
ち
の
助
成
も
」
御
座
候
委
曲
追
々
可
申
上
候

以
上
」

一
先
達
而
古
道
大
意
跡

拾
部
持
」
出
候
分
も
御
受
取
被
下
今

般
御
入
銀
」
集
り
候
分
金
三
分
御
越
し
被
下
慥
ニ
」
受
取
申

候
扨
右
大
意
の
本
俗
ニ
も
」
解
り
よ
く
便
利
ニ
御
座
候
段
被

仰
下
」
外

も
追
々
其
御
噂
ニ
而
大
慶
い
た
し
候
」
猶
又

跡
々
も
御
注
文
可
被
下
候
得
ど
も
」
混
雑
故
一
ト
先
勘
定
相

済
候
上
ニ
」
而
之
思
召
御
尤
ニ
奉
存
候
」

一
玉
襷
十
ノ
巻
出
定
笑
語
武
学
」
本
論
此
分
ハ
少
し
も
早
く
上

木
可
致
」
旨
誠
ニ
御
同
志
ニ
御
座
候
」
兎
角
俗
通
之
物
な
く

て
ハ
」
道
ハ
弘
ま
り
不
申
候
右
之
所
存
故
妖
」
ミ
考
又
ハ
此

大
意
を
上
木
い
た
し
候
」追
々
ニ
ハ
諸
道
の
大
意
悉
く
板
行
」

可
致
存
し
罷
在
候
何
分
御
助
成
可
」
被
下
候
」

一
御
系
図
之
極
秘
書
御
手
ニ
入
候
よ
し
」
右
ハ
以
前
亡
父

御
頼
申
候
ニ
付
多
年
」
御
心
掛
ニ
而
漸
々
今
般
御
借
用
被
成

候
趣
」
何
卒
内
々
御
貸
可
被
下
候
早
々
ニ
写
」
さ
せ
返
納
可

申
候
格
別
之
大
冊
な
ら
ず
ハ
」
五
日
か
十
日
ニ
出
来
可
申
候

早
々
ニ
御
貸
」
可
被
下
候
尤
も
秘
中
の
秘
な
る
事
ハ
」
と
く

と
承
知
い
た
し
候
ゆ
め

」

一
草
冊
子
の
源
氏
之
御
注
文
被
仰
」
下
昨
夕
早
速
為
尋
候
所
初

篇

」
次
々
沢
山
出
候
所
御
趣
意
ニ
而
六
ヶ
敷
」
今
ハ
一
冊

も
無
之
由
第
三
十
六
編

」
以
後
ハ
何
と
か
名
を
替
て
近

頃
出
候
」
よ
し
其
外
ハ
あ
る
ま
じ
き
由
申
候
」
無
是
非
候
○

草
野
集
小
本
ハ
」
相
求
候
間
則
差
上
申
候
代
ハ
銀
」
五
匁
五

分
ニ
而
御
座
候
○
詞
格
一
覧
」
右
ハ
本
屋
ニ
ハ
無
御
座
候
田

原
町
黒
川
」
云
々
へ
今
日
求
ニ
可
遣
所
朝

大
風
雨
」
ニ
而

難
渋
い
た
し
候
間
后
便
ニ
差
出
可
」
申
候
右
之
所
江
金
二
朱

慥
ニ
受
取
」
申
候
」
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（
後
欠
カ
）

【
年
代
推
定
】『
玉
襷
』
六
之
巻
上
木
は
嘉
永
二
年
九
月
で
あ
る

（「
平
田
塾
刊
本
目
録
」）
が
、
そ
の
事
実
だ
け
で
は
本
書
簡
の

年
代
を
確
定
さ
せ
る
の
に
不
十
分
で
あ
る
。

【
二
十
五
】
Ｂ
89
―
２

（
年
月
日
不
詳
）

差
出
宛
所
不
詳

倉
（
マ
マ
）無

之
」

禁
口
痢
」

カ
シ
ヒ
イ
モ
ノ
ヒ
ト
り
て
ニ
土
ニ
」
お
ち
た
る
ま
ゝ
ヲ
ヘ
ツ
ヒ

ノ
」
火
ニ
て
や
キ
白
サ
ト
ウ
ヲ
ま
ゼ
」

つ
め
ハ
愈
る
」

痢
病
ニ
て

倉
（
マ
マ
）

ヲ
ウ
ケ
サ
ル
ヲ
」

ナ
ホ
ス
」

【
年
代
推
定
】
当
初
の
整
理
段
階
で
Ｂ
89
は
一
括
し
て
扱
わ
れ

て
い
た
が
、
こ
の
状
と
【
四
】
Ｂ
89
―
１
と
の
連
関
が
不
明
な

た
め
、【
二
十
五
】
Ｂ
89
―
２
と
し
て
別
に
番
号
を
立
て
た
。

年
代
を
推
定
す
る
手
が
か
り
は
文
中
に
な
い
。
ち
な
み
に
、

「
禁
口
痢
」
は
、
食
べ
物
を
口
に
し
て
は
吐
い
た
り
、
吐
き
気

が
し
て
口
に
で
き
な
い
状
態
を
指
す
。

【
二
十
六
】
Ｂ
93

（
年
月
日
不
詳
）

御
内
書
拝
見
被
仰
下
候
御
事
委
細
」
承
知
仕
候
時
節
を
伺
ひ

可
申
候
乍
去
」
此
事
他
所

ハ
出
来
易
く
候
得
共
」
当
家

中

壱
岐
守
殿
へ
と
申
候
而
ハ
」
甚
六
ヶ
敷
訳
合
有
之
何
共

心
配
ニ
」
御
座
候
何
レ
他
所
の
人
を
頼
ま
ね
ハ
な
り
」
不
申

候
得
共
ま
た
若
も
他
へ
洩
レ
候
而
ハ
」
不
相
成
事
故
何
分
ニ

も
時
節
を
見
」
合
可
申
候
此
段
不
悪
御
承
知
置
可
」
被
下
候
」

一
今
般
林
氏

し
の
竹
沢
山
ニ
」
贈
賜
ハ
リ
何
と
も
痛
入
候

昨
年
も
」
結
構
之
品
々
御
心
配
ニ
預
リ
重
々
」
気
之
毒
ニ
御

座
候
仍
而
ハ
何
ぞ
御
答
」
礼
ニ
い
た
し
度
存
候
得
共
ど
う
も
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差
」
当
り
心
付
無
之
候
何
卒
貴
君
御
」
考
へ
極
内
々
后
便
お

知
ら
せ
可
」
被
下
候
此
度
ハ
只
書
状
斗
り
相
送
」
申
候
宜
敷

奉
希
候
」

同
日
」

【
年
代
推
定
】「
林
氏
」
は
「
誓
詞
帳
」
で
嘉
永
六
年
七
月
入
門

の
林
寿
泉
か
。
寿
泉
の
入
門
は
奥
山
正
胤
の
紹
介
に
よ
る
。

「
陸
奥
国
桃
生
郡
深
谷
矢
本
村
」
の
者
で
あ
っ
て
、
同
国
伊
達

郡
「
藤
田
逗
留
」
と
あ
る
。
入
門
以
降
か
と
思
わ
れ
る
が
、
特

定
は
困
難
で
あ
る
。

【
二
十
七
】
Ｃ
３

（
年
月
日
不
詳
）

○
序
故
御
尋
申
候
兼
々
格
社
之
御
取
扱
□
」
御
望
御
座
候

ニ
付
当
方
ニ
而
も
ド
ウ
カ
と
存
申
候
御
分
家
」
壱
岐
守

殿
之
御
方
心
掛
候
へ
共
良
縁
無
之
」
延
引
相
成
申
候
然

ル
所
此
度
之
仰
付
ら
れ
者
」
格
社
神
主
之
次
席
と
御
座

候
右
ニ
而
ハ
い
ま
だ
」
注
連
頭
の
手
下
ハ
御
の
が
れ
ニ

相
成
不
申
候
哉
」
又
ハ
寺
社
奉
行
御
直
御
支
配
ニ
候
哉

右
之
所
」
後
便
御
返
事
可
被
下
候
」

一
麁
末
之
物
少
し
御
娘
子
様
へ
家
内
共

」
差
上
申
候
御
笑

受
可
被
下
候

【
二
十
八
】
Ｃ
４

（
年
月
日
不
詳
）

差
出
宛
所
不
詳

亜
黒
（
マ
マ
）利

加
人
渡
来
の
義
ニ
付
」

今
上
皇
帝
御
製
」

し
ら
波
の
よ
し
寄
る
と
も
何
か
あ
ら
む
我
秋
津
洲
は
神
風
の
ふ

く
」水

府
景
山
公

阿
部
伊
勢
守
殿
へ
小
さ
く
ら
お
と
し
の
御

鐙
壱
領
へ
此
御
歌
御
添
遣
さ
れ
し
よ
し
」

咲
出
て
ち
る
て
ふ
こ
と
は
も
の
ゝ
ふ
の
道
に
に
ほ
へ
る
花
に
そ

あ
り
け
る
」

御
同
館
よ
り
川
路
左
衛
門
尉
殿
へ
紅
葉
彫
の
御
太
刀
一
振
ニ
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此
御
歌
添
さ
せ
ら
れ
遣
し
候
よ
し
」

立
田
川
流
れ
に
浮
か
む
も
み
ち
葉
の
ち
ら
す
ハ
い
か
に
人
や
め

つ
へ
き
」

御
同
館
よ
り
江
川
太
郎
左
衛
門
殿
へ
時
鳥
の
目
貫
御
短
刀
ニ

此
御
歌
添
さ
せ
ら
れ
し
よ
し
」

卯
の
花
の
ち
る
と
も
よ
し
や
ほ
と
ゝ
き
す
名
を
は
雲
井
に
あ
く

る
と
お
も
ひ
ば
」

【
年
代
推
定
】
安
政
二
年
一
月
に
江
川
坦
庵
は
没
し
て
お
り

（『
日
本
史
年
表
　
第
四
版
』）、
嘉
永
五
年
か
ら
そ
の
時
ま
で

の
間
に
詠
ま
れ
た
歌
と
し
て
流
布
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
こ
の
史
料
自
体
は
、
そ
れ
よ
り
下
る
年
代
の
も
の
で
あ
っ
て

も
お
か
し
く
な
い
。

【
二
十
九
】
Ｃ
８

（
年
月
日
不
詳
）

○
古
史
伝
十
三

下
御
入
用
な
ら
バ
為
」
写
さ
し
上
可
申
候

上
筆
工
で
な
け
れ
ば
」
壱
冊
ニ
付
壱
分
位
ニ
而
出
来
可
申
候

尤
も
」
誤
字
ハ
無
之
候
但
し
外
々
ヘ
ハ
右
之
わ
り
」
合
ニ
而

者
困
り
申
候
貴
家
計
り
の
事
と
」
思
召
可
被
下
候
　
以
上
」

○
第
四

第
十
二
迄
の
所
ハ
今
一
度
清
書
い
た
し
」
直
し
候

事
故
少
し
隙
取
申
候
来
年
ハ
出
来
可
」
申
候
　
以
上
」

【
三
十
】
Ｃ
９

（
年
月
日
不
詳
）

一
先
達
而
新
刻
本
神
拝
式
数
々
差
」
上
申
候
大
ニ
御
厄
介
と
ハ

奉
存
候
得
共
宜
ク
」
御
分
配
可
被
下
候
扨
又
今
般
旧
板
」
之

神
拝
式
八
部
差
上
申
候
是
ハ
新
板
」
出
来
候
而
ハ
不
用
之
様

ニ
相
成
申
候
仍
而
」
是
迄
の
半
分
直
ニ
い
た
し

」

困
究
之
人
な
ど
へ
御
授
ケ
可
被
下
候
爰
元
」
ニ
而
直
下
ケ
い

た
し
候
而
ハ
却
而
宜
し
か
ら
」
ぬ
事
御
座
候
間
御
地
へ
差
上

申
候
し
か
し
」
御
地
と
て
も
右
ニ
而
不
宜
ハ
御
進
物
ニ
也
」

と
も
何
レ
と
も
な
し
可
被
下
候
」

壱
帖
ニ
付
　
　

弐
百
文
く
ら
ゐ
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【
年
代
推
定
】
年
代
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
し
て
は
、
文
中

に
見
ら
れ
る
「
神
拝
式
」
が
あ
る
。
同
書
に
は
複
数
の
版
が
存

在
す
る
。「
平
田
塾
刊
本
目
録
」
に
従
え
ば
、
文
化
十
三
年
の

『
毎
朝
神
拝
詞
記
』、
文
政
十
二
年
十
一
月
の
『
毎
朝
神
拝
詞
記
』

（
改
訂
版
）、
嘉
永
四
年
四
月
の
『
再
訂
神
拝
式
』、
明
治
七
年

二
月
の
『
毎
朝
神
拝
詞
記
』
が
あ
る
。

も
し
こ
の
「
新
刻
本
」
が
文
政
期
の
も
の
だ
と
す
る
と
、
こ

の
断
簡
が
現
時
点
で
は
本
書
簡
群
中
最
古
の
も
の
だ
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
文
面
か
ら
考
え
る
に
、
こ
の
書
簡
の
時
点

で
は
、
既
に
あ
る
程
度
の
往
来
が
両
家
の
間
に
存
在
し
た
と
見

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

明
治
七
年
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
よ

う
。
明
治
七
年
二
月
二
十
四
日
の
書
簡
で
あ
る
「
相
馬
地
方
に

お
け
る
平
田
銕
胤
書
簡
（
Ⅴ
）」【
二
十
四
】
は
、
そ
の
前
年

秋
か
ら
の
状
況
を
詳
し
く
説
明
し
て
お
り
、
銕
胤
側
か
ら
の
書

簡
が
暫
く
絶
え
て
い
た
こ
と
が
そ
こ
か
ら
判
明
す
る
。そ
の
際
、

「
玉
た
す
き
十
ノ
巻
」
に
つ
い
て
宣
伝
を
し
て
い
る
も
の
の
、

新
刊
の
神
拝
式
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
高
玉
家
相
手
に
積

極
的
な
『
毎
朝
神
拝
詞
記
』
の
売
り
込
み
を
行
っ
て
い
た
様
子

は
窺
え
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
こ
れ
は
嘉
永
四
年
の
も
の
と
考
え
る
の
が
妥

当
な
と
こ
ろ
か
。

【
三
十
一
】
Ｃ
11
―
１

（
年
月
日
不
詳
）

高
玉
丹
波
宛
平
田
大
角
（
篤
胤
）
・
内
蔵

介
（
銕
胤
）
書
簡

﹇
高
玉
丹
波
様

」﹈（
包
紙
ウ
ワ
書
）

【
三
十
二
】
Ｃ
11
―
２

（
年
月
日
不
詳
）

差
出
宛
所
不
詳

無
人
嶋
江
漂
流
仕
候
後
ア
メ
リ
カ
船
ニ
被
助
上
候
」
土

佐
之
国
之
者
三
人
口
書
」

牧
　
　
志
摩
守
」

松
平
土
佐
守
領
分
土
佐
国
高
岡
郡
宇
佐
浦
」

平
田
大
角

同
内
蔵
介
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伝
蔵
四
十
八
歳
」

五
右
衛
門
廿
五
歳
」

万
次
郎
廿
三
歳
」

一
ハ
フ
国
大
サ
四
国
位
也
七
島
あ
り
甚
磐
栄
な
り
此
国
近
年
ア

メ
リ
カ
よ
り
人
道
」
を
教
て
諸
国
交
易
之
津
と
す
西
洋
国
之

船
も
入
津
日
本
大
坂
抔
」之
如
き
地
ニ
て
遊
女
町
抔
も
あ
り
」

一
ハ
フ
国
ニ
て
弐
朱
判
と
寛
永
通
宝
銭
出
し
此
国
之
人
な
ら
す

や
と
仕
方
」
す
れ
者
四
人
共
平
伏
す
頓
て
日
本
人
と
悟
り
た

る
体
也
」

一
城
郭
之
事
海
端
平
地
ニ
切
石
ニ
而
高
サ
四
五
間
程
長
サ
壱
町

程
の
石
垣
」
を
築
立
瓦
屋
根
ニ
而
白
土
塗
長
屋
様
之
家
有
之

大
筒
五
拾
挺
立
」
並
へ
城
之
方
ハ
町
家
へ
相
見
不
申
同
所
ニ

而
ハ

付
小
筒
を
以
日
々
鉄
炮
稽
」
古
有
之
凡
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ただいま大変丁寧で過分なご紹介をいただきまして、恐縮です、藤澤と申

します。どうぞよろしくお願いいたします。

私は、建築学を勉強しているんですけれども、主に神社やお寺という文化

財を長年研究しております。それで、今回、國學院大學伝統文化リサーチセ

ンター資料館に展示されている内宮の模型などもつくりましていろいろ勉強

させていただきました。また、西暦2000年、ちょうど出雲大社から巨大な柱

が出てまいりました。その発掘などにも参加させていただきまして、いろい

ろ勉強させていただきました。その辺のことの一端をご紹介できたらと思っ

ております。

日本には、「神社本殿」と言われましていろいろな形のタイプの建築があ

るんですね。建築のほうではいろいろ分類していくのですが、普通、屋根の

形などで建物をよく分類していきます。

もうご承知かと思いますけれども、神社建築というのは一番単純な屋根の

形、「切妻造」と呼んでいますけれども、ちょうど本を開いて、単純な三角

形ができますが、これを「切妻造」と呼んでいます。そのときに、屋根の長

手のほうを正面にして、正面から見ると長方形の屋根面が見える向きに配置

するのか、90度回転して正面から見ると三角形の屋根が見える向きに配置す

るのかと、２通りございますね。屋根の長手のほうが見える、こういうのを

「平入」と称しておりまして、プリント（末尾参照。以下同）の最初に「平

入系」と書いてあります。その「平入系」というのは、建物の正面、平のほ
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うから出入りするというような意味でございます。

次に「妻入系」と書いてありますが、これは逆に90度回転して三角のほう

を正面に向ける、こういう屋根を「妻入」と称しております。そこから出入

りするのを「妻入系」と呼んでいるわけですね。

神社建築も、その２つの形で分類しております。一番有名な伊勢の神明造

という形でこれは、内宮のほうでございますね【図１】。内宮と外宮があり

まして、ほとんど同じ形です。この屋根のてっぺんに飾ってある太い丸い材、

これを「鰹木」と称しますが、もともとは棟を押さえる機能的なものだった

ようなんですが、装飾に化して

いるかと思います。これが内宮

のほうは10本ございます。外宮

のほうは９本というような違い

があることが知られておりま

す。

もう一つの違い、一番見分け

やすい違いは、屋根の上にのび

ているＸ字状の材ですね。これ

を「千木」と称しておりますが、

この千木の先端の切り方が、内

宮と外宮では違っておりまし

て、内宮の場合は水平に切って

おります。「内削」と称してお

ります。外宮の場合は、ここを

垂直に切っているんですね。そ

ういうような違いがあるんです

が、ほとんど同じ形で内宮、外

宮の御本殿が、正殿といってい
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図１ 伊勢神宮内宮正殿　正面図　側面図　平面図
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ますけれども、建っております。

平面図でございます（【図１】下）。大変直線的なデザインで、屋根は萱葺

きという、カヤを厚く束ねてふいたもので、大変素朴なシンプルなデザイン

です。洗練されているんですけれども、シンプルであると。

もう少し詳しい特色を指摘いたしますと、この側面図（【図１】中）、側面

の写真、ここに真ん中に立っている柱がございますね。これは地上から棟木

という部材まで一直線に伸びている部材でございまして、「棟持柱」と称し

ております。まさにこの屋根の棟木を持ち支えているというような意味で

「棟持柱」と称しております。これは、日本建築は、普通、桁の位置で一度

柱を切って、その上にまた何か束を立てるというのが基本的なやり方でして、

この棟まで届く柱はあまりないんですね。全く皆無ということはございませ

んが、普通はやりません。伊勢の場合は、こういう棟持柱を使っている。

ちょっと元に戻しますけれども、今言った柱がこれで、平面図で見ますと、

ちょうど縁側のところに張り出して出ているわけです。ここに隣に壁の柱が

ありますけれども、それとは別に、縁のところに出ている。これも伊勢の特

色です。

もう一つは、ここには全然出てこないんですけれども、真ん中床下に「心

御柱」と言われる独立柱が立っているわけです。

これが側面図（【図１】中）ですね。右のほうが正面に当たります。先ほ

ど言った千木の水平のカット（切り口）は、これのことです。内削という、

内宮のやり方です。

これがわかりにくいのですが、破風という材がございまして、何か、くし

が刺してありますね。これは破風をとめる部材で、「鞭掛」と称しておりま

す。こういったものも神明造の特色的な細部です。

床下を見ますと、地面に直接穴を掘って柱を立てる「掘立柱」というやり

方です。古くはほかの神社でもこういったもの、掘立柱だったのですが、今

は掘立柱で本殿を建てるところは大変少なくなっておりますね。伊勢の場合
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は古い伝統を維持している。２本柱が並んでいます。外側が縁側、御正殿に

あります縁側になります。縁側のところに立っている、先ほどの棟持柱です

ね。その隣が壁つきの柱でございます。こうペアで立つということになりま

す。

後でも問題になりますが、柱の立て方というのが神社建築の場合、かなり

重要な要素でございまして、建築の場合、柱を立てるという方法として３つ

ございます。

今ここに見えているのが「掘立柱」という、地面に穴をあけて柱を立てる。

電信柱みたいなものなんですけれども、そういうやり方。

それと、大きな礎石、石を据えまして、その上に柱を立てるという「礎石

立」というやり方がございます。これは、寺院建築ですね。古代におきまし

ては、ほとんど寺院建築に見られる手法です。寺院建築から始まったと考え

ていいかと思います。

もう一つのやり方が「土台立」と称しまして、これは、今は土台というの

はごく普通に家を建てるとき、木造ですと土台がございますね。木の角材を

据えて、その上に柱を立てていくというやり方で、現在ではポピュラーなん

ですが、実は古代、そうですね、中世ぐらいまでは大変少ないやり方でござ

います。土台立は少ない。唯一、土台立を古くから使っているので知られて

いるのは、後で出てきます流造と春日造だけなんですね。江戸時代ぐらいに

なりますと、逆に土台立の民家なんていうのが増えてきて、現在、我々が知

っているようにポピュラーになるんですが、古い時代は土台立というのがな

いんですね。これが不思議といえば不思議な柱の立て方です。

伊勢の場合は、こういった掘立柱になっております。

正面の高欄、階段の上り口のところには擬宝珠という部材があります。

この高欄に手すりがございますが、ここに「宝珠」と呼んでいる座玉、色

のついた座玉を飾るんですね。この宝珠あるいは擬宝珠などは、実は仏教建

築の影響だと考えられております。伊勢神明造というのは、仏教建築の要素
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を排除していると言われますけれども、よくよく見ていくと、やはり仏教の

影響が見られるようです。

この宝珠、黒と、実は青というのもあるんですが、ものすごく色が近くて、

青が、ものすごい濃いブルーなんですね。

また、赤に白、あと黄色ですかね。「五色の座玉」と称している飾りでご

ざいます。

高欄の隅ですね。ここにもやはり座玉、宝珠が飾ってあります。

この辺の飾り金物という金具も、大変丁寧な文様を打ち出しています。伝

統文化リサーチセンター資料館の模型でも、なるべくこういった模様まで再

現しております。なかなか細かい仕事ができていると思います。

それで、もう一つこれも有名な話なんですが、伊勢神宮は式年造替という、

定期的に建物を全部建て直す、ほかの調度品も全部つくり直すという方式を

とっております。ほかにもいくつかの神社でそういったことをやっていたこ

とが知られていますが、やはり経済的なこと、信仰上のことで、現代につな

がっているものはないようですが、伊勢の場合は、中世にちょっと中断しま

すが、現代まで式年造替、式年遷宮という制度が維持されております。その

ときに、もう大変すぐれたシステムを確立していると思うんですが、形態、

形、古いスタイルというものを、正確に再現していくという努力が払われて

おりまして、建築的には大変なことだと思いますが、千何百年来の形がほぼ

踏襲されているんですね。そのシステムがこの配置図にあると思います【図

２】。

今、左のほうにいろいろ建物の名前などが書いてありますが、中央にある

のが正殿で、後ろのほうに東西の宝殿などがあります。左の敷地に建物が建

っている状況を示しているのですが、そのすぐ隣に、全く同じ規模・形式の

敷地を用意しているんですね。それで、20年たつと―随分前から準備され

るのですが、20年を迎えるに当たって、この図でいきますと右側の敷地に新

たな建物を建てる。左をコピーするわけですね。左の建物、既存の建物をお
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手本として建てる。そう

しておいて遷宮を行って

御神体を移す。新たな建

物に移す。それで古い建

物を撤去して、こちらの

ほうを今度は更地にし

て、次の20年のために空

き地で待っているという

ような感じです。ただ、

この真ん中には心御柱と

いう、先ほど床下に立っ

ているという柱が残され

て、「覆屋」という小屋

をかけて、20年、ぽつん

とあると、そういう制度

です。

ですから、遷宮の直前

または直後には、このように２セット、２組の建物が並ぶ時期があるんです

ね。

これは通常の状況で、写真の上のほうに建物が建っております。これが正

殿で、これが東西宝殿。右側が正面になっております。下の敷地の真ん中に

ぽつんと小さな建物が建っている。これが心御柱の覆屋であって、この中に、

見えませんけれども心御柱がぽつんと立っているという状況です。これを

「古殿地」と称します。

遷宮を迎えるに当たって、新たに建物をつくっている。その建物ができた

状態で、こういう状況が20年の後に何年か出現するわけですね。２組の建物

群がある。こうしておいて、こちらの正殿から新しい正殿に御神体を移して、
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図２ 伊勢神宮内宮配置図
『日本建築史図集』（日本建築学会編）



古いほうを撤去する。こちらには、先ほどの小さな小屋がまた建てられまし

て、中に心御柱が立っている、そういうシステムでございます。

この式年遷宮のシステムは日本独特の考え方だと思うんですが、洋の東西

を問わず、建築に永続性とか永遠性、ある建築が永遠に続いてほしいと願う

というようなことが人間にはある。そういったことを実現させるために、例

えばわかりやすい事例で言いますとエジプトのピラミッド、これもある意味

では、あのピラミッドが永遠に続いてほしいと願った結果だと思うんですが、

そういうときに、石で物理的に永遠に続くようにと願う、そういった考え方

で物をつくることがあるわけですね。

ところが、日本の場合は、そういう永遠に続く石で建物をつくらないこと

もないのですが、なかなかつくりにくい。木という材料でつくることが多い

のですが、それが物理的に永遠に続くとはだれも思わない。そういうときに、

建物が永遠に続いてほしい、永続性を保ってほしいというときに、定期的に

物をつくりかえ、しかも、同じようにつくる。つくる過程を神事として同じ

ことを繰り返すということをやるわけです。それによって、物としては永遠

に続いているわけではないんですが、その建築のコンセプト、建築に対する

思い、この思いみたいなものは永遠に続いていくという、そういう考え方が

よく出ている制度だと思います。

今モニターに出ているのは、実は神明造の中で、伊勢の場合は20年に一度

建て直すわけですから、みんな新しいわけですね。ですから、古いものはな

い。日本で一番古い神明造と言われています、長野県の大町というところに

あります仁科神明宮という建物です【図３】。これは江戸時代の前期、ちょ

っと年代がはっきりしませんが建てられたもので、最古、物として一番古い

神明造です。伊勢のものに比べると、多少簡易化されていまして、屋根など

も実は桧皮葺という、ヒノキの樹皮をはいで、それをふいたものですね。規

模も少し小さくなっております。

神明造というのは、原則として伊勢神宮に関係するところにしか許されな
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かったようで、この長野県大町の

仁科というところは、「仁科御厨」

と呼ばれる伊勢の所領があったと

ころなんですね。そこに建てられ

たのがこの仁科神明宮でございま

す。国宝に指定されていますね。

今、伊勢に行きましても、千木の

先くらいしか見えないんですけれ

ども、ここに行きますと、こういった写真も簡単に撮れるぐらいの間近に見

られますので、ぜひ見ていただきたいと思います。大町という、あの黒四ダ

ムの長野県側からの登り口の町にございます。

屋根には、鰹木と千木がかかっています。

これは【図４】、２、３年前に出雲大社の境内のすぐ隣に島根県立古代出

雲歴史博物館ができました。そこにある模型ですね。神明造。これは、たし

か50分の１で外宮をつくっていると思います。外宮は先ほどちょっと言いま

したが、鰹木が９本で、ここの千木、ちょっと見にくいのですが、垂直に縦

に切れております。これは外宮の模型です。

これは実は、今、伝統文化リサ

ーチセンター資料館に展示されて

います内宮の20分の１の模型の、

製作工場で最終的な検討を行って

いるときの写真でございます【図

５、６】。カヤぶきもかなりリア

ルに表現できているかと思いま

す。伊勢に行きましても、こうい

ったディテールなど、なかなか細

かく見ることは不可能ですので、
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図３　仁科神明宮本殿（長野県大町市）

図４ 伊勢神宮外宮正殿1／50
（島根県立古代出雲歴史博物館所蔵）



模型でというようなことになるかと思います。

千木というのは、実は破風板という部材がありますが、この材を破風とい

う、屋根をつくる部材なのですが、古式の千木は屋根を貫いて破風がのびて

できています。

この破風という材が伸びて伸びて屋根を貫いて出ている。こういうのがも

ともとの古い形の千木でございます。これが新しくなってきますと、分離し

まして屋根に乗っかるような――後でまた出てきます春日大社などもそうな

んですが――置き千木というやり方になります。屋根の上にバッテンで置い

ているだけというようなものですね。伊勢の場合は古い形の千木になってお

ります。

正面のディテールで、「五色の

座玉」が飾られている。

扉口の飾り金物なども、かな

り正確に再現しております。ち

ょっと見にくいかもしれません

が、こういう扉口の飾り金物に

も表面に彫刻が施されているの

ですが、これもできる限り再現

しております。

高欄、階周りのディテールで

ございます【図６】。

床下は、やはり見えないよう

になっておりまして、模型では

つくりませんでしたけれども、

実際はこの中、この奥に心御柱

が立っているということです。

次に、流造という形をご紹介
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します。

これも【図７】古代出雲歴史博

物館にある模型なんですが、「流

造」という名称は、この屋根の形

にあります。正面に前のほうに屋

根の流れが伸びている。こういう

ところから「流造」という名称が

来ているかと思います。流造とい

うのは、京都の上賀茂神社、下賀

茂神社で代表されるつくりです

が、模型は上賀茂神社をモデルにしていると思います。ほとんど形は同じな

んですが、多少細部で上賀茂と下賀茂は異なるやり方になっています。

側面図ですね（【図８】左）。この図を見ていただきますと、屋根が前方に

流れているのがよくわかるかと思います。この部分、前に流れている部分、

これを「庇」と称します。本体部分、これを建築のほうでは「モヤ」と称し

ております。モヤという漢字は、「母屋」とか、「主屋」とか、いろいろな字

を当てるのですが、本体部分というような意味だと思います。柱間２間分が

母屋で、その右が庇ということです。

それともう一つ指摘しておきたいのは、柱の立っている基礎となっている

部材で、これを土台です。古代の建築、この建物自体は古代ではないんです

けれども、古い建物で土台がわかるのは、この賀茂と春日大社ぐらいしかな

いんですね。神社建築の本殿に特色的に使われている部材でございますね。

土台は材を井げたに組んで、漢字の井の字のように組んで、その上にすべて

の柱が立っております。

これは正面図（【図８】右）です。正面から見る土台というのは、この部

材ですね。

下賀茂神社は２棟、同じ形の建物が、ちょっと右のほうに屋根が見えます
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図７ 上賀茂神社本殿1／50
（島根県立古代出雲歴史博物館所蔵）



が建っていますが、これが両方とも「御本殿」と称しております。東本殿、

西本殿ですね。上賀茂はちょっと違うんですが、上賀茂は後ほどお話しした

いと思いますが、下賀茂の場合は、東西２殿が両方とも御本殿でございます。

上賀茂神社と下賀茂神社の違いは、ぱっと見たところはなかなかわかりに

くいのですが、狛犬がございますね。ここは、彫刻の狛犬も飾ってあるので

すが、上賀茂神社の場合は、この板壁に狛犬の絵が描かれております。狛犬

の絵がここに描かれているのが上賀茂神社ですね（【図８】右）。

それと、高欄と階段、木階ですね、これに朱が塗ってあるのが下賀茂神社

です。上賀茂は、これが白木になっております。見分けやすいのはその辺の

ポイントかと思います。

【図９】が、今、上賀茂神社の御本殿周りです。２つ長方形の建物が同じ

形のものがかいてありまして、右のほうが本殿、左のほうが権殿というふう

になっております。

この権殿というのは、基本的には仮殿というような意味で、何か本殿に支

障があったときとか遷宮のときにかわりになる控えの建物でございます。そ

れを「権殿」と称しております。その辺が下賀茂神社と違うシステムなんで

す。
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図８　上賀茂神社本殿　側面図　正面図　『日本建築史図集』（日本建築学会編）



それともう一つ、軒周りのつ

くり方。社殿の軒周りには木口

が見えていますが、こういう材

を「垂木」というふうに建築の

ほうでは呼んでおります。屋根

の面をつくる細長い角材です

ね。それをずっと規則正しく並

べていくのですが、流造の前に

伸びている庇の部分の垂木はま

ばら。母屋のほうは密度が高い。

これを見ることによって、こ

の庇というのが後から付加された、つけ加えられたのではないかというよう

な考えもできるわけです。言えることは、この母屋部分と庇部分はつくり方

が違うということなんですね。こういった特色もあります。下賀茂神社も、

全くこの辺は同じようになっております。

基本的に流造は母屋という部分があって、その前方に庇という部分が付加

された形と解釈できるわけですね。母屋があって、その前方に、空間を拡大

するためですかね、こういう庇を加えたというふうに理解できるかと思いま

す。

続きまして、【図10】この建物は平入系で仏堂みたいに見えるんですが、

これは実は滋賀県の坂本にございます日吉大社の西本宮です。比叡山のふも

と、坂本にある古い神社でございますが、正面から見ると、これはもう仏堂、

仏教建築かと思うようなスタイルなんですが、これがちょっと変わった平面

構成を持っております。

背面が、すぱっと切り落としたような屋根の面が出ているわけです。

この建物の平面がどうなっているかというと、これが平面図（【図10】下）

です。
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図９ 上賀茂神社　本殿・権殿・祝詞舎・透廊　平
面図　『日本建築史図集』（日本建築学会編）



これが側立面図です（【図10】

上）。左が正面、右が背面。背

面は切り落としたような感じに

なっております。

平面的に見るとどうなるかと

いうと、実はこれが中央にある

部分が母屋です。で、この日吉

大社の場合は、母屋の三面、左

右と正面に庇を張り出してい

る。これが庇という部分で、三

面に庇を張り出して空間を拡大

している。どういうわけか背面

は庇を設けなかったんですね。

ですから、背面の屋根の形がこ

うすぱっと切れている、そうい

う形になっているというもので

す。空間を拡大していくシステ

ムの１つのあらわれですね。

これが大体、有名なところの平入系の御本殿かと思います。まだ幾つかほ

かにもあるんですけれども、代表的なもの、あとは八幡造というのは、今日

は紹介していないんですけれども、そういったものもありますが、神明造、

流造、で、この日吉造というのは大変少ない事例ですね。プリントにも書い

ておきましたが、流造というのが、実は神社で一番多い形式で、正確に数を

数えた人はいないのですけれども、日本の神社の６割から７割が流造だと言

われています。そのぐらい数が多いかと思います。

次に妻入系のものになりますと、有名な島根県の出雲大社でございます。

これは大変大きな建物ということが特色で、現在の建物でこの千木のてっぺ
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図10 日吉大社西本宮本殿　側面図　平面図
『日本建築史図集』（日本建築学会編）



んまで高さが８丈あるということです。１丈が３メートルでございますので、

ここまでが24メートル。今、マンションなどですと、大体１階の高さが４メ

ートルぐらいで済むのですが、そうしますと６階分ですね。マンションの６

階ぐらいの高さがございます。現在建っているものは、江戸時代の延享元年

（1744）という江戸時代中期に再建されたものです。

大社造につきましては、平面図、断面図、そしてまた模型の写真なども出

しておきました【図11、12】。

先ほどの伊勢の神明造の千木とは違いまして、大社造は置き千木です。屋

根の棟の上に、もうぽんとクロスする部材を置いているだけの全くの飾りで

すね。こういう破風板から伸びている千木ではなくて、もう屋根の上に乗っ

ける置き千木という装飾になっています。

古くはこういう屋根のラインも直線だったことがわかっておりますが、現

在のものは、この前の寛文、あるいはその前の慶長という時代に建てかえら

れているのですが、そのぐらいからこういう曲率を持った屋根になっている

かと思います。

正面。平面図（【図11】下）を見ていただければわかるかと思いますが、
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図11 出雲大社本殿　断面図　平面図
『日本建築史図集』（日本建築学会編）

図12 出雲大社本殿1／50
（島根県立古代出雲歴史博物館所蔵）



上り口、階段、階が片方に寄っているんですね。正面間口が、柱間２間でご

ざいますから、どちらかを入り口にしなければいけないということで、片寄

って間口を設けているのかと思います。

９本柱。大体正方形です。特に真ん中の柱が太い柱で、妻のこの正面のこ

の柱が少し太い。実は、これもやはり棟持柱となっています。この柱とこの

柱が、棟まで伸びている棟持柱となっています。この柱がずっとここでも切

れることなくここまで伸びているんですね。

ところが、これは同じ棟持柱でも、伊勢とは違いまして、縁の中にこの壁

の柱とは別にもう１本立っているのが伊勢でございますが、大社の場合は、

壁についている柱が棟持柱になっている。

実は、図ではわかりにくいのですが、壁の真よりもこの棟持柱がわずかで

すが外側に立っています。後で出てきます神魂神社の御本殿は大社造で、大

変古い建物なんですが、この柱がかなり外に出ています。また後で紹介しま

す。

それと、９本の柱が立ってこういう田の字型の平面をつくって、ちょっと

変わっているんですよね。こういうふうな空間構成、かぎ型の空間構成にな

っていて、これを「御内殿」と称しているのですが、この御内殿は、この図

でいきますと左側を正面にしております。神様がいらっしゃる御内殿は、左

側が正面です。ですから、御本殿の正面から参拝しますと、神様の側面を横

からお参りすることになってしまいますね。ちょっと不思議な平面です。

棟持柱というのは、屋根を支える柱です。ちょっと図面が見にくい。この

棟持柱は、実は棟まで伸びています。

真ん中の柱、ちょっと太い柱、これは、現在は出雲大社のほうでも「心御

柱」という言葉を使っていますが、大社の資料に「心御柱」が出てくるのは

ごく最近のことで、実は古い言葉としては「岩根御柱」と呼んでおります。

伝承によりますと、地下の世界と天上の世界を結びつけるような神聖な柱で

あるというような説明もあるようです。
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ところが、建築的には、これが天井をちょっと越えるだけで棟木まで伸び

ていないんですね。建築のほうで言うと、構造的には実はこれがなくても、

この建物は建つというようなことも言われています。構造的には必ずしも必

要ではない柱。ですから、逆に言えば、神聖な祭儀上の柱と言えるかと思い

ます。

今、出雲大社は、屋根ふきかえということで修理に入りまして、御遷宮が

行われております。本殿の中をのぞくようなこともできるようになっている

んですが、そのときにいただいた、これはパンフレットですかね、パンフレ

ットにあった資料を持ってきたのですが【図13】、これが実はどう見るかと

いうと、ここが心御柱。真ん中の柱ですね。私は「岩根御柱」と言いました

けれども、心御柱。で、上が北ですね。下が南、東、西ということで。これ

は天井の図です。天井の図で八雲という、天井にこういう雲がかかれている

んですね。八雲というんで

すけれども、７つで何だと

いう話もございます。数え

ると７つしかないんです

ね。それと、現在、御本殿

に描かれているのと、ちょ

っと形が違うようですね。

あまり厳密には見ていない

んですけれども、多少違う

形でかかれています。

ここにちょっと出ていま

すが、寛文の年号がありま

して、実は出雲大社では、

今建っている延享の建物の

前には寛文という江戸時代
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図13 出雲国杵築大社御神殿天井八雲之図
（寛文7年　出雲大社所蔵　大社パンフレットより）



の初めぐらいに造替が行われています。そのときの資料の中の１つですね。

ほかにも寛文の資料はものすごくいっぱい図面が残っておりまして、それで

寛文の復元模型などもつくったことがあるんですが、寛文の状況はよくわか

る。延享の現在建っているものもよくわかる。それ以前はあまりわからない

状況です。

これは古代出雲歴史博物館にある大社の模型ですね【図12】。神官の方が

並んでいますが、現状の模型です。ここのてっぺんまでが８丈、24メートル

ということですね。大変大きい。

現在建っているものは、実は「礎石立」といいまして、大きな石を据えて、

その上に柱を立てております。出雲大社は古くは掘立柱だったということが

わかっておりまして、先ほど紹介した寛文、その１つ前が慶長という江戸時

代初期なんですが、豊臣秀頼が造替しております。そのときから出雲大社は

礎石を使って建てるようになりました。ですから、それ以前は掘立柱だった

ということです。

現存する大社造で一番古いのは、今モニターに出ています神魂神社です

【図14】。国宝の建造物で、出雲大社より随分東、松江よりもさらに東の大

庭というところにあるんですが、ここは「出雲国造」の代がわりのときに火

継神事を行う神社として有名です。神魂神社といいます。これも国宝になっ

ておりまして、天正、16世紀の後期の建物で、大社造としては一番古い建物

です。

棟持柱が、先ほどの出雲大社

の御本殿よりも、明確に壁の真

よりも前方に突き出ています。

壁の中心ラインよりも前方に出

ている。本来的な棟持柱の形態

をよく残しているのではないで

しょうか。
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図14 神魂神社本殿（島根県松江市）



それで出雲大社といいます

と、ちょうど2000年に地下か

らものすごく太い柱が出てき

ました。國學院大學の杉山林

継先生と私も発掘調査委員会

に参加させていただきまし

て、つぶさに状況を見ること

ができたのですが【図15】、

これをどう見ますかといいま

すと、今、この奥、ちょっと

出ていないですけれども、こちらの奥に御本殿があります。御本殿の前の見

えるところは楼門があり、楼門の屋根で、さらにその前の八足門で、この写

真に写っていない手前のほうに拝殿がございます。そこの後ろから、ここに

何か最初地下室を、祭礼準備室をつくろうとして工事を始めて、工事に使う

矢板、工事現場の土どめに使うような天板をガンガン打っていたそうです。

この矢板という工事現場の鉄板を打ち込んでいたら、何かコツンと当たって、

何だということで掘り出したら、出てきました。

柱は３本一組みになっていますね。結局、３カ所を掘ることができまして、

ちょうどこれが建物の中心の、今の言葉で言えば心御柱と南の宇豆柱が発掘

されました。ですから、実は大社造というのは、大体対称的に規則正しく配

置されていますから、この辺とか、この辺とか、この辺とか、もっと奥を掘

ると必ず出てきます。既存の建物がございますので、なかなか発掘というわ

けにはいかなくて、今回の発掘では３カ所だけを発掘いたしました。

一番南側の最初に出てきた３本組みは３本束ねて１カ所の柱としていると

いう。周囲は手を広げて届かないぐらい。大体、直径が１メートル35とか、

１メートル40あります、１本の直径が。大変太い柱です。

よく日本海側から巨木が出てきた、巨木が出てきたと言って「巨木文化」
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図15 出雲大社境内遺跡発掘現場（島根県教育委員会）



とか呼びますが、青森県の三内丸山は大

変有名ですが、太い柱の根っこが出てき

ますね。三内丸山で、あそこはクリの木

ですけれども、直径１メートルです。三

内丸山で大体直径１メートル。出雲大社

は、１本が１メートル35とか１メートル

40です。材質はすべて杉でございました。

この木ですね【図16】、この一番南側

の柱をもっと掘っていった一番深いとこ

ろの先端がこういう状況になっていまし

た。これはちょうど一番底に当たるんで

すが、カットしているんですね。現場で

カットしたような跡が見えます。それと

特徴的なのは、この穴なんです。これを建築のほうでは「目途穴」と称して

おります。ここに綱を結びつけて、巨木を運ぶ、あるいはいかだに組む、そ

ういったときに使う穴です。それが出雲大社からきれいに出てきているんで

すね。

またこれは話は全然違うんですが、これは長野県の諏訪大社の御柱という

祭りがあります。これはモミの木を遠くから引っ張ってくるのですが、実は

御柱にも穴があいていて、綱で引っ張ります。要するに御柱祭りでも目途穴

を使って材木を運んでいるんですね。大社で出てきたのと同じやり方をする

わけです。

これは絵巻物ですが、『石山寺縁起』という、滋賀県の石山寺というお寺

がありますが、その縁起絵巻の14世紀の絵巻物【図17】ですが、見ていた

だきたいのはこの材木を運んでいる部分です。人力で綱を引いて運びます。

ちょっと見にくいのですが、材木に目途穴をあけて綱をつけて引っ張ってい

る。それと同じものが出雲大社の柱の根っこにあったということです。
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図16 宇豆柱端部の目途穴



これが心御柱のところですね。中央の柱にある３本組みです。

中央の柱にある３本組みの材質は杉で、実はものすごく成長の早い杉とい

うことで、直径は１メートル35とか40あるのですが、樹齢が200年ちょっと

という、とてもとても今では考えられないぐらいの樹齢だったことがわかり

ました。ものすごく成長のいい杉だったということなんですね。

それで出雲大社のこの建物につきましては、伊勢の神明造とはいろいろ違

う特色があります。これは「本殿の位置の移り変わり」と称していますけれ

ども、先ほど紹介しましたように、伊勢の場合は隣に敷地をつくっておいて、

きれいに左から右、右から左と移していくんですね。今、そのため、形態が

よく伝わる。

ところが、出雲大社というのは、僕は大らかで好きなんですけれども、今

わかっているだけで現在の御本殿がこれですね、延享。今、ここの位置に建

っています（【図18】⑤）。その前建っている、これもはっきりしていまし

て寛文がここ（【図18】④）でした。その前に建っていたのが、今回の発掘

で同時に出てきたのですが、慶長。江戸時代の初め、秀頼がつくった。この

位置（【図18】③）から出てきました。その前、ちょっと時代はわからない

のですが、室町時代ということで、今、拝殿が建っているあたりから出てい

ます（【図18】②）。今回発掘された、３本組みの柱が出てきた鎌倉時代の
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図17「石山寺縁起絵巻」（鎌倉時代）



建物はここに建っています（【図

18】①）。要するに、敷地内で、

何か空き地を探して、あいている

ところに建ててしまうんですね。

全く大らか。

それと、この間の年数。伊勢は

20年ということできちょうめんに

やるのですが、いろいろな間隔が

あきまして、遷宮の年代はもっと古いのもわかっているのですが、それが定

期的ではないんですね。定期的に建て直すという制度は出雲大社にはござい

ません。最近、「60年に一度の遷宮」とか言っているのも、これは最近の話

で、古くは「破れるに随いて修理する」というふうに言っておりますが、壊

れたら建て直すという、大変大らかなシステムで、まあ壊れるまでほってお

くようなところですね。

逆に言いますと、あいたところにぼこぼこ建てているということは、実は

こっちのほうとか、こっちのほうとかを掘ると、何か出てくると思います。

十分その可能性はあると思いますね。出雲大社の境内を掘ると、また違う時

代の御本殿の遺構が出てくる可能性があると私は確信しております。おもし

ろいところですね。

大社の話が長くなりますけれども、これは有名な「金輪造営図」と呼ばれ

ている出雲大社の宮司家に伝わる古図なんですね【図19】。残念ながら、こ

の絵図面自体は江戸時代の写しなんですが、右側はその起こし絵図です。江

戸時代のものなんですが、かいてある内容は古いだろうという説と、こんな

もの、荒唐無稽ででたらめだという説と両方ございました。

実は、発掘の前までは、こんな３本組みの柱なんていうのはあるわけない、

日本はおろか全世界にこういう３本のこういう巨木を組んで柱にするなんて

いうのはないんですね。ですから、この絵図だけでは、こんなのはうそだ、
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図18 本殿位置のうつりかわり
（島根県教育委員会パンフレット）



いい加減な図だということで評価されていなかったのですが、発掘後一躍注

目を浴びることになりました。

こういうのがあるということですね。大体９本の柱、これが真ん中の柱と

いうことで、いろいろ寸法が書いてあるんですが、例えばこの直径、大きな

円の直径が１丈、３メートルというふうなことですね。この大きな円の直径

が３メートル。ですから、大変巨大な柱でつくっていたんだという裏づけだ

と思います。

あと有名な話では、ここの、これは階段をあらわしていると思うんですが、

ここに言葉があります。「引橋長一町」ということで、これは階段。階段の

ことを「橋」ともいいます。長さが一町あると。大体110メートルとか109メ

ートル、そういう長大な階段だったということが書いてあって、これもまあ

うそだと言われていたんですけれども、あながちないことはないのではない

かと私は考えています。
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図19 金輪御造営図と読み取り図（出雲大社所蔵）



平安時代の本に「口遊」という本がございまして、小学校の教科書みたい

なもので、いろいろごろ合わせで暗記する本なんですね。そこに有名な言葉

で、日本で大きな建物は何ですかというような設問に、「雲太、和二、京三」

という言葉があるんですね。日本で大きな建物は何か、「雲太、和二、京三」、

そういうふうに覚えろという意味です。

「雲太」は、ここに解説があるように「出雲の太郎」で、出雲大社本殿。

「和二」とは何かというと、「大和の二郎」で東大寺の大仏殿。「京三」とは

何かというと、「京都・都の三郎」で平安京の大極殿、こういうのが日本の

大きな建物だというふうに覚えなさい、暗記しなさいというような本なんで

すね。これをどう理解するかでいろいろな説があったんですけれども、単純

に高さを言っているんじゃないという先生もおりましたし、一方で、これは

平面を比べているわけでは絶対ないんだから、高さに違いないというふうに

解釈する先生もいらっしゃいました。どちらもちょっとはっきりしないので

すが、先ほどの巨木が出てきたことなどから言いますと、私はこの東大寺の

大仏殿よりも高かったということは十分あり得るのではないかと思っていま

す。

ちなみに、この東大寺大仏殿は、記録で高さ15丈幾つというのがはっきり

しております。15丈というのは45メートルちょっとですね。ということで、

この高さが確定するわけですね。ですから、それよりも太郎が一番ですから、

高いのではないかと。

この話と別に、また出雲大社には伝承がありまして、現在の建物は高さ８

丈で、中古、少し昔というような意味でしょうかね、中古はその倍の16丈、

大古、大昔はその倍の32丈という伝承があるんですね。これは一番古いので

室町時代ぐらいの文献にも出ているのですが、そういう伝承がほんとうかど

うかというのがまた問題になっていて、この説を信じると、東大寺の大仏殿

の15丈よりも高いということですから、伝承にある16丈というのも十分可能

性があるのではないかと私は思っています。
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そういったことで、いろいろな

先生方がああだこうだと言って復

元した模型が実はこれで【図20】、

これも古代出雲歴史博物館に飾っ

ております。

こういう発掘事業の後、復元模

型などをつくるのですが、普通で

すと１つの案にまとめるのが常識

です。発掘の成果としてこういう

のが考えられるというふうにして

１案まとめるのが普通なんです

が、この場合は、実は建築関係ではもう１人、今、鳥取環境大学の先生をさ

れています浅川先生という方が参加しておりまして、私と浅川先生が建築関

係だったんですね。で、全然意見がまとまらない。

そこで、いろいろな先生を集めてつくろうということで、３人の先生方を

加えて合計５人でそれぞれ勝手につくるということで５つの模型ができた。

これは初めての試みで、５つあることが結果として復元案はいろいろあるん

だなということがわかっておもしろい試みだとなかなか好評のようですね。

２つが16丈説で、３つが、そんなのあり得ないという説で、16丈説を否定

する説です。同じ資料を使って５つできちゃうんですね。

私は福山敏男先生以来の説を踏襲しておりまして、16丈説を肯定する説で

す。と、まあこういうふうになって、なかなかよくわからないのが復元です。

続きまして、住吉造【図21】。これも古代出雲歴史博物館の模型の写真で

すが、大阪の住吉大社で代表される形で、切妻造の妻入で、これも大変直線

的なデザインでございます。あまり事例は多くないのですが、大阪の住吉大

社は、幕末、文化年代の建物ですが、一番古いのでは、現存するところでは

福岡の住吉神社のが江戸時代の初めのものが残っております。
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図20 出雲大社本殿復元模型
（島根県立古代出雲歴史博物館所蔵）



この住吉造でよく言われるの

は、この形が天皇の即位のとき

に行われます大嘗祭の大嘗宮の

建築とよく似ているということ

が指摘されております。中が２

室に分かれているんですね。こ

れが前のほうで、２室に分かれ

ている。これも特徴の１つです。

平面図、正面図、側面図【図

22】、大変簡明な建物で、置き

千木ですね。これが住吉造です。

住吉大社へ行きますと、前に拝殿が建っていまして、正面はよく見えない

んですね。

かわりまして春日造です【図23】。これは奈良の春日大社で代表されるつ

くりです。

この模型も古代出雲歴史博物館の模型です。４棟並んでおりまして、妻入

で比較的小型です。正面には、これはやはり庇なんですね。正面に何か出っ

張っているのが見えますが、庇。

それと、ここではちょっと湾曲した優美な千木。置き千木ですが、もう完
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図21 住吉大社本殿1／50
（島根県立古代出雲歴史博物館所蔵）

図22 住吉大社本殿　平面図　側面図　正面図　『日本建築史図集』（日本建築学会編）



全な飾りと化している千木が乗っております。

春日大社の土台はものすごい大きな角材で、その上に柱が立っております。

これが正面図（【図24】中）。

側面図（【図24】右）、側立面で見ると、この上に柱が立っているわけで

す。

春日造は、地方的には全国に点々とあるのですが、奈良県と和歌山県に比

較的密度が高く分布しています。

これは平面図（【図24】左）。１室で大変小さな建物。この辺が庇に当た

るわけですね。この辺が庇で、この４本の柱の中が母屋です。

春日大社の建物は、やはり幕末、文久でしたかね、に建てられたもので、

やっぱり遷宮の制度がありまして建て直すというのがあるんですね。

建物として一番古い春日造は、奈良県に円成寺というお寺があるんですが、

そこにある春日堂・白山堂という建物です。お寺の中にも神社がかつてはま

つられていた。建物自体として一番古い春日造で、鎌倉時代ですね、鎌倉時

代初期、安貞という年代、1227年から29年です。

確証はないんですけれども、この建物はもともと古い春日大社の建物をこ

こに下賜したというか、要するに移した。遷宮に当たって不要になった春日
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図23 春日大社本殿1／50 （島根県立古代出雲歴史博物館所蔵）



大社の建物をここに移したという説もあります。春日大社でそういう慣行が

ありまして、「春日移し」と呼んでいますが、江戸時代のものですけれども、

「春日移し」というのが奈良に何棟か残っています。春日大社からもらって

くるわけですね。これもちょっとかなり古くてよくわからないんですけれど

も、そうではないかなという説もあります。

側面図で見ると、庇の部分がよくわかるわけです（【図24】右）。

そういうことで、平入系とか妻入系で代表的な神社本殿のつくりをご紹介

しましたが、これが相互にどういう関係になっているかということがやはり

考えられてきました。

これはちょっと古い本に出ている模式図なんですが（プリント「神社建築

の流れ」）、どう見るかというと、「時代」と書いてあります、こっちが古い。

「大和・飛鳥」「奈良」「平安・鎌倉」「桃山」と、こう上のほうから下のほう

に時代が流れてくるんですね。

いろいろな何とか造というのがどういう系列になっているかということ

で、ひとつ大もととして出雲大社の大社造があって、もう一つ大もととして

伊勢の神明造、「唯一神明造」とも呼びます、神明造があって、それからい

ろいろな造が派生しているというような解釈ですね。神社としての位置づけ

が大社と伊勢というのは大変大きいので、そこから何か始める。大社は妻入、

伊勢は平入というふうになっていて、ちょうどそれが対称的でうまくできて
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図24 春日大社本殿　平面図　正面図　側面図　『日本建築史図集』（日本建築学会編）



いるんですね。大社造のほうからは住吉造。ちょっと大鳥造を省略しました

けれども、住吉造ができて、それが春日造に至るという図式。平入系のほう

では、神明造から流造、さらに庇がいっぱいできている日吉造なんていうの

が派生するという図式を描いていたのです。

この説は、何か機能論的な進化論的な説で、私の学生のころはこういうこ

とを授業で講義された覚えがあります。機能論的というのは、要するに庇の

ない大社造から、ここに庇のある春日造に進化したと。あるいは、ここは大

社造は基本的に１室の空間で、住吉造は２室に分化したとか、機能的に何か

上のほうから下のほうにいくと複雑になっているなんていう考え方ですね。

そういう複雑になったものは新しいのだと。神明造のほうも庇がない。流造

は庇がつく。日吉造では三面についたりする、こういうのが新しいのだと、

派生したのだというような考え方で説明されていたのですが、もうそれはち

ょっとおかしいのではないかというのが１つの考え方として示されておりま

す。その辺は、プリントの真ん中辺、１ページの真ん中辺に「空間の発展の

方向性（機能論的考察）」で、母屋だけの建築から母屋プラス庇の建築へ発

展するという考え方はちょっと疑問ではないかということで、こういったも

のを１つの系統図として何から何が派生してなんて考えるのはちょっと無理

があるのではないかということが言われております。

それで別の考え方として提示されているのが、次の考え方、「神殿の有無

から見た神社の３形態」（プリント）ということで、全く違うところに目を

つけて神社を考えようという考え方です。

プリントに①、②、③と提示しておきましたけれども、１番としては、神

殿を設けない。ここで本殿と言ってもいいかと思うんですけれども、神様が

おさまる建物を特に設けない神社があるんだと。実例としては奈良県の大神

神社、あるいはこれも奈良県の石上神宮。この石上神宮は、現在は大正時代

に御本殿を建てておりますが、もとはありませんでした。大正時代の御本殿

が今は建っております。あと諏訪大社。これは長野県諏訪湖の湖畔に４社ご

159（28）



ざいます。上社と下社それぞれが２つに分かれていて４社あるんですが、こ

の諏訪大社なども本殿を設けない神社として大変有名な神社です。これらは

いずれも歴史が古くて、かなり影響力のある、いわゆる大社なんですね。そ

ういったものが本殿を設けないで神祭りをやっていたということ、こういう

のが古いスタイルではないかという話なんですね。

２番目としては仮設の神殿を設けるということで、どういうことかという

と、普段は神殿、本殿をつくっていないんだけれども、お祭りがある、神事

があるというときに建物を建てて、お祭りが終わると撤去する、そういうス

タイルがあるのではないかということで、実例として有名なのが、奈良の春

日大社にあります春日若宮、ここはおん祭りというお祭りをします。後でち

ょっと説明しますけれども、そのときに、境内の少し離れたところに建物を

建てて、そこに神様をお招きしてお祭りをする。お祭りが終わると、その建

物を撤去するということをします。それと、先ほどもちょっと出てきた天皇

の即位儀礼として行われます大嘗祭のときの大嘗宮。これも神事の７日から

５日ぐらい前にぱっと建てるというふうに聞いております。で、神事が終わ

るとやはり撤去する。そういったあり方。お祭りのときだけ仮に建物を建て

て、終わったら撤去してしまう、そういうスタイルがあるのではないかとい

う考え方です。

３番目が、これは我々がよく見かける、常に御本殿がある、常設の神殿を

設けるタイプ、こういうのがあって、どちらかというと①、②、③というふ

うにだんだん変わってくるという図式も描けるのではないかという考え方で

す。①のことを「自然神道」、②、③を「社殿神道」と称することもあるよ

うです。

こういう考え方があるとして、ちょっと実例をフォローしますと、これは

①の事例として挙げました大神神社ですね、奈良県の三輪山【図25】。この

山が三輪山で、ここに神様がいらっしゃる。大神神社というのは、このふも

とにありまして、立派な建物があります。ところがそれは御本殿ではなくて、
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拝殿なんですね。人が拝礼する

ための建物です。この奥、裏の

ほうが三輪山になるのですが、

そのふもとにこういう立派な建

物が建っています【図26】。建

物自体、寛文、江戸時代の建物

ですが、参拝者が上がっていま

すけれども、これは拝殿であっ

て、神様がいらっしゃるところ

ではない。

その辺のことを示した江戸時

代の絵図があって、三輪山が描

かれ、そのふもとに、今見た拝

殿が描かれている。これが、

「大神神社」と言っている拝殿

ですね。そのちょうど裏側にち

ょっと柵、垣があって鳥居、有名な「三輪鳥居」という３つの間口がある鳥

居があるのですが、そういう垣根と鳥居があって、「禁足地」という足を踏

み入れてはいけない神聖な場所があるんですね。ここに神様をお招きして、

その前の空間と拝殿で拝礼するというスタイルです。

これは大神神社の摂社の檜原

神社という、すぐそばにある神

社なんですが【図27】、同じよう

なスタイルで、見るのがたやす

いので写真を撮ってきたのです

が、ここの垣根、垣があります

ね、垣、この中が禁足地であっ
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図25 三輪山

図26 大神神社拝殿（奈良県桜井市）

図27 大神神社摂社檜原神社



て、その正面に鳥居がある。鳥居のほうは間口が３つある鳥居で、「三輪鳥

居」といっています。さらに普通の鳥居ではなくて、これは格子がついてい

るんですね。普通、鳥居といいますと、ここに何もなくて通れますよね。通

るんですけれども、ここでは鳥居に格子がついていて、みだりに人が入れな

い。神聖な場所であることを示しているわけです。こういったものが先ほど

の大神神社拝殿の裏側にもあり

ます。そういった事例。これが

大神神社です。

これは諏訪大社です【図28】。

長野県の諏訪大社の上社の本宮

というところなんですが、今は

建物が建っています。これは江

戸時代の天保の建物ですが、実

はこれ、ここに見えているのは

本殿ではなくて、これもあくまでも拝

礼するための建物で、この裏側は禁足

地になっております。諏訪の場合、何

を拝礼するかはちょっといろいろ分か

れているのですが、御本殿がないこと

だけは確かです。

これは、境内四隅に立っている「御

柱」と呼ばれる独立柱ですね【図29】。

諏訪大社のこれは上社の本宮の御柱で

す。四隅に立っておりまして、６年に

一度、寅の年と申の年に立てかえてい

ます、その年に、山から切り出して

延々と引っ張ってきて立てる。それを
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図28 諏訪大社上社本宮社殿

図29 諏訪大社上社本宮一之御柱



最大の祭りとしているんですね。

これは本宮の一之御柱です。

「木落とし」と呼んでいます行事は、野を越え、山越え、川越え、延々と

引っ張っていってがけを引っ張って御柱を引きずりおろす。そのとき、しな

くてもいいと思うんですけれども、一番先頭に乗っかるのがここの諏訪の男

性の最大の勲章らしくて、乗っかるんですね。時々負傷者、死傷者まで出る

らしいですね。それほど諏訪の男衆は燃える神事だそうです。

これは秋宮の御柱を立てるところです。これも乗っかっているんですね。

見た目は何の役にも立ちませんね、乗っかっていても。邪魔になるだけ。危

ないだけ（笑）。落ちないようにくくりつけて乗っかって、何か騒いでいる

んですね。人が乗っかったまま立てていくんです。

次に、これは２番目、②の春日若宮おん祭の御旅所です【図30】。春日大

社の若宮で、春日大社の境内は大分広いのですが、興福寺寄りの、普段はこ

の前に広い野原があります。何にも建っていないところに、12月のお祭りの

ときにこういう建物を建てる。基本的には春日造なんですが、屋根には松葉

をふいたり、この辺の柱なども、木の皮をむいていない「黒木」と呼ばれる

木ですね、普通はもう木の皮をむいて製材するはずですが、「黒木」と呼ば

れる、切ったままの材、この辺もちょっと見ると丸太ん棒で黒木のままなん

ですね。急に建てた、あるいは仮設だということをわざと示しているような

建物を建てます。

これが黒木という、樹皮がつ

いているんですね。この辺も何

か不ぞろいの丸太ん棒で垂木を

つくるわけですね。この辺も丸

太ん棒です。屋根は松葉。こう

いうものをつくっておいて、春

日若宮のいつもいらっしゃると
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図30 春日若宮御旅所



ころ、実は御旅所の奥のほうに春日若宮のふだんいらっしゃる本殿があるの

ですが、そこから、先ほど見た仮設の建物に夜中、遷宮されるんです。真っ

暗で、真冬12月ですから寒くて、大変なお祭りなんですけれども、夜中に御

神体を移す。

そうしてもって御旅所に移すわけですね。この前は広っぱになっていまし

て、そこで昼間、いろいろな神事を行って、神様にお供え物をしてお慰めす

る。また神様に帰っていただいて、御旅所の社殿は撤去してしまう。そうい

うことをやっております。これが２番の実例です。

そういうことで、建築のほうからそういったいろいろな御本殿の特色をど

う理解するかということになるわけですが、プリントの最後に書いてありま

すことなんですが、「神の移動と神社」ということで、ある考え方として、

神様は常に神殿にいらっしゃる。ずっといらっしゃるというのもあるのです

が、そういう神社ばかりではなくて、神様は常にはいない、時々ふらふらど

こかへ行ってしまう、あるいはどこかから来てふらっと来るとか、そういう

気ままな神様もいらっしゃるというような観念があるのではないか。お祭り

のときだけにやって来る。それで神迎え、あるいは神送りという神事なども

生まれてくる。建築のほうでも、そういった神様が移動しながらいろいろ神

事を行うということに本殿は対応しているのではないかという考え方です

ね。

今日紹介したような御本殿の形式をそういった観点から分析してみます

と、１つは神の移動を前提にした本殿形式、神様が移動するということを前

提とした本殿形式として、流造、春日造が挙げられるのではないかと。これ

はどちらも比較の問題ですが、小型であって、特色としては土台建てなんで

すね。土台の上に柱を立てている。

もう一つは、神の常住を前提にした本殿形式で、これは神明造、大社造、

住吉造が当たるのではないか。これはどちらかというと本殿としては大型で

あって、柱の立て方としては、古くはみんな掘立であるということ。掘立と
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いうのは、もうそこに固定する方式ですから、建物の移動なんていうのはち

ょっと考えられないですね。土台にしますと、これは比較的簡単に建物を動

かすことができるわけです。

そういった建物を動かす事例をいろいろ探しますと、あまりはっきり資料

を提示して示せるものが少ないのですが、その中で唯一資料的な裏づけにあ

るのが次の話で、図（【図31】）と、そして、プリントの２つをご覧下さい。

図のほうから見ていきますと、これは京都の上賀茂神社の話でございます。

賀茂社は下賀茂、上賀茂と、２つに分かれていますが、実は下賀茂のほうは

全然違うやり方をするんですね。これは上賀茂のやり方です。

最初に、本殿のあり方も、上賀茂神社は本殿と権殿である、下賀茂神社は

両方とも本殿で、東本殿、西本殿であるということをお話ししましたけれど

も、それがきいてくる。

これを模式図であらわしましたが【図31】、これをつくったもとの資料に

なったのは、上賀茂神社の所蔵する文書で嘉元３年、1305年に当たりますけ

れども、ご遷宮が行われてそのときの記録『御遷宮日記』です。この日記に、

いつ、何をしたなんていうのが比較的細かく書いてあるんですね。その時間

を追ってどういうことを行ったかというのを模式的に示したものです。

順番に時間はこの①から②、③、そして⑤というふうに進んでいきます。

153（34）

図31 上賀茂神社遷宮模式図　嘉永3年（1305）



これをどう見るかというと、右側が本殿、左側が権殿なんですね。そして、

本殿のほうに御神体がいらっしゃる。

それで、遷宮ということになります。建物を新たにつくり直すということ

をやるわけですが、そのときまず何が行われたかというと、一番最初、本殿

の隣にある権殿、破線でバツが書いてありますが、これを取り壊すのです。

撤去する。まず最初に撤去する。更地にするんです。

次に２番目なんですが、２番目にどうしたかというと、その取り壊した権

殿を新しく建てる。「New」と書いてある場所です。この二重の四角で囲っ

たのは、「新しい建物」という意味です。

同時に、これがおもしろいのですが、この本殿の前方に新しい本殿を建て

るのです。この新しい権殿、新しい本殿を、同時に２棟建てます。だから、

一時期、３つ並んでいるんですね。そうしておいて、御神体を新しい権殿に

お移しします。これを「仮遷宮」と称しています。

そうして、次どうするか。３番に移るのですが、３番はどうするかという

と、これが御神体ですね。新しい権殿に今いらっしゃるわけです。どうする

かというと、旧本殿、破線でバツしてあるこれを取り壊すのです。古い本殿

を取り壊して、ここを更地にする。そうしておいて、本殿を移動します。ど

うするかというと、この新しい本殿の下にころという丸太をかませて、ろく

ろで引く、と『御遷宮日記』に書いてあります。ろくろというのは、重量物

を運ぶときとか何かに使う人力のクレーンみたいなものですが、そのろくろ

で移すわけですね。このときに、建物の下に土台があるということが大変重

要なわけです。土台がないと、これを文字どおりころころとは転がせないで

すね。ここで動かします。

次、４番なんですが、もとの位置に２つ新しい建物が建つわけですね。右

が新本殿、左が新仮殿。今、新仮殿に御神体があるわけです。これをもとの

位置の新本殿にお移しする。これを「正遷宮」と称しています。で、５番の

状況に戻って、最初に戻るわけです。こういうことをやっているんですね。
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これでもう一つ、２番の仮遷宮が嘉元３年、この年の８月７日の寅の刻に

行ったという。これは夜明け前ですね。８月７日の夜明けか夜明け前ぐらい

の時刻に仮遷宮を行った。

そして、３番、４番といくのですが、この４番の正遷宮の日時がわかって

おりまして、これが同じ年、嘉元３年の８月８日、翌日の酉の刻、夕方、日

没ぐらいです。

もう一度言いますと、この仮遷宮が８月７日の寅の刻、夜明けぐらいです

ね。で、正遷宮が８月８日、翌日の酉の刻、日没ぐらい。ですから、２番か

ら３番を経て４番までが１日半で終了するのです。要するに神様が仮住まい、

権殿にいる仮住まいがかなり短い時間、１日半の不自由なお住まいで済んで

しまうという、ものすごいシステムなんです。そのために、あらかじめ建物

をつくっておいて、つくってある完成している建物を引いてしまうわけです

ね。こういうことを中世はやっておりまして、嘉元の記録にはそれが詳しく

出ているので、こういうことがわかるわけです。

その後、似たような詳細な記録はないのですが、時間だけわかるんですね。

どのくらいの日時をかけて遷宮が行われたか。それはみんな短いんですね。

ですから、厳密に言うと推測なんですけれども、こういうことを中世に上賀

茂はやっていたと考えていいかと思いますね。それ以上は推測なんですが、

大変短い間で遷宮を行っているので、こういうことをやっていたと考えられ

る。

上賀茂神社というのは、ほかの神社もそうなんですが、戦国時代、中世末、

大変疲弊しまして、遷宮どころじゃないんですね。江戸時代の初めは、どこ

にどういう建物があったかわからないぐらい疲弊していたらしいです。現在

見るようにまた整備されるのが、江戸時代になって徳川の時代になってから

なんです。寛永という時代に新たに建物が整備されてまいります。そのとき

は、似ているんですけれども、その精神が全然違うふうになってしまうんで

すね。それが次の図（【図32】）でございます。
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もとになった資料は、寛永のときの記録である『寛永造営遷宮記』という、

これは上賀茂神社の所蔵する文書ですが、それにいろいろ詳しい工程が出て

います。このときは寛永４年から寛永５年にかけて遷宮が行われたのです。

これもやはり１番から２番、３番、４番、５番、６番というふうに進んで

いきます。右側が本殿、左側が権殿というのは同じです。

このときは最初に何をするかというと、権殿の前にまた権殿の権殿みたい

な仮殿を建てるんですね。ここからちょっとおかしくなっています。昔のこ

ともよくわからなくなってきたのか、権殿の権殿を建てる。仮の建物を建て

る。何をしたかというと、権殿におさめられている神宝を移動しています。

三角印は神宝をあらわしています。そこから始まります。そこにちょっとメ

モに日付を入れておきましたが、寛永５年の２月26日のことです。

同じ日、２番になりますが、これは何をしたかというと、建物を移動する

のですが、旧権殿を後方に動かすんです。ころ、ろくろを使って後方に権殿

を移してしまう。ここに空き地をつくるわけですね。

その次に何をするかというと３番なんですが、ここが空き地だったわけで
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すが、ここで造営を始めるのです。新しい権殿をこの場でつくる。それが寛

永５年の４月９日。その後、旧権殿を取り壊すんですね。旧権殿を取り壊す

なんていうこともやる。で、新たにつくった新権殿に御神体を移す。これが

寛永５年の４月９日です。仮遷宮と言っています。新たにつくった権殿に御

神体を移すんですね。

次、４番目になりますけれども、その次に何をするか。これは、この建物

が空き家になるわけですね。今度何をやったかというと、この旧本殿を後ろ

に引くんです。「旧本殿移動」と書いてあります。これが寛永５年の６月２

日。そうなると、ここが空き地になりますね。ここが空き地になると、この

場で新たに建て替えを始めるんです。「本殿立柱」という柱立てを８月22日

に行っております。その後、この旧本殿を取り壊します。

そうなると、次は５番で、両方の建物が一応、何か違う方法なんですけれ

ども、本殿と権殿が新たにできるわけですね。そうしておいて、新権殿から

新本殿へ御神体を移す。これは寛永５年の12月24日で、正遷宮に当たるわけ

です。

で、もとの状況に戻るわけですが、これはどういうことかというと、仮遷

宮から正遷宮まで、仮遷宮が４月９日で、正遷宮が12月24日ですから、８カ

月ですか、８カ月強、８カ月半、神様にご不自由な生活を強いるんですね。

これはやっぱりちょっと間違ってしまったやり方で、古いやり方はうまく伝

わらなかったんですね。ろくろで動かすということはやったんですけれども、

神様を仮の状態にとどめておくということをなるべく短くしようという根本

的な発想は伝え切ることができなかったようです。これが寛永の遷宮です。

最近は、もう新たにつくるということはやっていません。今の社殿は文久、

江戸後期のものです。その後、遷宮と称するもの、造替と称するものは、全

くの新築ではなくて修理、屋根のふきかえ等々の修理でかえていますね。と

いうような状況です。こういう、建物を移すことによって短時間で遷宮を終

了させるということのためには、どうしても土台立でないとできないですね。
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礎石立、掘立ではこんなことはできません。

上賀茂の場合は、東西の本殿を順番に使うなんていうことはしないんです

ね。東の次は西に御本殿にしたら非常に簡単ですが、そういうことはしない。

東側が本殿であって、西側はあくまでも権殿なんですね。先ほど言ったよう

なことですが、土台は建物の原型を損なわないために必要不可欠な部材であ

るということです。

上賀茂神社とか春日大社というのは、大変歴史の古い神社で、こういう土

台なども使う。ほかにもこういう土台で立てる神社はあったと思うんですが、

考えてみますと、土台というのは考古学的に残らないんですね。掘立とか礎

石立というのは、その跡が残ります。穴ぼこが残るんですけれども、土台で

物を建てたら、きれいさっぱり痕跡は残りませんね。ですから、古い土台立

の何々というのがほとんど実証できないんですけれども、もっともっとあっ

たのではないかと私は考えております。

これは全く違う話で、『法然上人絵伝』という、これも室町後期から鎌倉

時代ぐらいの絵巻物がある。いろいろな絵巻物には大工の造営しているよう

なところがよく示されておりますが、その中の１つのシーンですね。ぐるぐ

る回る柱状のものを立てて、取っ手を差し込んで、綱を巻きつけておいて、

それをぐるぐる回して重量物、柱を持ち上げる。これを「ろくろ」と称して

います。こういった道具を上賀茂では使うようです。

今日の話はあまり取りとめがなかったんですけれども、神社のいろいろな

形があって、１つは古い考え方として示した系統図みたいなことがちょっと

考えにくいのではないかという話、意外に流造とか春日造の形が古くからあ

る本殿形式ではないかと考えて、そういったことが結論といえば結論なんで

すが、あまり実証される話ではなくて申しわけございませんが、こういうと

ころです。（拍手）

※本学術講演会は、文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業オープン・リサーチ・センター

整備事業「モノと心に学ぶ伝統の知恵と実践」の成果である。
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【プリント】



編
集
に
あ
た
っ
て

研
究
開
発
推
進
機
構
は
、
國
學
院
大
學
の
建
学
の
精
神
を
闡
明
・
具
現
化
し
、
本
学
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
の
重
点
的
推
進
と
そ
の

成
果
発
信
の
拠
点
と
な
る
べ
く
、
従
来
の
日
本
文
化
研
究
所
を
発
展
的
に
改
組
し
て
昨
年
度
（
平
成
十
九
年
度
）
発
足
し
た
教
育
研
究
機

関
で
あ
る
。
本
機
構
は
総
合
・
学
際
的
な
日
本
文
化
学
と
し
て
の
「
国
学
」
的
方
法
に
よ
る
共
同
研
究
活
動
と
、
そ
の
成
果
の
内
外
へ
の

発
信
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
使
命
し
、
本
紀
要
は
そ
の
役
割
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

第
一
号
と
な
る
本
号
で
は
、
本
機
構
の
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
推
進
す
る
文
部
科
学
省
私
立
大
学
高
度
化
推
進
事
業
（
オ
ー

プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
）
に
選
定
さ
れ
た
「
モ
ノ
と
心
に
学
ぶ
伝
統
の
知
恵
と
実
践
」
研
究
事
業
か
ら
、
平
成
二
十
年

十
月
十
八
日
開
催
の
藤
澤
彰
芝
浦
工
業
大
学
教
授
（
本
機
構
客
員
教
授
）
に
よ
る
、
公
開
学
術
講
演
会
「
神
社
本
殿
の
建
築
的
特
質
」
の

講
演
録
を
掲
載
し
た
。

ま
た
、
本
学
及
び
本
機
構
の
原
点
と
し
て
、「
近
世
・
近
代
に
お
け
る
国
学
の
展
開
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
四
本
の
論
考
、

翻
刻
一
本
を
掲
載
し
た
。
国
学
に
関
す
る
研
究
は
、
本
学
の
学
問
的
基
盤
そ
の
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
機
構
の
前
身
で
あ
る
日
本
文

化
研
究
所
が
「
設
立
の
趣
旨
」
に
沿
っ
て
行
い
続
け
て
き
た
、
研
究
課
題
の
中
心
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
に
鑑
み
、
本
機
構
の

も
と
に
再
編
さ
れ
た
日
本
文
化
研
究
所
に
お
い
て
も
、
恒
常
的
な
研
究
部
門
と
し
て
「
神
道
・
国
学
研
究
部
門
」
を
設
置
し
て
い
る
。
当

部
門
の
事
業
で
あ
る
「
近
世
国
学
の
霊
魂
観
を
め
ぐ
る
テ
キ
ス
ト
と
実
践
の
研
究
―
霊
祭
・
霊
社
・
神
葬
祭
―
」
の
研
究
活
動
を
中
心
に
、

さ
ら
に
日
本
文
化
研
究
所
が
行
っ
て
き
た
井
上
毅
研
究
と
明
治
国
学
研
究
の
歴
史
を
取
り
上
げ
た
論
考
を
一
本
加
え
、
前
期
国
学
か
ら
明

治
国
学
ま
で
を
通
し
て
編
集
し
た
次
第
で
あ
る
。
執
筆
者
は
本
機
構
の
講
師
・
助
教
お
よ
び
研
究
補
助
員
が
担
当
し
た
が
、
こ
れ
も
日
本

文
化
研
究
所
時
代
か
ら
発
展
的
に
継
承
し
て
い
る
若
手
研
究
者
育
成
の
充
実
と
い
う
趣
旨
に
則
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。（
松
本
久
史
　
記
）



Transactions of the Organization for Advancement of
Research and Development

Vol.1（March, 2009）

CONTENTS

Prefactory Remarks ……………… SAKAMOTO  Koremaru 00

Articles
Cosmology and Practice of Kokugaku Concerning the View of Spirit :

Centered on KADA School 
………………MATSUMOTO  Hisashi 01

Reexamination of Kogaku Honkyo‾ Taii of MOTOORI Uchito‾
………………MITSUMATSU  Makoto 37

A Study of a Shintoist View of Cosmos through the Analysis of 
OKA Kumaomi’s Sandaiko‾-no-tsuiko‾, 1807

………………… KOBAYASHI  Takero‾ 69

INOUE Kowashi and Meiji Kokugaku
………………………… SAITO‾ Tomoo 93

Documents
Letters from HIRATA Kanetane in the So‾ma Region of Fukushima

Prefecture (VI)
…… The Research Project “The Study on the Concepts of Spirits 

Seen in the Texts and Practices of Kokugaku in Edo Era”  117

Public Lecture
Architectural Characteristics of Shinto Shrine, Focusing on the Central 

Structure (Honden)
……………………… FUJISAWA  Akira 186（1）


	P000_紀要01目次和文.pdf
	P000_創刊の辞
	国学者の霊魂観　その思想と実践 ― 荷田派を中心に ― 松本　久史
	本居内遠「古学本教大意」の再検討　―
本居文庫本の翻刻から
―
三ツ松　誠
	岡熊臣『三大考之追考』の「天地泉」
―
霊魂観研究の序として
―
小林　威朗　
	井上毅と明治国学　

齊藤　智朗　
	相馬地方における平田銕胤書簡（Ⅵ）

「近世国学の霊魂観をめぐる
テキストと実践の研究」
	講演録（公開学術講演会）『神社本殿の建築的特質』　  藤澤　　彰　
	P000_編集にあたって
	P000_紀要01目次英文

